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刊行のことば

　国立国語研究所が，日本語を発音する際の音声器官の運動を研究するたあ，X

線硬画を作成したのは昭和45，47年でした。それ以来，この資料にもとづいて調

音運動の分析をつづけてきました。先にその結果の一部を国立国語研究所報告60

rx線映画資料による母音の発音の研究．フォネーム研究序説」　（昭和53年）と

してまとあました。今回これに次ぐものとして，国立国語研究所報告100　「日本

語の母音，子音，音節．調音運動の実験音声学的研究」を刊行します。20年以上

に及んだこの研究はここに完了することになります。

　本報告の担当者は先行研究と同様，X線の照射を受けて発音を実演した，当時

の第一研究部話しことば研究室長上村幸雄（昭和51年に転出し，現在琉球大学法

文学部教授）及び本山3月停年退職した醤語行動研究部第三研究室主任研究官高

田正治です。なお，計算機処理に関しては所内，特に本年3月までの言語計量硯

究部第一研究室長（現言語体系研究部第二研究室長）中野洋の協力を得ました。

　なお，本研究所の他の研究と周様，本研究についても所外関係者の方々の助言

協力を仰ぎました。ここに担当者とともに感謝の意を表します。特に次に述べる

方々にはご尽力いただきました。

X線映画の撮影に関して……元東京大学医学部音声言語医学研究施設長沢島政行

　教授，同現施設長広瀬肇教授

声道内圧の測定に関して……おなじく広瀬肇教授，同施設新見成二助教授

呼気流量の測定に関して……株式会社リオン

動的人工口蓋法の開発及び利用などに関して……早稲田大学人間工学部比企静雄

　教授

動的人工U蓋のための石膏型の作成に関して……琉球大学医学部口腔外科教室

平成元年12月

国立国語研究所長　　野元　菊雄
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第1章

序 説

1．1　研究の概要

1．1－1　研究の目的，概要

　この報告は，現代の標準的な臼本語（いわゆる標準語）の，規範的であるとひろく一般

にみとめられている発音について，とくにその音節とフォネームのもつ調音音声学的な，

一一ﾊ的，かっ基本的な特徴を詳細にあきらかにすることを目的として国立国語研究所で長

期にわたっておこなわれた実験音声学的研究の成果をとりまとめたものである。そして，

このとりまとめに際しては．えられた多量の実験音声学的な資料が，研究的な，もしくは

教育的な目的でなるべく一般に利用することが可能になるよう，とくに考慮がなされた。

　この研究の撮当者らは，さきに母音一般，とくにDaniel　Jonesの基本母音（cardinal

vowels）について，そしてとくに臼本語の母音フォネームについて，これを単独に発音さ

れたばあいのものにかぎりながら．X線映画フgルムを主要な資料とした詳継な研究「X

線映画資料による母音の発音の研究一フォネーム研究序説一」（国立国語研究所報告，60，

1978）をとりまとめた。この報告は．この先行の前報告につづくものであって，田本語の
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子音フォネーム，さらに子音フォネームと母音フォネームとのくみあわせとしての脚本語

の音節のもつ音声学的．とくに調音音声学的な特徴を詳細にあきらかにすることを目的と

している。また，この報告はこの研究のふたりの撰当者のひとり，高田正治が長期にわた

っておこなった多量の分析作業の結果をなるべく見やすい形に整理して掲載し，その内容

を解説するという形式がとられている。そしてこの報告では，前報告とちがって，子音フ

ォネームー一・tw，あるいは音節一般についての一般音声学的な，あるいは音韻論的な議論は

おこなわれていない。なお，この研究も，先行の研究とおなじく，研究のもうひとりの分

担者である上村幸雄（東京うまれ，東京そだち）ひとりが被験者となっておこなった発音

を分析の対象としている。

1．1－2　研究の対象

　一般に標準語の発音上の規範は，東京を中心として近年に発達をみた首都圏のひろい住

宅地域にうまれ，そだった教育のある人々が現代の文章語としての標準語でかかれた文章

を朗読したり，あるいは公的な場面で発書したりするばあいの発音を規範としているとい

ってよいであろう。そしてそのような規範的とみなされる発音には，標準語に昇華してい

ない，会話だけにあらわれるさまざまの，ふるい，あるいはあたらしい江戸，東京の地域

的な方言的特徴をふくまない。たとえば／hi／と／si／を区別しない発音，べらんめ

え口調の際の舌先のふるえ音の／r／，また／me■／〈目〉，／te■／〈手〉など，

みじかい1音節の名詞の対格の形（acusative　case）をなまえ格（駐omiftative　case）から

区別して，／Mei：／〈圏を〉，／te「：／〈手を〉など，みじか母音をなが母音に，し

たがってみじかい1音節をながい1音節にかえることなどは，そのような，規範にとりい

れられていないふるい特徴の例である。また，一方で，文の内部の発話段落の前の音節に

きわめてしばしば下降的なイントネーションをくわえるのは，規範とはみなされていない

最近のあたらしい特徴の例といえる。

　なお．標準語，共通語という用語の使用にはおおくの混乱があるが，日常の，とくに私

的な会話におけるはなしことば共通語の発音上の規範は，標準語のそれにくらべてはるか

にゆるやかなものである。京阪神などの関繭アクセントの会話，東京などの下町の伝統を

ひく会話，あるいは丁台，熊本など単語アクセントの型を区別しない地方出身の人々の会

話などにおける発音が，全国の人々に内容のよくわかるものであるならば，すなわち，そ

れらが他の地方の人にわかりにくく，あるいは通じない方言ではなく，ひとびとに問題な
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く理解されるものであるならば，その発音ははなしことば共通語のゆるやかな規範を実現

しているものである。しかし．われわれがここで対象としているのは，東京をふくめて，

特定の地方のなまり（発音の地方的特徴）をもたないものである。また，あらゆるはなし

手は，その発音に個人的な特徴をもっているが，われわれが実験音声学的研究の被験者を

ひとりにかぎったのは資料的な制約と方法論的な有利さのためであって，被験者の音声の

個人的でしかない特徴に興味をもったからではない。人々の発音にみられるさまざまな個

人的特徴は，われわれにとっても充分に興味ある研究対象であるけれども，ここでは，わ

れわれは，ひとりの発話者にあらわれる，標準的な現代日本語において規範的とみなすこ

とができるような，一般的で，基本的な特徴とみられるものにのみ関心をもち，そうした

特徴とみられるもののみをひきだそうとしている。

1．1－3　この報告の構成

　この報告は全体で3章からなる。そしてこの第1章（序説）では，研究の琶的と方法の

概要とがのべられ，また，この報告でとられている標準語の音韻体系にたいする見かたと

音韻的な表記法とが簡潔にまとめられている。つぎに，直接，この研究で分析の対象にし

た無意味単語の発話群が一覧衰の形でしめされ，その発話がどのような分析の圏的でえら

ばれたのかが解説されている。そして，この章のおわりの部分には，ここでとられた方法

の詳細と，そのための実験装置について，また，われわれのとった，方法，装置，手続き

などからくる，資料のもつ特徴と制約についてのべられている。実験音声学の手法そのも

のには関心のうすい読者は，この最：後の部分をとばしてよむこともできるだろう。

　この報告の大部分をしめる第2章では，日本語のほぼすべての型の音節について，おこ

なわれたいくつかの方法による実験音声学的な分析結果が資料として，整理された形でな

らべられている。また，第3章では，第2章に掲載された数種類の資料からえられる知見

が．資料の各部分を解説する形であたえられている。したがって，読者は，第2章の資料

と第3章の解説とを見くらべる形でよんでいただきたい。

1．1－4　この報告に掲載する資料の種類

　第2章には．同一の被験者（発話老）による，同一一の発話内容に関する，つぎの4種類

の実験音声学的資料が掲載されている。

　1．X線映画的方法による資料
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　2．動的人工目蓋法（dynamic　palatGgraphy）による資料（以下DP資料と略称）

　3．声道内の気圧の変動についての資料

　4．日腔および鼻腔における呼気流量の変化についての資料

　ただし，これら4種目資料は，おおきく時閻をへだてて，ことなる場所でおこなわれた

発音によるものである。すなわち，1．X線映画的方法による資料は，1965年，および19

67年に東京大学医学部において撮影，録音されたもの，2．DP資料は，1979年｝こ国立国

語研究所の音声実験室で収録されたもの，3．声道内気圧の資料は，1988年に東京大学医

学部音声言語医学研究施設で計憎し，かっ録音されたもの，4．呼気流量の資料は，おな

じく1988年に国立国語研究所の音声実験室で計濾，記録されたものである。

　各資料について，以下に簡単に解説する。

1．X線映画的方法による資料

　X線映画的方法による資料とは，調音運動をおこなっている音声器官を，側面から毎秒

24コマの速度の16ミリX線映画フィルムに撮影したフィルムをフレームごとに分析した資

料であって，これによって側面からみた各音声器官のうごきをかなり正確にしることがで

きるが，発音者のX線の被爆の問題があるので，この点からおおきな資料的鰯約をうける

資料である。この報告に掲載した資料の主要部分をなしており，つぎの3種類の資料から

なる。

（a）X線映画フィルムのトレース図

　個々の音節，および音節連続の調音運動についての，X線映画フィルムの連続するフレ

ームごとに作成された多数のトレース図の中から選択された，子音フォネームおよび母音

フォネームの調音運動に関する代表的なフレームのトレース図，もしくはトレース図のか

さねあわせ図。　（p．58～p．329の左ページ）

〈b）調音器宮の運動に関する時系列分布図

　X門門画フィルムの連続するフレームごとのトレース図をもとに作成された，調音器宮

の運動に関する部位勝の時系列分布図（p．　330～p．383）

（c）X線硬画フィルムの音声のソナグラム

　X線映画の撮影と同時に録音された音声のソナグラム（上の，（b）時系列分布図の最上欄

およびp．396～p．397）

　ほかに，参考のためにかかげた，日本語の5個の母音フォネームに関するX線映画フィ

ルムのフレームの写真（口絵写真）がある。
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2．動的入工口蓋法（dynamic　palatography．以下DPと略称）による資料

　動的人工口蓋法による資料（DP資料）とは，63個の微小な電極をうめこんだ，うすい

人工的な口蓋をうわあごに装着して発音し，舌面が口蓋に接触した場所と時間とが自動的

に記録されるようにつくられた装置による資料である。この装置によって，調音に際して

舌が上あごの歯茎と硬口蓋へ接触するようすが，毎秒64回という速度で連続的に記録され

る。DP資料では．舌さきと前舌が参加する声道の閉鎖やせばめの状態が，上下方向から

みてかなり正確にとらえられる。X線映画的資料では，舌さきの部分が上下の歯列と重複

して側面からみにくくなるたあ，この資料によって，この部分のX線映画資料からの情報

をおぎなうことができる。人1口蓋自身は1ミリ弱のあつさしかないため，装着したこと

による発音への影響は，皆無とはいえないけれども，わずかである。

　DP資料はつぎの3種類の資料からなる。

（a）写実的なパラトグラム

　DPの記録装置による記録図をもとに，発音者の石轡型から投影法によって作成した，

個々のフォネームを代表する下面および側面のパラトグラム（p．65～p．329の右ページの

上の欄）

㈲　連続記録用紙によるパラトグラム

　DPの連続記録用紙に毎秒64コマの速度で記録された，図式化されたパラトグラム

　（p．65～p．329の右ページの下の欄）

（c）DP資料の音声のソナグラム

　DP資料採録時に同時に録音された音声のソナグラム（p．384～p．395）

3．声道内の気圧の変動についての資料

　声道内の気圧の変動についての資料とは，鼻むろ（鼻腔）を経由してロ蓋帆（軟口蓋）

の後ろをとおり，中部咽頭の上部に達した直径1．3ミリほどのカテーテルの先端に豆つぶ

ほどのちいさなセンサーをとりつけた圧カトランスデューサーを使用することによって，

発音中の声道のせばめよりも後ろのむうにおける気圧のちいさな変動を連続的に記録紙に

記録させたものである。装着の際に，鼻むろの奥，上部咽頭の表面を一時的に麻酔させる

が，装着による違和感はほとんどなく，また，口蓋帆の上下運動によって頻繁に開閉をく

りかえしている咽頭腔のこの部分にほそいカテーテルがとおっているにもかかわらず，ロ

蓋帆の破裂（nasal　plosion）をのぞけば，発音には障害が生じない。また，発音された音

声の音色にも，すぐに知覚できるほどの変化はほとんどおきない。
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　この声道内気圧の記録図（p。398～p．415の左ページ）には，声道内の気圧の変動と，

口の外のマイクがとらえた音声の波形とが時問軸上に上下に対比されている。

4。鼻腔および日腔における呼気流量の変化についての資料

　鼻膣および口腔における呼気流量の変化についての資料とは，防毒マスクのようなマス

クを口と鼻におしあてて，発音中に望むろ（口腔）と鼻むうとを通過する空気をそれぞれ

外気から遮断して別々のふとい管にみちびき，そのおのおのの流量を別々に測定する装置

による資料である。鼻むろ，黒むろのそれぞれを通過する呼気および吸気の有無，流量の

時問的変化が別々el　，または合計して，記録紙上に記録される。マスクを口と鼻におしあ

てることによって，下あごやのびるの運動にはほとんど不自由がおきないが，発音者の発

する音声が発音者自身には非常にちいさいゆがんだ音となってしかきこえてこない。した

がって発音者は耳による聴覚的なフィードバックがはたらかない状態におかれる。そのた

めに，ヘッドフォンをとりつけた人が自分の声がよくきこえなくなって，周囲の人におお

声ではなすようになるのと類似の現象がおきるのである。発音しても，自分がどの程度の

おおきさの声をだしているのか．たちまち見当がっかなくなる。このことからくる発音の

ひずみを最小限にくいとめるために，発音者は，1回の呼気によって発音する発話のセッ

ト（最大6秒以内）ごとにマスクをはずして発音し，ただちにおなじ発話のセットを，マ

スクをあてて，隆害される聴覚以外の感覚ではおなじと感じられるようにして，もう1度

発音するというやりかたをとって発音した。

　この資料は，呼気流量の記録図（p．398～p．415の右ページ）からなる。

　なお．これら4種類の資料を作成した手順と装置に関しては，この章の末尾「1．4資

料作成の手つづき」にくわしくのべてある。

1．1－5　分析の対象とする発話の内容

　以上4種の資料をうるために，発音者によって発音された発謡テキストは共通のもので

あり，そのテキストは別にかかげるが．テキストは，つぎのみっつの部分からなる。

（1）母音フォネームだけからなる音節に関するもの

　それだけで音節として発音された長短各5姻の母音フォネーム。

　この報告では，／a■：／，／iil／，／ガx／，／e阪／，／o阪／のように下降調の

アクセントをつけて発音されたなが母音フォネームを主たる分析の対象としてあつかい，
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ほかに，参考として，単独で発音された5個のみじか母音フォネーム，若干の子音フォネ

ームとくみあわせて単音節の形で発音されたみじか母音フォネーム／a／，／o／につい

て，X線映画フgルムトレース函のみをかかげている。

（2＞音節をひらく子音と母音フォネームとのくみあわせからなる音節に関するもの。

　すべて／cvi：CV／というフォネームのくみあわせからなっている。そして，たとえ

ば／pa阪pa／のように，第1音節の子音フォネームと第2音節の子音フォネーームとは

同一，また第1音節のなが母音フォネームと第2音節のみじか母音フォネームとは音色が

おなじである。テキストには現代田本語におけるほぼすべての長短のひらき音節をふくん

でいる。

（3）はねる音，つまる音をふくむ音節に関するもの

　うち，はねる音は，休止のまえの語末のはねる音，母音フォネームにはさまれたはねる

音．子音フォネームに先行するときのはねる音の3種類にわけられている。

茎．1－6　研究の分担

　この研究は上村幸雄，高層正治の難名の20年をこえる長期にわたった密接な共同研究に

よってなしとげられたものである。研究の立案はつねに両名がおこなった。上にのべた4

種の実験音声学的資料は，それぞれことなる時期に，同一一のテキストを使用して，ひとり

の発音者による発音によってえられたものであるが，そのテキストは共嗣の作成になる。

発音者は上村（東京うまれ，東京そだち）である。そしてX線映画フィルムの編集作業，

それによるすべてのトレース図の作成，トレース閣にもとつく調音器富の運動に関する蒔

系列分布図の作成，投影法による写実的パラトグラムの作成をふくむすべてのDP資料の

作成，およびここに掲載したすべての記録図の編集の作業は高田がおこなった。

　なお，X線映画フィルムの撮影は：東京大学医学部音声言語研究施設の沢島政行（もと施

設長），広瀬肇（現施設長）の協力によって，声道内気圧の測定はおなじく同施設の新見

成二助教授の協力によって，同大学の設備によっておこなったものであり，呼気流量の測

定は株式会社リオンが開発し所有する装置によっておこなった。

　この報告の第1章は，1から3までを上村が執筆し，4を高田が執筆して，たがいに問

題を指摘しあい，あるいは加筆しあった。第2章にかかげた実験音声学的資料は，すべて

両名の協議と検討にもとづいて，高田が作成，編集した。第3章はすべて上村が執筆し，

高田が問題を指摘，あるいは加筆した。最終的な文体の統一一作業は，主として上村がおこ
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なった。

1．2　現代日本語の音韻体系

1．2－1　母音フォネームの体系

　現代黒本語の母音フォネームの体系は，音色をおなじくして，持続をことにする長短お

のおの5個ずつの母音の対立しあう体系である。

　　　みじか母音フォネーム　　／a　　　i　　　u　　　e　　　o／

　　　なが母音フォネーム　　　／al　　il　　U：　　e：　　ox／

　その代表的アロフォンを，国際音声記号によって簡略につぎのように表記することにす

る。

　　　　　　　　　　　　　　　（a）　（i）　（tu）　Ce）　（o｝

　　　　　　　　　　　　　　　（a　i）　（i　i）　｛wD　（e　：）　（o　：）

　なが母音フォネームは持続とそれにもとつく音数律上のとりあつかいとをみじか母音フ

ォネームとことにするが，あい対立するみじか母音フォネームとの間に知覚できるような

音色のちがいをもたない。

　みじか母音フォネームは子音フォネームに後続して，または単独でみじかい音節をつく

り，そのみじかい音節は音数律の上で1　moraをなす。一方，なが母音フォネームは子音フ

ォネームに後続して，あるいは単独でながい音節をなし，そのながい音節は音数律の上で

2　mo　raをなす。

1．2－2　子音フォネームの体系

　現代E本語の子音フォネームはつぎのように分類される。

（1）音節をひらく子音フォネーム

　（a）直音の音節をつくる子音フォネーム

　　　　　　　　　　　　　　　　ロびる音　舌先音　前舌音

　　　さまたげ音（無声音と有声音）

　　　　破裂音（無声）　　　　　　　／P／　／t／

　　　　破裂音（有声）　　　　　　　／b／　／d／

　　　　破擦音（無声）　　　　　　　　　　　／c／

奥舌音　声門音

／k／

／g／



　破擦音（無声）

　摩擦音（無声）

ひびき音（有声音のみ）

　鼻膏（有声）

　流　音（有声）

　半母音（有声）

／z／

／s／

／m／　／n／

　　　／r／

／W／
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／j／

／h／

　（b）拗音の音節をつくる子音フォネーム

　　　　　　　　　　　　　　　ロびる音　舌先音　前舌音　奥舌音　声門音

　　　さまたげ音

　　　破裂音（無声）　　　　　　　／pj／　　　　　　　　　／幻／

　　　破裂音（有声）　　　　　　　／bj／　　　　　　　　　／gj／

　　　破擦音（無声）　　　　　　　　　　　／cj／

　　　破擦音（無声）　　　　　　　　　　　／zj／

　　　摩擦音（無声）　　　　　　　　　　　　／sj／　／hj／

　　　ひびき音

　　　鼻　音（有声）　　　　　　　／mj／　／nj／

　　　流音（有声）　　　　　　　／rj／

　　　半母音（有声）　　　　　　　　　　　　　　　（／」／）

　　音節をひらく子音フォネーームとしては，ほかに，外来語などにだけあらわれる子音フ

　ォネームとして，／hw／をあげることができる。／hw／は／w／とともに合拗音の音節

　の体系をつくる。

（2）音節をとじる子音フォネーム

　　つまる音（促音）　／q／，　はねる音（擾音）　／N／

　日本語の子音フォネームは暗節をひらく子音フォネーム」，つまり母音フォネームに

さきだって音節をひらく機能をもつものと，「音節をとじる子音フ＊ネーム」すなわち母音

フォネームのあとにつついて音節をとじる機能をもつものとの2種類にわかれる。日本語

はfひらき音節」，つまり母音フォネームでおわる音節を基調とする言語であるから，子

音フォネームの圧倒的多数はこの「音節をひらく子音フォネーム」である。　「音節をとじ
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る子音フォネーム」とは，いわゆる「つまる音」／q／と「はねる音」／N／の2摺だけ

であって，このふたつのフォネームは，いつも母音フォネームのあとへきて音節をとじる

機能を演じている。このうち．「はねる音3は単語のおわりの位置にも，他のどのような種

類の音節の前にもくることができるが，「つまる音」はつぎに無声のさまたげ音フォネーム

ではじまる音節がくるばあいにかぎってあらわれるフォネームである。

　そして暗節をひらく子音フォネームjと「音節をとじる子膏フォネーム」の両者が別

々のカテゴ￥一をつくっていることがH本語の子音フォネームの体系のおおきな特色をな

している。たとえば，英語などには，つまる音，はねる音のようなフォネームは存在しな

いし，　‘pot’と‘top’におけるフォネーム／p／と／t／のように，同一の子音

フォネームが音節をひらく位置にも，音節をとじる位置にもたつことができる。

　また，音節をひらく子音フォネームと音節をとじる子音フォネームとでは，リズム構造

の単位をつくる能力の点でちがっている。すなわち，音節をひらく子音フォネームはあと

のみじか母音フォネームとむすびついてはじめて1　mora（1拍）をなすのに対して，音節

をとじる子音フォネームはそれ自身で1　mora（1拍）をなすからである。

　つぎに，音節をひらく子音フォネームは，直音の音節をつくる子音フォネームと拗音の

音節をつくるフォネームとにわかれる。

　直音をつくる子音フォネームは／i～i：／以外の母音フォネームとむすびつくとき，口

蓋音化していないことを特徴としている。直音をつくる子音フォネームを子音をあらわす

字母1字であらわすこととする。

　一方．拗音をつくる子音フォネームは，おなじく／i～i：／以外の母音フォネームとむ

すびつくとき，口蓋音化していることをその特徴としている。ここでは拗音をつくる子音

フtネームを，直音をあらわす字母にjをそえて2字であらわすことにする。

　そして，日本語では，直音をつくる子音フォネームは，母音フォネーム／i～il／とむ

すびつくとき，つねに口蓋音化している。つまり，あとにつづく／i～i：／を発音する準

備のために，舌が硬目蓋にむけてたかくもちあげられている。口蓋音化，あるいは口蓋化

（palatalizatiOR）とはこのような現象をさしあらわしている。この，音節をひらく子音

フォネームと／i～i：／とのむすびつきによってできあがる音節，つまり五十音図のイ段

のみじかい音節とそのながい音節は伝統的に直音の音節とみなされていて，他の直音の音

節とともに五十音図の音節の体系，つまり，直音の音節の体系の構成者となっている。し

かし，このときの子音がU蓋音化しているという点では，拗音をつくる子音とその特徴を



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．2現代臼本語の音韻体系　　19

共通にしている。したがって，醸本語では，直音の音節の体系と拗音の音節の体系とがこ

の5◎音図のイ段の音節を共通の項としてもちながら，ひとまとまりの体系をつくってい

るということができる。このことを，50音図の力行のみじかい音節を例にとってたとえ

ば次のような図式にしてしめすことができる。

　力行のみじかい音節の体系

　　　ki－　　ke－ka－ko－ku　　　直音の音節の体系

　　　き　　　け　　　か　　　　こ　　　　く

　　　　　　　　　　　　kj　a
　　　　　　　　　　　　　　x一×．
　　　　　　　　　　　　きゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　kjo
　　　　　　　　　　　　　　　　　き。＼kj、　拗音暗節の縣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゆ

　そしてこのばあい，／k至／くき〉における子音にみられるP蓋音化は後続する母音の

影響によって生じている義務的な音声的変異であるとみなされるので，この音節を直音の

音節の体系の～員とみなすのは正当である。しかし，一方で，／ki／〈き〉は拗音の音

節／kja／〈きゃ〉，／klu／〈きゆ〉，／kjo／〈きょ〉とともに，口蓋音化した子音

ではじまる音節の体系をつくっていて，その構成者となっている。

　なお，拗音の音節，たとえば／kj　a／〈きゃ〉を3個のフォネームの結合とみなす見か

たがあって，臼本ではむしろそのような見かたが通説となっている。しかし，この報告書

で詳細にしめすような音声的事実に立脚するかぎり，この説にしたがうことはできない。

1．2一・・一3　音節の体系

　日本語の音節にはみじかい音節とながい音節との区別がある。子音フォネームを／C／

で，みじか母音フォネームを／V／であらわすと，みじかい音節のフォネーム的構造は

／CV／，もしくは／V／である。

　標準語のみじかい音節の体系は，第1表のように，表にしてあらわすことができる。個

々の音節は，表のおのおののまとまりごとの第i行目にフォネーム的な表記によって，第

2行にそのフォネームの代表的アロフォンの圏際音声記号による簡略的表記によって，そ

して第3行にその音節のかなもじ正書法による表記によってしめされている。

　なお，そのフォネーム的な表記を括弧にいれてしめした音節は，少数の外来語，あるい
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第1表標準語のみじかい音節の体系

直音の音節 拗音の音節 合拗音の音節

U
撮
う

O
O
お

a
a
あ

e
e
え

i
i
い

　
　
く

／
〔

ja　jo　ju
ja　jo　jLu
や　　よ　　ゆ

（wi　we）　wa　／

wi　we　wa　）
ウィ　ウェ　　わ〉

／　pi　pe　pa　po　pu
〔　pi　pe　pa　茎）O　PU工

　くび　ぺ　ぱ　ぽ　ぷ

pja　pjo　pju／
pj’ ＝@pjo　pj［i））

ぴゃぴょ　ぴゅ〉

／　bi　be’　ba　bo　bu
C　bi　be　ba　bo　btu

　〈びべばぼぶ

bja　bjo　bju／
bj　a　bjo　bjtu”）

びゃ　びょ　びゅ〉

／　mi　me　ma　mo　mu
Cmi　me　ma　mO　mtu

　〈み　め　　ま　　も　む

mj　a　mjo　mju／
mj　a　mj　o　mjta）

みや　みよ　みゅ〉

／（t　i）　te　ta　to　（t　u）

C　ti　te　ta　to　ttu
　〈ティてたと　トゥ

（tju）　／

tj舶〕
テユ〉

／（d　i）　de　da　do　（d　u）

（　di　de　da　do　dua
　〈ディでだ、ど　ドゥ

（dju）　／

d加】〕

デュ〉

／　si　se　sa　so　su
（　Si　se　sa　so　sa
　〈し　せ　さ　そ　す

（sje）　sja

Se　ga
シェ　しゃ

sjo

So
しょ

sju　／
gtu　）

しゅ〉
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直音の音節 拗音の音節 合拗音の音節

／　ci　（ce　ca　co）　cu
（　tSi　tse　tsa　tso　tsa

　〈ち　ツェツァツォつ

（ej　e）　cj　a　cj　o

tSe　tSa　tSo
チェ　ちゃ　ちょ

eju　／
sgin　）

ちゆ〉

／　zi
（　d3i

　〈じ

　（ぢ）

ze　za　zo
da　e　da　a　da　o

ぜ　　ざ　　ぞ

zu
dzG

ず
（づ）

（zj　e）　zj　a

d3e　d3a
ジェ　じゃ

　　　（ぢゃ

zj　o

d30
じょ

ぢょ

zju　／

d瓢〕
じゅ〉

ぢゅ）

／　ni　ne　Ba　1｝0　自噴

（ni　ne　na　no　ntu
　〈に　　ね　　な　　の　　ぬ

nja　切o

na　誰0
にゃ　によ

nju　／
3tta　）

にゅ〉

／　ri　re　ra　ro　ru
（　£i　fe　fa　fo　fw

　〈り　れ　　ら　う　　る

rJa　rjo
瑠a　fjo
りゃ　りょ

rju　／

fj舶〕
りゅ〉

／　ki　ke　ka　ko　ku
｛　ki　ke　ka　ko　kea

　〈き　け　か　こ　く

kja　kjo
kja　kjo
きゃ　きょ

kju　／
kjif　）

きゆ〉

／　gi　ge　ga　go　gu
（　gi　ge　ga　go　gw

　＜ぎ　　　げ　　　が　　　ご　　　ぐ

gja　gjo

ga　go
ぎゃ　ぎょ

gju　／
gul　）

ぎゅ〉

／　hi　he　ha　ho　hu
（　qi　he　ha　ho　Our

　〈ひへはほふ

hja　hjo

Qa　co
ひや　ひよ

hju

G敏

ひ＠

（hwi　hwe

Φ圭　Φe

ブイ　フx

hwa）　／

¢a　）

ファ〉
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は方言的な単語などにしかあらわれない，日本語の音節の体系にとって周辺的な，かっ，

しばしば非安定的な，人により発音のゆれのみられる音節である。そしてそのようなばあ

いは，かなもじ正書法はかたかなによる裏込をかかげてある。最近，英語などの外国語教

育の普及により，日本語の会話の中にあらわれるこのような音節はこのほかにもふえっっ

ある。

　表の左がわには，直音の音節が，中央に拗音の音節が，そして右がわには合拗音の音節

がかかげられている。そして上から順に．母音フsネームのみからなる音節と半母音フォ

ネームではじまる音節，ついで，日びる音の子音フォネームではじまる音節，舌さき音の

子音フォネームではじまる音節，輿舌音の子音フォネームではじまる音節，そして最後に

声門の子音ではじまる音節が配置さている。

　なが母音フォネームを／V：／であらわすと，ながい音節のフォネーム的構成はつぎの

ようにあらわすことができる。

　　　　　　　　／CV：／，　／CVN／，　／CVq／

　　　　　　　　　／Vi／，　／VN／，　／Vq／

　このうち，つまる音／q／をふくむ音節は無声の子音フォネームではじまる音節の前に

のみあらわれる。リズム構造の上でみじかい音節が畑oraをなすのに対して，ながい音節

は2moraをなしている。なが母音フォネームをふくむながい音節とはねる音におわるなが

い音節は，語末にきて特定のイントネーションをおびたとき，また，モーラ数をかぞえる

目的で発音されるときなどに，みじかい音節2個のように発音されることがある。

　また．問に意味のきれめのない，漢字音などにあらわれる／ai／，／ui／などのみ

じか母音フsネーム連続は，なが母音フォネームと同様，それだけで，または／Cai／

／Cui／のフォネーム構成で，その発音のしかたの点で，またリズム構造，アクセント

構造などの点で，ながい音節のようにふるまうことがある。

　上のみじかい音節の一覧表をもとにして，みじか母音フォネームを／V：／，／VN／

もしくは／Vq／におきかえると，ながい音節の一覧表ができあがる。しかし，なかい音

節のばあい，フォネームのすべてのくみあわせの中には．実際のN本語の単語にその音節

の使用される例を発見することのできないものもある。

　なお，なが母音フォネームをみじか母音フォネーム2欄の連続とみなしたり，あるいは

母音フォネ～ムのあとにひきのばしを特徴とする独自のフォネームが後続するとする見解

がある。また，これに関連して，現代B本語の音節に畏短の道管のあることをみとめない
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見解がある。しかし，現代日本語の音声の物質，機能の両側面の実態からみて．また，日

本語の音韻体系の発展の歴史からみて，これらの見解にしたがうことはできない。

i．3　発話テキストとその性格

1。3－1　研究対象とした音節および音節連続の一覧

　この報告の第2章には，以下にかかげてある発話テキストの音節，あるいは音節連続の

発音に関する実験音声学的資料がここにかかげた順序にしたがって掲載されている。

　左はしの数字は調音運動を研究するためにわれわれが作成した16ミリX線礫画，「日本語

の発音」（巻末の「X線映画贈本語の発音2について」を参照）の中で，発話の系列ごと

にあたえた資料番弩である。そしてわれわれは，この数字をこの報告に掲載したX線映画

フィルム関係の資料番号としてばかりでなく．動的人工ロ蓋資料の資料番号としても，ま

た．声道内気圧に関する資料，および呼気流量に関する資料の資料番号としても，そのま

まもちいている。また，第3章の解説は，内部の章だての数字にこの資料番号をそのまま

もちいて，この順序にしたがっておこなわれている。

　また，この数字はこれら一連の実験において実際におこなわれた発話の順番でもある。

（ただし．38，40，47の発話は，1から36までの発話とは別の機会に，そして時悶的に

はそれより1年以上前におこなわれた。巻末の「X線映画擢日本語の発音gについて」を

参照。）

　最初にまず，母音フォネームだけからなる単音節，そして半母音フォネームと母音フォ

ネームとのくみあわせからなる音節連続をおき，そのあとは，音節連続を，おおきくは，

音節をひらく子音フォネームの調音の部位によって，mびるからはじまって声道の奥の方

へという順番に配列してある。最後に，はねる音，つまる音をふくんだ音節，音節連続を

配している。

　なお，以下にかかげる発話は，便宜上【ア行の音節蓑の中にふくめてかかげた40，47

のばあいをのぞき，すべて，それぞれの資料番号ごとに，ひと患に，つまりひとつの呼気

段落の申で，間にわずかな間（ま）をおきながら，発音されたものである。
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第2表　発話テキストの一覧

〈資料番号〉　　　　　〈ひとつの呼気段落の中で発音された音節，音節連続〉

（ア行の音響

38X．　／a／，　／Y，　／u／，　／e／，　／o／
40i．　／pa／，　／ta／，　／ka／

47X．　／po／，　／to／，　／ke／

（40と47とは／p／／t／／k／ではじまるみじかい単音節の中の／a／と／o／を参考資料と

して掲げたもの）

i．　／aii／，　／i：i／，　／ui：／，　／ei：／，　／o“i／

　【ヤ行の音綱

2．　／ja“ija／，　’　／ju“：ju／，　／jeirje／，　／jo”ijo／

　【ワ行の音謂

3．　／wa”：wa／，　／wiiiwi／，　／we”：we／，　／woiiwo／

　【バ行の音節聾

4．　／p　a“：p　a／，　／p　i”ip　i　／，　／p　u”：p　u／，　／p　e”ip　e／，　／p　oi　rp　o／

5．　／pjairpja／，　／pju”ipju／，　／pjo”：pjo／
　ζバ行の音節コ

6．　／bai；ba／，　／bii：bi／，　／buiibu／，　／be”ibe／，　／bonibo／

7．　／bjai：bja／，　／bju“：bju／，　／bjoi：bjo／
　ζマ行の音鰯

8．　／m　ai　：ma／，　／m　｝iirn　i　／，　／m　u”　imu／，　／fn　en　ime／，　／m　o“ib　o／

9．　／mj　aiiing’a／，　／mju“：mju／．　／mjo“iim’o／

　【タ行の音節，その1】

le．　／tai：ta／，　／te”ite／，　／toiito／
　【ダ行の音鯛

IL　／d　a”id　a／，　／d　e”id　e／，　／d　o］id　o／

　ζサ行の音鯛

12．　／s　aiisa／，　／s　i“：si／，　／s　uiisu／，　／s　e”rse／，　／s　o”iso／

13＊．　／sjairsja／，　／sju”isju／，　／sjenisje／，　／sjo“isjo／
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　【タ行の音節，その2］

14．　／c　i“：ci／，　／c　liircu／

ls＊．　／cjai：cja／，　／cju”icjtt／．　／cjeiicje／，　／cjo：：cjo／

　　【ザ行の音節】

16．　／z　a”iza／，　／z　i］：zi／，　／z　u”：zu／，　／z　e”ize／，　／z　o”izo／

17＊．　／zjairzja／，　／zjuiizju／，　／zjeiizje／，　／zjo“izjo／

　　【ナ行の音節】

18．　／naiina／，　／niiini／，　／nu”mu／，　／nei：ne／，　／RoiiRo／

19＊．　／nja”mja／，　／nju”mju／，　／njoimjo／
　　【ラ行の音鯛

20．　／ra“：ra／，　／ri”iri／，　／ru“iru／，　／renire／，　／ro：iro／

21＊．　／rja“ir’ja／，　／rju”：rju／，　／rjoiirjo／
　　ζ力行の音節】

22．　／k　ai：　1〈　a／，　／k　i”ik　i　／，　／k　ui：ku／，　／k　e”ike／，　／k　oiik　o／

23．　／kja”ikja／，　／kjuiikju／，　／kjoiikjo／
　　【ガ行の音節】

24．　／ga”iga／，　／gi”igi／，　／gtt”igu／．　／geiige／，　／goiigo／

25．　／gja”igja／．　／gjuirgju／，　／gjo”：gjo／
　　【いわゆるガ行鼻濁音の音節】

26．　（i　ai：　lj　a］　．　（n　i　ii　rp　i）　，　（n　uii：g　tu）　，　（c　e”iB　e）　，　（lj　oiin　o）

27．　（6j　aiinja）　．　（g　jtu“　i：eju’　i’］　，　（njo”igjo）

　　【ハ行の音節】

28．　／haiiha／，　／hi”：hi／，　／hu”ihu／，　／he”ihe／，　／hoiiho／

29．　／hjai：hja／，　／hju”ihju／，　／hjo“ihjo／
　　【ハ行の合拗音の音節】

3e）十。．　／hwai：hwa／，　／hwii：hwi／，　／hweiihwe／，　／hwo”ihwo／

　　【はねる音をふくむ音節および音節三三

31＊．　／aiN／，　／iiN／，　／unN／，　／e］N／．　／oiN／

34．　／aiNa／，　／1”Ni／．　／uiNu／，　／e“Ne／，　／o“No／

35．　／a“Npa／，　／a”Nt　a／，　／a”Ns　a／，　／a”Ncja／，　／a“Nra／，　／aiNka／

　　【つまる音をふくむ音節連続i

36．　／aqipa／，　／aqita／，　／aqis　a／，　／aqicja／，　／aq”ka／，　／aq”ha／
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　以上のうち，資料番号に＊を付した番号の系列の資料は時系列分布図をかいている。ま

た，おなじく資料番号に楽を付した番号の系列の資料は母音部分に閲するX線映画フィル

ムのトレ・一一ス図のみをかかげてある。

1．3－2　資料掲載の順序と方法

　第2章の1．「X線映画フKルムのトレース図と動的人工ロ蓋図」には，まず，その見ひ

らき2ページのうちの左がわのべ～ジの左下に，その見ひらきのページについての簡略な

晃だしがっけられている。たとえば，見ひらきの，86～87ページには，ζバ行の音節］の

うち，直音の音節の系列（資料番号4）の最初の音節連続，／pパ：pa／に関するX線

映画フィルムのトレース図と動的人工目蓋図（パラトグラム）とが，相互に対窯できるよ

うに左右に配されていて，左ページの左下に，検索に便利なように，みじかい単音節の形

がr／pa／〔pa〕」のように，フォネーム的表記と国際音声記号による簡略音声丁丁

の両方でしめされている。

　そして，発話が音声資料の大部分をしめている／cvilCV／という型の音節連続であ

るばあい，左ページの上の欄にはそのながい第1音節のトレース図が，下の欄にはそのみ

じかい第2音節のトレース図が配されている。そしてそのおのおののトレース図は，母音

フォネームを代表するフレームのトレース図と子音フォネームを代表するフレームのそれ

とをかさねあわせて作成されたものである。そしてそのかさねあわせにもちいられたそれ

ぞれのトレース図が連続するX線映画フィルム資料のフレームのうちの何番目のフレーム

のものであるかが，それぞれ左上の凡例の個所に数字でしめされている。また，右下には

縮尺があたえられている。縮尺は，研究の便宜のためにこのトレース図をさらに拡大ある

いは縮小しても有効なように，また，トレース図を実物大のおおきさにもどすのに便利な

ように考慮してかかげてある。

　見ひらき2ページの右がわのページには，まず，上の欄に，左ページでえらばれたX線

映画フ4ルムのフレームにちょうど対齢するとおもわれる時点の写実的なパラトグラムが

かかげられている。　（ただし，最初の数ページ，みじか母音フォネームに関する部分は，

左右両ページとも，トレース図のみがかかげられている。〉／cviiCV／型の音節連続

のばあい，左右2組の写実的なパラトグラムのうち，左がわがag　1音節の，右がわが第2

音節のパラトグラムである。そして，おのおのは上が真下からみたパラトグラム，下がは

なし手の右がわの側面を真横からみたパラトグラムである。その左下にはトレース函とお
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なじ方式で縮尺があたえられている。そしてこの写実的なパラトグラムの縮尺は，比較に

便利なように．左ページのトレース図のそれと同一となっている。

　右ページ中央の凡例の欄には，上の写実的なパラトグラムが下にかかげられた連続記録

用紙の図式化されたパラトグラムのどれに相当するのかがわかるようにするために，連続

記録誓紙のパラトグラムの番号がしめされている。そして，その番号の國式的なパラトグ

ラムはその番号の数字を○でかこんでしめしてある。写実的なパラトグラムはそのおなじ

番号の図式的パラトグラムによってえられた情報にしたがって作成されたものであるが，

図式的パラトグラムは真上からみたものであり，写実的パラトグラムが真下からみたもの

であるために，両者は左右が逆になっている。なお，連続記録用紙のパラトグラムでは，

舌の接触した電極がおおきい点で，接触しなかった電極がちいさい点でしめされ，一方，

写実的なパラトグラムでは，舌が接触した領域としなかった領域との境界線のみが凡例に

しめした線によって記入されている。そして凡例にしめした2本の境界線がかさなる部分

については，一一方の線の記入が省賂されている。

　第2章の2，「調音器官の運動の時系列分布図」には，まず，見ひらき2ページの左ペー

ジの左上，ソナグラムの左がわに，その時系列分布図の資料番号がかかげられている。た

とえばrX線4」はその見ひらき2ページの時系列分布図がバ行の直音の音節の発話の系

列のX線資料であることをあらわしている。そしてこの見ひらき2ページには，その資料

番号の発話の音声のソナグラムとX線映画フィルムのトレースによって作成された調音器

宮ごとの調音運動の疇系列分布図とが上下に相互に対比できる形でかかげられている。

　時系列分布函には，下あご，土下の目びる，雷の舌さきから舌根にいたる各部分，喉頭

蓋，舌骨，喉頭，そして口蓋帆（軟口蓋）の，合計24個所におよぶ測定された部位ごとの

運動のようす，位置の時間的変化がグラフ化されてかかげられている。そして左がわのロ

ーマ字は計測された部位の略号であって，それぞれの略号の意味はこの章の宋尾ちかくに

（47～48ページ，第3表）に一覧表にしてしめされている。また，最上段と最下段の時系

列分布図には，その上下にX線映画フィルムのフレーム番号が5フレームごとのきざみで

目もりによってあたえられているので，この目もりを目安にして，トレース國のフレーム

が時系列分布図およびその上（左ページ）のソナグラムのどこに位置しているかを特定す

ることが可能である。矢印と「開」「閉」「前門後∬上」などの文字はいずれも，測定された

調音器官の運動の性質，あるいは方向をしめしたものである。また，24欄の時系列分布図

をとおして，ソナグラム上からよみとられたフォネ～ムの境界をあらわすための縦の点線
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がつらぬかれているが，これは晧系列分布図をよみやすくするための措置であって，フォ

ネーームの境界の認定はある程度人為的なものである。

　また，第2章の3，　働的入工口蓋資料の音声のソナグラム，ならびにX線映画資料の

音声のソナグラム（一一部）」には，すべてのDP資料の音声のソナグラムと，時系列分布

図の｛？成されなかったX線資料の分の音声のソナグラムとが掲載されており，それぞれの

ソナグラムの右がわには，たとえばfDP4」，「xwa13」などのように，そのソナグラム

の資料番号がしめされている。

　DP資料のソナグラムは，8000Kzまでのワイドバンドのソナグラムの上に，上がわにIC

OOHz内外までのナロウバンドのソナグラムがかさねやきされている。母音のピッチ周波数

の変化の情報を目でとらえやすくするため，また有声の区問と無声の区間との区別を見や

すくするためである。ワイドバンドの5kHzのところの目もりがナロウバンドのlkHzに

大体相当しているので，四一モニックスの数をかぞえることによって，おおよそのピッチ

周波数の見当をつけることができる。また，最初のソナグラム（DPl）にかぎって，そ

の右がわにナロウバンドの目もりをいれてある。400CHzのところにあるふとい線とその上

下にあるこまかい模様はDP資料の情報であって，模様のない部分は舌が口蓋に接触して

いない個所であり，模様の縦縞のながいところは，人工口蓋へ舌の接触した面積がひろい

個所である。ベースラインの下のこまかい目もりは，ひと目もりが連続記録用紙の図式的

パラトグラムのひとつに相当する。そして，その目もりの上につけられたややながい縦線

は，ソナグラムのよみとりによって便宜的にしるされたフォネームのはじまりとおわり，

フォネーム問の境界をしめしていて，連続記録用紙のパラトグラムの問にいれられている

縦線に対応している。したがって，この縦線を基準として，写実的なパラトグラムをはじ

めとする任意のパラトグラムのとられた時間的位置をソナグラムの下の目もりをかぞえる

ことによってソナグラム上で特定することができる。なお，ソナグラムの下のフォネーム

の境界をしめす縦線とその下のフォネーム的表記とは，印鵬の関係で左右に若干くいちが

っているばあいがすくなくない。

　X線資料の音声のパラトグラムは，みてのとおり撮影の際のたかい騒音のためにょごれ

ているが，ベースラインの下の目もりはX線映画フィルムの個々のフレームのおおよその

位置をあらわしていて，トレース図のかかげられたフレームのソナグラム上の位置には，

その目もりの上に黒丸が付されている。

　第2章の4，「声道内気圧の記録図tおよび呼気流量の記録図」には，見ひらきの右がわ
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のページの左がわにそれぞれ「feP－4」（声道内気圧），IF－4→」（呼気流量）のように

資料番号がしめされていて，両方の図が鰐比しやすいよう，配置されている。

　声道内気圧の記録図は，上の段には声道の中の気圧の変動を，下の段には外部のマイク

がとらえた音声の波形を記録している。気圧の変動値は左がわのひと自もり20㎜H20の

幅の目もりによってしることができる。そして，目もりのゼロは測定のおこなわれたとき

の大気圧の位置である。気圧の変化をしあす曲線のうち，くろくふとくなっている部分は

声道の中の測定点における音圧の変動している範囲，すなわち音声をうんでいる空気の粗

密のすみやかな変化がおきている範囲をしめしている。なお，この記録図の横のひと目も

りは10分の1秒である。

　呼気流量の記録図は，それぞれ上下2段にわかれ，上の段には，営むきに記録装置の中

でとらえた音声のつよさが，下むきには口むうと鼻むろの両方からの呼気（および，まれ

に吸気をふくむ）の総量が1秒あたりのリットル数でしめされている。下の段には上むき

には，口むうからの呼気（おなじく，まれに吸気をふくむ）の流量が．下むきには轟むう

からの呼気（同上）の流量が別々に記録されている。そして鼻むろ，口むろ別の呼気量は

そのスケールが総呼気量の2倍となっている。記録図上に吸気の局面があらわれたばあい

には，その位置にちいさい三角のしるしをつけて，他と区別してある。

　なお．ページの一一番下の記録図に時問の圏もりと秒単位の数字がはいっている。そして

この記録図1枚は6秒分である。

i．3－3　発話テキストの性格，および分析結果の解説方法について

　X線映画という鰯約のおおい性質の資料から，日本語の母音フxネームと子音フォネー

ムが梱互にむすびついて音節をつくるとき，現実にはどのようなことがおこっているのか

について，できるだけすくない資料によって．基本的に重要とおもわれる事実をできるだ

けくわしく，かつ正確にしるという目的をみたすために，われわれは考慮のすえ音節をひ

らくすべての子音フォネームとすべての母音フォネームとのくみあわせについて，たとえ

ば／pai：pa／のような，2音節からなり，第1音節がながく，第2音節がみじかい，

そして頭だかのアクセント型をもった無意味単語を分析の対象にえらんだ。

　これらの無意味単語では，すべておなじ子音フォネームが2度くりかえされ，おなじ音

色の長短の母音フォネームがそれに後続している。このようなフォネームのくみあわせに

よる音節連続をえらんだのは，eg　1には，他のフォネームの影響があらわれるのを排除し
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て，2種類のフォネームの根互影響だけがあらわれるようにするためである。第2には，

子音が語頭にあらわれるときと．語中にあらわれるときとでは，若干のちがいがあらわれ

ることが当然予想されるので，それを一定の条件の申で観察できるようにすること，そし

て第3に，子音フォネームと母音フォネームとのむすびつきかた，相互影響の程度，相互

影響の質に，母音がながく，かっアクセント核のおかれた第1音節と，母音がみじかく，

かっアクセント核のある音節のあとの音節とでどのような，どの程度のちがいがあらわれ・

るかを，やや複雑な重複した条件においてではあるが，フォネームの種類ごとに，そのく

みあわせの種類ごとに，正確に観察するためである。アクセント核のある語頭の音節と．

その後ろのアクセント核のない語中の音節とでは・なんらかのちがV，があらわれて当然で

あるが，そのちがいがどのような，どの程度のものであるかがかなり詳細にわかるはずで

ある。

　なお，音節連続の一方の音節，そして第1音節になが母音フォネームをふくむながい音

節をえらんだのは，みじか母音フォネームのばあい，たとえばせま母音が無声の子音フオ

ネームにはさまれたときに無声化するなど，子音による影響がおおきくあらわれすぎるた

めである。また，X線映画フィルムの撮影の速度が比較的おそいため，母音の音響的に定

常的な部分をもっともよい条件で確実にとらえるためでもある。また，母音フォネームの

みからなる音節とはねる音でおわる音節をのぞいて，発話を単音節とせずに，多音節とし

たのは．第1に，日本語の単語の大部分が多音節語であることから，多音節語の発音の方

がよりおおく自然な発音が可能で，発音に誇張や不自然さが介入する余地がすくないとか

んがえたことによるし，第2に，発話を単音節にかぎったばあいには，子音フォネームの

語頭にたっアロフォンと母音フォネームの語末にたっアUフォンのみの分析におわってし

まうというかなりおおきな不利益をこうむるためである。

　ちなみにこれらの／CV”：CV／型の無意味単語と同音となる実在の単語はかならずし

もおおくはないけれども，たとえば「ルール」，「夫婦」，壕語」．「ちょうちょ（蝶々）」，

「公庫」，環除」，「脳の」，「用よ」，「党と」などはその例とすることができる。

　発話テキストは巻末に付した「X線映画陀本語の発音kについて」にもかかげてある

が，発音者（上村）はX線映画フィルムの撮影に際して，その順序にしたがって，あらか

じめ何の予見ももたず，どの無意味単語もおなじ調子に，おなじ気持ちで，自然さをそこ

なうことなく，規範的とおもわれる明瞭な発音によって，特定のイントネーションや表現

性をくわえることなく，そして誇張がくわわらないようにこころがけて，あらかじめ作成
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したテキストをみながら，発音した。いちいちの発音において，自分の野々の音声器官を

頭の申に意識しないようにすることも，発音の自然さをたもつ上で非常に大切なことであ

る。のち，おなじテキストをもちいて，DP（dynamic　palatography動的人工口蓋）資

料，声道内圧についての資料，呼気流量についての資料を，同一人上村の発音によってえ

たが，これらの音声の録音のときには，発音者上村は分析の過程でなんどとなく自分の音

声をきいているので，できるだけそのときとおなじ音声となるよう，おなじ気持ちで，お

なじ調子で，発音するように心がけた。ただし，呼気流量計をもちいる際の録音は口から

でた音声がほとんど自分の耳にはかすかにしかきこえないという条件での発音であるため

に，すでにのべた方法によって発音したが，他のばあいほどには，X線映画資料における

音声との同一性がたもたれていないおそれがある。また，ここで分析の対象にしたX線映

画資料をとったのは1967年，DP資料をとったのは1979駕，声道内圧の資料と呼気流量の

資料をとったのは1988年であって，したがって，発音者の体格，そして音声器官が完全に

同一の状態にあるという保証はない。すくなくとも1967年当時より1988年には，発音者は

いくらか肥満したし，歯の状態にも若干変化があった。しかし，それらが分析結果に重要

な影響をもたらすことはほとんどかんがえられない。

　なお，実験的な発話の順番をランダムな順にならべかえることは，音声や聴覚の研究者

がよくおこなうことであるが，それはこのような実験にとっては適切とはいえない。なぜ

なら，発音者は自分の予測できない発話を予測できない順序でおこなうことになる結果，

いいまちがいや，とまどい，そしてそれにともなう不自然な発音が予測できない個所に続

出するからである。発話の自然さをたもっためには，その発話は発話者にとって楽な，宮

然な調子のものでなければならず，ふだんの言語におけるように，発話者が四分の意志に

したがって，予想可能であり，順序よく発話できるものでなければならない。ランダムな

順序は発話者にとってのこの大切な条件を破壊してしまう。発音の順序を日本人のなれし

たしんだ50音園の母音フォネームの順番にしてあるのも，発音者にとっての発音のしゃ

すさが考慮されたからである◎この順序にすることによって，50音をよむときのアクセ

ント型が発話に介入するおそれがあるが，それは闘にみじかい休止をおくこと，どれもお

なじ調子で発音するようにすることで，さけることができる。それでも，ひとつの呼気段

落の最初にきまってア段の音節が，最後に配下の音節がくることによる影響，肺臓におけ

る呼気のたくわえのちがいが発話にまったくあらわれないことにするのは不可能であるが

（／aiu■eo／というアクセント型そのものが，呼気のたくわえの減少を反映したピ



32　第1章序説
ッチの低下を反映してうまれたアクセント型である可能性がある）．そあために生ずる：不

利益を考慮にいれても，発音のしゃすさ，自然性を確保することの方がはるかに大切であ

る。また，分析の対象にする発話を，音声の研究者が実験でよくおこなうように，一定の

「地の文」（carrier　seEte＃ce）にうめこんで発話することも，やはりこのましくない。こ

のようにすれば，問題の発話のおこなわれる条件を一定にすることはできても，休止のあ

との，語頭の音節という，発話にとって大事な条件がそこなわれる。一般に，子音フォネ

ームにとって，休止のあとの語頭のアロフォンこそが，そのフォネームのもっとも大切な

代表的なアロフォンであることはうたがいない。ことに臼本語のようなみじかい音節の連

続を特徴とする言語のばあいにあっては，先行する地の文の最後の母音フォネームの問題

とする子音フォネーム．さらにはそれに後続する母音フォネームへの調音上のつよい影響

をまぬがれがたいものにし，休止のあとの語頭の子音，語頭の音節という．単語の学習と

記憶にとってきわめて重要な，規範的発音の大切な条件をわざわざこわすことになるので

ある。この発話テキストでは，ひとつの呼気段落の中で発せられる発話の闘にいつもみじ

かい休止をおくことによって，すべての発話ができるだけおなじ条件で発音され，かっ，

前の発話のあとの発話にあたえる影響，あるいは後続の発話の準備がまえの発話にあたえ

る影響を防止することがはかられている。しかし，それでも時系列分布図を子細に検討す

ると，休止をこえての先行の発話と後続の発話との相互影響が皆無にはなっていない。し

かし，そのような影響は，みとめられるばあいであっても，ごくわずかなものであって，

時系列分布図によってその指摘が可能であり，したがって分析のさまたげにはまったくな

っていない。

　第3章の解説においては，この発音テキストにおける順序，そして子音の調音部位の順

序にしたがいながら，最初に母音のみの音節，ついで，口びる音，舌先音．奥舌音，声門

音ではじまる音節というふうに，分析の結果についてのべ，最後にはねる音／N／とつま

る音／q／についてのべている。

　読者には必要と興味に応じて，X線トレース図その他の資料をみながら，その箇所につ

いての解説的な記述をよんでいただければよいのであるが，解説には粗密があり，重要と

おもわれる現象の解説は，それがテキストの最初にあらわれる個所でおこなうか，もしく

は，その現象を分析するのにもつとも好都合とみられる音節の個所でおこなっており，重

複による煩雑をさけている。たとえば，母音フォネームに関する解説は最初のア行の音節

のところでまとめておこなっているし，バ行，バ行，マ行の音節において共通する現象は
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最初のバ行のところでのべて，バ行，マ行でのところでは省略し，そこでは主として相違

点のみがのべられている，といったぐあいである。

　また，この研究は音声の調音的局面を詳総に観察することを主たる目的としているため

に，ソナグラムなどにあらわれるそれぞれのフォネーム，あるいはフォネームのむすびつ

きの，これまでによくしられている音響的局面の特徴については．いちいち解説すること

をしていない。

1．4　資料作成の手つづき

　第2章にかかげた実験音声学的資料のそれぞれについて，その作成手順と作成に使用し

た装置に闘して以下に個別にのべる。なおX線映画フィルム関係資料を作成するもととな

ったX線映画フィルムそのものの撮影と編集に関しては，巻末にかかげた「X線映画9日

本語の発音9たついて」にのべてある。

1．4－1　X線映画フ4ルムのトレ～ス図について

　第2章，2．1の主として見ひらき2ページの左ページにかかげてあるX線映画フィル

ムのトレース図の作成と整理にあたっては，つぎの装置を使用した。

　（a）16㍉映画用映写機（Kodak　ARalyst，　Kodak社）

　（b）　16㍉映像解析システム（NAC社）

　（c）サウンドスペクトログラフ（ソナグラフ7029A型，　KAY社）

　これらの装置のうち．（a｝と（b）はX線映画フィルムのトレース図を作成するトレース作業

の際に，（c）は主にそのトレース図と録音された音声とを対応させる作業の際に使用した。

　そして，（a）と（b）のうち，X線映画フィルムの暎像のトレース用の装置としては，（a）がも

っぱら使用された。そのトレース作業は，この装置によってまず，発話のおこなわれてい

るX線映画の中のフィルムの1コマの静止映像をスクリーン（ホワイトボード）の上に投

影し，その状態でスクリーン面にトレース用紙をおき，その静止破像を鉛筆でトレースし

ていくという方法によっておこなった。

　〈b）の装置は，映写ユニットと映像解析ユニットとがくみあわさったものである。この映

写ユニットは，（a）の映写機にくらべて，フィルムの前進と後退，また映像の濃度の制御が

容易であるため，この装置をくa）の装置のちかくにおいて，（a）による各フレームのトレース
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作業の途申に，トレースの対象としている個々の像の輪郭を確認するばあいの補助装置と

して使用した。

　トレース作業は，このように2台の装置を駆使して実施したが，声帯の後端にある披裂

軟骨付近の姿が不鮮明なために，その部分のトレーースは困難であった。　（トレース函上で

はこの部分を実線でえがいてあるが，他のトレース部分にくらべてトレースの精度の点で

おとっており，点線でしめすべきであった。しかし，ここにかかげたトレース図の中では

点線に別の意味をあたえてもちいているので，やむおえず，実線でえがいたままとなって

いる。）また口蓋垂の先端部分の映像が不鮮明なため，トレースが：不可能であったほか，

歯茎付近で閉鎖や狭窄を形成しなければならない／t，d，　R，　s，　z，　r／などの子音

の調音の際の舌先の部分は，側面から見ると，上の歯や上顎骨などのかたい総造物とかさ

なっているために，その映像も掩握しにくく，トレースが：不可能であった。そのためにこ

の舌先の部分については，後旧，動的人工口蓋装置を導入して，データをおぎなわざるを

えなかった。そのほかの点では，上の歯茎から硬口蓋にかけての上顎の輪郭を，作図ずみ

の各トレース図の間でくらべてみると，わずかにゆれていて，同一の姿がとらえにくかっ

た。これは，発話をおこなう際に発話者の頭部を固定しなかったことのために，この部分

がかたい構造物であるにもかかわらず，映像の輪郭の統一をそこねることになったものと

おもわれる。そこで，この部分については，発話者の口蓋の石膏型の正中断面を参照しな

がら，一一定の輪郭をきめて，この輪郭をきりぬいた型をつくり，それをトレース閣を作成

する際に型紙のようにして使用することとした。なお後日この報告をまとめる段階で，こ：

の見ひらき2ページの右ページ上にかかげたDP正中断面図（左がわからみた，正中線よ

り右がわの日出の写実的なパラトグラム）を僅図する際に，同様に発話者の口蓋の石膏型

の正中断面によりながら，写実的なパラトグラムをえがくために，この部分の型を作成し

て使用した。このふたつの型，すなわちX線フィルムのトレースの際に使用したものと，

側面からの写実的なパラトグラムをつくる際に使用したものとを比較してみると，その輪

郭は，全体的にはほぼ一致しているが，硬口蓋のくぼみの付近で前者の方がややふかくカ

・一一・ uしているのが見いだされる。ところでこの硬口蓋の輪郭のずれは，この部分で正申線

の両脇にちいさいくぼみがあるためであって，そのことは石欝型によって確認することが

できる。すなわち，輪郭のずれは，X線映像のトレースの際には，そのくぼみがトレーース

されてしまった結果生じたものであった。

　第2章，2．1にかかげた多数のトレース図のうち，X線資料13，15，　i7，19，21の，
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サ行，闘牛，ダ行，ナ行，ラ行の各行の拗音の音節のトレース作業，およびX線資料31の

はねる音のトレース作業は，後N（1989隼の2月）におこなったが，その時点では，（a）の

装置がすでに使用不能の状態にあったため，〈b）の装置だけを使用しておこなった。

　（c）の装置は，よくしられている音声の周波数分析装置であるが，ここでは，そのような

音声の周波数の解析という目的のほかに，とくに，冷々の装置で撮影，録音された暎像と

音声の同期をとることを目的として使用された。そしてそのばあい，記録図（いわゆるソ

ナグラム）に発話を開始する寸前の時点での周期信号用のカチンコの音（付録の9xwa映

画「日本語の発音」についてsを参照）から，発話の終了直後でのカチンコの音までの問

を連続して記録し，そのふたつのカチンコの音のソナグラム上あパタンと当該カチンコの

あわさるX線映像をもとにして，ソナグラムの時間軸上にX線映画の1／24秒ごとのフレー

ムの位置をわりあてるという作業によった。なお，この方法によるソナグラムへのフレー

ム位置のわりあてには，最大で1フレーム分の誤差が介入するのをゆるさざるをえなかっ

たが，1発話区間内で閉鎖音の子音があらわれるばあいには，可能なかぎり，その破裂の

部分の音と映像も上記のカチンコ音のばあいとおなじ手つづきでそれを同期信号として利

用し，その誤差の滅少に役だてることにした。

　このソナグラムの大部分は，第2章，2。2の「X線映画資料による調音器宮の運動の

時系列分布図」　（以下，単に時系列分布図と略称する）の左ページ上にかかげられている

が．この時系列分布図が作成されなかったため，そこにおさめられていないX線資料13，

15，i7，19，21，のサ行，学行，ザ行，ナ行，ラ行の各行の拗音，　X線資料31のはねる音

の分のソナグラムについては，おなじ章の2．3のDP資料のソナグラムのあとにまとめ

て掲載してある。

　そしてそのいずれのばあいにも，各ソナグラムの左がわ（時系列分布図の上に掲載した

分）もしくは右がわ（DP資料のあとに掲載した分）にある数字（たとえばX線画2tX線

13）は，そのソナグラムがX線映画を撮影したときのそのX線資料番号の音声のソナグラ

ムであることをしめしている。たとえば，「X線12」という表示はそのソナグラム，および

時系列分布図がX線資料12（サ行の蔭音の音節）のX線映画撮影の際の音声とX線像に関

するものであることをしめしている。そしてそのばあい上の手つづきによって時間軸上に

わりあてられたX線映画のフレーム番号を，5フレームごとの目もりでそのソナグラムの

下にかかげてある時系列分布図の一番上と一番下の図の横軸に，2箇所しめしておいた。

たとえばrX線12」の時系列分布図には，20から140までのX線フィルムのフレーム番号
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をあらわす数字が上下の横軸に記入されている。また，この図では，ソナグラムからよみ

とった単音の境界位置を縦方向にはしる点線でしめしておいた。したがって，フレーム番

号とこの縦の点線をたよりにして，2．1にかかげた，かさねあわせてっくられたトレー

ス図の，ソナグラムおよび時系列分布図における時間軸上の位置をさがしだすことができ

る。したがってたとえば，サ行の音節のトレース図，／sガ：sa／の第1音節のX線フ

ィルムのかさねあわせ図の最初の／s／（X線資料12－30）は，X線12のソナグラムと時

系列分布図の横軸上の30としるされた目もりの時点のものであり，後続のなが母音フォネ

ーム／ax／（X線資料12－35）は，おなじく横軸上の35としるされた目もりの時点のも

のである。そしてその申間に，〔s〕と〔al〕との境界をしめす点線が時系列分布図を縦に

はしっているというわけである。30の目もりのところで直線をソナグラム上に垂直にのば

せば，〔s）の摩擦をしめすたかい周波数帯に分布する模様にぶつかり，35の目もりのとこ

ろで同様の直線をソナグラム上に垂直にのばすと，その線は母音（a：〕のスペクトルをあ

らわす何本かのくろい横棒の分布のほぼ中心をとおる。

　一方，時系列分布図をかいているX線資料のソナグラムのばあいには，X線映画のフレ

ーム番号をしめす目もりをソナグラムのべ一一スラインにそってしめしておいた。また，こ

のソナグラムは，時系列分布図とくみあわせてかかげたものよりもおおきく図示すること

ができたので，X線フィルムの1フレームごとの目もりが付してあり，かつ，その目もり

線上にちいさい黒丸の印を付して，かさねあわせたトレース図に採溺したトレース図のX

線映画フレームの時間軸上の位置をしめしてある。こうしてたとえば，X線資料13の上段

のかさねあわせ図は発話／sja「：sja／の第1音節のものであるが，そのはじめの子音，

／sj／のトレース図（X線資料13－78）は目盛線上に黒丸が付された78をしめす目もりの

時点のものである。

　以上にのべた手つづきによって作成された発話部分の連続するフレームごとの多数のト

レース図の中から，子音と母音を代表するとみなされるフレームのトレース図をえらびだ

して，この2枚のトレース図を，硬口蓋（上顎骨）の像の輪郭，および，上の白磁の金属

の充断物（いれ歯）の像の輪郭をかさねあわせのための基準として利用してかさねあわせ

たものが，2．1の見ひらき2ページの左がわのページのトレース図である。そして子音

のトレース図は実線で，母音のそれは点線でえがかれている。

　ただし，X線資料1，　X線資料38，およびX線資料40，47は，母音のトレース閣のみか

らなる。また，破擦音ではじまる音節のばあいは，子音のトレース図が閉鎖部（実線）と
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摩擦部（鎖線）の2枚からなるので，合計3枚のかさねあわせ図となっている。また，こ

の発話テキストの中で破格なフォネームのくみあわせとなっているX線資料34，35，36（は

ねる音とつまる音）のばあいには，当該ページの凡例にあるように，3種類の線を上記と

はことなつたっかいわけをしてもちいている。

　なお，連続するフレームごとのトレース閣の中から，子音フォネームと母音フォネーム

とを代表するフレームをらえらびだす作業は，つぎのような選定の規則をさだめて，それ

によっておこなった。

〈母音フォネームのばあい〉

　　　ソナグラム上で母音の定常部分とみられる部分の中央のフレーム。そして，そのよ

　　うな定常部分の中央は，／Cザ：CV／型の発話のばあい，第1音節のなが母音フ＊

　　ネームにあっては，つねにその持続のほぼ中央にあり，第2音節のみじか母音フォネ

　　ームのばあいには，そのみじか母音フtネームが語末にたっているという事情を反映

　　して，母音区間の末尾にちかい部分にある。また，X線資料31，34，35，36など，みじ

　　か母音フォネーームが語頭にたっばあいには，その定鴬部分は母音の持続のほぼ中央に

　　ある。

〈子音フsネームのばあい〉

　　破裂音………………ソナグラム上でみて，破裂の霊前のフレーム。

　　摩擦音……・・………・ソナグラム上でみて，摩擦区間の中央のフレーム。

　　破擦音……・・………・ソナグラム上でみて，閉鎖区間のそれは破裂音のばあいに準じ，

　　　　　　　　　　摩擦音の区間は摩擦音のそれに準ずる。

　　爆音と流音…………ソナグラム土でみて，［コむうがわの声道の閉鎖が開放される直前

　　　　　　　　　　のフレーム。

　　半母音………………ソナグラム上でみて，わたりの開始時点のフレーム。

　　語末のはねる音……ソナグラム上でみて，はねる音の終端の直前のフレーム。

　　語中のはねる音……ソナグラム上でみて，先行母音との境界時点の直後のフレーム。

　　つまる音……………ソナグラム上でみて，先行母音との境界時点の直後のフレーム。

1．4－2　動的人工口蓋園（ダイナミック・パラトグラム〉について

　まず，動的人工口蓋図法（dyfiamic　palatography）について概観しておこう。　100年ほ

ど前から実験音声学の分野でもちいられてきた伝統的な人工〔：！蓋図法（palatGgraphy），っ



38　第1章序説

まり，調音の際の上顎口蓋面への舌の接触パタンの観測法は，発話者の上顎をもとにして

っくった人工口蓋板（うすいパラフィン・ワックス製）のurむろ面に歯みがき粉や炭素粉

などの粉末を塗布して，それを上あごに装着した状態で1回だけ発音したあと．それをそ

っととりはずして，歯みがき粉などの粉末がはがれた部分から，舌の接触部位をもとめて

きた。しかし，この方法では観測の鰐象とする音がおもに発話の最初の音だけに限定され

るし，また，香の接触開始から接触解除までの闇の，接触パタンの時間的経過をよみとる

ことは不可能であった。しかし，最近のエレクトロニクス技術の発逮にともなって，19？0

年ごろ動的人工臼蓋法（dynamic　palatography，略してDP）が開発されてから，上のよ

うな擶約のない三二が可能になった。

　このDPでは，上記の粉末などのかわりに，63燗の金製の微小電極（直径1ミジ）を薄

いプラスチック製の人工欝蓋墓板（厚さ約0。5㎜）に一定の配列（5㎜間隔）でうめこんだ舌

の接触センサーをもちいて，毎秒64フレームのこまかさで舌の口蓋への接触に関する情報

が収集できるようになっており，これによって語中の音が観灘可能となり，かっ，観測の

対象とする音を調音する際の舌の接触の動的な観測ができるようになった。このような，

調音活動における雷と硬口蓋との接触状態の時学的変化を観翻する手法をダイナミック・

パラトグラフイとよび．そのための装置をダイナミック・パラトグラフ，その装置によっ

てえられた記録図をダイナミック・パラトグラムという。

第1図　　エレクトwパラトグラフDP－Ol型と人工口蓋の外観図
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　なお，上記の電極をうめこんだ人工口蓋板（以下，電極人工口蓋図と仮称する）の電極

は，第1園のように，歯茎から硬口蓋までの範囲にうめこまれているので，舌の接触が観

測される音は，田本語のばあい，母音では前善ないし中舌の母音，子音では主として舌さ

きの子音，そして奥舌の子音の一部のアロフォンにほぼ限定されるが，これら以外の，番

の硬口蓋への接触があらわれない音のばあいでも，この装置によって，すくなくとも舌が

歯茎と硬日蓋の電極をうめこんだ人工口蓋板の範囲内にまったく接触しなかったこと（こ

の報告で撫接触」と略称している状態）を確認することができる。

　このダイナミック・パラトグラフイは1970年頃，東京大学医学部音声言語医学研究施設

そのほかの研究者によって共同開発されたのち，1978年ごろ，書語障害者への簡易型発音

訓練需機器として商品化された。

　第2章，2．1の見ひらき2ページの右ページの下欄に掲げてある連続的な動的人工口

蓋図の記録と整理にあたってはつぎの装置を使用した。

　〈a）ダイナミック・パラトグラフ（エレクトロパラトグラフDP－01型，　DP－20型，

　　　　　　　　　　　　　　　　同上録音アダプタ　DP－03型，リオン社）

　（b）録音機　　　　　　　　　　（TC－4550SD型，ソニー）

　（c）サウンドスペクトログラフ　（ソナグラフ7029A型，陥Y社）

　（a）は本体（エレクトnパラトグラフDP－Oi型）と録音アダプタ①P－03型）とで構成さ

れており，これに電極人工口蓋板，および（b｝のステレオ型録音機を接続して使用するよう

になっている。このBP－01型は，本来，書語障害者への簡易型発音訓練用機器として開発

されたものなので，実際には音声研究用にもっかえるように装置の一一部を改造して使用し

た。このDP－01型の機能は，1／64秒（！5．6ms）ごとに1画面がサンプリングされ，その画

面が即座に表示パネル（園1。63個の発光ダイオードが，実物の電極配列を園式化した形

で配列されており，舌が接触した電極に対応する発光ダイオードが点灯するようになって

いる。）に表示されたり，または，録音アダプタDP－03型を介して，（b＞のステレオ録音機

の一方のチャンネルにDPの接触情報を，もう一方のチャンネルにそのときの音声を収録

できるようになっている。

　この装置を音声研究用にもちいるばあいには，まず，発話者の口蓋の回附型を歯科医で

っくってもらい，その石膏型から上記の電極人工口蓋板をつくる。そしてこの電極人工口

蓋板を上あごに装着した状態で発音したときのDP接触情報と音声とをカセットテープに

収録してから，DPの接触結果を第2章，2．1右ページ下欄のように，記録紙に連続的
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にプリントアウトするのがふつうである。

　〈c）のソナグラフ7029A型は．　X線駿像トレース図のかさねあわせ図の作成のばあいと同

様に，ここでは音声の周波数分析の他に，記録紙上のDP接触情報と音声との対応をしら

べるためにも利用している。さらに，DP資料のソナグラムが作成されたもうひとつの重

要な意味はこのDP資料の音声がはたしてX線映画フィルム資料の音声と等質的であるか

どうかを検証できるようにするためである。発音者の意図にもかQ・わらず，もしX線資料

の音声とDP資料の音声とがおおきくことなるものであれば，丁丁の資料を此較検討する

ことの意味はおおきくそこなわれてしまう。しかし，両方のソナグラムがあれば，発音者

が気づかないちいさいちがいをあとから検証して発見することもできる。両方のソナグラ

ムをここにかかげたことにも，そのような意味がふくまれている。さらに，X線資料の音

声は撮影機の運転音をはじめとするたかい騒音のある条件で発音されたので，そのソナグ

ラムは，みてもすぐにわかるように，全体として騒音のためよごれたものとなっている。

一方，DP資料の音声のソナグラムはそのようなことがない。そのため，両方のソナグラ

ムを比較しっっ，そのスペクトルのパターンが全体としてよく類似していれば，騒音のた

めにょごれたソナグラムで不明な点をDP資料のソナグラム上でたしかめることも可能と

なる。

　また，X線映画資料のばあいには，装置の制約からカチンコの音によって駿像と音声の

同期をとるという面倒で不完全な方法をとらざるをえなかったが，このDP資料のばあい

には．ソナグラムを作成した際，分析の対象とする音の直後に同期信号用のパルス音をい

れておくことにより，DPフレームと音声との岡期がとられているので，この同期信号に

よって，DP資料の音声のソナグラムの時間軸上に1／64秒ごとのDPのフレームの位置を

わりあてることが可能となる。DP資料のソナグラムのベースラインにそって付せられて

いるこまかい目もりがそれであって．そのひと目もりがDPの連続記録用紙の個々のパラ

トグラムに相当する。ソナグラムへのX線映画フィルムのフレームの位置のわりあてが，

アナログ的な処理にたよったX線映画のばあいには，最大で1フレーム分のフレームわり

あての際の誤差の介入をゆるさざるをえなかったが，ディジタル処理されるこのDP資料

ではそのようなわりあての際の誤差はあらわれえない。

　なお，おなじく見ひらき2ページの右ページ，上の欄にかかげてある上下2種の写実的

なパラトグラムは，発話者自身の口蓋の石膏型と電極人工口蓋板とをもとにして作成され

ている。上がわのパラトグラムは．電極人工口蓋板を装着した石膏型の□むうがわの面を
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上むきにおいて，真上から写真撮影したものをもとに作図したものである。つまり，発話

者の硬［コ蓋を糞下からとらえた姿となっている。また，下側のパラトグラムは，正中線上

で切断した石下型の側面からの写真と電極人工口蓋板のおなじく側面からの写真とを手作

業で合成して作図したものである。そして，発話者自身からみて．右半分の口蓋がわへの

舌の接触情報をこのパラトグラムからしることができる。なお，この側面からの写実的な

パラトグラムにえがかれている歯列の中央付近を横にはしる実線は．電極人工D甲板のう

すいプラスチック基板の右側の端の位置をしめしている。また，上側の図にえがかれてい

る歯列の第2小田歯に部分的にえがかれている斜線の領域は，発話者自身の左がわの第2

小臼歯にはいっている金属の補填物の位置をしめしていて，X線のトレース図で口むろの

ほぼ中央にえがかれているおなじ充填物の像に対癒している。この充壌物は，トレース作

業の際に重要な座標として利屯した関係で記入されているものである。

　下面，そして側面からのこれら2種類のパラトグラムは，連続記録用紙上のパラトグラ

ムから，代表的な特定のパラトグラムを選択して，そこに記録された情報を手でうつしと

って作成したものである。そして，代表的なパラトグラムの選択の方法はX線資料のトレ

ース図の選択の方法とおなじであって，できうるかぎり，トレース図のそれと調音におけ

るおなじ局面．おなじ時点のものを選択するようにつとめている。ただし，X線フィルム

は毎秒24コマ，DP資料は毎秒64コマで精度が3倍ちかくこまかく，かっ，　X線資料には

礫像と音声の同期に上にのべた誤差が介入しうるため，両者にはそのための時評のわずか

なずれは介入しうる。たとえば，破裂音のX線フィルムのトレース図の選定では破裂の三

界のフレームがえらばれているが，写実的パラトグラムのばあいはこ：れにもつとも時間的

にちかいものという観点から，機械的に破裂の3コマ前のパラトグラムをえらぶどいう手

つづきがとられている。連続記録用紙でパラトグラムの番号に○を付したものがそれであ

る。また，連続記録用紙のパラトグラムには，ソナグラム上でよみとったフォネームの境

界，そして発話のはじまりとおわりとが，みじかい縦線とかぎ型の線でいれられている。

そして，記録紙に4個ずつならんだパラトグラムの右がわには，フォネームの境界に対応

するように，音声記号がっけられている。また，これらのフォネームの境界をあらわすた

めの線は，DP資料のソナグラムのベースラインの下の目もりに付せられたみじかい縦線

に対応している。したがって，読者は，各フォネームの代表的なパラトグラムとして選択

されて作成された写実的なパラトグラムが，1）P資料のソナグラムの蒔問軸のどの位置に

対配するものであるかを，連続記録用紙上の境界をしめす記号と○印を付したパラトグラ
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ムとがいくつはなれているかをかぞえ，ソナグラム下のおなじく境界をしめす縦線からそ

の数だけへだたった園もりをもとめることによって，しることができる。

　なお，連続記録用紙の図式化されたパラトグラムは，口蓋を下からではなく，上からみ

た形のものとなっており，したがって，下からみた写実的なパラトグラムとは左右が逆に

なっている。

　ちなみに，おなじ発話者の発音によるDPによる研究には，この装置が開発の途中にあ

るときに著者らが参加しておこなわれた共同研究（宮脇ほか，1975）がある。そのときの

パラトグラムは電極の配置が今回のものとちがっているけれども，その結累は今回のもの

と比較対照することが可能である。

1．4－3　X線映画フィルム音声のソナグラムと調音器官の運動に関する時系列分布図

　について

　第2章，2．2には，この章．1．3－1にかかげた資料番号1から36までの発話のう

ち，＊印および小野の付されていない番号の発話を対象にして，見ひらき2ページの左が

わのページの最上欄にその発話セットの音声のソナグラムを，そしてそのソナグラムの下

から右ページにかけてに，その発話セットが発音された際のX線瞬画フィルムのトレース

図をもとに作成された，発話者の各調音器官のうごきの時聞的変化をえがいた隠系列分布

図が，24：頃目にわたってかかげられている。た：とえば330ページのソナグラムの左側にし

るされている標題fX線13は，この見ひらき2ページに，　X線資料1についての音声の

ソナグラムと，各調音器官ごとの運動についての時系列分布図がかかげられていることを

しめしている。そしてこの24項目の時系列分布図のうち，最後にあげてある項目（項目名

略称VELM2）以外の23項闘は，すべて，声道内の2点間の距離の計灘値の時間的推移をし

めしており，縦軸にしめしてある単位はミリメートルである。最後のVELM2だけは，その

ような2点問の距離ではなく，臼蓋帆の上昇と下降の程度を角度でしめしており，縦軸の

数字は角度（e）である。

　この最後の項目をのぞく23項目の時系列分布閣の作成にあたっては，つぎの装置を使屠

した。

　（a）　16㍉映像解析システム（NAC社）

　〈b）サウンドスペクトnグラフ（ソナグラフ7029A型，　KAY社）

　〈a）の装置は，映写ユニットと映像解析ユニットから構成されているが，この中の映像解
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析ユニットの中に組み込まれているグラフペン座標解析システムをこの作業につかった。

このシステムはグラフペンGP－2型（醗C社）とテレタイプとで構成されており，画像的な情

報を計算機に入力できるように変換する装置である。このグラフペンGP－2型は，　XY軸上

にマイクを設置したタブレットとスタイラスペンをもっており，X線映像トレース図をこ

のタブレットの上におき，計測部位の2点をスタイラスペンでおすことによって，2組の

XY座標値がとりだされ，その値がテレタイプで紙テープにパンチアウトされるようにな

っている。この紙テープを計算機（HITAC－3010　田立）に入力し，ピタゴラスの定理の計

算によって2点聞の距離をもとめ，その結果をプリントアウトさせた。なお，ここでの計

算機処理のためのソフト作成にあたっては，当研究所の中野　洋氏の協力をえた。このグ

ラフペンによる計測部位の2点間の距離のXY座標値への変換を，各トレース園ごとに，

声道内の30欄所の計測部位についておこない，その作業を発話区間の全フレームについ

てすすめたが，この報告には，そのうちの24項囲の計測結累がグラフ化されてかかげられ

ている。なお，最後の項囲（VELM2）のみは，このくa）の装置をつかわずに計測されたもので

ある。

　この報告に掲載した24項目の計測部位は48ページの第3裏にかかげたとおりであるが，

それらの計測部位の中のおおくは，つぎの2種の共通の計測用の基準線と基準枠にしたが

ってえらばれた。

（1）基準線：X線フィルムにうつった上門歯の先端と上の左第2小臼歯の金属の充填物の

下端とをむすんだ線（第2図）を基準線ときめて，この基準線の上，または下方向に位置

する計灘対象点を，基準線からの最短距離によってあらわした。

　なお，時系列分布園の5番目にかかげてあるLIP－Cの計測は，この基準線をつかって

おこなっているが，その計測部位を図2の上にしめしにくかったので，図3を別につくっ

た。このLIP－Cでは．上下のロびるが形成する開口部のはじ（pa　3のY。解剖学的なm

のかどとは，かならずしも一一致しない。ここでは口角と仮称する）の前後方向へのうごき

を，基準線を利用してしめしている。つまり，Yから基準線に垂線をおろし，その交点X

と上門愚先端Cとの距離を計測してこれをしめした。

②　基準枠：口びるから喉頭までのまがった音響管としての声道の各部分の内径値を灘定

するための便宜として，第4図にかかげる基準枠を設定した。この基準枠の作成にあたっ

ては，まず，声道をほぼ半円形をえがいてまがった筒とみなし，その半円のほぼ中心とな

っている定点0をさだめた。この定点0は，磁本語の5組の母音フォネームを発音するば
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第2図　　上顎基準線をもちいた計灘部位

　　　　　　　　　　　　　第3図　　口角の計灘部位

あいに，それらの母音のための舌体のほぼ中心となる点から，おおきくははなれない点で

もある。つぎに，第4図のように，声道をみっつの部分にわけて．硬口蓋の申央付近から

咽頭上部付近までの部分にかけては，この定点0を中心とする放射状の直線をえがき，ま

た，硬口蓋の中央付近から前の声道の部分については，下あごが開大するばあいの下の門

歯の先端がえがく軌跡とほぼ平行するように，下聞隔の平行線をひいた。さら1［　，咽頭上

部付近から下の部分の声道については，声道のこの部分にほぼ直角にまじわるような等間

隔の平行線をひいた。
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　　　　　　　　　　　　第4図　　基準階をもちいた計測部位

　このようにして設定された：基準線と基準図とを，頭蓋に連続していて不変の構造物であ

る上の門歯から硬自蓋にかけての上顎骨のX線フィルムにうつった輪郭，および上の左第

2小臼歯の金属の充填物の輪郭とともに，透明な計測作業用のフィルムシートにえがいて

おいて，そしてこのフィルムシートの不変の構造物の輪郭を，各トレース図のそれにおし

あててあわせることによって，声道の各部分の内径値をミリ単位で計測した。

　24番目の計測部位（VELM2）は，口蓋帆（軟口蓋）の上昇，一F降の程度を角度でしめした

ものであるが，これはつぎの手つづきによった。

　この角度の計測は，第5図の中にしめされているように，軟口蓋の上昇，下降の程度を

上顎骨の前鼻棘先端aと，硬口蓋の後端の鼻むろ底部の1点bとの間をむすんだ直線a－

cに対する角度であらわした。このばあい，この直線a－c上の1点，bを中心とする円

弧をもうけて，その円弧と軟口蓋の上面とが交差する点dと，円弧の中心bとをむすぶ直

線b－dと，上述の直線a－cとがっくる角度を計測した。そして，点dが直線a－cの

上がわにあればプラスの値を，下がわにあればマイナスの値をあた：え，また，点dが直線

a－c上にあればooとした。なお点dは軟口蓋が上昇したばあい，もっともおおく直線b

－dと軟Eコ蓋の上がわの輪郭のえがく曲線との接点となる個所をえらんだ。そして，円弧

の中心bはX線映像上の上顎骨の後端のほぼ真上である。なお，この角度計測作業には，

第5図の中にしめされているような計測用の基準軸a－b－cの鷹線と，その颪線上のb
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点を原点としてもうけられた10。問隔の放射状の直線とをかきこんだフィルムシートを使

用した。また，この角度は，小数点以下を四捨五入して計測した。

　なお，この報告にかかげた時系列分布園の計測された項邑のみだし（略称）とその計測

部位，そして計測の内容とを一覧衰にして以下の第3表にしめす。
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第3表　調音器官の運動に関する時系列分布図における計測部位の一覧

計測項目の

ｪ称

第2～6図

ﾌ中の記号

計灘部位と計測の内容

JAW－O S－W 下あごの開閉（基準線からの下の門歯先端の距離）

JAW－M C－S 下あごの前後方向へのうごき

LlP－0 A－A’ 口びるの開閉の程度（上下の口びるの問の最短距離）

UL互PO A－V 累日びる下端の上下方向へのうごき

し夏P－C C－X 両目びるの開口部のはじ（口角）の前後方向へのうごき

UL玉PP B－B’ 上口びる先端と上の門歯との距離（上瞼びるのつきだし）

LLIPP u－u’ 下口びる先端と下の門歯との距離（下臼びるのつきだし）

TOGT1 1）一D’ 舌さきの上下方向の位置（舌さきの上昇，下降）

TOGF1 E－E’ 前舌の上下方向の位置（前舌の上昇，下降）

TOGH1 F－F’ 雷の最高点の上下方向の位置①（口蓋とのへだたり）

TOGH2 P－F’ 舌の最高点の上下方向の位置②（基準線からの最短距離）

TOGH3 C－P 舌の最高点の前後方向の位置
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TOG－B H－H’ ふか丁丁の前後方向の位置（咽頭の後壁との距離）

TOG－R K－K’ 舌根の前後方向の位置（咽頭の後壁との距離）

EPGL1 」一J’ 喉頭蓋の前後方向の位置①（咽頭の後壁との最短距離）

EPGL2 N－1’ 喉頭蓋の上下方向の位置（喉頭蓋先端と基準線との距離）

EPGL3 王一r 喉頭蓋の前後方向の位置②（喉頭蓋先端と咽頭後壁の距離

HYODl R－Q’ 舌骨の上下方向の位置（基準線との距離）

HYOD2 Q－Q’ 舌骨の前後方向の位置①

HYOD3 Q－W 舌骨の前後方向の位置②（下の門歯先端との距離）

LARX1 M－M’ 喉頭腔の幅①（喉頭腔のいり□の前後方向の最短距離）

LARX2 L－Mノ 喉頭腔の幅②（喉頭腔のいり鑓と咽頭後壁との距離）

VELM1 G－G’ 口蓋帆の開閉（軟〔コ蓋と咽頭後壁との最短距離）

VELM2 θ 口蓋帆の上昇（軟印蓋の上昇下降の程度をしめす角度）
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　以上の手つづきで計灘された各フレームの24項目の数値をもとにして，各項目の時問軸

上の推移を図示するために，各項目の数値を，フレームをおって1㍉留の方眼紙に手作業

でプロットしていった。このプmットされた各点を順次直線でむすんでいくと．部分的に

ちいさな凹凸をふくんだ時間的推移をしめす図（原図）がえられた。このちいさい凹凸部

分の出現は手作業による計測結果のゆれによるものとおもわれるが，このちいさい凹凸を

視察によってなめらかな線におきかえたものが，第2章，2．2にかかげた時系列分布図

である。

　第2章，2．2には，すでにのべたように，この章，1．3にかかげた発話テキストの

中で，＊印または楽印が付されていない，のべ27発話セット分の時系列分布図がかかげら

れているが，これらの時系列分布図の申で，以下の箇所でタイムカーブの部分的なrとぎ

れ」があらわれている。

①X線資料4，5，6，7，8，9（パ，バ，マの各行の直音と拗音），および，X線資

　料35，36（はねる音，つまる音）のLIP－Cの項目。

②X線資料10，H．12，14，16，20（タ，ダ．サ，ザ，うの各行の直音，およびfち」，

　fっ」）のTOGT1の項目。

③X線資料20（ラ行の直音）およびX線資料35（はねる音）のTOGF1の項目。

④X線資料1◎，11（夕，ダ行の直音）のULIPPの項目。

　これらのうち，②，③は，X線映像トレース図上で舌先から前舌にかけての部分の輪郭

が不鮮明なためにその部分がトレース不能になっていたことによるとぎれであり，①は門

口びるが閉鎖されているときに，LIP℃の位置がトレース図上で抽出不能であったための

とぎれである。また，④は，そのとぎれているフレーム区間で上口びる先端から鼻にかけ

ての映像が映画のフレームの外にでてしまっているためのとぎれであり，X線映画を撮影

した際に頭部を固定しなかったことに起因しておきたものである。なお以上のほかに，資

料36で，発話／aq”cja／と／aq、ka／との間にあらわれた／aiN／といういいまちが

いの区闘（巻宋のfX線映画贈本語の発音Sについて」におけるテキストを参照）は，

はじめのトレース旧作城の段階から計測の対象からはずしてあったので，この図上では全

項目にわたってとぎれがあらわれている。

1．4－4　声道内気圧の時間的変化の記録図，および呼気流量の記録図について

第2章，2－4には，資料1から36までの発話テキストの発話の際の声道内気圧の記録
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図を見ひらき2ページの左がわのページに，おなじく，呼気流量の記録図を右がわのペー

ジに配してある。そして，両方の図の寸間，右ページにある矢印を付した表示，たとえば

r←Pl」は，その左がわの図が資料1の発話セットの声道内圧の記録図であることをし

めし，おなじく「F1→」はその右側の図が資料1の発話セットの呼気流量の記録図であ

ることをしめしている。

　この2種類の記録図をえた計測は，すでにのべたように，同時におこなわれたものでは

なく，それぞれがことなる時点，場所で収録されたものである。そしてこの報告にかかげ

てある他のすべての記録図の音声の収録のときと同様に，同一の発話者が同一の発話にな

ることを心がけて発音したものである。

〈a）声道内気圧の時聞的変化の記録図

　この声道内気圧の記録図には，kがわに声道内の気圧が，下がわにロのぞとのマイクが

とらえた音声の原波形がしめされている。

　東京大学医学部音声言語医学研究施設でおこなわれたこの声道内気圧の測定には，圧力

トランスジューサ12D－104（ゲールテック社）が使用された。これは，直径約1．3㎜のカ

テーテル（長さ80㎜，材質はウーブンダクロン）の先端にシリコンラバーでおおわれたス

トレインゲージセンサーがとりつけられたものであり，これにコントロールユニットおよ

び記録装置を接続して計測と記録がなされた。記録紙の横軸（時聞軸）の目もりはひと麗

もりがi／10秒の間隔である。また，縦輻の気圧の変化の数値は記録図の左がわに付され

たスケール（ひと目もり20㎜恥0）でしることができる。なお，1．1－4の記述を参

照◎

（b＞呼気流量の記録図

　この記録図はフロー・ネイザリティーグラフSN－Ol（リオンK．　K．）を使用してえられた

ものである。

　この装置は，発話の際の｛］からの呼気（および吸気）の流量と鼻からの呼気（および，

おなじく吸気）の流量とを努々に検出し，同時にそのときの音声のつよさも検出できるよ

うになっている。この装置に音海を入力するばあいには，口と鼻をおおう大きめなゴム製

のマスクを着用して発声しなければならない。このマスクには，萌むろ屠と目むろ用の上

下2層の独立の通路がもうけられており，それぞれの通路の早手に設置されてある熱線式

センサーによって，鼻むろ，urむろを出入りする空気の流量が霧々に検出できるようにな

っている。この装置では，この轟むろ，口むろを出入りする空気の流れのうち，吸気を除
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外して呼気だけを検出することもできるようになっているが，この記録図では呼気と吸気

とが区別されずに記録されている。そのため，この図では，一連の発話のはじまる前，そ

してまれに途中にもあらわれることのある吸気のおこなわれたとみなされる澗所には，視

察にもとづいて△を付して，他と区別しておいた。なお．F23の図に付された※印はそこ

に室内の騒音が記録されたことをしめしている。

　この呼気流量の記録魍には，上から順に，声のつよさ（略号歪，単位＝dB），口および鼻

からの総呼気流量（略号F，単位＝1／s，　リットルパーセカンド），ロからの呼気流蟻（略

号M，単位一一1／s），そして算からの呼気流量（略号N，単位鴇1／s）の4種の計測結果が記

録されている。なお，口むろ，鼻むろ別の呼気流量はスケールが呼気の総流星のそれの2

倍になっている。横軸（時間軸）は1目もり1秒，1記録図6秒である。

　なお，音声を入力するとき，上述のように特殊なマスクで口，鼻をおおって発音しなけ

ればならないため，発音の際の開翔運動が制限されがちになることや，マイクと口，鼻と

の間に筒状の通路がもうけられていることが，マイクにはいる音響としての音声をおおき

く変形させているとかんがえられるので，この図の声のつよさ（1）の分析については，

音声区間の有無，そしてとなりあう音節間のつよさのおおきなちがいをたしかめることだ

けにとどめた。
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第3章

解 説

3．1　ア行の音節

　前の報告（国立国語研究所報告60，1978）では，母音一般について，そして日本語の母

音フォネームについて，これを単独で発音したばあいについての詳細な分析をおこなった

が，ここではそのときのH本語の母音についての記述を要約しながら，その後にえた知見

と意見の修正をもくわえて，日本語の母音フォネームについて，子音フォネームとのむす

びつきの問題の検討にはいる前に，ひとまずまとめて解説しておくこととする。

　なが母音フォネームは持続とそれにもとつく音数律上のとりあつかいとをみじか母音フ

ォネームとことにするが，あい対するみじか母音フt　＊・　一一ムとの間に，知覚できるような

音色のちがいをもたない。したがってここでは，おもに／a阪／，／i阪／，／u暇／，

／e鰻／，／o阪／のように下降調のアクセント型をもたせて母音だけで単独に発音され

たなが母音フォネームの例を分析した結果にもとづきながら，みじか母音フォネームだけ

からなる音節として単独で発音された／a／，／i／，／u／，／e／，／o／のトレーー

ス図も参照しながら，長短の母音フォネーム／a～a：／，／i～i：／，／u～u：／，／e

～e：／，／o～o：／をおのおの1対としてあつかって．それぞれをひとまとめにしてのべ

ることにする。
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　なお，掲載された母音関係のX線トレース図のうち，最初の連続する見ひらき．計6ペ

ージにおさめられた12枚のトレース図（「発話の準備状態にある声道」1枚，単独で発音

されたみじか母音フォネーム／a／，／i／，／u／，／e／，／o／の5枚．および，

／Pa／の／a／，／PO／の／0／，／ta／の／a／，／to／の／0／，／ka／

の／a／，／ko／の／o／の計6枚）は関連する他の種類の資料をかいている。そのあ

とに，単独でくだり型のアクセントをつけて発音されたなが母音フォネーム　／a■：／，

／i「1／，／uii／，／eii／，／o鰻／の5枚のトレース図がつづく。そしてそのあと

のf母音多角形」と題したトレース図は，／パ：／のトレース図に他の4個のなが母音フ

ォネームのトレース図における舌の「最高点」と，下の門歯の先端とをプrcットして作成

したものである。この5個の母音フォネームの舌の最高点をむすんでっくられた鐸音多角

形の右がわには，X線映画を撮影した際に発話された音声のソナグラムからよみとったF

1，F2の数値にもとづいて作成された母音多角形がかかげてある。

3．1－0　発話の準備状態にある声道

　筆者が「発話の準備状態にある声道」と名づけたものは安静な呼吸のおこなわれている

休止状態にある声道とはことなり，すぐに発話にはいれるように音声器官がととのえられ

た状態のそれをさしている。

　人は，なにかをはなそうとするとき，音声器官を調音活動にとっての休止状態から，た

だちに発話が可能な状態，すなわちここでいう発話の準備状態へときりかえる。

　書語活動がおこなわれず，ふだんの安静な呼吸がおこなわれている状態は音声器筥の休

止状態である。このとき，喉頭は緊張しておらず，声門はおおきめにひらいていて，した

がって声門では〔h〕であらわされるような耳にきこえるような摩擦音は生じていない。

そして主として横隔膜の収縮と弛緩による肺の容積の変化によって，吸気の局面と呼気の

局面とが交互にあらわれ，空気はひらいた声門と声道とを通過する。音声器官が休止状態

にあるとき，軟口蓋はおおきく下降していて，空気は主として鼻むろを通って肺に出入り

する。

　なにかしゃべろうとするとき，吸気の過程で収縮した横隔膜は緊張したままの状態で維

持され，発話のために必要な量の呼気が横隔膜の弛緩によってすみやかに外へでてしまわ

ないようになる。それと同時に，左右の声帯はいつでも振動（ベルヌーイ効果による開閉

運動のくりかえし）が可能なように，相互にややちかづいた位置に位置させられ，その結
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果．声門はややせばめられる。このときの喉頭は休止状態のそれよりやや緊張しており，

また喉頭全体がわずかに休止状態のときより上昇するのがみとめられる。

　トレース図にみるように，舌はその全体が休止状態のときにくらべて，下あごを基準と

してみたとき，やや上昇し，かつ前進する。このような位置と形とをとることにより，舌

はどの母音のための位置にもすみやかに移動し，かっそれぞれの母音に必要な形にみずか

らを変形しやすいよう，態勢をととのえるのである。また，この舌の位置は舌さきをすみ

やかに上の歯茎にくっつけていろいろな舌さきの子音の発音をおこなうためのもっとも適

切な位置でもある。

　発話の準備状態にあるとき，自びるは休止状態のそれとおなじくとじているか，あるい

はわずかにひらいているかであるが（このトレ～ス園のばあい，ややひろめにひらいてい

る。），下あごは休止状態のそれとおなじ，または，ややひらいているのが普通で，そう

することによって，舌はあらゆる母音，そして舌によってつくられるおおくの子音の調音

にすぐに移行しやすくなる。鹸がかみあわせられていたり，あるいは反対に下あごがおお

きく開大している状態は，ともに発話に移行するのに不適切な状態である。

　ロ蓋帆（軟口蓋）は休止状態のそれとおなじく，まだおおきく下降したままとなってい

る。しかし，自然の呼吸のときのような呼気の流出は横隔膜の緊張の維持と声門のせばま

りの両者のはたらきによって抑翻されている。ふつう，わずかながら呼気の流出が鼻むろ

（鼻膣）から，またはロむろ（口腔）と鼻むろの両方からなされていて，呼気の流出がこ

のとき完全にとめられているわけではない。軟口蓋の先端，口蓋垂は，うすいちいさい組

織であるために，このX線映画フィルムでその先端の正確な位置をしることはいつも困難

である。その部分がトレースされていないのはそのためであるが，このような発話の準備

状態のばあい，正中線上にあるそのたれさがった先端は奥舌面に接触していて，口むうと

のどむろ（咽頭腔）とをわかつ左右からもせばめられた口峡部は，たれた日蓋垂のために

複線のトンネルの入口のように左右にわかれた通路をつくっているであろう。この軟目蓋

は，発話の最初のフォネームの発音のための調音運動にはいるとき．すばやく上．そして

後方にひきあげられて，轟むろへの通路をとざし，または，せばめる。

　この軟口蓋の上昇は，最初にくる子音のための声道の狭窄，または閉鎖のための，舌，

鷺びるなどの音声器窟のうごきとあい前後して，また，最初にくる音が母音であれば，そ

の母音のための下あご，舌，そして口びるなどのなしとげなければならない声道の形づく

りのための運動とほぼ同時に，はじまる。そして，鼻むろへの空気の通路をとざし，ある
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いはせばめるためのこの軟口蓋の上昇のうごきをふくめ，もし最初にくる音が母音であれ

ば，その母音のための声遵の形づくりが完成にちかづくころに，肋闘志の収縮と左右の声

帯筋の内転とによって声帯を振動にみちびくのに必要かっ充分な声門の下での気圧のたか

まりがおこり，声帯が振動状態にはいる。そしてこの声帯の振動と，特定の音色をうみだ

すためにおこなわれた声道の形づくりとによって，特定の音色をおびた母音が発音される

こととなる。このとき，軟口蓋が上昇していることによって，母音はすくなくとも耳にき

いてわかるような鼻音化した音色をおびなくなる。

　もし最初にくる音が破裂音，摩擦音など，さまたげ音（obstruent）の子音であれば，軟

口蓋の上昇はやはり，舌，trびるなどによる声道の閉鎖あるいは狭窄のための運動とあい

前後しておこり，鼻むろへの通路が完全に，もしくは不完全に閉鎖されることによって，

破裂音もしくは摩擦音の生成に必要な声道内の気圧の上昇が可能な条件がっくられる。

　また，もし最初にくる音が　／m／，／n／のような鼻音であれば，やはり軟口蓋は上

昇するが，その上昇は，9むうがわでは気圧の上昇がおこらない程度，そして鼻むろでは

声が，ある程度の共振をするのに必要なよう，咽頭の後ろの壁との問の空間をあけたとこ

ろでとどめられる。

　いずれにせよ，発話の準備状態にある声道とは，このような，つぎにくる発話のための

調音器官の運動がもっともおこないやすいような声道の状態である。この状態は休止状態

から発話の状態への移行の過程で生じ，ふつうはごくみじかい時間の間に通過しておわる

ものであるが，しゃべろうとして単語をえらんでいるときとか．他人の発言のあいまをぬ

ってすばやく発言しようと待機しているときなどには，この状態が持続されることがしば

しばある。この状態を維持することは，休止状態にあるよりも，音声器窟全体にとって，

横隔膜にとっても，喉頭にとっても，雪にとっても，はるかに緊張のおおい状態であると

いえる。

　また．発話の途中におきるみじかい休止（pallse，あるいは聞（，．lt））の状態もこの発話の

準備状態にちかいものである。このような休止における調音器官の状態は，その休止の前

後におかれたフォネーム，あるいは音節の種類によって，口びるt舌，軟口蓋などが，い

ろいろにちがった位置，状態におかれてるので一様ではない。けれども，それは安静な呼

吸のおこなわれている音声器官の休止状態とはちがっていて，ここでいう発話の準備状態

にちかい状態である。また，この休止を利用して，きわめてしばしば，発話の闘の息つぎ

がみじかい時間でいそいでおこなわれる。このような，こきざみですばやい発話の間の息
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つぎは，つぎにつつく発話に必要な空気の確保と，もともと必要な呼吸との両方の目的を

かねておこなわれるものであるが，ふだんの，安静時，音声器富の休止状態のときの吸気

の局面とは非常にちがっていて，調音溢血がこの発話の準備状態にちかい状態のままおこ

なわれるものであって，発話と発話の闘に，よほどながい休止をおくときでないかぎり，

呼吸はふだんの安静時の方法にはもどらない。テレビ，ラジオのニュースなどを注意ぶか

く耳をすましてきいていると，アナウンサーの，このようなみじかい休止を利用しておこ

なわれる息つぎに際しておこる，吸気による声門の摩擦音をいちいちきくことができる。

熟達したアナウンサーは，ふつう，このようなすばやい息つぎを，しろうとのばあいとく

らべて，非常にしばしばおこなっている。

3．　1－1　／a／　｛a），　／aii／　（ai：）

　／a～a：／は鷺びるをまるめずにつくる，中舌よりの奥舌のひろ母音である。

　まず，下あごのひらきと口びるの形について。

　下あごのひらきの程度は磁本語の5対の母音フォネームのうち，もっともおおきい。下

あごのひらきの程度は，時系列分布図（X線1，JAW－0）で母音フォネーム相互間のちがい

をグラフとしてみることもできるが，X線フィルムのトレース図上では，上下の門歯の先

端の間のへだたりをみることによって，簡単にしることができる。実際の欄々の言語活動

の中では，／a～a：／のばあいの下あごのひらきの程度は，いろいろな条件にしたがって

さまざまな値をとる。それは先行する子音フォネームの種類によっても微妙にちがってく

るし（上村，高田1973），また，どんな状況での発話であるかによってもおおきくちがって

くる。たとえば，小声で私的な会話をかわすばあいはずっとちいさめになるし，また，た

とえば罫おかあさ一ん」とさけぶばあいのように．とおくの人に大声でよびかけるばあい

などには，非常におおきくなる。ここでの値は，母音フォネームをそれだけで，あまりお

おきくもちいさくもない声ではっきりと，しかし，特別に誇張することもなく発音したば

あいのものである。その値は文章を朗読するばあい（高田1980）のそれとくらべればおお

きめであり，また，他の条件がおなじならば，子音フォネームに後続するばあいよりも単

独で発音したばあいの方がややおおきめになりがちである。また，先行する子音フォネー

ムの種類によっても，微妙な影響をうける。単独で発音した／a／と，／p／，／t／，

／k／に先行された／a／とを比較しても，前者の方がひらきの程度がおおきい。また．

／pa／，／ta／，／ka／の3者の中では口びる音，舌先音に先行された／pa／，
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／ta／の／a／は，奥舌音に先行された／ka／の／a／より，下あごのひらきがちい

さめになる。しかしこれらはすべて，おお声でさけぶときのそれにくらべれば，はるかに

ちいさい。

　ここで大切なことは，第1には，他の条件がおなじならば，この母音フsネームの下あ

ごのひらきの程度は謄本語の他の母音フォネームのばあいよりっねにおおきいということ

である。そして第2には，それにもかかわらず，B本語の母音フォネーム／a～al／の下

あごのひらきの程度は，諸言語のひろ母音フォネームの中ではさしておおきくない方に属

しているだろうということである。実際，たとえば中国語のひろ母音フォネーム／a／の

下あごのひらきの程度は，この母音が介母や韻躍にともなわれないで単純母音として先行

子音に直接つづくばあい，あるいは単独に発音されたばあいであれば，ふつう，臼本語の

それにくらべて相当におおきめである。また，英語のひろ母音フォネーム／a／のそれも

臼本語のそれよりはややおおきめであるようにおもわれる。母音フォネームにおける下あ

ごのひらきの程度，そしてつぎにのべる舌面の日蓋との間の距離も，個々の言語における

母音フォネームの体系の中での他の母音フsネームとの対立の様相，その雷語の音節構造

とリズム構造のありかたなどとかかわりながら，微妙にちがっている。日本語の方言の間

でさえ，そのようなちがいを発見することがある。また，興味ぶかいことに，日本語の無

意味音節の発音をおこなうばあいに，発音の明瞭度をたもつことをとくにこころがけてア

段の音節を発音すると，母音がひろ母音，もしくは半ひろ母音であれば，／CV／のばあ

いは，／CVr／のばあいより，下あごのひらきがおおきくなりやすい。それは，なが母

音フォネ～ムのばあいには充分な持続によって母音の音色がききとられやすくなるのに対

して，日本語のみじか母音フォネームのように持続の比較的みじかい母音のばあい，とく

にこれを無意味音節としてコンテクストのたすけなしにききとらせるという条件のもとで

は，みじかい持続の中で母音の悪質をきわだたせるという必要が生じて，そのために下あ

ごの開大をおおきくして他の母音との韻質の差を誇張した発音がおこなわれるからであろ

うとおもわれる。みじかい／a／のトレース図とながい／a玉／のそれにおける下あごの

ひらきを比較すると，前者の方がおおきいが，このちがいはそういう傾向を反映したもの

である。

　目びるのひらきがっくる声道出口の断面積も，／a～a：／は5対の母音フォネームの中

で最大となる。そして，口びるのつくる声道出覇の断面積のひろさは，下あごのひらきの

程度のばあいと同様，実際には変動の幅がおおきく，発話の条件に依存してさまざまとな
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る。しかし，やはり他の条件がおなじならば．／a～a：／は5対の母音フォネ～ム中，い

つも最大である。

　この報告にかかげるトレース図，そしてそのほかの実験音声学的資料をみるばあい，こ

のようなことは充分考慮してみていただきたい。それぞれのデータ，そして計測値はある

条件のもとでの規範的発音に関するものであって，その意味で，あらゆる発話にとって普

遍的な規範，あるいは標準的な数値であるかのようにみなすことはできない。したがって

たとえば，規範的な／a～a：／はいつも一定の下あごのひらき方によって発音されるべき

だというようなことはありえないのである。

　つぎに舌について。

　この母音を発音するとき，トレース図にみるように，舌はその全体が発話の準備状態の

ときの位置よりも後退し，かつ前舌面がやや下降する。舌全体の後退にともなって，外面

のうちの一一番たかくもりあがっている個所，略していわゆる舌の「最高点」も休止状態の

ときにくらべて後ろへとずれる。トレース図で奥香の中舌よりのわずかに上にもりあがっ

た馬所がそれである。このような舌全体の後退とこの個所での舌面のもりあがりの結果，

奥舌面と目蓋垂との間の距離が接近して，口峡部，つまり目腔（和むろ）と咽頭腔（のど

むろ）との境界をなして上下方向，左右方向の距離がいずれもややせまくなる部分に，さ

していちじるしくはないがせばめが形成される。こうして／a～a＝／をうみだすための音

響管としての声道は，このせばめによってほぼ水平方向でややみじかめの前の部分（口む

ろの部分）とほぼ垂直方向でややながめの後ろの部分（のどむろの部分）のふたっに分割

される。そしてこのうち前の部分，望むうがわには，下あごの開大と，舌全体の後退にと

もなう前舌面のわずかな下降と後退とによってtひろい空洞が形成される。そして，右ペ

ージのパラトグラムにみるように，このとき舌面は硬口蓋にはまったく接触していない。

一方，後ろの部分，咽頭腔には，さして断面積のおおきくない，そして前の部分のものよ

りすこしばかりながい空洞が形成される。おおまかにいうと，声道のこのような分割が，

第1フォルマントと第2フォルマントの周波数が相互に比較的接近した日本藷のこの母音

の音色をうみだすための声道の形づくりの特徴をなしている。なお，舌の後退にともなっ

て，舌根の部分とその後ろに薩逸している喉頭蓋とが咽頭の後ろがわの壁にむけてちかづ

いてここでもせばめが形成されている。ただし，X線フィルムのトレース國は正中線上の

像とみられるものをとらえてえがいていて，その濁わきの部分がどうなっているかは，こ

のX線映画資料からはしることがでない。わきの部分はもうすこしひろくあいているかも
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しれない。いずれにせよ，残念ながらわれわれはこの部分の断面の形，おおきさに関する

正確な観測データをもちあわせない。しかしこのせばめは，この母音の高次のフォルマン

トの形成にかかわっているはずである。一方ひろい開心部をそなえたひろい口むうがわの

空間は，ちょうどメガフォンのように，この声道を効率のよい共鳴室にしたてている。

　この声道がたいへん効率のよい共鳴室であることは，声道内圧の記録図（P1）と呼気

流量の記録図（Fl）とがよくしめしてくれている。すなわち，この母音フォネームを発

音するために声帯を振動させて声道をながれでる呼気の流量は他の母音フォネームにくら

べてとくにおおきくはなく，むしろちいさめだといえる。また，声道内気圧の記録図（P

1）の下の段にしめした波形の振幅のおおきさでわかるように，声道の出口のぞとのマイ

クによってとらえられたこの母音の音のつよさ（i航ensiもy）は，他の母音とくらべておお

きく，したがって耳にきこえるきこえのおおきさ（loudness）もおおきい。それなのに口峡

部のせばめの後ろで測定された声道内の音圧の変動の幅，すなわち，記録図でこまかい振

動によってくろくなっている部分の幅は，他のどの母音フォネームとくらべてもちいさく

なっている。一一般に，声道内の特定の個所における音圧の変動の幅は，その個所がそれぞ

れの母音ごとの声道に固有ないくつかの共振周波数をつくりだす声道の中で生じている定

常波（standi、ng　wave）のnod（ふし）の位置とかさなるかどうかによって，当然ちがいを

もつはずであるから，特定の測定点における音圧の変動の幅をそのまま声帯の振動のおお

きさの直接の反暖とうけとるわけにはいかない。しかし，特溺のばあいをのぞいて，おお

まかにはこのちがいを反映しているとみなしてよいであろう。したがって，このようにし

てみたとき，／a～al／のためのこの母音に特有の音色をつくりだすためのこの声道の形

は，同時に，呼気を肺からおくりだし，声帯を振動させるちいさめのエネルギーを，効率

よくおおきめの音響エネルギーへと変換するはたらきを演じているということができるの

である。

　実際諸言語をつうじて〔a〕でしるされるような母音が母音を代表する音とかんがえ

られがちであったり，また，諸種の心理学的実験があきらかにしているように，この母音

が一般的に「おおきい」ことをあらわすのにふさわしい音であるという音象徴的効果をに

なっているのは，この母音の音色をつくりだす声道がすくなめな呼気を使用しながら「お

おきな」音をつくるのにふさわしい効率的な声道であることと関係している。

　なお，声道をふたつにわける口峡部にあったせばめの位置が前にずれると，母音の音色

は，F1とF2の周波数の数値がたがいにとおのいて，うまれる音は基本母音の〔a〕で
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しるされるような前雷的な音色の母音に，さらには英語などの〔ee〕でしるされるような

音色の母音へとちかづいていく。また，せばめが後ろへずれれば，F1とF2の周波数は

たがいにさらにちかづいて，音色は基本母音の〔α〕でしるされるような母音のそれへと

ちかづく。下あごの開大の程度をちいさくすると音色は英語などの〔A〕さらに〔e〕で

しるされる母音のそれにちかづき，さらにちいさくすると中国語の（X〕でしるされる半

せま母音のそれにちかづく。さらに下あごとmびるをとじてゆくと，つくられる母音の音

色は灘本語の／u～u：／〔　Ul〕～〔dir）のそれへとちかづく。反対に下あごの開大の程度

をおおきくすると，英語のfather，　palmなどにおける母音／a／〔αDのそれに，さら

に中圏語の「他」「麻」などにおける母音／a／のそれへとちかづく。そして，上本語の規

範的な音色の／a～a＝／の代表的なアロフォンの音色は，基本母音の〔a〕，基本母音の

〔a〕，そしておなじく基本母音の〔A〕の3者のほぼ中聞の音色であるといってよいだ

ろう。

　ちなみに，かって母音の音響学的な研究におおきく貢献した千葉・梶山のすぐれた研究

（Chiba，Kajiyama，1941）のかかげているX線写糞にもとづいた母音fア」の声道は，筆者

の目からみれは，日本語の母音とすればあきらかにいくらか誇張ぎみの，そして〔α〕と

しるすべき奥舌的な母音とみなさなければならない。舌面がほぼひらたくなっていること

がその証拠である。単独の音節の発音においてこのような誇張的な発音がなされたとして

も．まえにのべた理由によって．ふしぎなことではない。一般にこのような奥舌のひろ母

音が発音されるばあい，舌骨と胸骨とをむすぶ筋（m．sternohyoideus）が奴縮して舌面の

下降をたすける。この筋の収縮は胸骨と甲状軟骨の下のあたりの皮霧を指でかるくおさえ

ながら奥香の〔α〕のための声道の形づくりをしてみると，自分で簡単にたしかめること

ができる。なお，この筋肉は喉頭全体をひきさげて町道全体のながさをながくするばあい

にも収縮する。また．男性のオペラ歌手は歌唱のとき，一般にこの筋をつよく縮小させて

喉頭をひくく位置させることによって，声道全体をながく，かっ，ひろくしているとかん

がえられる。

　軟m蓋は挙上されて轟むろへの通路をとざすけれども，その上昇の程度は5対の母音フ

ォネームのうち，もっともひくい。側面からのX線映画資料ではたしかめられないが，閉

鎖が：不完全のままでのばあいもありうる。そのようなばあい，それだけ耳できいてはわか

らない程度ではあるが，母音はいくらか鼻音化されている。／a■：／を発音しながら鼻孔

を指でふさいでみたばあいの音色の変化がおおきいかどうかによって，音色の鼻音化の程



錫6　eg　3章解説

度をしることができる。なお，呼気流量の記録図（Fi）の発音では，単独で発音された

どのなが母音フォネームのばあいにも．呼気の鼻からの流出は記録されていない。

3．　1－2　／i／　｛1）　，　／iii／　（iii）

　／1～i：／は口びるのまるめをともなわないまえ舌のせま母音である。

　そして，／i～i：／は上にのべた／a～a：／と声道の形づくりの点でたいへん対照的な

特徴をもった母音フSネームであるということができる。

　まず，下あごのひらき，および声道の出mの断面積は，5対の母音フォネーム中，いま

ひとつのせま母音フォネーム／u～u；／についでちいさい。そしてこの母音の下あごのひ

らきが／u～UI／のばあいにくらべておおきくなるのは，パラトグラムがしめしているよ

うに，緊張してもりあがった舌面が硬口蓋の側面におしつけられていて，そのためにこの

舌をささえている下あごがこれ以上とじることができないようになっているためである。

すなわち，下あごの開大の程度は，せばめをつくるために緊張してもりあがった舌の状態

に規定されているのである。

　舌は全体として発話の準備状態における位置よりもさらに前に移動している。そして前

雷から中舌にかけての部分が硬iコ蓋にむけて山がたに，あるいはまんじゅうのような形に

いちじるしくもりあがっている。パラトグラムにみるように，前舌面はその両脇の部分が

上の臼歯の内側の歯茎とそれにつらなる硬口蓋にひろく接触している。そして雷面が硬口

蓋に接触しない中央の正中線ぞいの部分には，断面がほぼ三日月型をしたほそながいせば

めが硬臼蓋と舌面との間でっくられている。このとき，この断面積のちいさいせばめをつ

くり，維持するために，舌面はつよく緊張していて，そのことは自分の指で舌面をおさえ

てみればすぐにたしかめられる。また，このとき舌さきは下の門歯の裏がわにおしっけら

れている。口むろの前部分にこうして形成されたせばめは，上下の前歯の間と上下の口び

るの問の部分ではその断面積をややおおきくしながら，外界に接している。一一方，前舌と

硬口蓋との間の断面積のちいさいせばめの後ろがわには．舌体が全体として前に移動した

結果，口むうとのどむうとが連続したひとまとまりのおおきな空間がつくられている。こ

の空間はひろく，かっながい。そしてこの部分で舌は．トレース図にはえがかれていない

けれども，正中線の部分の方が両脇の部分にくらべてくぼんでいる。周波数のひくいF1

と周波数のたかいF2の数値が旛互におおきくへだだったこの母音フォネームの音色はほ

ぼこのような声道の形づくりの特徴によってっくりだされる。
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　そしてこの母音を発する際の声道は，出口のちかくで非常にせまいせばめが形成されて

いるために，／a～al／とは反対にあまり効率のよくない共鳴室となっている。この母音

は，5対の長短の母音フォネームのうち，録音機のVUメーターなどでためしてみればす

ぐわかるように，相対的にもっとも音声のつよさのよわい，したがってきこえのちいさい

母音として発音されるのがふつうであるが，それにもかかわらず，実は5対の母音フォネ

ー一一 ?のうちではたかめの声門下の気圧によって力づよく声帯を振動させることによってっ

くられているものと推定される。そして声道を通過する呼気の流量も5対の母音フォネー

ムのうち，けっしてすくない方ではない。すなわち，ひろ母音，半ひろ母音などとある程

度バランスのとれたきこえのおおきさの音をつくりだすためには，この声道の音響管とし

ての非効率性のゆえに，声帯においてカつよい振動をひきおこすために，おおきなエネル

ギーを使用しなければならない。このことを声道内気圧の記録図がよくしめしている。声

道内気圧の記録國（P1）からは，／a服／と／ジ：／における声道内の音圧の変動の幅

が／i阪／においてずっとおおきいのに，それにもかかわらず，口のぞとでとらえられた

音のつよさは／a陛／の方がずっとまさっていることがみてとれる。このことは母音が単

独で発音されたばあいも，それ以外のばあいにも，声道内気圧の記録図から善尾一貫して

みることができる。呼気流量の記録図（F1）によれば，この実験における発話では口か

らの音の出力がおそらく不自然な実験の条件によって，／anl／と／呈賑／の爾者でほぼ

おなじつよさとなってしまっているけれども（ふつう／孟～i：／が／a～a：／よりちいさ

めになりやすい），ロからの呼気流量は母音単独の発音のはあいにも，両者にあまりいち

じるしい差がみられない。そして硬口蓋と前舌爾の聞のせまいせばめを通過するはやい呼

気のながれのために，この母音はしばしばさしていちじるしくはないが，このせばめで生

じる摩擦音（すなわち〔5〕）をともなう。そしてそのようなばあいには，わずかではあ

ってもせばめの後ろの声道内の気圧がそとの大気圧よりもたかめとなる。声道内気圧の記

録図においても，音圧の変動が大気圧よりも上がわにのみおこっていることに注心すべき

である。

　なお，日本語の／i～i：／を発音するとき，ふつうuびるは横にひかれないが，このこ

とは田本語のこの母音フォネーームの調音的特徴のひとつといわなくてはならない。一般に

前番母音を発音するばあい，口びるを横にひく行為は，口びるのあつみをへらして日むろ

内のせばめから声道出ロまでの前後方向のながさを縮小させ，そのことによって，第2フ

ォルマントの周波数がたかまり，音色を「するどい（acuteな）」感じにする効果がもた
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らされる。また，声道の出目が横方向にひろげられることによっても，前歯の列と口びる

とが馬蹄形に正中線の爾脇で後退していることのために，せばめから声道出口までの距離

がちぢまっておなじ効果があらわれる。また，これと同時に，声道の出口の断面積がひろ

げられることによって，声のつよさを増大させる効果もひきおこされる。しかし，日本語

の／i～il／のばあい，環びるが横にひかれなくても，音色は充分にacuteであって，　F

2の値はたかい。このことはこの母音の発音において，舌が充分に前に移動していて，も

りあがった舌面が日蓋との間でっくるせまいせばめの後ろのはしが軟ロ蓋との境界付近の

自発の天井にまではおよんでいないことと関係している。ところで，日本語の／i～i＝／

と音色のほとんどひとしい母音を，舌全体の位置，そして舌のもちあがる個所をやや後ろ

にずらして，せばめを軟口蓋との境界付近につくりながら，同時に日びるをつよく横にひ

くことによってっくりだすこともできる。そして，諸言語において音声記号〔呈（：）〕

によってしるすことのできる母音はしばしばこのようなやりかたでっくられている。そし

てそのような言語の所有者は日本語を習得する際に，しばしばその母国語の習慣を日本語

の／茎～i：／の発音にもちこんでくる可能性がすくなくない。しかし，このようなやり方

で〔i（：）〕を発音したばあい，口びるをよこにひくことをやめると，母音は〔1〕，

さらには〔3’）でしるされるような音色にかわってしまう。一方，舌を充分に前よりに位

置させていても，前舌面をたかくもりあげるための雷の緊張をゆるめると，前舌面は下降

して，音色はやはり〔1）さらには〔了〕でしるされるものにかわってしまう。したがっ

て，舌の緊張もこの母音の発音にとって大変重要な条件となっている。ろう児．あるいは

和語障害児の母音の指導において，一般に／i～i＝／の発音の指導が／a～al／などの指

導とくらべて経験的にはるかにむずかしいとされてきた事実は，緊張のおおきい．しかも

微妙な舌の形づくりと，たかめの喉頭下の気圧による力づよい声帯の振動をこれとくみあ

わせることなど，この母音の調音自身のむずかしさ，そして聴覚にたよらずにこの母音の

調音上の特徴をおしえこむことのむずかしさに原因があるのである。

　残念なことに，筆者らは，発音者の発音に際しての声門下の気圧についての観測データ

をもたないが，／i～呈1／の発音において，声門下の気圧が／a～al／のそれよりたかめ

になっていることは，指で胃袋の上，みぞおちのあたりをつよくおしながらこのふたつの

母音を，持続をながくして，ややおおきめな声で発音してみるとわかる。／豆～i：／を発

音するときの方が指がつよくおされるからである。

　軟口蓋はもう1対のせま母音／u～u：／とともに，5対の母音フォネーム中もっともだ
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かく上昇する。そして，鼻むろへの通路は／a～a：／のばあいよりは完全に閉鎖されてい

るものとみられる。トレース園の発音のばあいも．おそらく完全な閉鎖がなされているだ

ろう。

　なお，臼本語の／i～ir／の発音において，口びるは下あごの開大に対して単に受動的

な状態におかれて，口びるの形状をきめる口輪筋をはじめとする諸筋肉がまったく弛緩し

た状態にあるというわけではない。もしもそのような状態であれば，燗人の口びるの形状

や同列の状態によって差があるであろうが，規範的な音色の／i～i：／を発音するには両

両びるの問の開口部の断面積が一般にちいさくなりすぎるはずである。したがって．この

フォネームの音色のつくりだしのためには，口輪筋をとりまく口びる周辺の筋肉は，明瞭

で規範的な音色を実現しようとするばあいには，声道の開口部の形をととのえるための，

ある程度の活動をしているとみなければなるまい。他の母音フォネー一一一ムのばあいも同様で

あるが，これについては後述する（p．436参照）。

3．　1－3　／u／　（tu），　／u”i／　（ca”i）

　／u～ゼ：／は中活よりの奥舌のせま母音である。ふつう，口びるのまるめをともなわ

ない。

　トレース図にみるように，下あごのひらきは5対の母音フォネームのうちでもっともち

いさい。トレース図では，上下の門歯の先端がかさなりあっている。そして，両口びるに

よってつくられる声道出口の断面積も非當にせまく，5対の母音フォネーム中，最小であ

る。また．標準語のこの母音は，諸言語で‘u’でしるされる母音の中にあって，｛1びる

のまるめをともなわないことをおおきな特色としている。

　声道全体をみると，単独で発音されたとき，発話の準備状態のときのそれにくらべて，

舌面の中雷から奥舌にかけての部分がすこしだけもちあがって，舌面のこのもちあがりと

軟日蓋の前部との問で声道にせばめが形成されている。このもちあがりを反映して，パラ

トグラム上では舌面の脇の部分が臼鹸のわきの翌日蓋後部の側面の部分に接触しているこ

とが観察される。この舌の接触部位と接触轡師は／e陛／のばあいとほとんどかわらない

が，このときの雷のもりあがりの様相は，トレース図にみるように，／e阪／と／u陛／

とではおおきくことなる。そして，舌面は，／i～i：／のばあいとはおおきくちがって，

そして／a～a：／のばあいとおなじく．緊張していない。このせばめの前の工むうがはに

は．比較的平坦な前舌面，中舌面とロ蓋との闘に前後方向のながさがみじかめで断面積も
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そうおおきくない，そして出口のひじょうにちいさい空間が用意され，一方，せばめの後

ろがわには，前がわにくらべればずっとながく，かっひろい空間が用意される。この後ろ

がわに形成される空間は／a～a：／のばあいのそれにくらべればながく，かっひろいが，

／i～il／のばあいのそれにくらべれば，みじかくて，せまい。また，せばめの前がわの

空聞は，反対に，／a～a：／のそれにくらべると，前後方向のながさもみじかく，上下方

向ははるかにせまい。そしてその出口の断面積は極端にちいさい。以上が標準語の／u～

u：／の音色をつくりだす声道の形づくりの主要な特徴である。

　この形の声道は，そのまま下あごをひらいていって，／a～a：／のときのひらきにまで

いたらせ，かっ雷を下あごのうごきに追従させて受動的にうごくようにし．〔コびるを／a

～a：／のときの形にととのえると，全体がほぼ／a～al／の声道の形となる。つまり標準

語における／u～UI／の声道と／a～aノの声道とのつくりかたの基本的な相違は下あご

の開大の程度であって，これに雷の形を微妙にととのえる舌内筋のわずかなはたらきと，

声道の出口の形をきめる口びるの諸筋肉とがともにわずかな関与をしているとみなすこと

ができるだろう。そして，疎略な発音のばあいには，そのような口びる，舌のはたらきは

なくなるばあいがおおいだろう。なお．母音フォネームをそれだけ単独で発音して規範的

な音色を実現しようとするばあい，／u～u：／，／a～al／のばあいにも，ロびるは下あ

ごのうごきに受動的にただ追従するだけでは，それぞれの規範的な音色の母音に必要な声

道出口の形の遷御は勲爵である。

　軟口蓋は，もう1対のせま母音／i～i：／のばあいとおなじく，たかくもちあがってい

る。

　この母音フォネームの調音をおおくの言語，そして関西，四国などの方言におけるロび

るのまるめをともなう〔u（：）〕でしるされるような質量のせま母音とくらべると，後

者のばあいT口びるがまるめられてっきだされるのと同時に，おおくは標準語のそれより

も舌面のさらに後ろよりの部分が軟ロ蓋にむけてもちあげられ，これにともなって前舌面

はやや下降，かっ後退する。また，下あごも標準語の／u～u：／のばあいより，ひろめと

なる。したがって，せばめの前の部分のrrむろの空間は標準語のそれにくらべて前後方向

にややながく，かっ，上下方向にもひろめとなる。標準語の口びるのまるめのない／u～

u：／〔ru（：）〕～〔敷（：）〕の音色を，　llちびるをまるめてとがらせる〔u（1））

と比較すると，前者は主としてF2の数値がたかくなることによって「中舌的なaな特徴

をおびるのだが，標準語のこの母音のまるロの（u（：）〕との音色のちがいは，このよ
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うな声道の形づくりの差異によってうみだされているものとみられる。そしてX線フィル

ムのトレース図がしめしているように，この母音の声道の形づくりは，主として中雷から

奥舌にかけての舌面をすこしだけもちあげることによってなされるという，発話の準備状

態，そして休止状態の声道からのわずかな逸脱によってなしとげられるのである。そして

このことが，この母音を日本語の5対の母音フォネームの中でもっとも音色の特色にとぼ

しい母音フォネ・M一・一ムにしてしまっている。外国語から臼本語に単語が借用されるとき，外

国語の語末の子音のおおくがN本語でみじかいウ段の音節にうっしかえられるのは，この

母音フォネームがもっとも母音としての音色の特色にとぼしいからにほかならない。

　また，この母音は5対の母音フォネームのうち，ただひとつだけ，「ゆるみ声」で発せら

れる傾向をもった母音である。母音の音色が他の母音の音色からはっきりと区別される固

有の特徴をもっためには，いいかえると〔e）でしるされるような，音色に特色のない母

音からのよりおおきい逸脱をなしとげるためには，声道の形づくりにおいて，休止状態の

声道の形，そして発話の準備状態の声道から網互にできるだけちがった方向へととおざか

ることが必要であるが．実はそればかりでなく，声帯をやや前傾させて適度に緊張させ，

かっその上の喉頭腔の容積の縮小した発声である「はり声」をもちいるのが有利である。

そして／u～UI／以外の母音フォネームのばあい，明瞭な音色をもたせた規範的な発音に

おいては，この，喉頭下の呼気圧を有効に声に変換させる「はり声」が使用される。しか

し，標準語の／u～UI／の発音には，この母音の音色の特色のとぼしさのゆえに，その音

色の実現には「はり声」は必要なく，比較的緊張のない水平にちかい状態にある声帯と，

弛緩してひろがった喉頭腔によって，呼気をおおめに使絹し，呼気圧を非効率的に声へ変

換することを特徴とする，発声の楽な「ゆるみ声1がっかわれやすいのである。この「ゆ

るみ声」tすなわち，かつて千葉・梶由く1941）がsoft　voiceとよんだものは，喉頭の割

御と呼気の余分な流出を防止するための呼吸筋の鰯御が楽であるかわりに，呼気がおおめ

に消費される。呼気流量の記録図において，／u～UI／をふくむ音節の発音に使用された

呼気流量が，他の母音フォネームをふくむ音節のそれに比して首尾一貫しておおめである

のは，このことの反膜である。またそれゆえにしばしば．この母音の声は息まじりにもな

る。ちなみに声遵の形づくりを普通におこなっても，この／u～u：／以外の母音を「ゆる

み声」で発音すると，その母音の音色の明瞭さはおおきく低下し，かっ，呼気が浪費され

る。なお，英語などのstreSSのおかれない音節の／e／はこの「ゆるみ声」で発音され

ることがおおく，それがふつうであるといっていいのかもしれない。この音色のあいまい
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な，そしてきこえのちいさいよわ母音は，stressのおかれる，音色の明瞭なつよ母音にく

らべて，楽に，しかし呼気を浪費しながら，おおくfゆるみ声」で発音されているのであ

って，それに対し，つよ母音は呼気を有効に声に変換して「はり声」で発音されており，

したがって，／e／がstressのおかれたつよ母音にくらべて，よわい，あるいはすくな

めの呼気で発音されているとはけっしていえないのである。

　／u～UI／を発音するときの声道はまた，せま母音であること，そして特別にちいさい

声遵の出ロをもっていることのために，／i～i：／のそれとともに効率のわるい共鳴室で

ある。声道内気圧の記録図と呼気流量の記録図とはこの母音が／i～il／のばあいと同様

な特徴をもっことをしめしている。すなわち，声道内の音圧の変動の幅は比較的おおきい

のに．外のマイクがとらえているこの母音の波形の振幅は／i～i：／についでちいさい。

また，呼気流量の記録図は単独の／u「＝／のばあいにかぎらず，／u～u：／をふくむ音節

は，発音に際して呼気の流量が首尾一貫して5対の母音フォネーム中，最大となる傾向を

たもっていることをしめしている。

　なお，せま母音フォネームー般にみられる声道のこのような非効率性は，諸書語そして

ff本語の諸方言において，この母音の持続時問が他の母音にくらべてみじかめになりやす

いことの原因をなしている。声帯が振動を開始するまで，あるいはそうしてうまれる音が

ある一定のきこえに達するまでに時悶がかかるからであり，また，はやめにきこえがちい

さくなったり，声帯の振動がやんだりするためである。また，せま母音フォネームのこの

ような調音上の特徴は，日本語の諸方言において，みじか母音のばあい，そのよわまり，

無声化，母音そのものの脱落，その他，おおくの歴史上のおおくの音韻変化をひきおこす

要因としてはたらいている。

3．　1－4　／e／　（e），　／e“i／　（e”r）

　／e～el／はurびるのまるめをともなわない前舌の半ひろ母音である。

　下あごのひらきは／i～i：／のばあいよりおおきく，／a～al／のばあいよりもちいさ

い。両くちびるのつくる声道出口の断面積も同様である。

　孟は／i～i：／におけるとほぼ同様に全体が前によせられ，硬口蓋にむけて由型にもり

あがるが，硬口蓋との闘にできるせばめは／i～il／よりひろく，かっ前舌は／i～i：／

のばあいよりは緊張の程度がちいさい。下あごの開大が／i～i：／よりおおきいことと舌

の緊張が／i～i：／よりもちいさいことと関係しながら，舌全体，そしてそのもりあがる
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最高点は／i～i＝／のばあいよりやや後ろよりになる。パラトグラム上では舌面のN蓋へ

接触する面積は／i～il／よりせまく，後ろがわだけになる。前舌と硬口蓋との問にはt

／i～i：／のばあいとおなじく断面がほぼ三日月型のせばめが形成されるが，このせばめ

は上下方向，横方向とも／i～il／のそれよりおおきく，したがって，その断面積も／i

～iエ／のそれに比してかなりおおきい。また，舌の最高点が後ろへとずれる結果，この空

間の前後方向のながさもながくなる。そしてこれとは反対に，せばめの後ろがわのひろく

ながい空間は，／i～il／のそれにくらべると，ややみじかく，かっ，いくらかせまくな

る。

　以上が／e～e：／の音響管としての特性をきめる声道の形づくりにおける主要な特徴で

ある。そしてもし，／i～i：／のためのロのかまえから，舌の緊張を若干よわめながら．

舌が下あごのうごきに受動的にしたがうようにして，下あごを／e～el／のひらきにまで

開大させると，声道は／e～e：／のそれになる。すなわち，／i～i：／と／e～er／の声

道の形づくりのちがいは主として下あごのひらきかたにあるといえる。そしてこの下あご

のひらきをせばめて，前舌面と硬口蓋との問の距離をちぢめると，Fl，F2の周波数が

たがいにとおのいて，当然音色は〔i（：）〕でしるされる音にちかづき，反対にひらき

をおおきくしてこの距離をひろげると，Fl，F2の周波数がたがいにちかづいて，音色

は〔ε（1））でしるされる母音にちかづく。

　軟m蓋の上昇の程度はひろ母音／a～al／とせま母音／i～il／，／g～UI／との二三

程度である。

　また，この音響管はせま母音のそれよりはるかに効率的であるが，／a～al／にはおよ

ばない。声道内気圧と呼気流量の記録図はほぼ一貫してこのことをしめしてくれる。

　なお，この母音も／i～i：／とおなじく，日びるが横にひかれて発音されることはまれ

である。

3．　1－5　／o／　（o），　／o“i／　（oiD

　／o～OI／はじrびるのまるめをともなった奥舌の半ひろ母音である。

　下あごのひらきはほぼ／e～e：／と同程度であって，／a～al／よりちいさく，／i～

ir／，／u～u：／よりおおきい。また，日本語の中でこの1対の母音フォネームだけが，

口びるをまるめてつくられる母音フォネームである。口びるをまるめるとき，上下の口び

るは若干前にっきだされて，そのあつみをまし，その結果，声道全体のながさがのびる。
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しかし，N本語のこの母音における口びるのまるめとっきだしの程度は，諸言語の〔o〕

であらわしうるような母音の中にあってさしていちじるしくないものである。このときの

開口部の断薦積は／u～u：／にくらべれば，とくに開口部の上下方向の輻が／u～u：／よ

りずっとおおきいので，その分だけひろくなるけれども，／u～u：／以外の他のどの母音

フォネームのばあいよりも，せまい。

　この母音フォネームはその前後にどのようなフォネームがくるかによって，舌面のもち

あがる場所，そして声道内のせばめの形成される位置が軟口蓋から咽頭の後ろの壁までの

問で変化する。しかしこの変化はさしておおきな音色の変化をこの母音にもたらさない。

この母音が単独で発音されるときには，奥舌のそのかなり後ろの部分が口蓋垂の先端，な

いしはそのすぐ後ろ下の咽頭の後壁にむけて，つまり後ろ上の方向にもちあがる。そして

それにつれて前舌面は／a～al／，／u～ur／のばあいにくらべて相当いちじるしく下降

し，かっ後退する。したがってパラトグラム上では，雷は口蓋に接触しない。こうして，

もちあげられた奥舌は声道全体をさしてながさのかわらないふたつの共鳴室に分割するこ

ととなる。このばあい，水平方向の前部分，口むうがわの空間は，前舌が下降するので相

当ひろくなり，また，口びるがっきだされるので，そのながさが垂直方向の咽頭がわの空

閥よりもながくなる。しかし，／ko／という音節を発音するときなどがそうであるが，

奥舌のやや前よりの部分を軟口蓋にむけてもちあげてこの母音を発音することもできる。

そしてこのようにしても，上にのべたばあいとほとんど音色のかわらない母音がっくりだ

される。そしてこのときには，反対に垂直方向の咽頭がわの空間が口むうがわの空聞より

ながめになっている。

　なお，一一一twに．奥舌母音の発音において口びるをつきだすようにしてまるめる行為は，

前舌母音における日びるを横にひく行為とは対照的に，声道におけるせばめから前の部分

のながさ，そして声遵全体のながさをながくするという結果をうみだす。そして奥雪母音

の誇張した発音では，口びるがっきだされると同時に，喉頭の位置もひきさげられて，声

道全体のながさはさらにながめられる。一方，これとは反対に，前雷母音の誇張した発音

では，口びるが横にひかれて声道がみじかめられるばかりでなく，同時に，喉頭を上昇さ

せることによって声道全体のながさをさらにちぢめるという手だてがとられる。

　この母音は，呼気の音響エネルギーへの転換の効率のよさの点では，／a～al／にはお

よぼないが，／e～e：／とともにせま母音フォネームよりずっとまさっている。声道内気

圧の記録國と呼気流量の記録図がこのことをしめしてくれている。
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　軟口蓋の上昇の程度は，もうひとつの半せま母音／e～el／と同様，／a～ar／よりは

たかく，／i～i＝／，／u～UI／よりはひくめである。

　この母音をながくひきのばして発音しながら，叫びるのまるめとっきだしの程度をつよ

めて，声道の出口の断面積をちいさくし，同時に，舌面によるせばめの形成の位置を上前

方へずらしていくと，母音の音色は基本母音における〔u〕であらわされるような音色へ

と変化していく。反対に，口びるのまるめはとかずに，断面積をおおきくし，かっ，せば

めの形成する位iを咽頭の下の方へずらしていくと，音色は基本母音における〔3〕でし

るされるような母音へと変化していく。また舌の位置はそのままにして，［コびるのまるめ

を解消させると，母音の音色は〔V）ないしは〔e）で表記されるような母音へと変化す

る。

8．1－6　まとめ

　2対の前番母音，せま母音／1～i：／と半ひろ母音／e～e：／とは，舌全体を前によせ

て，前香の部分を硬口蓋へむけてたかくもりあげてつくるという点で共通していて，この

ときの特徴的な番の位置と形は前舌母音型とよぶことができる。前によった雷の位置，た

かいもりあがり，そして舌をもりあげるのに必要な町内筋の緊張とが前舌母音型の舌の特

色である。そして舌の緊張のさせかた，もりあげかたの程度の点では，両者はややちがっ

ていて，／至～il／の方がその程度がいちじるしい。しかし，声道の形づくりにおける両

者のちがいは，主として下あごのひらきの程度によっている。

　2対の中舌よりの奥舌母音，ひろ母音／a～al／とせま母音／u～UI／における舌は，

その形，そして緊張のなさという点で墓本的ににかよっている。そこで，このふたつの母

音の舌の位置と形は中一罪舌母音型とよぶことができる。その特徴は休止状態の位置から

のほんのわずかな後退，なだらかな舌面のもりあがり，そして緊張のちいささである。そ

してこのふたつの母音の問での声道の形づくりの主要なちがいは，やはり主として下あご

のひらきの程度によって生じている。しかし，それぞれの母音に特徴的な声道の形づくり

に際して，両者の間には，わずかではあるが舌自身の積極的なうごきのちがい，舌内筋の

ちがったうごきがあるようにみうけられる。すなわち，いずれの母音も堅甲よりの奥舌に

舌の最高点が形成されるが，ひろ母音／a～al／では，舌面をわずかにひくめるために舌

内筋がわずかながらはたらき，反文暦こ／u～u：／では，雷薦をわずかにたかめるために舌

内筋がわずかながらはたらいているようにみうけられる。
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　そして，規範的で明瞭な発音のばあいにも．／u～UI／は／a～a：／よりもゆるんだ喉

頭で，おおめの呼気を使用してfゆるみ声」で発音されるのがふつうであるが，一方／a

～ar／はそれよりすくなめの呼気で，　fはり声」で発音される。

　奥舌母音／o～o：／では，奥雪がたかく上後方にもりあがり，同時に前舌面がおおきく

下降し，その結果，舌全体の形をみると，前舌部分と舌根部分との間の距離が縮小すると

いう特徴がみられる。このような舌の位置と形を奥舌母音型とよんで，前舌母音型，今一

奥舌母音型から区別することができる。

　5対の母音フォネームのうち，／o～OI／だけが口びるをまるめる母音であって，口輪

筋を主とする積極的な筋肉の運動のさまがあきらかである。他の4対の母音フォネームは

口びるに関してはとくにまるめることも，横にひくこともない母音である。しかしそのば

あいt：不活発にみえる口びるも単に下あごの上下のうごきに，つねに依存して受動的にう

こいているのではなく，すくなくとも，規範的な音色をともなって単独で発音されたばあ

い，声道の出口の形を微妙に調整するためのわずかな筋肉的な活動をともなっている。そ

うみなさなければ，それぞれの母音フォネームにおける口びるの形のちがいを説明できな

い。

　こうして，日本語の5対の母音フォネームは，／圭～il／と／e～el／がひら口・前舌

型の母音，／u～u：／と／a～a：／がひらロ・中一奥舌早の母音であり，それに対して，

／0～0：／だけがまる口・奥舌型の母音ということになる。そして，関西などのロびるを

まるめて／u～u：／を発音する方言のばあいには，舌も同町に奥舌型となって／u～u：／

と／o～o：／の2者が他のおおくの5母音制度の言語のばあいと同様に，まる［コ・奥舌下

という下位分類をなすものとみられる。また，方言によっては，またはなし手の個人の言

語経歴によって，／u～UI／は中一望黒影のひら［コのせま母音と，奥舌のまるロのせま母

音との中間型，もしくはゆれをもった移行型でありうるだろう。

　／i～i：／と／u～u：／の2者は，下あごのひらきと声道の前半分の部分（ほぼ水平方

向の部分）で形成されるせばめの程度の両方からみてせま母音である。うち／i～i：／に

おける下あごのひらきが／u～UI／よりおおきくなるのは，／i～il／における緊張して

もりあがった舌の硬ロ蓋への接触によってそのひらきが規定されるためである。そして声

道につくられるせばめは，／i～i：／においては硬口蓋と前雷との問の1燗所であるが．

／u～u：／のばあいには，声道の出口である門口びるの間と軟鷺蓋と中一州舌面の間の2

個所である。
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　／e～el／と／o～o＝／とは，おなじく下あごのひらきの程度と声道において形成され

るせばめの程度からみて，費せま母音（あるいは，半ひろ母音）である。そして声道につ

くられるせばめは／e～e：／においては硬口蓋と前舌面との間の1個所であるが，／o～

OI／においては絶目びるの聞と軟ロ蓋，口蓋垂ないし咽頭後壁の上部と奥舌面との間の2

姻所である。

　同様の分類基準からみて／a～a：／はひろ母音である。／a～al／のばあい，声道の前

部分にはせばめがなく，早智蓋と奥舌面との間にゆるやかなせばめがある。また，舌根・

喉頭蓋と咽頭の後壁との問にもせばめがある。

　なお，半せま母音とひろ母音とのちがいを無視して，／e～e＝／，／o～o：／，そして

／a～ar／の3者を同列にならべてせま母音／i～il／，／u～UI／と対比させるのは，

／a～a：／のもつおおくの特徴からみて適当とはいえず，不当な単純化といわなければな

らない。なぜなら，むしろ中一奥舌型の半ひろ母音の位置に分類すべき中間的な音色の母

音が欠如しているということこそが，日本語をふくめ，世界の諸言語に数おおくみられ，

かっ，歴史的に昆較的安定度のたかい母音制度としての5母音三度の母音フォネーム体系

のもつ重要な特徴といわなければならないからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら［1］　　　　　　　まる口

　　　　　　　　　　　　　　　前舌母音　　中奥舌母音　　　奥舌母音

　　　　　　　　せま母音　　／圭～i：／　　／u～UI／

　　　　　　　　半ひろ母音　／e～er／　　　　　　　　　／o～o：／

　　　　　　　　ひろ母音　　　　　　　　　／a～a：／

　舌の最高点の位置をむすんでっくられる母音多角形と第1フォルマント（Fl）を縦軸

に，第2フォルマント（F2）を横軸にとってつくられる母音多角形との形の類似はよく

しられているが，このX線映画資料にもとづいてこれを作成したものが／o阪／のトレー

ス図の下にかかげた図である。なお，このような類似はD．Jonesの基本母音における舌

の最高点をむすんだ多角形と，おなじく第i，第2フォルマントの数値にもとづいて作成

した多角形との間にも存在するし，また他のおおくの言語の母音フォネームの体系につい

て同様な分析をおこなってみても，みいだすことのできるものである。そしてこのような

類似は，雷の最高点についての指示がそれぞれの母音の音色を決定する声道のおおまかな

特徴すなわち声道におけるせばめの位置のおおまかな指示となっていることによって生

じているものである。ただし．ここにかかげたトレース図についていえば，フォルマント
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周波数の目もりがリニアとなっているために，ふたつの多角形の類似の程度がおおきくな

っているけれども，もしこれを対数囲もりにかえると，ふたつの多角彩のみかけ上の形の

類似の程度は若干減少する。しかし，周波数の目もりは対数目もりとした方が音響，そし

て聴覚的な観点からはいつそう合理的といえるだろう。なお，8個の基本母音における舌

の最高点をしめすD．Jonesのえがいたよくしられた不等辺4角形は，　D．　Jones自身が言

明しているように，当初から聴覚的な観点をまじえて図式化されたものであり，X線映画

資料などによる基本母音における舌の最高点についての観測データからみるかぎり．前の

報告（国立国語研究所，1978）でくわしく分析したように，あまり正確なものであるとは

いいがたい。しかし，音響膏声学が進歩する以前の段階では，かえって聴覚的観点が混入

していたことが，この多角形に本当らしさの印象と教育などにおけるたかい実年性とをあ

たえてきたのである。

　5鰐の母音フォネームを，呼気流が音声へ変換される効率という観点から銘較すると，

ひろ母音／a～a：／は，その声道の音響管としての特徴からみて，呼気の効率的な声への

変換がおこなわれている母音であって，桐対的におおきいきこえをともなうにもかかわら

ず，その発音に際して呼気がとくにおおく消費されることはない。しかし，反対に，せま

母音／i～il／，／u～u：／はその声道の音響管としての特徴にもとづいて呼気は非効率

的に声に変換されており，ちいさめのきこえの母音が養せられているにもかかわらず，た

かめの喉頭下の気圧によって力づよい声帯の振動がなされ，しかも／u～u：／のばあいに

は，その音色の特徴のなさとむすびついて，おおく喉頭にとっては楽な，「ゆるみ声」で発

音されるため，おおくの呼気が消費される。一方，他の母音フォネームのばあいには，そ

の音色の特徴をはっきりさせるために，喉頭の積極的な調整をともなう「はり声」で発音

される傾向をもつ。

　ひろ母音／a～al／，半ひろ母音／e～e：／，／o～o：／は声道でっくられるせばめが

さしてせまくないために，声道内の気圧が大気圧をうわまわることはふつうないが，せま

母音／i～i：／，／u～UI／のばあい，そして，とくに／i～k／のばあいには，そのせ

ばめがせまいため，せばめの後ろの声道内の気圧が大気圧よりいくらか上昇することがあ

る。そしてそのようなばあい，そのせばめでよわい摩擦音が生ずる。

　5対のいずれの母音フォネームのばあいにも，その発音に際しては軟口蓋が上昇して，

咽頭の後壁との間で閉鎖が形成される。しかしそのばあいの軟口蓋の上昇の程度は母音に

よってことなり，また，それに応じて側面からのX線フ3ルムからでは確認できないが，
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鼻むろへの通路の閉鎖の程度が不完全となりうる。軟口蓋はせま母音／i～i：／，／u～

u：／を発音するばあいにもつともたかく上昇し，ひろ母音／a～a：／のばあいにもつとも

ひくくなり，照せま母音／e～e：／，／o～G：／のばあいにはほぼその中間となる。観測

された単独で発音されたなが母音フォネーム／vn：／のばあい，時系列分布図（X線1，

V肌M2）によれば，一番たかく上昇するせま母音フォネームのばあいと，一番ひくいひろ

音フォネームとの間では，軟口蓋の上昇の程度を角度で測定して，その差は5。ほどであ

る。そして，せま母音のばあい，もしも軟日電の上昇の程度を不充分にして咽頭後壁との

間がわずかでもあいているようにして発音すると，はっきりと耳にわかる程度の鼻音化が

おこって，音色の規範性がそこなわれてしまう。しかし，ひろ母音のばあいには，軟口蓋

の上昇の程度をそれと岡程度にしたばあい，耳できいてすぐにわかるほどの音色の鼻音化

はおこらない。したがって，せま母音の発音に際しては，その音色の規範性を維持するた

めにも，軟口蓋のよりたかい上昇による弾むろへの通路の比較的完全な閉鎖が習慣づけら

れているのに対して，ひろ母音の発音では，音色の規範性がそこなわれない範囲に軟ロ蓋

を上昇させるように，軟□蓋を挙上させる筋肉の緊張の程度がとどめられるよう習慣づけ

られているのではないかと推察される。また〔s〕などの無声の摩擦音のばあいをはじめ

として，さまたげ音の子音の発音のばあいにはしばしば確認されることであるが，口むう

がわの声道の閉鎖，もしくは狭窄によって，声胃内の気圧が大気圧よりたかめとなったば

あいに，全体としてうすくてやわらかい組織である軟□蓋の，上昇して鼻むろへの通路を

ほぼとざしている口蓋垂ちかくのかるい部分を，声道内の気圧がさらに上へとおしあげる

はたらきをしている。そして同様なことがせま母音の発音のばあいにもおこっている可能

性がある。すなわち，そのようなばあいの軟P蓋の上昇には，軟口蓋を挙上させる筋肉の

収縮のほかに，鼻むろへの通路の閉鎖がほぼ完成したのちは，声道内の気圧による下から

のおしあげという要素がくわわりうるのである。

　なお，憎むろへの空気の通路が軟口蓋の上昇によって完全に閉鎖されて憎むうからの呼

気の流出が完全にとめられている状態にあっても，厳密には，母音の発音において，輿む

うが共鳴室としてまったくはたらかないということにはならない。なぜなら，Ellむうにお

ける空気の振動は，口むうと鼻むうとをへだてる骨の振動などをとおして，翼むろの空気

を振動させるからである。したがって，どのような母音を発音してみても，その発音中に

指などで鼻孔をふさぐと，ごくわずかではあっても音色の変化がおこるし，わずかなきこ

えの減少がおこる。もし，鼻むろへの通路の閉鎖が不完全で母音がいちじるしく鼻音化し
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ていれば，おなじことをすると音色ときこえのおおきさはおおきく変化する。　f鼻音化」

していない母音におけるこのような鼻むろの共振は母音の音色，とくに下図のせま母音な

どのするどい音色を多少「やわらげる」効果をもたらしている。さらに，きこえのおおき

さを増大させるはたらきをも演じている。また．この鼻むうにおける共振は，複雑にいり

くんだ鼻むろの内部の状態，そして鼻申隔の形，おおきさなどとかかわりながら，音声の

個人的特徴の形成にかなりおおきな寄与をしているとおもわれる。さらに，この鼻むろの

共振は，はなし手のいろいろな個所でおこる骨の振動とともに，はなし手自身のきく母音

の音色とはなし手以外の人のきく母音の音色とのちがい（あるいははなし手がはなすとき

にきく自分の声と録音機などできく自分の声の音色とのちがい）の形成におおきくかかわ

っている可能性がある。

　／V阪／についてのソナグラム（DP1）のナロウバンドの部分がしめしてくれるピッ

チの上昇下降の曲線は，この音節が母音だけでなりたっていることから，なが母音フォネ

ームをもつながい音節のもつ下降調のアクセント型が実際にどのようなものであるか，ピ

ッチのたちあがりと減衰のさまを典型的にしめしてくれるものとなっている。

　また，この／vn：／のソナグラム（DP1，X線i）はここでいちいち解説しないが，

よくしられている目本語の母音フォネームにおける低次から高次までのフォルマントの分

布のさまをよく目にみせてくれている。

　なお，標準語の母音フsネームは，単語のはじめ，そしてとくに発話のはじめにくると

き，しばしばはっきりと耳でききとることのできるような特徴をもった声門破裂音〔？）

に先だたれる。ことに肺臓に充分な呼気のたくわえがあるときに，また，カつよい元気な

発話において．そしてなが母音フtネームのばあいより，みじか母音フォネームのばあい

にいっそうおおく，母音に先だつそのような声門破裂音があらわれる。しかしここに資料

をかかげた発話はそのような声門破裂音をともなっていない。母音は声門破裂音に先だた

れたばあい，そのピッチ，そして音声のつよさとも，そのたちあがりがソナグラム（DP

1）のそれより急竣になる。

3．1－7　／p／，／t／，／k／に先だたれた／a／，／o／について

　この6枚のトレース図は，子音フォネームに後続するばあいの母音フォネームの発音が

声道の形づくりの点で単独で発音された母音フォネームのばあいとどのようにちがってく

るものなのかを，個々の子音フォネームと母音フォネームとの結合についてのこまかい検
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討にはいる前に，あらかじめおおまかに理解しておくために，単独で発音された母音につ

いての，また以下にとりあつかう／CV’：CV／型の発話についての参考資料としてかか

げられたものである。

　そして子音フォネーム／p／，／t／，／k／は，それぞれ，口びる音，舌さき音，奥

舌音を代表させるためにえらばれている。また，母音フォネームに／a／と／o／とがえ

らばれているのは，このふたつの母音フォネ～ムのばあいは，せま母音のばあいとはちが

って，第1に，特定の子音フォネームからの特別におおきな特殊な調音上の影響をうけに

くいということ，また，第2に，子音の調音から母音の調音へむけて必要となる舌のうご

きが比較的おおきくて観察がしゃすいこと（／t／，／k／のばあい），あるいは子音の

ための調音と母音のための調音とが相互に分離した国富でおこなわれるために（／p／の

ばあい）やはり子音のための調音活動と母音のための調音活動とを分離して観察しやすい

ということの2点によっている。そのような理由から，母音フォネームのための声道の形

づくりが先行する子音フォネームの影響を一般的にどのような形でうけるものであるかを

理解するには，この6枚のトレース図は適した例となっているものとおもわれる。

　ただし，これらの例では，／CV／型のみじかい1音節の無意味単語をそれだけで発音

するばあいにありがちな，調音器官のいくらか誇張ぎみのうごきがふくまれている。

　／pa／の／a／のトレース図を単独で発音された／a／のそれと比較すると，前者で

は，第1に，下あごのひらきがちいさくなっていることと，第2に，下口びるの形にやや

相違ができていること，第3に．前舌面がややひくく，くぼみができていることの3点が

後者との相違点として指摘できる。そしてこれらは，ともに／p／の調音の影響によるも

のである。第1の点は，／p／の調音に際して口びるをとじ，下あごを上あごに接近させ

ていたことの影響が／a／の調音の際の下あごのひらきの程度に影響をあたえたものであ

る。また第2の点は，／p／における糊口びるの急な開放をおこなった際の口びるの緊張

が下鷺びるにのこっているためである。第3の点は，とざされた両日びるの後ろの口むろ

の空間をおおきめにして／p／の賢顔をたもっための調音が，後続するみじか母音／a／

の舌の形に影響をあたえているのである。この前養面のくぼみは急に奮を母音のための位

置でとめるみじか母音の，しかもやや誇張ぎみの／a／の発音でとくにきわだっていて，

後述する／CV「：CV／型の発話，／pa阪pa／の第1，および第2音節のトレース図

にはみることができない。

　／pO／の／0／のトレース図と単独に発音された／0／のそれと比較すると，やはり
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類似の事実があらわれる。／pO／の／0／における下あごのひらきが単独の／0／のそ

れよりちいさいのは／p／の調音の影響であるし，上下の門歯の位置とbk較した上下のB

びるの位置が母音単独のばあいと微妙にちがうのも，両口びるの急な開放の影響である。

また，前舌面，そして舌今体が単独の／o／のばあいより後退して，Nむろ前部の空間を

ひろげているのも，／Pa／の／a／のばあいとおなじく／P／の等質をたもっための調

音の影響である。

　／ta／の／a／のトレース図を単独に発音された／a／のそれと比較すると，やはり

前者では下あごのひらきがちいさくなっているが，これも舌さきで／t／を発音するのを

たすけるためにいったん下あごが上昇したことの影響である。平坦な形をした舌の舌べり

の部分を上の歯茎に密着させて／t／のための声道の閉鎖をつくるためには．下あごが舌

をたすけて上昇してやる必要があるのである。また，前舌面の輪郭，舌さきのむきが単独

のばあいとちがっているのも，／t／のための調音の影響が後続の母音の舌さきにのこっ

ているためである。すなわち．／pa／の／a／で口びるにあらわれた子音の調音の影響

がここでは舌さきにあらわれている。

　／to／の／0／のトレース図を単独に発音されだ／0／のそれとを比較すると，やは

り下あごのひらきはちいさく，舌さきには／t／の調音のなごりがいっそう鮮明な形であ

らわれている。

　／ka／の／a／のトレース図を単独に発音された／a／のそれと比較すると，／k／

のための調音に必要な奥舌面のもりあがりのなごりが，／t／における舌さきのばあいと

同様にあらわれている。一方，下あごのひらきは／pa／，／ta／の／a／のばあいと

ちがって，ほとんどせまくなっていない。そしてこれには理曲がある。軟口蓋に奥舌を密

着させる／k／の調音が主として舌自身の舌内筋の活動によっておこなわれていて，下あ

ごがあまりこれに関与していないため，下あごは／k／の朗鎖の時点ですでに／a／のば

あいの位置にたいへんちかい位置をとっているからである。

　／ko／の／0／のトレース図を単独に発音された／0／のそれと比較すると，やはり

／ko／の／o／では舌面に／k／の調音のなごりとみられるもりあがりがみられる。そ

して前舌面が単独の／o／のばあいより後退しているのも．／k／のための奥雷のたかい

もりあがりをつくるための調音のなごりである。

　こうして，この6枚のトレース図のいずれのばあいにも，先行の子音フォネームの調音

の影響が後続の舞音における声道の形づくりに，それぞれにあらわれている。そしてこれ
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らの影響は．以下に個々の子音フォネーム，母音フォネームとそのくみあわせごとにこま

かく検討してしめすように，子音フォネームの種類ごとに首ee一一一・paしてあらわれるもので

ある。そして以下の記述では，先行の子音の後続の母音にあたえる影響と後続の母音の先

行の子音にあたえる影響の両方がつねに主要な考察の対象となっている。

3．2　ヤ行の音節

　ヤ行の音節の調音は基本的には，声帯を振動させながら，母音／i／の声道から，／a

～a＝／，／U～UI／，／0～0：／の声道へと声道の形を移行させることによっておこなわ

れるといってよい。しかし，先行する子音フォネーム／」／における声道，そして後続す

る母音フォネームの声道は，以下のパラグラフで三々にのべるように，たがいに若干の影

響をうけあっている。

　また，／i／のための声道から／a～a：／のための声道，そして／0～OI／のための声

遵へ移行するためには，舌はおおきく移動しなければならないが，／u～UI／のための声

道への移行では雷の移動の距離は前2者よりずっとちいさい。そのために，／a～a：／，

／o～OI／の声道への舌の移行はすみやかにおこなわれ，／u～UI／の声道への舌の移行

はゆるやかにおこなわれる。このことはX線映画フィルムを上映してみると印象的であっ

て，これは，それぞれの後続の母音の声道の形に達する時闘をほぼおなじにするための行

動であると解釈される。そしてこのことは，この3種類の音節において，せま母音の声道

から比較的ちかくのせま母音の声道へと移行していくウ段の音節／ju／～／jUI／にお

ける方が子音から母音へのわたりの過程で，半母音〔j〕の音色が相対的にながい時間き

こえるという聴覚的な効果をもtcらすのである。わたりの過程で番がよりながく〔」〕の

出発点の位置のちかくにとどまっているからである。

　そして，以上のべたことは，拗音の音節の全体についてもほぼあてはまる。なぜなら，

ヤ行の音節は伝統的には直音の音節とみなされているが，第1章の音節の体系の表にしめ

したように，現代日本語の音節の体系の中では拗音の体系の系列の中に位置しているから

である。

　なお，／」／，／w／などの半母音フォネームを「わたり音」とみなして，他の子音フ

ォネームから区携する見解は皮相的であって，音声学的事実に則してここでは採用できな

い。なぜなら，音節をひらく子音フォネームは，その大部分のばあい，すなわち摩擦音フ
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オネームをのぞく全部のばあいに，その音響一州覚的な特徴のもっとも重要な部分をその

でわたりの部分，そして後続する母音のいりわたりの部分にもっているからである。この

点では破裂音も，破擦音も，鼻音も，流音も．半母音とかわるところがない。また，すべ

ての子音は，調音的観点からみた，いりわたり，そして調音の「みね」をふくむ持続部，

そして出わたりという調音上のみっつの局面をもっていて，半母音フォネームもその例外

ではない。それらみっつの局面の調音上の境界の明確さの程度，音響上の境界の明確さの

程度．そして平野の形成に寄与するみっつの局面のもつ音響上，穂覚上の特徴の重要度が

相対的に，子音フォネームの種類ごとにすこしずつことなっているだけである。

　したがって，ここでは，／」／，そして／w／の調音において，声遵がそれぞれ／i～

i：／そして／u～UI／にちかい形をとりながら，比較的うごきのすくない状態で持続して

いる調音の局面を，他の子音フォネーム，母音フォネームのばあいと同様，／」／そして

／w／の持続部とよぶ。たとえば〔ama〕という発話において，爾口びるが閉鎖してい

る間，両州びるは一瞬もおなじ状態にとどまっていないが．その区闘は〔m〕の持続部で

ある。同様にして〔aja〕という発話において，前舌面の両脇が硬ロ蓋に接触していち

じるしいせばめが形成されている問，舌は一瞬もおなじ状態にとどまってはいないが，こ

の区聞は〔」〕の持続部とよぶべきであって，いりわたり，出わたりとは区別されなけれ

ばならない。

　ヤ行とワ行の音節連続のソナグラム（X線2，3，DP2，3）は，ひびき音に属する

半母音フォネームと母音フォネームとのむすびつきにみられる，アクセント型を実現する

ためのきれめのない，なめらかなピッチ周波数の上昇と下降のさま（ナロウバンド）と，

おなじくそれぞれのフォネームの雪質を実現するための，きれめのない，なめらかなフォ

ルマント周波数の移行のさま（ワイドバンド）とをみせてくれる。

　アクセント型をしめすピッチの曲線も，フォルマント周波数の移行をしめすスペクトル

の模様も，この音節竪物が途中に声のきれめのない，また，声道における気流への干渉の

ない，なめらかに移行する母音性の音の連続であることから，すべての／CV玉CV／型

の音節連続に共通する特徴をしるためのひとつの典型としてこれをみることができる。

3．　2－1　／ja／　［j　a）　（／ja”ija／　（ja”ija））

　この音節の発音は前舌母音型の舌のかまえをもつせま母音／i／の声道から，申一奥舌

型の舌のかまえをもつひろ母音／a～al／の声道への移行を調音の基本的な特徴としてい
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るとみることができるが，両方の声道の形づくりは若干相互に影響をうけあっている。

　トレース図にみるながい第1音節の／3／の持続部における舌の位置と形とは，単独で

発音されたなが母音／iil／のトレース図におけるそれにたいへんちかい。　（ただし，前

舌がわずかにさらに前へよっているのは，この第1音節の子音の発音がいくらか誇張ぎみ

であったことのためだとおもわれる。実際，録音されたその音色をきくと，そのように判

断される。）そして三根と喉頭蓋の位置は単独で発音された／i鰻／のばあいよりも後ろ

よりになっているが，これは後続の母音／パ：／へ移動する準備のためである。しかし，

後続の／an：／における位置とくらべると，舌根部はやはり／」／の調音の必要からかな

り前へひつばられていて，それは喉頭蓋，そして喉頭腔の莇がわの壁についてもいえる。

一方，これにつづく／a阪／の持続部での舌の位置は，単独で発音されたときの／aii／

のそれよりも全体として前によっていて，舌のもっとももりあがった「最高点」の位置も

やや前へずれている。こうして，子音母音の両方のフtネームとも，とくに舌の後ろ半分

の部分のかまえかたの点で相互に影響をうけあっている。また，／a鰻／における下あご

のひらきの程度も，単独のばあいのそれにくらべてかなりすくなめとなっているが，これ

も下あごのひらきをちいさくして発音する／」／の影響である。このなが母音はここで単

独で発音されたばあいのそれとおなじ音声記号でしるしてはあるが，耳できいても，音色

が単独のばあいのそれとやや縮違していて，いわばf前より」の音色にきこえる。

　疇系列分布図（X線2）をみると，下あごのうごきと舌のうごきとが同時におこってい

るのがわかるが，この／」／の位置から／anl／の位置への舌の移行が舌内筋による舌自

身のはやく，しかもおおきいうごきにおおきく依存していることが時系列分布図からもあ

きらかである。

　軟目蓋は母音の項でのべたような，せま母音／i～i＝／におけるたかい位置から，ひろ

母音／a～a：／における比較的ひくい位置へと下降する。

　みじかい第2音節の／」／の持続部では，このフォネームがひろ母音にはさまれたこと

と，この第2音節がアクセント型の関係で相対的にひくくよわく発音されることとのふた

つの理由によって．舌面のもちあがりの程度が第1音節の／j／のそれに比してちいさめ

となっている。パラトグラム上でも，舌が口蓋に接触する面積が第1音節の／」／のばあ

いよりすくなめとなる。一一方，後続のみじかい／a／における舌の位置，そして舌の鍛高

点は第1音節の／al／のばあいよりさらに前によっている。また，／a／における下あご

のひらきの先行子音からのずれはきわめてわずかなものになっている。こうして，第2音
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節では，子音と母音両フォネームにおける舌の位置がさらにちかづきあっている。すなわ

ち，アクセント核のあとにくる第2音節の発音では，先行子音／」／と後続母音／a／の

調音上の相互影響は第1音節のそれよりいっそうおおきくなっている。

　ただし，この第2音節の／」／がとくに疎略に発音されているというわけではけっして

ない。照常会話では．たとえばfはやい罫あやしい」などの単語の第2音節の／3／はこ

れよりもはるかにすくない舌の上昇度によって発音されることがしばしばであって，B常

的な発音としてはむしろその方がふつうである。

　声道内気圧の記録図では，ヤ行のすべての音節において，／」／の調音のみねとおほ1し

いところで，いずれのばあいにも声道内の気圧がわずかに上昇しているのが記録されてい

る。

3．　2－2　／j　u／　［j　ua”　）　（／j　uii　j　u／　（」　tE）ni　」’　u’　i’　］　）

　この音節の発音は前舌のせま母音／i／の声道から，中一奥舌のせま母音／u～ur／の

声道への移行を調音の基本的な特徴としているが，爾方の声道の形づくりは若干相互に影

響をうけあっている。そして，子音から母音への声遵の移行はほとんど舌内筋による舌の

うごきによってのみおこなわれている。

　ながい第1音節の／」／の持続部における舌の位置と形は．単独で発音されたア行の音

節／i服／のそれにほぼひとしい。また，このトレース図では，後続する／ゼ1／の持続

部の舌の位置と形も単独の／u阪／のばあいとほぼおなじで，雷さきから前雷にかけては

かえって後退しており．パラトグラム上では接触部位の後退のぐあいがみえる。ただし，

これはこの発音，とくにその第1音節の発音が上の／jaii3a／のばあいとおなじく，

ふつうの規範的な／jゼ：／の発音にくらて若干誇張ぎみであったことのためと推灘され

る。発音者の内省によれば，「優雅」／jui：ga／，「猶予」／jゼ＝jo／など，おなじ

アクセント型をもつ単語の第1音節の発音のばあい，その音色からみて母膏／ゼ：／はト

レース図のそれより舌面，そして舌の最高点とももうすこし前よりになっているはずであ

る。母音における雷のもりあがりの位置が先行の子音／」／の調音に影響されて．やや前

へよることのためである。そしてそのばあいの母音の音色は，単独のばあいのややf中舌

的」であるといえる（Ul］～〔ua　：）よりさらに「中舌的」となる。ここで音声記号で〔j

Ulirj磁〕のような表記をとったのはこういう理由による。

　／」／における下あごのひらきが，単独の／i阪／のそれにくらべてちいさく，後続の
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／ガ：／にちかづいているのは後続母音の先行子音への影響によるものであり，同時にこ

れは，このばあいの／j／における雷の緊張の程度が単独の／i阪／におけるほどではな

いことを意味している。単独の／ジ：／における下あごのひらきの程度が緊張してもりあ

がった舌によって規定されていることは，その項でのべた。

　第2音節においては，舌，下あごにみえるこれら子音母音間の相互影響はいっそういち

じるしくなる。

　また，軟口蓋は，第1音節では，子音においても母音においても，ともにせま母音的な

特徴を反映してたかい上昇をしめす。しかし，アクセント核のあととなる第2音節の母音

では．声のよわまりとかかわりながら．やや下降ぎみとなっている。

3．　2－3　／」　e／　（j　e）　（／j　eiij　e／　（j　eiij　e）　）

　少数の外来語（「イエーメン」など）をのぞき，標準語にほとんどあらわれない音節の

発音である。このような．外来語などにきわめてまれにしかあらわれない音節はしばしば

人によって発音にちがいがあり，発音の規範が安定していないので，説明を省略する。

3．　2－4　／j　o／　［j　o］　（／j　o：ijo／　（j　oiij　o）　）

　前舌のせま母音／i／の声道から，奥舌の半ひろ母音／o～o：／の声道への移行を調音

の基本的特徴とする。しかし，両方の声道の形づくりは相互に若干の影響をうけあってい

るQ

　すなわち，／oii／における下あごのひらきは，単独の／o阪／のそれよりずっとちい

さく，下あごは／」／におけるそれからほとんど下降しない。そして／o阪／におけるm

びるのまるめはすでに／」／の持続部において完成する。また，／o振／における奥香の

もりあがる位置は単独のそれよりも前へよっている。相互影響の程度は，第2音節におけ

る母音，子音の雷の位置についてはいっそう顕著となる。蜘コ蓋は母音において／j／に

おけるよりごくわずか下降する。子音から母音への移行は，ほとんど，もっぱら舌内筋の

活動による番のおおきな移動によっておこなわれている。

3．3　ワ行の音節

3．2のヤ行の記述を参照。
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3．　3－i　／wa／（wa）　（／waiiwa／（wai：wa））

　この音節は中一帯舌のせま母音／u／のかまえから，おなじ申一奥耳のひろ母音／a～

a：／のかまえへの移行を調音上の基本的な特徴とする。しかし両者のかまえは相互に影響

をうけあっている。

　まず，第1音節の子音／w／における舌のもりあがる箇所が単独の／u「i／におけるそ

れとくらべて，／a～a＝／のそれにちかづいてやや後ろへとずれており，これは後続母音

の影響であるとみられる。一方で，後続母音／a阪／における下あごのひらきは，単独の

／a”i／のばあいよりかなりちいさめとなり，舌の最：高点もやや前，そして上へとずれて

いるが，これは先行子音の影響である。子音から母音への声道の形の移行は主として下あ

ごの開大によっているが，舌内筋による舌面をひくめようとする若干のうごきがこれにく

わわっているものとみられる。

　下あごの開大の際，下口びるは受動的に下降するだけではなく，わずかながら，下降し

てそとへめくれるような筋肉的なうごきをしめしている。

　よわまった第2音節では，子音と母音の問の櫨互影響はもっとおおきいものとなってい

る。

　軟口蓋は，せま母音における上昇する傾向とひろ母音における下降する傾向とを反映し

て，子音から母音にかけて，比較的顕著な下降をしめす。

　／u～UI／が呼気をおおく消費する傾向の母音であることはさきにのべたとおりである

が，ワ行の音節の呼気流量の記録図（F3）をみると，ワ行のすべての音節の発音におい

て，そして，とくに／wa「：wa／の発音において，第2音節の／w／の個所で呼気の増

大が記録されているのは興味ぶかいことである。／w／のきこえの増大と地質の確保のた

めに，その時問的にみじかい持続部で声帯振動を強化するため，一時的に声門下の呼気圧

を増大させることが必要とされているのではないかとおもわれる。もしそうしないで母音

問の／w／を発音すると，すくなめの呼気でおおきめのひびきのえられる／a～al／には

さまれた／w／はきこえのちいさい，はっきりしない音となってしまうのである。日常会

話では，このような，母音問のはっきりしない／w／は頻繁にきかれるけれども，明瞭で

規範的な音色をえようとすれば，とくに誇張ぎみに発音するばあいではなくても，声門下

の呼気圧を増大させて，声帯をつよめに振動させることがこのばあいの／w／の韻質の維

持にとって必要となってくるのであろう。呼気流量の記録図にみる母音間の／w／におけ

る呼気流の増大はこうした調音上の確立した習慣の外学とみられる。
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　なお，同様の傾向は／」ガ：ja／の／j／（呼気流量の記録図，’F2）のばあいにも

うかがえる◎

3．　3－2　／wi／　（wi）　（／wi］：wi／　Cwiiiwi））

　　　　　／we／　（we）　（／weiiwe／　（we：iwe）　）

　　　　　／wo／　（wo）　（／wo”iwo／　（wo“iwo）　）

　ともに，「ウィンタースポーツ」，fウィット」，　fウェデKングドレス」，「ウェストj，「ウ

ォーミングアップ」，「ミネラルウォーター」など，外来語にのみあらわれる音節の発音で

あり，しばしば人により発音に相違がみられる音節群である。解説を省略する。

3．4　バ行の音節（直音）

　／」ガ：ja／，／wパIwa／など，ヤ行，ワ行の音節連続がもっとも母音フォネー

ムにちかい性質をもつひびき音である半母音フォネームと母音フォネームとの連続である

とすれば，この／pai：pa／，／pjai：pja／など，バ行の直音，拗音の音節連続は，

もっとも母音からとおいさまたげ音である無声の破裂音フォネームと母音フォネームとの

音節連続である。そしてその両者の闘のきわめて明瞭な聴覚的なちがいに対応する音響と

してのちがいを，ソナグラム（DP2，3，4，5，X線2，3，4，5，）はよく巨視的にとらえてみせ

てくれている。前者が，呼気流の妨害されない声道における周期性の音響としての声の，

基本周波数，amplitilde，そしてスペクトルの3者の，なめらかで連続的な時間的変化を特

色として，そのソナグラムを特徴づけているとするなら，後者は，おなじ3者の，声帯で

発せられる周期性の音響く声）を断続させる急激な変化として，そのソナグラムを特徴づ

けている。そしてそのような急激な変化は．声道の閉鎖やいちじるしい狭窄によってもた

らされる。音節をひらき母音フtネームに先行するさまたげ音においては，その種類に応

じて，子音の持続部における無音の区間，あるいはhiss音の区問，あるいは周期性の音

がおおきく掴圧をうける区間から，後続の母音の区間へうつるそのわたりの部分において

の，すなわち子音にとってはそのでわたり，母音にとってはそのいりわたりの部分におけ

る，基本周波数，arnplitude，そしてスペクトルの3者の特徴がその子音フォネームの，

そしてその子音フォネームと母音フォネームとのくみあわせとしての音節のたがいに他と

弁別されるもっとも重要な聴覚的な特徴をつくりだしている。そしてそのような音響的特
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徴聴覚的特徴はもちろん，それが生成される際の調音上の特徴のちがいによってうまれ

る。

3．　4－1　／p　a／　（p　a）　（／p　a”：pa／　｛p　a“ipa］　）

　日本語では，かって／p／であった音が語頭で／h／に移行してしまっているなどの理

由で，／p／ではじまる音節の出現頻度はたかくない。けれども，一般音声学的にもっと

も子音らしい子音であるといえるこの／p／と，他方，もっとも母音らしい母音であると

みなしうる／a／との結合についてのX線映画フィルムのトレース図は，日本語における

母音と，それに先行して母音とともに音節をつくる子音とがっくりあげている関係がどの

ようなものであるかを非常によくしめしてくれている。なぜなら，諸言語でおなじ〔p）

としるすことのできる口びるの破裂音は，調音的にみても，音響的あるいは聴覚的にみて

もさまざまな変種があるし，また〔a〕としるすことのできる母音にも同様にいろいろな

変種があるけれども，〔p〕と〔a〕とが音節をつくってくみあわさるそのくみあわさりか

たも，実は言語，方言によっていろいろにことなりうるからである。

　そしてとくにtこの子音が口びる音であって，母音にとって一番璽要な番の形と位置の

制御と．この子音のためにもつとも重要な口びるの開閉運動とが舌と叫びるという別々の

調音器官で相対的に独立しておこなわれるこの子音フォネームと母音フォネームとのくみ

あわせば，母音フォネームと子音フォネーームのくみあわせられ方についての観察しやすい

例を提供してくれる。したがって，この音節についてはややくわしい解説をおこなうこと

とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　なお，トレース図の実線は／p／の持続部における破裂の直前，すなわち上下の口びる

が完全にとじあわされている区間の最後のフレームのトレースであり，点線はっつくなが

母音／パ：／の持続部のほぼ中央のフレームのトレースであって，このふたつの線の此較

から／p／の破裂の寸前から母音の安定した持続部までの音節器官のうごきの幅がしられ

る。またフレームごとのトレース図から計測された各音声器官ごとのうごきのようすは，

時系列分布図（X線4）によってみることができる。このフィルムは1秒あたり，24コマ

の速度のものであるから，時系列分布図は約40ミリセカンドごとのうごきをとらえたもの

となっている。

　まず，／p／の持続部，破裂の寸繭でとじあわされた上下の口びるは，トレ～ス図から

は判断しにくいが，安静な呼吸がいとなまれているときの門口びるの閉鎖とはちがって，
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声道内の気圧の若千のたかまりをともなった．やや緊張のある閉鎖である。このとき．下

あごはやはり．mびるがとじられて音声器官が休止状態にあるときの普通の位置よりは下

降していて，後続の／a■＝／にはいるための準備の位置をとっている。すなわち，後続の

／パ：／の影響をうけている。このことはこのフレームで直線でえがかれた下の門歯の先

端の位置を他のバ行の音節の／p／のトレース図における門歯先端の位置と比較してみれ

ばすぐわかる。たとえば，／pi”：pi／，／pu阪pu／におけるそれは，後続の母音

のちがいを反映して，もっとたかい位置にある。

　つぎに，／a阪／における下あごの開大の程度は，単独に発音された／a阪／にくらべ

てかなりちいさめであるが，これは先行の口びる音／p／の影響によるものである。そし

て，／a陛／における上苓のロびるの位置と形は，とじあわせられた／p／における位置

から三口びるが積極的な筋肉的な運動によって移動した結果をしめしている。上口びるは

上へ挙上されているし，下□びるも，下あごの下へのうごきに受動的に追従するはずの距

離よりはるかにおおきく下へうこいている。おおまかには，下の門歯先端のうこいた距離

と下Uびるのうこいた距離との差が下口びるの積極的にうこいたおおよその距離であると

みなすことができる。そして時系列分布図（X線4）は，下口びるのうごきが下あごのう

ごきよりもずっと急速で，おおきなうごきであることをしめしてくれる。正確には，上下

の尚びるは，下あごのうごきに部分的にはたすけられながらも，密身もすばやい筋肉的な

うごきをすることによって，破裂音に必要な声道のすばやい開放をおこなっているといえ

る。

　／p／と／a■：／との間で舌のうごきが非常にすくないことは，このトレース図のもっ

とも興味ぶかい点である。すなわち，舌は／p／の持続部において，すでに母音／ガ：／

のための形づくりをほとんどまったく完成している。そして，舌は，子音から母音への移

行に際しておこる下あごの下降にもかかわらず，それにつれて受動的に下降していないの

である。すなわち，舌は，／p／から／a■＝／へうつるための下あごの下降に抵抗しなが

ら，輿身の位置と姿勢をたもちつづけているとみなされる。中舌から今町にかけてみられ

るわずかな雷面の下降を受動的な下降とみなせないこともないが，しかし前看面はまった

くうこいていない。これは音節を形成する母音と子音との一般的関係を考察する上で重要

な事実である。そして，この第1音節の／a■：／の発音では，単独の／ガ＝／の発音のば

あいより，発音者の内省では，雷面がいくらか緊張している。そしてその緊張は指でさわ

ることによってたしかめることができる。
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　すなわち，第1音節／pa阪／の発音において，舌は／p／の閉鎖区問中に／a㍉／の

ための位置と姿勢とを完成させ，／p／のロびるの破裂と／a■：／の声道の出鷺のおおき

さの確保のために必要な下あごの下降に抵抗しながら，自身の位置と形を維持していると

いえるのである。

　そして子音区闘から母音区問にかけて，母音のためのかまえをとった舌がうこかずにい

るということは実は重要な事実である。その重要さの理由を認識するためには，舌の緊張

をといて，舌が下あごの下降とともに受動的に興隆するようにして〔pa：〕という音節の

発音をこころみてみるとよい。そうすると〔a：〕は純粋な単純母音ではなくなり，この母

音のいりわたりにきわめてみじかいが〔tU～》～e〕のようなわたり音がはいり，懸本語

における／pa：／〔pa：〕とは聴覚的な印象の随分ちがつた〔paBの発音がきこえてく

る。そして，このような，N本語のそれとは非常に聴覚的な印象のちがった発音は，おそ

らく実際におおくの言語の中に存在するだろう。

　音節を形成するばあいの子音フォネームと母音フォネームとのむすびつきかたは，諸言

語によって微妙にちがう特色をもつものである。それはごくあたりまえな事実というべき

であるが，日本語におけるそのあたりまえな事実を，このかさねあわせられた圭枚のトレ

ース図から確認しないわけにいかない。

　みじかい第2音節では，子音と母音との相互影響によって，下あごの運動の幅はさらに

ちいさくなっている。しかし，／p／の破裂のための両日びるの積極的なうごきの幅は依

然おおきい。一方，舌は第1音節の母音のときの位置からほとんどまったくうこいていな

い。

　軟口蓋は第1音節の／p／の持続部ではたかくもちあがっていて，／パ：／で若干下降

する。そしてその下降は，時系列分窃図をみると，比較的ゆるやかである。一般に，破裂

音と摩擦音の持続部では，そしてせま母音の持続部においても，軟日蓋はたかい位置にも

ちあげられているが，これはWt　m蓋を挙上する筋肉のはたらきにくわえて，閉鎖がおおよ

そ完成にちかづいた疇点でおこる声道内の気圧のたかまりがさらにこのやわらかくてかる

い組織の弔辞のm蓋垂にちかい部分を上へおしあげていることの結果であるだろう。声道

内気圧の記録図（P4）によれば，第1と第2の／p／の持続部で，気圧は大気圧よりも

80mm／R　20ほどあがっている。そして，口びるの開放と同時に，急速に大気圧にまで下降す

る。そしてこの声町内の気圧の上昇は，他のすべてのバ行の音節のばあいにも，また，す

べての無声のさまたげ音フォネームのばあいも共通していて，持続部においてほぼ同程度
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の声道内の気圧の上昇がおこり，声道の開放と同時に急速に大気圧にまで下降する。しか

し，軟口蓋の下降はゆっくりしており，この下降は下からの気圧による支えをうしなった

ことによる重力にもとつく下降をふくむかもしれない。ちなみに，この／パ1／における

軟磁蓋のたかさは，単独で発音したばあいのこの資料におけるたかさとほぼひとしい。第

2音節の／p／では，軟口蓋は気圧の上昇にもかかわらず上昇せずにおなじ位置でつぎの

母音へと移行するが，これは，この母音闘のみじかい／p／の持続時間内には声道内の気

圧の上昇が軟ロ蓋をもちあげるまでにはいたらないためであろうかと解される。

3．　4－2　／p　i／　（p　B　（／p　ii：p　i／　Cp　in：pB　）

　このトレース図もたいへん興味ぶかいものである。なぜなら，第1音節の／p／の持続

部において．舌は／i“＝／のための声道をすでにほぼつくりあげてはいるが，正中線上で

は，まだ硬口蓋との間に若干の空聞をのこしていて，舌が硬口蓋にむけて完全にもちあが

って／ii：／のための位置をとるのは口びるの破裂がおこなわれた直後だからである。そ

して，舌のこのような行動は，あきらかに子音フォネーム／p／の口びる音としての韻質

を向上させる意味をもったものである。おなじ傾向は，わずかずつ程度をことにしながら

も，／biilb至／の第1音節，／mi、imi／の第1音節，そして／wii：wi／の第

1音節のトレース図の上でも，すなわち／i”1／に先だつすべての口びる音の子音のばあ

いに観察される。そしてその他の同一条件におかれたイ段の音節の子音フォネームの調音

の際にはみられないのである。口びる音の，とくに舌さき音と対立するための韻質は，音

響的には臨むろの比較的ひろい空洞の存在によってたもたれるのであるが，後続の母音フ

ォネームが／i～i：／であるばあい，閉鎖，あるいはせばめが開放されるときに，／i～

il／のための舌の手づくりが完成していると，口むろの前部分で形成される空洞がせます

ぎて，口びる音としての韻質を劣化させてしまう。したがって，先行子音が日びる音であ

るばあいにかぎって，後続する前舌せま母音／1～il／はそのための声道の形づくりの完

成のタイミングをあとへずらせるような調音がなされているのである。／i～i：／のため

の声道を完成しておいてから口びる音を発することは調音的には何でもない容易なことで

ある。しかし，そのような調音によってえられる韻質は，こころみてみればすぐわかるよ

うに，雷先音のそれにちかづいてしまい，口びる音としての特性がそこなわれてしまうの

である。

　第1音節の調音では，／p／の持続部から／ジ：／へうつるのに，下あごはほとんどう
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こいておらず．口びるの開放はもっぱら口びるのすばやい筋肉的活動によっておこなわれ

ている。／i阪／のための雪の形づくりは，トレース図にみるように，／p／の持続部で

はまだ完成しておらず，時系列分布図（X線4，pi”：pi，TOGFI，TOGHI，TOGH2）はこれ

が口びるの開放直後に完成することをしめしている。

　軟口蓋は子音母音の両区閥を通じてたかい位置をたもちつづける。

　第2音節の発音では，舌も下あごも終始先行の音節の母音の位置からうこかず，／p／

の調音のために□びるだけがうこいている。

3．　4－3　／p　u／　（p　tu）　（／p　uiip　u／　（p　tuiip　ea）　）

　第1，第2音節とも，子音から母音にかけて，下あごはまったくうこいておらず，両口

びるの開放はもっぱら日びるの筋肉的なはたらきによっておこなわれている。

　そしてその下あごのひらきの程度は単独で発音された／u■＝／のばあいよりいくらかお

おきいが．他のどのバ行直音の音節連続の第1音節のそれよりせまい。つまり，下あごの

ひらきの程度は，子音フォネーム／p／の影響によってひろめとなっているから，子音フ

tネーム／p／と母音フォネーム／u～u：／との相互の影響をうけているのである。

　第1音節では，口びるの開放と同時に，舌面のわずかな上昇，そして前進がおきている

が，こうして／P／の持続部において母音／u～u：／のそれより口むろの容積をいくらか

おおきあにしておくことは，／pi’：pi／のばあいと同様に舌さき音などに対立する口

びる音／p／の韻質を向上させるための行為と解される。そのように解釈しないかぎり，

このちいさな舌のうごきのおこる理由を説明することはできない。第1音節にくらべて発

音がいくらか疎略になる第2音節では，舌はその上昇したままの位置をたもちつづけてい

る。

　子音区間から母音区間にかけて，上下の口びるはそれぞれ上下方向へ，そして前方向へ

のつきだすような，ちいさいすばやいうごきをしめして，とじた声道をちいさく開放し，

その開放によって声道内の気圧のたかめられた空気が瞬蒔にそとへ流出する。

　軟口蓋は子音，母音の両区間を通じてたかい位置のままたもたれる。

3．　4－4　／p　e／　（p　e）　（／p　eiipe／　（p　e］ipe）　）

　第1音節の／e■：／のための舌の形づくりは／p／の持続部においてほとんど完成して

いる。
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　第1音節では，下あごは子音区闇から母音区間にかけて開大するが，子音区間における

下あごの開大の程度は，／p呈阪pi／，／pゼニpu／の第1音節の／p／にくらべれ

ばおおきく，／pa阪pa／のeg　1音節の／p／にくらべればちいさい。すなわち，この

／P／における下あごの開大の程度はあきらかに後続の母音フォネームの影響をうけてい

る。そして，母音区間における下あごの開大の程度は，単独のばあいの／e■：／のそれよ

りちいさい。そしてこれは先行の口びるの子音／p／の影響によるものである。

　舌の正解線像は子音区闘と母音区問との聞で，とくに前舌の舌さきよりの部分でずれが

みられるが，これは下の門歯の裏がわにかるくおしあてられている舌さきの部分では舌が

下あごの開大にしたがいながら下隆するが，ロ蓋にむけてたかくもりあがった部分ではこ

れに応ぜずに，すでに子音区間において完成している／e～e：／のための舌の形づくりと

位置とをたもとうとしていることをしめしている。なお，／pi”：pi／のばあいにもい

えることであるが，／pei：pe／のばあいにも，雷面は子音区聞におけるよりも母音区

間においていっそう緊張する。なお，あとにくる母音が下あごのひらきがおおきめとなる

半せま母音のばあいには，せま母音のばあいとちがって，／p／の持続部において／p／

の韻質の確保の目的で舌面をひくくして口むろの容積をひろげておく必要はもはやなくな

っている。

　／p／の「破裂」の際の両口びるのすばやい開放は，第1音節では口びるの筋肉的なう

ごきを同時におこる下あごの開大が多少たすけているが．第2音節ではロびる自身の筋肉

的なうごきだけによっておこなわれている。

　軟m蓋は第1音節の母音部でわずかに下降し，第2音節ではその下降したままの位置を

たもつ。

3．　4－5　／p　o／　Cp　o）　（／p　o“ipo／　（p　o“ipo）　）

　第1音響の発音において，下あごは子音区問から母音区間にかけてわずかに開大する。

このときの子音区間における下あごの麗大の程度は，／pa「Ipa／の第1音節の／p／

のそれと同程度にひろく，その他の母音フォネームがつづくばあいのそれよりもひろい。

そしてこれは後続の／OI／の影eWicよるものである。母音区間における下あごの開大の程

度は，単独で発音した／o阪／のそれと同程度であって，先行の／p／のためにせまくは

なっていない。

　舌は子音区間において，すでにおおきく後退して奥舌がたかくもりあがっており，母音
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／0阪／のための舌の形づくりは，／p／の持続部のおわりにはすでにほぼ完成にちかい

位置，状態にあるが，なお後ろへとうごきながら，母音のいりわたりにおいてこれを完成

させる。

　母音／o■：／における口びるのまるめの程度はさしていちじるしくないものであるにし

ても，下口びるは／p／の持続部，すなわち平押びるがとざされているとき，すでに他の

母音フォネームの前の／p／にくらべると，前につきだされている。そして，母音にむけ

て下あごの開罪するとき，これに追従して後退することなく，下あごのうごきに藩抗する

かのように，筋肉的な活動によって，そとにめくれるようなうごきをしめしながら，すば

やく下降して，とざしていた声道を開放する。

　軟口蓋は子音の閉鎖区間におけるたかい位置からごくわずか下降ぎみとなっている。

　アクセント核のあとのみじかい第2音節においは，第1音節とくらべて発音はやはり疎

略となる。すなわち，下あご，舌ともうこいておらず，子音と母音との調音上の相互影響

は第1音節にくらべておおきくなる。下あごは第1音節の母音における位置にとどまって

おり，舌は第1音節の子音区闇における位置と母音区闇における位置との中闘にとどまっ

ている。そして，子音区間から母音区聞にかけて，上下の鶯びるだけが声道を開放するた

めの能動的なうごきをしめす。軟口蓋も子音憎憎から母音区問へとほとんどうこいていな

いが，そのたかさアクセント核のおかれた第1音節のそれよりもひくめとなっている。

3．5　バ行の音節（拗音）

　バ行の拗音の音節の調音は，基本的には，／p圭／の子音の持続部における声道から，

／a～a：／，／u～91／，／o～OI／の声道への移行という特徴をもつわけであるが，以

下のような若干の補足的な説明を必要とする。

　まず注目されるのは，／pj／における持続部，すなわち両ロびるの閉鎖している区間の

おわりでは，さきにのべた／pii：pi／の第i音節の子音のばあいと相違して，舌は母

音／i～i：／の持続部とほぼそっくりの声道の形づくりを完成していることである。後続

の母音フォネームの種類によって，子音の持続部における舌の形づくりにはわずかなちが

いがあらわれるけれども．このことはバ行，バ行，マ行のすべての拗音の系列の発話の第

1音節の子音／pj／，／bj／，／面／についていえることである。そして舌は前舌のたか

くもりあがった状態から，下口びるの開放と同時に，それぞれの母音の声道へと移動して
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いく。

　また，子音と母音は，以下にのべるように．それぞれに若千の棺互影響をうけあってい

る。

3．　5－1　／pja／　（pja）　（／pja”ipja／　Cpjai：pja）　）

　この音節連続については，／pa阪pa／，および／pi阪pi／と銘較しながら，や

やくわしくのべる。

　第1音節の／pj／の持続部において下あごの開大の程度は，下の門歯の先端の位置でみ

ると，／pi陛p圭／の第1音節の／p／におけるそれよりわずかにせばめである。そし

てこのことは，前舌がこの／pj／のばあいに／pii：pi／の第i音節の／p／のばあい

と相違して，正中線上で／il／における位置にまですでに上昇していること，およびこの

前舌面が／i：／におけるほどは緊張していないことと関係している。またこの下あごの位

置はもちろん，／pa陛pa／の／p／におけるそれよりずっとたかい。そして／pju“：

pj　u／，／pj　o”ipj　o／の第1音節のそれとほぼひとしい。すなわちこの位置は／pj／の

もつ独自の位置なのである。そして第1音節の母音区間において下あごの開大の程度は，

単独で発せられた／a「：／のそれよりはもちろんちいさく，／pパ：pa／の／ai：／の

それよりもちいさい。また／ja”エja／の／a陛／のそれとくらべてもちいさい。すな

わち，この下あごの開大の程度は口蓋音化された口びるの子音としての／函／に影響され

たものであるとみなされる。

　第1音節の／pj／の持続部において，前番は正中線上でほぼ単独で発せられたばあいの

／i玉／のそれと同様なたかいもりあがりをみせている。しかしパラトグラムでみると，

前番の［コ蓋への接触しない面積が，前の方の部分で／pi”：p圭／の第1音節の子音およ

び母音区間におけるそれよりひろくなっていて，これは舌の／pliiPi／のばあいとく

らべたときの緊張のすくなさを反映したものである。そしてこの緊張がすくなめな点は．

／pjゼ＝pj　u／，／pj　o］：pj　o／の／pj／においても共通で，それぞれのパラトグラムの

雷の接触のようすにそれが反膜している。そして，後続の／a阪／において，舌は無接触

の状態となる。連続用紙のパラトグラムをみると，舌は　／pj／から／a㍉／へと，その

わたりの区聞で前の方が先に，そしてbt較的急速にはなれていくさまがわかる。そして第

2音節の／pj／へのいりわたりでは，後ろの方から先に口蓋への接触がはじまっていく。

　／pj／の持続部で香が全体として前に移動するため1｛　，舌根部も前にひきよせられてい
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るが，それが単独の／i阪／のばあいより後ろよりなのは，／ja■：ja／のばあいと岡

様に，後続母音／a「i／へうつる準備のためであって，／ガ1／の影響である。そしてす

でにのべたように／a㍉／における下あごのひらきがちいさめになっていること，また，

舌全体，そして最高点が単独の／パ：／のばあいのそれにbししてやや前によっていること

は，／ja遊ja／の第1音節のばあいとおなじく，先行の口蓋音化された子音／pj／の

影響によるものである。

　口びるは／pj／において，／p戸Ipi／の第1音節の／p／におけるとおなじ性質の

閉鎖をしており，これは／pa玉pa／の第1音節の／p／における閉鎖とはわずかにち

がっている。前者のばあい，上rrびるの口輪筋がわずかに緊張して左右のm角の方向へひ

つばられぎみになるために，上aびるの下端が接触している下口びるの上端をおすように

なっているのである。

　軟口蓋は破裂音子音のばあいのたかい位置からひろ母音のばあいのややひくい位置へと

下降する。

　第2音節では，／pj／における舌のもりあがりの程度が前後の母音の影響でややすくな

くなる。また／a／における下あごの下降もさらにちいさくなる。しかし雷は第圭音節の

母音とおなじ位置にもどる。

3．　5－2　／pju／　Cpjt’ti’）　（／pju”ipju／　（pjt！kiipjt’u’）　）

　下あごは発話を通じてほとんどうこいていない。そしてその位置は上にのべたように，

単独のばあいの／ゼ：／のそれよりひくく，／pi阪pi／の第1音鮪のそれよりたかめ

の／pj／に特有の位置である。

　第1音節の／u：／の舌のもりあがりの位置は単独の／ゼ：／のそれより先行子音の影響

をうけて，前によっている。そして第2音節ではそれがさらにいちじるしくなる。

　口口びるの閉鎖から開放へのちいさなうごきはトレース図上では／Pゼニpu／のそれ

によくにているが，／pj／の上述の閉鎖の特徴を反映した微妙なちがいをもった複雑なも

のである。子音の持続部における上口びるのあつみが／pj／においてややうすくなってい

るのは，この口蓋音化した口びるの閉鎖音における閉鎖の特徴を反映したものである。

3．　5－3　／pjo／　（pjo）　（／pjoi：pjo／　（pjoiipje）　）

下あごの開大の程度は，子音醜聞においても，母音区間においても，／pO阪pO／の
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それより，ややちいさめとなるが，いずれも／pj／における口蓋化の影響である。

　第1音節の／o阪／の舌のもりあがりは単独の／o阪／のそれより先行子音の影響をう

けて，前によっている。そして第2音節の／o／ではさらにわずかに前によるが，第2音

節の／pj／における舌のもりあがりはうしろよりになり，子音から母音へ舌の移動する距

離が縮小している。

　口びるのうごきは，基本的には，／pi／におけるような両目びるの閉鎖の状態から，

／o～o：／におけるまるめてっきだす状態への移行という性格をもつので，やはり直音の

音節／po㍉pO／におけるものとは微妙なちがいをもつ。そのちがいは側面からのトレ

ース図上でははっきりしないが，手鏡などで自分の［コびるを正面から観察するとよくわか

る。すなわち／pO陛pO／の／p／においては両州びるがまるめをおびた／0阪／の準

備がなされてとじられているのに対して，／pjoi：pjo／の／pj／においては口びるをま

るめる準備はなされてはいるが不充分であって，／pi／の／p／や拗音をつくる／pj／

に特有の閉鎖の特徴がみられる。そして／pjo鰻pjo／の／O■：／のロびるの状態はやは

り／pO㍉pO／の／0㍉／とおなじではなく，先行の／pj／の影響によって，口びるに

若干の緊張がのこり，かつ口びるのつきだしの程度がわずかにすくない。

3．6～7　バ行の音節

　　／b　a／　（b　a）　（／b　a“ib　a／　（b　a”：　b　a）　）

　　／b　i／　（b　i）　（／b　iiib　i／　［b　liib　i）　）

　　／b　u／　（bw）　（／b　u”：b　u／　Cbw“ib　tu）　）

　　／b　e／　（b　e）　（／b　eiibe／　（b　e”：be）　）

　　／bo／　（bo）　（／bo”ibo／　（bo“rbo）　）

　　／bja／　（bja）　（／bja“ibja／　｛bja”：bja）　）

　　／bj　u／〔bj舶〕　（／bjガ：bj　u／〔bj｛ガ：bj螢〕）

　　／bjo／　（bjo）　（／bjo”ibjo／　（bjoi：bjo）　）

　以上のバ行の音節については，トレーース図をみるかぎりでは，対応するバ行の音節のそ

れと軟口蓋をのぞくと，あきらかなちがいをほとんどみいだすことができない。

　ただし，子音の持続部において，軟口蓋の上昇の程度はごくわずか対応するバ行の音節

のそれよりひくい。そしてこの軟鑓蓋の上昇の程度のわずかなちがいは，無声の破裂音と
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有声の破裂音との間にみられる閉鎖区間中の声道内気圧のちがいと関係しているだろう。

声道内気圧の記録図（P4，　P　5．　P　6，　P　7）によれば，声道内の気圧は語頭，語中と

も／p／～／pj／で大気圧より80111111／H20前後上昇しているが，／b／～／bj／では上昇

の幅は大体50㎜／㌦0内外であって，有声音のほうが一貫してすくない。そして，声道内

の気圧が無声音において対立する有声音よりたかめであるという傾向は，無声音と有声音

とが音韻的に対立しているすべてのさまたげ音フォネームの記録図において共通にみいだ

される。

　また，／b／～／bj／の持続部における声道内の気圧の上昇を．記録図について，第1

音節のそれと第2音節のそれとの問で比較したばあい，第2音節のばあいは気圧が上昇し

ている区間のほぼ全体にわたって音圧の変動がみられるのに対して，第1音節のばあいは

それがみられないか，部分的にわずかみられるかであって，語頭である第1音節のばあい

と母音間である第2音節のばあいとでは．はっきりちがっている。記録図上，くろくなっ

ている部分が音圧の変動している部分，すなわち声帯が振動している区間である。そして

これは，バ行の音節ばかりでなく，さまたげ音の有声音フォネームではじまる音節の声道

内気圧の記録図において，首尾一貫してみられる傾向である。外部のマイクがとらえた音

声の中での有声破裂音の閉鎖区問中の声帯の振動は，ソナグラム上ではベースラインちか

くの位置にあらわれるくろい横棒，いわゆるbuzz　barとして記録されるが，これは声道

が閉鎖されることによって声道内の空気の振動が外部にあまりったわらなくなった結果で

あり，声道内気圧の記録図にみるように，声道の内部では，音圧の変動の幅は充分におお

きいのである。

　そしてそこに注目すべき点がいくつかある。その第1の点は，母音間の有声のさまたげ

音のこのくろい部分が子音の閉鎖区闘の前半の部分によりおおくおこり，後半のでわたり

にちかい部分でおこらない傾向をしめしていることである。このことはソナグラム上でも

よくしられた事実であって，声門下の気圧と声道内の気圧とが閉鎖の持続区間中に均衡し

てしまう結果．より正確には，声帯を振動させうるにたるほどの声門下の気圧と声道内の

気圧の差が欠如してしまう結果，声帯の振動がやむためであるとかんがえられる。第1音

節の閉鎖区間中に音圧の変動が記録されていないのほ，声帯筋が外転して声門があいてい

るからではなくて，声帯は振動しうる状態に位置しているにもかかわらず，すでに声門下

の気圧と声道内の気圧との均衡状態が実現してしまっているからである。したがって，こ

のばあいは声道の開放と同時に，つまり声道内の気圧の低下と同時に声帯の振動がはじま
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る。もし．この語頭のさまたげ音の閉鎖区間中に声帯を振動させたければ，呼吸筋の調整

によって声門下の気圧をすこしあげればよい。そうすれば，声帯はふたたび声道内気圧と

声門下の気圧が均衡するまでのみじかい時間だけ振動する。あるいはこのばあい，ある一

定の気圧差では振動しえない状態におかれている緊張した声帯筋の緊張をいくぶんかゆる

めることによっても，声帯は振動することがあるし，また，軟口蓋と咽頭後壁との閉鎖を

わずかにゆるめて，声道内の気圧をいくらか「圧ぬき」することによっても声帯は振動す

る。　（この脊声の破裂音の「圧ぬき」のためにおこる鼻音化現象は諸書語，そして臼本語

の諸方言の有声破裂音におおくの例をみる。また，輝音と有声破裂音とが交替するような

型の音韻変化はこの「圧ぬき」とかかわりあう現象である。）

　第2の点は，有声の破裂音の持続部における音圧の変動の幅が，前後の母音における音

圧の変動の幅（母音の項でのべたように，母音の種類によっておおきくことなる）とけつ

しておなじではなく，しばしばこれより大幅におおきいことが記録図におおくみいだされ

るという事実である。たとえば，バ行の音節の最初の例である／ba阪ba／の第2音節

の／b／，第4の／be「ibe／の第2音節の／b／がそのよい例である。そしてこのこ

とも重要な意味をもっている。

　この現象は粗略な発音のばあいはともかく，明瞭で規範的な音色の実現しようとするば

あい，母音間の／b／はこの例のように前後の母音がおなじ音色の母音であるばあいに，

単に母音をおなじつよさで発音しつづけながら，その途中で叫びるを開閉することによっ

てだけつくられているのではない，ということを意味しているだろう。すなわち／b／の

韻質の保持，とくに／p／のそれとの聴覚的なちがいの特徴を保持するために，子音区聞

中に声門下の気圧を上昇させて，／b／のでわたり，後続母音のいりわたりにあらわれる

有声破裂音に特有な特徴，日本語の濁音の音節を特徴づけている母音のいりわたりの振幅

とピッチ周波数の両者のゆるやかなたちあがりという特魯を．確実なものにすることがは

かられているのではないかとおもわれるのである。もしそうしなければ，粗略な発音のば

あいにきわめてしばしばあらわれるように，この母音閻の／b／はいわゆる「半有声音」

のような〔p〕と〔b〕との中間のような音色をもつものになってしまう。そしてそのよ

うな「半有声音」的な音色が規範的である／b／は，数おおくの言語にみいだされる。し

かし田本語ではそのような〔b〕は規範的ではなく，濁音の音節の濁音らしさの聴覚的特

徴をつくりだすためには，子音の閉鎖区聞における一定の声門下の気圧のつくりだしが必

要であり．そのために，有声破裂音が母音にはさまれたばあいには，閉鎖区間中につよめ
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の声帯の振動がおこり，それが声道内圧の記録図の母音問の第2音節の子音の特徴として

あらわれているものとおもわれるのである。第1音節の有声破裂音のばあいは，持続部で

音圧の変動，つまり声帯の振動がなくても，記録図がしめすように，声道内圧は第2音節

のそれとおなじ程度に上昇していて．したがって，そのでわたり，母音のいりわたりにあ

らわれる濁音らしさの特徴は，持続部における声帯の振動の有無にかかわりなく，実現さ

れているのである。

　なお，ナロウバンドのソナグラム（DP6，　DP7）をバ行のそれ（DP4，　DP5）

と比較すると，／b～bj／につづく母音のいりわたりの部分でピッチのたちあがりが，そ

してこのソナグラムではamplitude　を表示していないけれども，つよさのたちあがりも

ゆるやかであるのに対して，／p～pj／につづく母音のいりわたりでは，ピッチが（そし

てつよさも）母音の定常的な部分における値へ非常にはやく達してしまっているさまがみ

える。そしてこのちがいは／t／と／d／，／c～cj／と／z～zj／．／k～kj／と／g

～gj／との問にもほぼ一貫してみられる特徴であって，これが，そしてとくにピッチのた

ちあがりにおけるこの特徴が清濁の対立するばあいの，日本語の清音と濁音の音節の間の

聴覚上のちがいをうむ最大の音響的な特徴となっているものである。なお，このばあい，

もちろん，歴史上の理解で畔濁音」とよばれているバ行の音節は音声学的には清音の範

躊に属している。

　また，呼気流量の記録図（F6，　F　7）をバ行のそれ（F4，　F　5）と比較すると，呼

気の流量そのものにはそれほどおおきなちがいがない。しかし呼気の流出の下間的変化に

はいささかのちがいをみる。／p～pj／のばあいには，母音から子音へのいりわたりで呼

気流量が一時的にふえるほかに，子音から母音へのでわたりでも，呼気流量のごく一時的

な増大がしばしばみられる。しかし／b～bj／，そして他の有声のさまたげ音のばあいに

は，子音から母音へのでわたりでは，記録図における呼気流量のこのような一蒔肥増大は

おこっていないか，おこっていてもさして顕著でない。声道の開放されるときの一一一　ag的な

呼気の流出がT声道内気圧の無声音のばあいとの差を反映して，すくなめだからである。

　なお，この無声音と有声音との間の呼気の流出の様相にみられるちがいは，おなじ破裂

音のばあい，／t／と／d／との問，そして／k～kj／と／g～gj／の間ではさしてめだ

たないものになるが，それは閉鎖されたうしろの空闘の容積のちがいとかかわっている。

破裂音のばあい閉鎖された部位より後ろの空間の容積のおおきい日びる音についてのみ，

この現象が顕著なのである。そしてそのばあいも，閉鎖された両鑓びるのすぐ後ろの空間
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がおおきい／pパ：pa／と／po「：po／の第1音節の子音のでわたりに顕著なのは当

然であろう。

　なお，バ行，バ行の呼気流量の記録図において，／cvi：CV／の発謡の第2音節の母

音のあとにも呼気流鍛の増大をしめす山があらわれるのは，発話がおわって，無音凹凸に

うつってから，口びるがとじられるときにおこる呼気量の増大をとらえたものである。そ

してそのあと，鼻からのわずかな呼気の流出がつぎの／cviiCV／の発話のために軟口

蓋が上昇して鼻むろへの空気の適路をとざすまでつついている。

　なお，トレース図において，喉頭腔とその周辺に関して，バ行の音節のばあいも，バ行

の音節のばあいも，華々の音節の子音区間と母音区闘との問で，微妙で複雑な位置のずれ

がじばしばみられるし，対応するバ行とバ行の音節相互の間にもときにわずかなちがいが

みられる。そして，この位置のずれはいくつかの複雑な要因のくみあわせによっておこっ

ているので，ここで個々のケースについて解説することが困難である。映画のフレームに

は声門ははいっておらず，しかもその上の部分は像が不鮮明でトレース作業の困難な部分

であったが，この部分は母音の種類，そして子音の調膏位置，調音方法，その他の条件に

よって微妙にうごく部分であるので，この部分のうごきについての解説はここでおこなわ

ずに，さきおくりすることにする。（／sゼ：su／における記述，その他を参照。）

　また，バ行の四々の音節のX線映画フィルムトレース図上にみられる調音上の特徴につ

いては，対応するバ行の記述を参照してほしい。

　一方，隣系列分布麟およびソナグラムをみると，／p／～／pj／と／b／～／bj／との

間に，そして対立しあうすべての無声と有声のさまたげ音フォネームの闘に，子音の持続

部の持続時間のおおきなちがいを目のあたりにする。／p／～／pj／における口びるの閉

鎖している時闘（時系列分布図X線4およびX線5，LIP－Oにおいてグラフが数値ゼロに

とどまっている区間〉は／b／～／bj／における口びるの閉鎖している野間（X線6，　X

線7，LIl］’一〇，同上）よりずっとながい。語頭の子音については，閉鎖区間の正確な認定

に問題がともなうが．第2音節の子音のばあいは，きわめて明瞭に時系列分布図からも，

ソナグラムからもそのことが首尾一貫してよみとられる。

　さまたげ音における，このような網鰐的にながい無声の区間（破裂音であれば，無音の

区聞）の存在は，すくなくとも母音間においては，これら無声音フォネームの韻質の形成

にとって，その出わたりにおける声のたちあがりの特徴（とくに後続の母音のピッチのは

やいたちあがり）とともに，重要な要素となっているにちがいない。そして，とくに日本



464　第3章解説

語のような．単語がおおくのみじかい音節の連続からなる醤語のばあい，子音三三の持続

のありかたは単語のリズム構造をいかにして維持するかという問題とかかわりながら，母

音区間の持続のありかたに影響せざるをえない。すなわち，リズム構造を維持するために

は，子音区間がながければ，母音区間をみじかめなければならなくなる。また，発話のは

やさの調節を，子音フォネームの韻質を保持するために，主として母音区問の持続の調整

によっておこなうという手段によらねばならなくさせる。

3．8～9　マ行の音節

／ma／　（ma）

／mi／CmD
／1登u／〔m田〕

／茎ne／〔登玉e〕

／mo／　（mo）

／fni　a／　（mj　a）

／rn［i　u／　（mjcu”　）

／mio／　（m］’o）

（／maiima／　［man：ma）　）

（／m　i“im　i／　｛m　i”imi）　）

（／mゼ：mu／〔mゼ＝mu〕）

（／meiime／　（me”：me）　）

（／moi：mo／　（moiimo）　）

（／mja「繊la／〔癖パ：mja〕）

（／崩u「工粕ju／編u「：頭u〕）

（／mjo、：mjo／〔面O「二霜0〕）

　口びるの鼻音／m～mj／ではじまるこのマ行の音節のトレース図上での，／p～pj／で

はじまるバ行の音節，／b～bj／ではじまるバ行の音節とのもっともおおきなちがいは，

もちろん軟日蓋の位置に関してみられるものである。下あごのうごきと舌のうごきに関し

ては，トレース図上ではバ行，バ行のそれとほとんどかわるところがない。したがって，

これらについては，対応するバ行のそれぞれの音節についての記述を参照されたい。

　軟ロ蓋についてまず注目すべきことは，鼻音のフォネームである／m～晦／の持続部，

すなわち両目びるが閉鎖されている区闘におけるWt　m蓋と咽頭の後壁との闘の距離がわり

あいにちいさいことであろう。これはトレース図の最初にかかげた「発話の準備状態にお

ける声道」におけるひらきと比較してみるとあきらかである。一般に，音声器官が休止状

態にあって，安静な呼吸がおこなわれているとき．Wt　m蓋はひくくたれさがって，咽頭の

後壁との闇にはひろい通路があいている。一方，鼻音フォネームが発せられるときには，

他のフォネームのばあいに挙上して鼻むうとの通路をほぼふさいでいた軟口蓋がその鼻音
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の発音に必要な分だけ下降するのである。しかも，その下降のぐあいはフォネームによっ

て，またフォネーームのたっ位置によって，その他，いろいろな条件によってことなってく

る。

　こうして／m～廟／における二日蓋と咽頭後壁との問の通路の幅は，はねる音／N／に

おけるそれにくらべてもずっとせまい。母音のあとにきて音節をとじる機能をもつはねる

音は，そのなかば音節的な性格のゆえに，音節をひらく轟音とはその持続の点ばかりでな

く，持続部におけるひびきのおおきさもちがえる必要があるのである。また／m～癖／に

おける鼻むろへの通路の幅はおなじ音節をひらく鼻音フォネームである／n～nj／のそれ

にくらべても，ややせまい。また，発話のテキストの中に参考のためにくわえられた奥香

の曇音（E～η」〕のそれにくらべても，やはりややせまい傾向がみられる。後続の母音フ

ォネームによっても，ちがいがみえる。トレース図では，マ行の音節の中では，／mo阪

mo／の／m／のばあい，もっともせまくなる。

　そして．たとえばおなじように語頭にたって母膏に先立つCm〕であっても，書語によ

ってその持続部における規範的発音として要求される声のひびかせかたの程度，持続部の

ながさがいろいろにことなるが，そのばあい．葬むろへの通路の幅もいろいろにちがって

いるはずである。たとえば，英語のstressのおかれた母音に直接先行する語頭の／m／

のばあいなら，このときの照本語よりながい持続をもつ／m／に要求されるひびきのおお

きさのゆえに，日本語の／m／のそれよりも一般にひろめになるはずである。

　そして，ここでおこなわれた発音のばあい，輿むろへの通路の幅のひろさは，調音器官

によって閉鎖がたもたれているときに口むうがわにのこされる空洞のおおきさと関係して

いるようにみうけられる。すなわち，口むうがわにのこされる空間がおおきいほど，鼻む

ろへの通路がせまくなる傾向があるようにみえるが，その理由としては，口むうがわの空

間がおおきければ鼻むろへの通路がせまくても，声道内の気圧の上昇をおこさせずにすむ

余地がおおきいという理由が一応想定される。そしてもしそうであるならば，虚日蓋は，

前後にくる鼻音以外のフォネームの発音にうつりやすいように，すみやかに富むろへの通

路をとざしやすい位置に軟日賦を位置させて鼻音を発音した方が，鼻音以外の子音をふく

むみじかい音節の連続を発音しやすいということが想定される。すなわち，臼本語のよう

な，みじかい音節の連続を基調とするような書語のばあい，音節をひらく歯音フォネーム

における鼻むろへの通路の幅はせまい方が合理的だということになる。

　また，一般に，発話のために鼻むろへの通路がとじられ，あるいはこの鼻音の子音では
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じまる音節群のように適当な通路の幅をもたせたせばめがっくられるばあい，トレース図

上では，軟口蓋がもちあげられて後退し，咽頭の後壁に接するかちかづくかするばかりで

なく．トレース図上では，しばしば，咽頭後壁のやや上の部分，いわゆる　Passavantの

pad　といわれる部分がわずかに前進して，閉鎖，あるいは狭窄の形成に参与しているよ

うなうごきをみせる。おおくの研究者によって研究されてきたこの部分の狭窄，そして閉

鎖の機構はかなり複雑で，側面からのX線資料からのみではその正確なうごきを判断する

ことがむずかしいが，この部分の通路の制御には，軟口蓋を上，そしてうしろへ挙上させ

る筋肉ばかりではなく，上部咽頭の後壁そして側壁をとりかこむようにはしる筋肉の括約

筋的な収縮も多少とも関与している可能性を否定しさるわけにいかない。

　このマ行の音節の発話では，第1音節の母音において，この鼻むろへの通路は先行の子

音のばあいとくらべて，ほとんどせまくなっていないばあいがしばしばである。そして第

2音節の母音のばあいは若干せまくなる傾向をしめすことがおおい。これは，この発話で

は，第1音節の母音が後続の第2音節の鼻音の影響をもうけざるをえないことによる結果

であろう。もし後続の子音が鼻音でなければ，あるいは，後続する音節がなければ，軟［II

蓋は母音区闘中にゆるやかに上昇して咽頭後壁との通路の幅をせばめていくはずである。

　いずれにせよ，時系列分布園（X線8，9，VELM1，VELM2）によってみえるように，軟

口蓋の上下方向，前後方向へのうごきの速度はゆるやかである。

　X線映画フィルムの速度（1秒24コマ）の間題があるので，非常にはっきりとはしめせ

ないが，マ行の音節のばあい，時系列分布図におけるUびるの開閉運動をしめす繭線（X

線8，9，LIP－0）はバ行，バ行（X線4，5，6，7，　LIP－0）のそれとくらべたばあ

い，いくらかなだらかである。そして，それは破製音と鐸音との開放の性格のちがいを反

硬したものである。すなわち，「破裂」をともなう爾ロびるの開放は速度がはやい必要があ

り，鼻音における「破裂」をともなわない両Uびるの開放は速度がややゆるやかでもよい

のである。また，／mゼ：m蘇／，／moiimo／などにおける子音から母音にかけての

口びるのうごきを／pガ：PU／，／PO「：pO／のそれとくらべたばあい．微妙なちが

いをみいだす。　「破裂」，すなわち開放とともにおこる声道内の気圧の低下をともなわな

い鼻音のばあいの方が，口びるのうごきがちいさいのである。

　なお，口びるが閉鎖されている区間の持続は，／b～bj／のばあいとおなじく，／p～

pj／のそれにくらべてみじかい。

　声道内気圧の記録閣（P8，　P　9）は，当然ながら，／m～mj／の持続部における声道
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内の気圧の上昇を記録していない。また呼気流量の記録園（F8，　F9）からは，この音

節連続において呼気が鐸むうからのみながれている区間，鼻むろ口むろの両方からながれ

ている区聞，口むうのみからながれている区間とそのいれかわりのさま，そして呼気灘の

時問的推移のさまをみてとることができる。

　ナロウバンドのソナグラム（DP8，9）は，この音節連続における全体としてなめら

かなピッチの上昇下降のさまをつたえている。またワイドバンドのソナグラム（DP8，

9，X線8，9）は，鷺びるの開閉にともなう母音区間と鼻音の子音区聞におけるスペク

トルの急ないれかわりのさまをよくったえている。

3．10　夕行の音節（直音その1）

　番さきの子音フォネームのばあい，X線映画フィルムの稠々のフレームには雷さきが不

鮮明にしかうっらず，そのために雷さきの部分のトレースが困難．もしくは不可能なばあ

いがすくなくなかった。そしてそのようなばあい，トレース図には，DP資料を参考にし

て，また，発音者の内省，外部からの観察などによって，その部分の舌の輪郭をえがいて

ある。こまかい点線によってえがかれているのがそのような部分である。

　タ行の音節の子音をはじめとするすべての舌さきの子音フォネームは．子音の調音と後

続の母音の調音とをともに舌がうけもたなければならない関係で，雷は子音の持続部にお

いて後続の母音のための形づくりを完成させておくわけにいかない。しかし，舌は子音の

ための調音をおこないながらも，つぎの愚音への移行の準備をととのえていて，つぎの母

音のための声道にもっともうつりやすいよう，その全体を位置させている。このことは．

後続母音をことにするおなじ子音の舌のかまえをトレース図によって相互によく比較して

みるとあきらかである。

3．　10－1　／t　a／　｛t　a｝　（／t　aiita／　（t　a”：t　a）　）

　第圭音節の／t／の持続部において，舌さきは上の門滋のすぐうしろの，傾斜のゆるい

歯茎の部分にその上のへりの部分を密着させることによって声道を閉鎖しているが，舌全

体は後続の／a阪／のためにすでにかなり後ろへよっている。下あごは香さきを歯茎にら

くに密着させる必要から，ひらきをちいさくしている。このとき，舌のへりが歯i茎に接し

ているさまはパラトグラムにみるとおりである。そして声道を開放させる活さきの急速な
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下降とともに，舌全体はさらに後ろ，そしてやや下方に後退して，／パニ／のための位置

をとる。　／t／と／パ：／とでは，舌骨，喉頭蓋，そして喉頭腔の前がわの壁の位置な

どにもずれがあって，／t／において舌先を上歯茎に密着させるために，この部分までが

前進，上昇していることがこのトレース図からわかる。／a■1／において，下あごと下日

びるとはたがいにおなじ程度下降しており，下覆びるの下降は主として下あごの下降にと

もなう受動的なものであるとみなされる。舌さき，前舌面の下隆の幅は下あごの下降の幅

よりもずっとおおきく，しかも，時系列分布國（X線10，TOGTI，TOGF1）をみればあきら

かなように，下あごの下降の速度よりすみやかである。この下降は，部分的には下あごの

下降にもたすけられているが，舌内筋ばかりでなく，舌骨が下降している点からみて，舌

骨の下がわの舌外筋（おそらく胸骨と舌骨とをむすぶm．sternohyoideus）までが関与して

いる可能性がある。　〈なお，喉頭腔の前がわの壁の位置の移動に関しては，3．12－3に

おける記述を参照。）

　このときの下あごのひらきは単独の／ai：／のばあいのそれよりもちいさく，また舌さ

きの位置も単独のそれよりたかい。そして舌の最高点もわずかに前によっているが，これ

らは先行子音／t／の影響によるものである。

　軟目蓋は破裂音におけるたかい位置から，ひろ母音におけるひくめの位置へと移動して

いる。

　第2音節では，下あごの開大の幅，鳶の移動する範囲，／t／における軟口蓋の上昇の

程度のいずれもが，アクセント核の後ろのややよわまった音節であることを反映して，い

くらかずつちいさめとなっている。すなわち，母音と子音の相互影響の程度はアクセント

核のある第1音節のばあいよりおおきい。

3．　le－2　／t　e／　（t　e）　（／t　e”i　t　e／　｛t　e”i　t　e）　）

　第1音節の／t／の持続部において，舌は／ai：／が後続するばあいとくらべてずっと

前よりに位置していて，前舌母音型の舌の形づくりのための準備をおえている。パラトグ

ラム上の舌の接触面積もこのために／ta㍉ta／の第1音節の／t／におけるよりわず

かにひろい。このときの／t／における下あごのひらきの程度もわずかである。そして，

下あごおよび下口びるのちいさな下降と同時に，舌さきと前平面とはすばやい下降をして

／e■：／のための形づくりをおえる。わき舌はそのパラトグラムへの接触部位を後退させ

る。そのときの接触部位は単独で発した／eii／のばあいとほぼおなじである。このとき
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の／e召／における下あごのひらきは，単独の／e㍉／におけるよりちいさく，かっ，舌

さきは下の門歯を基準にしてみたばあい，ややたかい位置にあるが，これらは先行する子

音／t／の影響とかんがえられる。舌骨，喉頭蓋，喉頭腔の前がわの壁の位置のずれは，

／t／から前舌母音である／e隔／への移行のばあいにはあまりおきていない。軟口蓋が

母音において下降する程度も，半ひろ母音であるため，ごくわずかである。

　第2音節については．3。10－1の記述に準ずる。

3．　10“3　／t　o／　（t　o）　（／t　o“］：t　o／　（t　oi：t　o｝　）

　第1音節の／t／の持続部において，舌は三子を歯茎に密着させるために前によってい

るが，奥雷母音／o阪／にうつるためにつこうのよい形となっている。このことを反映し

てパラトグラム上の雪の接触面積はおもにその後ろの部分が／ta「i　ta／の第1音節の

／t／におけるよりわずかにせまい。そして／o■：／にうつるとき，舌全体はすばやく後

ろへ移動し舌先は下降する。このとき雪骨，喉頭蓋などは／a阪／が後続するばあいとお

なじくやはり後退するが，奥舌をたかく位置させる必要上，下降はみられない。／o玉／

で下あごはちいさい下降をするが，／t／においてすでにまるめられてっきだされた口び

るは，それに抗して，わずかに後退するものの，下降はしない。軟口蓋はほとんどおなじ

位置をたもっている。

　第2音節については，上の記述に準ずる。

3．11　ダ行のの音節（直音）

　／d　a／　（d　a）　（／d　a”：da／　（d　a”：d　a）　）

　／d　e／　（d　e）　（／d　e”id　e／　｛d　e“：de）　）

　／d　o／　（d　o］　（／d　o”ido／　｛d　oiido）　）

　トtr　一ス図上でみるかぎり，／d／における軟口蓋の上昇の程度が／t／のばあいにく

らべてややひくいこと以外にめだったちがいをみない。しかしパラトグラム上ではタ行の

対応する音節と比較すると，その接触面積がいくらかずつせまくなっていることが観察さ

れる。そしてこれはあきらかに，破裂音における無声音と有声音との閉鎖のかたさのちが

いを反映したものである。しかし，そのちがいが非常に顕著なものではないということも

三時に注目すべきだろう。それは日本語の破裂音における無声音と有声音との対立の様相
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が　‘tense’と　‘lax’，あるいは‘fortis’と‘1e繧s’　というレッテルをはるほどには

調音器官の緊張のおおきなちがいをもっていないことと関係している。しかし，パラトグ

ラムにみるように，無声音と有声音との間で閉鎖の堅固さのちがいとむすびついていると

みられるわずかな程度の接触面積のちがいがあることも確認されるのである。口びる音の

ばあいには，このことはトレース國上での遣口びるの接触部分があまりちいさいために観

察しえない。また，発話者は内省によっても，／p～pj／と／b～bj／との間に閉鎖のか

たさのちがいを感じることができず，／k～kj／と／g～gj／のばあいには，反対に／g

～gj／の方が閉鎖が堅固のようにも感じられる。

　／d／における軟口蓋の上昇の程度が，／t／のばあいよりややひくいのは，／p／と

／b／のばあいとおなじく，／d／の持続部における声道内の気圧が／t／のそれよりひ

くいことの反膜とみられる。声道内気圧の記録図（P10，　ll）を相互に比較されたい。

　時系列分布図（X線10，11）をみても，また連続のパラトグラムをみても，やはり／p／

と／b／のばあいとおなじく，有声音／d／の閉鎖区間は／t／のそれよりも一畏してみ

じかい。

　ソナグラム上（DP10，11，xwalO，11）には，単行とダ行との闘で，バ行の項でのべたバ

行とバ行の間でみられるのと，同様のピッチのたちあがりかたのちがい（ナロウバンド，

DP10，11），子音区閥の持続のちがい，スペクトルのちがいなどがみえる。

　個々の音節の調音の特徴については，タ行のそれを参照されたい。また，バ行の音節に

おける記述を参照。

3．12サ行の音節（直音）

　轟上からの，そして左側面からのパラトグラムの両方，そしてX線トレース函とをみる

と，サ行の音節の子音，舌さきの無声の摩擦音／s～sj／における狭窄がどのようなもの

であるか，そのおおよそをしることができる。／sa／，／su／，／se／，／so／

のばあい，狭窄は〔s〕でしるされるような摩擦音をつくりだし，／si／，／sja／，

／sju／，／sje／，／sjo／のばあいは〔∫〕でしるされるような摩擦音をつくりだす

が，よくしられているように，これは狭窄の際にできる舌さきと上の歯茎との聞でっくる

溝状の呼気の通路のつくりかたのちがいによってことなる音となるものである。前者では

舌さきの上のへりと上の撃茎との間で横幅のせまい，そして前後方向にも比較的みじかい
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溝が正申線上につくられ，この溝をとおるちいさなジェットは，その出口で，また，ただ

ちに上の門歯の比較的せまい部分に衝突することによって乱流をつくり，ソナグラム（X

線12，13，DP12，13）におけるこの子音の持続の部分にみるように，比較的たかい周波数帯

のhiSS音〔S〕を発生させる。

　後者のばあい，舌さきに接する前舌部分が緊張してもりあがることにより，狭窄は前者

のばあいにくらべて偏平で横にややひろく，かつ〔s〕のばあいよりごくわずか後ろより

の個所にでき，かっ後方へややながいものになる。ジェットは〔s〕のばあいよりやや下

方にむけておこり，門歯のもっとひろい面積に衝突して乱流をうみ，やはりソナグラム上

（X線12，13，DP12，13）にみるように，〔s〕よりもひくい周波数帯のhiss音〔∫〕を発

生させる。

　このようなジェットをうみだすためには，狭窄の後ろの声々内の気圧をたかくする必要

があるが，声喉内においてたかめられた気圧は，同疇に，鼻むろへの通路をとざしている

軟［コ蓋をさらにたかめにおしあげている。

　そして声道内気圧の記録図（P12）にみる狭窄の後ろの声遵内の気圧の上昇も，軟口蓋

の上昇の程度も，無声の破裂音フォネーム群のそれと同程度である。しかし呼気流量の記

録園（F12）をみると，サ行の音節は無声の破裂音フォネームではじまる音節に比して，

ずっとおおめの呼気を消費してっくられていることがわかる。子音の持続区間中，せばめ

からのジェットをつくりつづけるわけであるから，それは当然である。

　なお／s～sj／の持続部において，下あごのひらきが非常にちいさくなっているが，こ

れは雷さきが歯茎との間に狭窄をつくりやすくするための，いわば齋を援助する下あごの

行動である。そのことの意味は下あごをおおきめにひらいて〔s〕あるいは〔∫）の発音

をこころみてみれば，すぐにたしかめられる。そして〔s〕を発するばあいの方が〔∫〕

のばあいよりも下あごのひらきがさらにちいさめとなる。　〔∫）のばあい，もりあがった

前舌面が硬口蓋に接触するために，下あごのひらきが自然〔s〕のばあいよりややおおき

めになるのである。なお〔s〕にはいまひとつの調音方法があって，舌先を下の門歯の裏

におしつけたまま，舌さきにちかい舌の上のへり（舌べり）の，やや前舌よりの個所で上

の歯茎との問にみぞをつくるというものがそれである。個人によって，また，方欝によっ

ては，〔s〕の発音にこの方法がとられる。琉球列島の宮古諸島の諸方雷における／s／が

その好例である。このような〔s〕のばあい，下あごのひらきはわずかにおおきめとなっ

て，上にのべたばあいの〔∫〕のそれと同程度となる。
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　また〔sj，〔∫〕の両者とも，ジェットが衝突する前歯の状態によって，そのつくられ

る音色，そして音のつよさ（intensity）におおきなちがいが生ずるのは，歯の治療の際な

どに人のよく経験するところであるが，mびるのかまえのちがいによっても，音色とつよ

さの両方がおおきくかわるものである。したがって，たとえばトレース図にみる／sa鰻

sa／の／s／における下□びるを単に休止状態にあるなどとは簡単にみなせないのであ

る。休止状態ならば，発話者のばあい，下日びるはトレース図の位置よりやや上にあるは

ずであり，トレース図にみる位置をとることによって，土下のmびるの問の共鳴室として

のロびるむろのおおきさが調整をうけているとみなすべきである。

3．　12－1　／s　a／　（s　a）　（／s　a：：sa／　（s　a”isa）　）

　第1音節の／s／の持続部で／a”i／のための形づくりの準備のととのえられた舌は，

下あごの開大とともに後ろ，そしてやや下方にひかれて／a■：／のための形づくりを完成

させる。このとき／tガ：ta／の第1音節のばあいと同様，舌骨，喉頭蓋なども後ろ．

そしてやや下方にひかれる。

　／ai：／における下あごの開大の程度は単独の／a㍉／のばあいのそれよりちいさく，

このとき，舌さきは単独のばあいの位置より上昇しているが，これは先行子音／s／の影

響である。

　／s／のための狭窄が開放されると，軟u蓋はたかい位置から／a玉／のややひくい位

置へと下降する。

　第2音節で子音区間から母音区間にかけての舌骨，喉頭蓋などの下降が第1音節よりさ

らにいちじるしいのは，第1音節の／a阪／の舌の形づくりが先行の子音ばかりでなく，

後続の子音にも影響されているためであろう。また，アクセント核のあとの母音のピッチ

の低下とよわまりにともなう喉頭の位置のわずかな低下もこれにかかわっているかもしれ

ない。

3．　12一　2　／s　i／　（g　1）　（／s　ii：si／　CS　iiiS　i）　）

　トレース図にみるように，／s／において，舌は前によっていて，／至～il／のための

前舌母音型の舌の形づくりは完成はしていないが，完成にちかい状態にある。真下からお

よび側面からのパラトグラムによって，／sa”rsa／における／S／との毒の接触部位

のちがいをみれば，舌がすでに／i～i：／のそれにきわめてちかい位置をとっていること
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がわかる。いわゆる／s／の口蓋化あるいは口蓋音化とよばれる現象である。このような

舌のかまえが，上にのべたような狭窄のちがい，そして摩擦音の音色のおおきなちがいを

うむのである。これによって，たとえば，英語の‘seat’／si：t／〔si・t〕などに

おける子音フォネームと母音フォネームとのくみあわされかたが，8本語の音節／s呈／

～／sil／のばあいのそれとちがうことが理解されるだろう。

　／i～i：／にうつると，舌根部と喉頭蓋上部，そして舌骨もやや前進し，前舌のもりあ

がりも完成する。ただし舌さきはやや上にあがっていて，単独のばあいの／至～i：／にお

けるようには下の門歯におしつけられていない。また，下あごのひらきも単独のばあいの

それにくらべてちいさめである。これらは先行の／s／の調音のおよぼす影響である。

　母音がせま母音であることを反映して，軟ロ蓋は／s／のたかい位置から／i～il／に

かけてほとんど下降していない。しかし時系列分布國（X線12，VELM2）で軟口蓋のうごき

をみると，狭窄の開放の際いったんわずか下降して母音の発音中にふたたび上昇するこ

とがわかる。

3．　12－3　／s　u／　Cs　i）　（／s　u：is　u／　（s　i”：　s“　）

　第1音節のばあい，舌は／s／から／ガ＝／にかけて中一三雷面にごくわずかな上昇が

みとめられるだけであって，ほとんどうごきをしめさない。そして注目すべき点は，舌さ

きによる狭窄がほぼそのままとなっていることである。トレース図上で，第2音節では舌

はまったくうこいていない。しかしパラトグラムをみると，第1，第2音節とも，母音の

区間で舌さきでっくる狭窄がややゆるめられて，せばめが横にひろげられていることがわ

かる。すなわちこの音節の母音／u～UI／は舌の位置をかえずに，舌先の狭窄だけをすこ

しゆるめることによってっくられているのである。そして，音声記号〔1〕は〔s〕また

はそれにきわめてちかい舌のかまえをとりながら発音される母音をあらわすためにもちい

た記号である。この母音を纈〕のようにしるすことが，かならずしも真相をつたえない

ことがこのトレース図からしられる。このとき，雪は単独のばあいの／e～ur／〔cu〕～

〔uu：）（ただし，中蛋のまえよりの部分がもりあがるので，働〕～織：〕と褒記してもよ

い）よりも，かえって後ろの部分がもりあがっており，／u～UI／の韻質に必要な，まん

中よりもかなり前にくびれのある，ひょうたん型の声道の形は全体としてはよくたもたれ

ている。

　そしてこのような／s／のための狭窄をのこしたままの声道であるのに／u～u：／の持
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続部においてさして耳につくほどの摩擦音が生じていないのは（X線12のソナグラム，D

P資料12のソナグラム参照），せばめがわずかにひろげられることと，声門が開放された

状態から振動の状態へ移行することによって，気管から声道への気流の流入が減少するこ

とのふたつの理由により，／u～UI／においてせばめの後ろの声道内の気圧がさがり（声

道内気圧の記録図P12参照），せばめをながれるジェットがおおきくよわめられるからで

ある。このことを反映して軟口蓋は母音部でごくわずかな下降をしめす（時系列分布図，

X線12，VELM2）o

　トレース図において喉頭腔の前がわの壁が／s／で前進し，／u～u：／で後退している

のは，鳶さきのつくるせばめにおいてつよいジェットをうむために肺臓からおくりこまれ

る空気による声門より土の声門での気圧の上昇が，喉頭のこの部分を／S／の持続部にお

いてふくらませることによって生じているものと判断される。この現象は〔s〕の調音に

おいて〔∫〕の調音よりもいちじるvい傾向がみられる。せまい狭窄をつくってしかもお

おめの呼気を使用するこのフ＊ネームにおいてとくに顕著な現象といえる。X線資料から

ではわからないが，このとき喉頭腔は前方向にだけでなく，横方向へもふくらみをみせる

ことは，その部分にそとから指をあてがって発音してみることによってたしかめることが

できる。

　なお，この現象が／p～pj／においてあまりみられないのは，この南口びるの破裂音で

は，やわらかい両方のほほが□むろの中の気圧の上昇を吸収するのに役だっているからで

ある。雷先の破裂音／t／，万雷の破裂音／k～kj／では，閉鎖がほほをふくむ腔よりも

後ろに形成されるから，ほほによる気圧上昇の吸収はおこなわれず，そのためにやはり，

喉頭のこの部分がふくらんでこれをおこなっているさまがトir・・一ス園から観察できる。そ

して．／p～pj／のばあいにも，口蓋音化によって声道のほほの手前にせばめのできてし

まう／pjaiIpla／，／pjo「iplo／のばあいにはやはり観察できる。ただしt後続母音

の種類によって，喉頭は舌，舌骨と連動して上下するから，喉頭腔の前かわの壁の位置は

子音における位置と母音における位置とでは上下方向へも変化する。また，X線資料にお

けるこの部分はX線像が：不鮮明であって，そのよみとり，トレースの作業がとくに園難な

部分であること，そしてまた，X線映画の撮影の際，発話に際して下顎の下にあてがわれ

たX線の透過を遮断するための遮蔽物がときに下あごの自由な運動をさまたげて，頭蓋と

三門とのつくる角度を不自然にかえることがときにおきたことなどから，上にのべた現象

についてのX線資料のよみとりはとくに慎重さの必要な部分である。
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　そして，発音にさいしての喉頭控の拡張の問題をとくにこの／sゼIsu／という発話

のところであつかうのは理由がある。なぜなら，この発話では，子音から母音にかけて，

舌と下あごとがほとんどまったくうこかない状態におかれているので，この問題を検討す

るのに絶好の例となっているからである。このような例は，X線駿画資料の中では，これ

と／cゼ：cu／の例のほか，／pゴ＝pu／，／hガ：hu／があり，それぞれの子音

フォネームの調音の位置，調音の特徴に応じてそれぞれに興味ぶかいちがった結果がみら

れるのであるが，狭窄の位置，せまさ，そして消費される呼気流量のおおさなどの点で，

舌さきの摩擦音／s／ではじまるこの例が喉頭のこの部分のふくらみを観察するにはもっ

ともよい例となっている。そのほかのフォネームのくみあわせの例では，ほかのいろいろ

な条件が介入するために，喉頭のこの部分のうごきが複雑なものになってしまい，考察に

園難がともなう。

　なお，このような喉頭腔の拡張は有声のさまたげ音のばあいにもわずかだがおこる。そ

して母音のみの発音においても，きわめてわずかだが観察することができる（国立国語研

究所報告60，P．126以下〉。さらに，母音をとびぬけておおきな声で発音したり，あるい

は，極端なゆるみ声で息まじりに発音したりすると，母音においても，この拡張はいちじ

るしいものとなり．そのようなばあい，子音と母音とで拡張の度あいが逆になって，母音

においていっそうおおきくふくらみうる。他方，つよい気音をともなう口びるの破裂音を

発音するばあい，その閉鎖区間においてほほがふくれるが，養さきや奥舌の岡様な破裂音

のばあい，あるいは，おなじく舌さきや奥舌のとくにつよい摩擦音のばあい，喉頭腔のふ

くらみがおおきくなる。したがって，おなじ／sガニsu／というフォネームのくみあわ

せの発話でさえも，母音と子音とのそれぞれに使用する呼気のつかいかたがことなってく

れば，ことなる観灘結果があらわれるはずである。また，子音区間においてほほが声道内

の気圧をよく吸収する／pゼ＝pu／の第1音節のばあいには，逆に舞音区間において喉

頭は舌のうごきと連動して舌骨，喉頭蓋などとともに前進している。そして子音区間で声

道内気圧がわずかしか上昇しない／hゼ：hu／のばあい（P28参照）には，子音区間と

母音区聞とではこの部分に変化がみられなくなる。

　ほえざるやゴリラのばあいのように，音声器富としての喉頭腔が特殊な解剖学的発達を

とげた例はともかくとして，砲晦する哺乳動物は，しばしばその胞障の際に喉頭腔とみら

れる部分をはげしい呼気流によっておおきくふくらませるのを観察することができる。そ

して，きわめて効率的な発声を声帯によっておこなうことができるようになった人間の，
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言語のための音声器官としての喉頭の中で，この喉頭腔（モルガー二三とその上の咽頭腔

にいたる空間）は，やはりいくぶんか呼気を吸収するはたらきを個々の調音活動の中でわ

ずかずつ演じつづけているようである。

　なお，この音節における鶯びるの位置は単独で発した／u股／におけるそれとややちが

い，両日びるとも前にややっきだされていて，かつ，上下の口びるの問の距離がややひろ

めとなっている。そしてこの口びるの行動は摩擦音／s／の共振をたすけるための行為と

みなされる。ただし，単独に発音する，あるいは語頭にあらわれる／u～UI／も，そのひ

びきをおおきくするために，まる口の奥舌母音にちかづけて発音されることがあり，この

ばあいは，やはり旧びるがややっきだされる。

3．　12－4　／s　e／　｛s　e）　（／s　ei：s　e／　（s　e－irs　e）　）

　トレ・・一・ス図にみるように，／s／の持続部において，舌は前舌母音としての前よりの位

置はとっているけれども，前舌面はもりあがっていない。したがって舌さきでっくられる

みぞは，パラトグラムにみるように〔s〕のそれになっていて，〔∫〕のそれではない。

　舌は，その前舌面が母音にむけての下あごの開大とともにもりあがって，パラトグラム

にみるように子音から母音にかけて接触部位が変化し，舌の両側面が硬口蓋の側面へ接触

する。

　第1音節の／e「エ／における下あごのひらきの程度は単独の／e鰻／のばあいよりちい

さく，また，時系列分布図（X線12）でみると，第2音節のそれよりもごくわずかにちい

さいが，これは先行の／s／のための調音の影響ばかりでなく，後続の／s／の調音にも

影響されたものであろう。また，／s／の調音の影響によって．舌さきと前舌面の位置も

単独の／e暇／のばあいよりたかい。

　軟口蓋は／s／のときのたかい位置から母音区闘でわずかに下降する。

3．　12－5　／s　o／　（s　o］　（／s　oiis　o／　（s　oiis　o）　）

　第1音節の／s／の持続部において，舌は奥舌母音型のかまえをとるために，すでにか

なり奥へよっ℃いる。そして下あごの比較的わずかな開大とともに，舌は，前舌面が下降

し，舌全体は舌骨，喉頭蓋とともにさらに後ろ，そしてやや下方によるが，奥舌面は舌膏

の下降に抗してもりあがって，奥舌母音型の丁丁のもりあがりを完成させる。

　口びるのまるめとっきだしは，／s／のときすでになされていて，／oii／では一下口び
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るが下あごの開大につれてやや下降，後退して，結渠として／o阪／のための野口びるの

形が完成する。

　／oii／における下あごのひらきの程度は，単独のばあいの／oii／にくらべてかなり

ちいさいし，舌先の位置もたかいが，これは／s／の調音のための影響である。

　第2音節では，／s／と／o／との間の位置のずれが第1轡節よりいずれもちいさくな

っている。

　Wt　m蓋は／s／のときのたかい位置から母音区闘でごくわずか下降する。

3．i3　サ行の音節（拗音）

　それぞれ，／si／〔∫i〕における／s／，すなわち〔∫〕のための声道から．／a

～a：／，／u～ur／，／e～e：／，／o～o：／の声道への移行を基本的な特徴とする音節

群であるが，子音，母音の両方の声道は相互に若干の影響をうけあっている。

　／s圭／〔∫i）における／s／〔∫〕の前雷面のもりあがり，そして拗音の音節をつ

くる／sj／〔∫〕の前舌面のもりあがりは，トレース図がしめしているように，母音フォ

ネーム／i～i：／のばあいほどそのもりあがりの程度がいちじるしくはない。このサ行の

拗音の音節，およびザ行の拗音の系列の発話は，舌さき部分のトレースが困難であったこ

とのために，時系列分布図がつくられておらず，そのため，舌の刻々のうごきに関してみ

るには，連続のパラトグラムによるしかないが，それによると，また，発音者自身の内省

によっても，子音の声道から後続の母音の声道へ移行する過程で，／i～1：／におけるよ

うな前雷面のたかいもりあがりをみせる局面を途中に経過することはない。

　声道内気圧の記録國（P13）をみると，声道内の気圧は／sj／の持続部で／s／におけ

ると同程度上昇し，せばめが開放されると気圧は大気圧の水準にもどっている。

　軟9蓋は子音区間で／s／や他の無声のさまたげ音子音と同様に，たかく上昇する。

　また，呼気流量の記録図（F13）には，サ行の拗音の音節がサ行の直音の音節と同様，

あるいはそれ以上に呼気を多量に消費して発音されているさまが記録されている。摩擦音

フォネーム／sj／は／s／とおなじく，呼気を多量に消費して発音されるフォネーームであ

る。

　なお，この記録図（F王3）で，摩擦音から母音へのでわたり，そして母音から摩擦音へ

のいりわたりの局面で一一wa的に呼気流量がますという現象がはっきりとみてとれるのは興
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味ぶかい。この現象は，子音から母音へ，そして母音から子音へのわたりの局面で，いろ

いろなばあいe［　，いろいろな程度に呼気流量の記録図から観察されるものであるが，母音

がひろ母音か半ひろ母音のばあい，そして子音が無声のさまたげ音の子音のばあいにとく

に顕著にそれがあらわれている。たとえば，／p／（F4），／s／（F12）などの呼気

流量の記録図を参照されたい。記録図にみるこれらの一時的な呼気流量の増加は，ひらい

た声道が急にせばめられるとき，そして声道が閉鎖または狭窄から急にひろく開放される

ときに一時的に発生するはやい呼気の流出をとらえたものである。そして呼気の使用量の

おおいこのサ行の拗音のばあい，とくに記録図上でめだっているのである。

3．　13－1　／sja／　（ga）　（／sjaiisja／　（Sa”：Sa］）

　トレース図にみるとおり，この音節は／si／における／s／．すなわち〔∫）のため

の声道から，母音／a～al／のための声道への移行を基本的な調音的特徴としているとみ

てよい。母音区間において，下あごのひらきが単独の／パ：／にくらべてちいさいこと，

また，奥舌のもりあがりの位置が前にずれていることなどは，この／sj／〔∫〕の調音の

影響である。

　パラトグラムにみるように，前舌面は／sj／における比較的ひろく日蓋に接触した状態

から，／a～a＝／における無接触の状態へ移行する。そして，その途中で／i～i＝／にお

けるような前舌面の緊張したたかいもりあがりの局面を通過することはない。

　軟目蓋は無声のさまたげ音子音におけるたかい位置から，ひろ母音における比較的ひく

い位置へと下降する。

3．　13－2　／sju／　｛s　itt］　（／sj　un：sj　u／　（g　ctE　’i：s　ts］　）

　／sゼニsu／のばあいには，子音区聞から母音区間へかけて舌の移動がみられないの

に対して，こちらの方は，トレース図にみるよう，それほどおおきくないにせよ，舌の移

動がある。したがってこの音節は，〔∫〕のための声道から母音／u～u：／のための声道へ

の移行を基本的な調音的特微としているとみてよい。しかし，／u～UI／における舌の位

置と最高点とは，〔∫〕の調音の影響によって，単独のばあいの／ゼ：／のそれよりやや前

にずれている。また，この音節では，下あごは／su阪su／のばあいとおなじく，ほと

んどうごきをしめさないが，下口びるはうごきをしめし，〔∫〕における上下の口びるのや

やへだたった位置から上昇して，／u～u：／のためのもっとせまい口びるのひらきにいた
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る。　〔∫〕において，両口びるの間にある程度の空闘をあけておくことは〔∫〕の音の［コ

びるむうによる共鳴にとって重要な意味をもっている。

　したがって，音声記号で／sju／を〔∫磁〕と褒記し，／sl」／を〔s1〕と表記する

のは妥当である。

　軟口蓋は／sj／におけるたかい位置から母音区聞において，母音がせま母音であるにも

かかわらずやや下降するが，これは母音区間におけるせばめの後ろの声道内の気圧が低下

することと関係しているだろう。

3．　13－3　／sje／　｛S　e）　（／sje“isje／　（S　e”：S　e）　）

　外来語，方書的な単語などにしかあらわれない音節であるが，他のサ行拗音の音節群と

おなじく拗音の音節の体系に属する。そして，／S童～sil／における／S／，すなわち

〔∫〕のための声道から母音／e～e：／のための声道への移行を基本的な調音的特徴とす

る。トレース図，およびパラトグラムを直音の／seiise／〔se■：se〕のそれと比

較すると，両者の調音のちがいがよくわかる。

　なお，／e阪／において，下あごのひらきが単独の／e暇／にくらべてちいさいこと，

トレース図にはえがかれていないが，舌さきが下の門趨におしつけられていないことなど

は，この／sj／〔S〕の調音の影響によるものである。

　二日蓋は子音区問から母音区間にかけてやはりやや下降する。

3．　13一　4　／sjo／　｛S　o］　（／sj　o”：sj　o／　（S　oii　S　o）　）

　おなじく，〔∫〕のための声道から母音／o～o：／のための声道への移行を基本的な調音

上の特徴とするが，／o～OI／における舌の位置，そして，もりあがる欄所が前によるこ

と，また，下あごのひらきが単独の／o陛／のそれよりずっとちいさいことなどは，先行

の子音／sj／の影響によるものである。口びるは子音区間においてすでにまるめられてい

て，下口びるは母音区間においては，下あごの低下と後退に対抗して，みずからの位置と

形をたもつ筋肉的努力がなされている。

　軟口蓋は子音区間から母音区間にかけてやはりやや下降する。
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3．14　タ行の音節（直音その2，「ちjrっ」〉

　この破擦音フォネームではじまる音節のトレース図では，原則として破擦音の閉鎖の局

面の輪郭と摩擦の局面の輪郭とが別々の線でかきわけられている。そして写実的なパラト

グラムのばあいも，このふたつの局面の接触部位の境界をしめす線をやはりかきわけてあ

る。トレース図にみるこの2種類の音節の声道は，肝心の舌さきの部分が推定によってえ

がかれたものであるけれども，全体としてそれぞれ，おなじ位置で調音される無声の摩擦

音／s／ではじまる音節，／siilsi／，／sui：su／の声道によくにている。ただ

し，破擦音であるためにおこる以下燧別にのべるちがいがある。写実的なパラトグラム，

そして連続記録紙のパラトグラムの爾者をみくらべると，閉鎖の局面と，摩擦の局面との

舌の接触状況のちがい，そして両者の推移のさまをこまかくみることができる。

　声道内気圧の記録図（P14）にみるように，この2種類の音節も他の無声のさまたげ音

のばあいと同程度に，その持続部において声丁丁の気圧が上昇する。

　軟口蓋は他の無声のさまたげ音のばあいと同様，たかい位置に上昇し，後続の母音もと

もにせま母音であるために，やはりたかい位置を保持する。そして子音区間における，閉

鎖の局面より，摩擦の局面の方が軟口蓋はごくわずか上昇していることは，この摩擦音を

うむための声道内の気圧の保持の問題と関連して注意をひく。

　呼気流量の記録図（F14）をみると，この破擦音ではじまる音節の発音についやされる

呼気の量は，おなじく舌さきの無声の摩擦音／s／のばあいよりはすくなく破裂音／t／

のばあいよりはおおい。摩擦というみじかい局面をもっているために両者の中間となるの

であろう。

3．　14一　1　／c　i／　cts　i）　（／c　inic　i／　（ts　ii：　ts　i）　）

　トレース図は／sin：si／〔∫i㍉∫i〕のばあいとかなりよくにている。しかし，

第1音節のそれを相互に比較すると，重要なちがった点がすくなくとも，2か所だけみと

められる。そしてその第1は，もちろん舌さきの部分であって，破擦音フォネーム／c／

のばあい，舌さきと歯茎との間にまず閉鎖の状態があり，ついで摩擦音をうむための狭窄

の状態にうつるという点である。パラトグラムにふとい実線でしめしてあるように，トレ

ース磁上で／sジ＝si／の子音〔∫〕のばあいとほぼおなじ形にもりあがった舌面は，

かなりひろく口蓋に接触している。口蓋音化のために，この／c／〔t∫〕のばあいの舌の
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W蓋への接触のしかたは，タ行の破裂音の音節／tパ：ta／，／tゼ：te／などにお

ける／t／のばあいのそれとはおおきくちがっている。摩擦の周面にはいると，正中線上

にみぞが形成されるが，写実的なパラトグラム（連続記録パラトグラムの140）における

摩擦の局面は，たまたま，まだ通路の幅が／si陛si／〔∫i、1∫i〕のばあいのそれ

よりせまい。しかし，つつく連続記録パラトグラム王41以降では／si㍉si／〔∫iir

∫i〕のばあいの〔∫］とおなじひろさになっていて，つぎの母音の局面へと移行してい

く。

　／si鰻si／〔∫ii：∫i〕のばあいとの重要とおもわれるちがいの第2は下口びる

にある。母音区闘における下あごのひらきも，かすかに／ciilci／〔t∫i陛t∫i〕の

ほうがひろめであるが，下のびるは，子音区聞から母音区間にむけて，みずからの筋肉的

活動によって下降しており，これは／si阪si／〔sinisi〕のばあい，みとめられ

ない。そしてこれは，実は／i～i：／に先行するばあいの／c／〔t∫〕の破擦音としての

韻質を維持するため，とくに〔S）との聴覚的なちがいを維持するための行動であると判

断される。トレース図上での上口びるにはうごきがほとんどないが，発話者自身の観察と

内省によれば，このとき，［コ輪筋をとりまいて，鼻の下，ほほ，あごに放射状にはしる筋

肉がわずかに緊張し，口びるの開ロ部の横幅をわずかにひろげるとともに（時系列分布図

X線14，LIP－Cにみえる口角の後退はこの開日部の横蟷の拡大をともなう），下口びるを

いくらか下降させ，このため上下の口びるもわずかだが緊張する。このようにして口びる

むろの共鳴室としてのはたらきをいくぶんおおきくすることによって，舌さきにおける開

放によって生ずる急激でみじかい摩擦音，とくにその開始の局面を聴覚的にきわだたせる

ことができるのである。もしもこの口びるのちいさな行動がともなわないと，／ci／の

／C／〔t∫〕における破擦音と／S圭／の／S／〔∫〕における摩擦音との聴覚的なちが

いはあきらかにちいさめになる。発音者ff身もトレース図を検討するまではこのような口

びるのわずかなうごきの存在に気づいていなかったが，このうごきはあきらかに発音者個

人の習慣ではない。もしも，／ci／の／c／〔t∫〕の閉鎖区問において，肋間筋を一時

的に収縮させて口腔内の気圧をたかめ，それによって閉鎖区間から摩擦区聞への舌先の開

放の際のジェットをはげしくすれば，この破擦音の摩擦音〔∫〕とのちがいをきわだたせ

ることは可能であるけれども，こころみてみればすぐわかるように，そんなことをするよ

りも，〔：！びるをほんのわずかだけうこかした方が効率的なのである。

　子音区間から母音区間にかけて，舌面が／i阪／のためのたかいもりあがりをおこなう
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のと同時に，下あごもわずかに開回する。しかし，この過程でおきる下口びるの下降の幅

はあきらかに下あごの下降によって生ずる受動的な下降の幅をうわまわっている。

　ところが，つぎにのべる／Cゼ：CU／〔tSQ“：tsa〕のばあいの破擦音／C／〔ts〕

においては，このようなUびるのうごきはほとんどみられない。

3．　i4tv2　／c　tt／（tsa）　（／cu”：cu／　（tsa”：tsi］）

　この音節のトレース図は，舌さきがいったん鹸茎との間に閉鎖をつくるという点をのぞ

けば，／sゼ：su／のそれとよくにている。しかし雪の位置，うごきに若干のちがいを

もつ。／SU阪SU／のばあい．舌はほとんどうごきをしめさなかったのに反して．／C

ゼ＝cu／のeg　1音節では，／c／の閉鎖の区間で舌先のうえのへり全体を歯茎に密着さ

せる必要のためか，／Sガ：SU／の第1音節の／S／のばあいより舌がやや前進してい

て，摩擦区問そして母音の区間にかけて舌さきがわずかに後退し，それとともに中一奥舌

面がもりあがる。また，この舌のもりあがりの必要のためか，喉頭蓋のあたりはかえって

母音区問で前進，上昇している。舌さきでおこる閉鎖の状態からほそい溝状のせばめの状

態への破裂は充分急峻であって，破裂とともにその溝を通過するはやい呼気によってする

どい摩擦音が発せられる。この音節の発音で，上の／cジ：ci／のばあいのような母音

にむけての口びるのうごきがみられないのは，この口びるの位置がこのフォネ～ムのこの

位置における〔s〕であらわされる音の音色の維持と共振の効率にとつてっこうがよいか

らであろう。

　一方，舌の行動にみられる／sボ＝su／のばあいとのちがいの方が，〔ts）におけるh

iSS音の急峻なたちあがりをつくりだすのに役だっていて，この音節の子音〔ts）の音色

を／SゼISU／における〔S〕から聴覚的に区別させるための重要な意味あいをもつも

のとみなされるのである。

3．15　タ行の音節（拗音）

　　　　／cja／　（£Sa）　（／cja”icja／　（tSa“：tSa）　）

　　　　／cju／　（tSi］！k］　（／cj’u”icju／　｛tS［k”rtSta）　）

　　　　／cje／〔t∫e〕（／cjゼニcje／〔t∫ゼ：t∫e〕）

　　　　／cjo／　（tSo）　（／cjoi：cjo／　（tSo”：tSo］　）

破擦音／cj／〔t∫〕ではじまるこれらの音節のトレース國はそれぞれ．摩擦音／sj／
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〔∫〕ではじまるサ行拗音の音節のそれに大体においてよくにている。しかし，　「ち」と

「っ」の項でのべたような，子音が破擦音であることと，摩擦音であることのちがいを反

映した微妙なちがいがやはりみとめられる。舌さきの部分はもちろんであるが，タ行拗音

における方が子音から母音にむけての下口びるの下降の幅がいくらかおおきめになる傾向

がみられること，舌が子音区間から母音区間にかけておおきめにうごく傾向がみえること

などは，いずれも〔∫〕と〔t∫）との音色の聴覚的な区甥を鮮明にするための運動のよう

にみうけられる。

　なお，この系列の発話は時系列分布図をかいている。また，／cja「二cja／以外のトレ

ース図は子音における閉鎖の局面の輪郭のみをえがいてあって，摩擦の局面がえがかれて

いない。摩擦の局面の大部分の線が閉鎖の局面のそれとかさなってしまうため，そして肝

心の舌さきの部分が不鮮明のため，省略したものである。

　声道内圧の記録國（P15）は，子音区闇で他の無声のさまたげ音と同程度の声道内の気

圧の上昇を記録している。

　呼気流量の記録図（F15）は，「ち」「つ」のばあいと同様，破裂音フrtネームではじまる

下行直音の音節よりはおおく，摩擦音フォネームではじまるサ行の拗音，直音よりはすく

なめの呼気流：騒を記録している。

　門々の音節についてのくわしい説明は下略する。　「ち」「っ」の記述，およびサ行拗音の

記述を参照。

3．16～17　ザ行の音節

　　　　／z　a／　（dz　a）　（／z　a”i　z　a／　（ciz　a”：　da　a）　）

　　　　／z　1／　（d3　1）　（／z　iiiz　i／　（d3　i”：　d3　i］　）

　　　　／zu／　（clzi｝　（／zu：izu／　（dziiidza］　）

　　　　／z　e／　（dz　e）　（／z　e”i　z　e／　（dz　e：i　Clz　e）　）

　　　　／z　o／　（da　o）　（／z　o　i：　z　o／　（dr　o：：　（lz　o）　）

　　　　／zja／　（d3a）　（／zjaiizja／　（d3ai：d3a）　）

　　　　／z麺／〔d3曲〕（／zjゼ：zju／〔d瞬’：d3ω）

　　　　／zje／　Cdge）　（／zjeiizje／　（d3ei：d3e）　）

　　　　／zjo／　（d3e）　（／zjonizjo／　（d30i：d30）　）

標準語における／z／，／zj／は，語頭にたつばあい，およびはねる音につつくばあい
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は，その代表的なアロフォンが閉鎖の局面をともなう破擦音であり，母音間で，あるいは

語頭においても，粗略な発音において，しばしば完全な閉鎖の局面をもたないよわまり破

擦音となる。そして摩擦音／S～sj／と破擦音／C～cj／の区別のある無声音のばあい，

／C～cj／は／S～sj／との音韻的区別の必要から調音の粗略化が銘較的おきにくいのに

対して，音韻的に対立する摩擦音をもたない／z～zj／のばあいには，完全な閉鎖の局面

をつくる努力は簡単に放棄されてしまう傾向がある。しかし，そのばあいの音はよわまり

破擦音とよぶにふさわしい音であって，標準語では，無声音の／S～的／〔S）～〔∫〕

に単に声帯の振動をくわえてこれを有声音にかえたような純粋の有声摩擦音として／z～

zj／が発音されることはあまりないようである。また標準語のはなし手たち1まこのフォネ

ームが完金な破擦音で発音されるか，よわまり破擦音，ないしは摩擦音で発音されるかに

まったく無孝心であり，かっ，ふつうこれらについてききわける能力をもたず，したがっ

て／Z～zj／と直接に対立している無声音フォネ～ム／S～sj／と／C～cj／とがよくき

きわけられるのと対照的である。

　真上からみたパラトグラムにおいて第1音節で完全な閉鎖がなされていない例がみえる

が，そのような例／za、：za／，／ze㍉ze／．／z♂：zo／，／zja・izja／，

／zjei：zje／のうち．最後の例をぞいては，連続記録パラトグラムでは，そのひとつ，

あるいはふたつ前のパラトグラムに閉鎖の局面があり，これはあらかじめきめた記録図の

選択の方法がもたらした結果にすぎず，これらは最後の例をのぞき，完全な破擦音とみな

すべきものである。完全な閉鎖をかいたばあいの例も，せばめの幅などの特徴からみてよ

わまり破擦音とみるのが適切だとおもわれる。

　そしてトレース図でみるかぎり，各調音器窟のうごきは，舌先の閉鎖の部分をのぞいて

摩擦音ではじまるサ行の直音，拗音のそれによくにているし，全体としては，それぞれ，

ミニマルな対立関係にある破擦音ではじまる「ち∬っ」，輝輝の拗音，また摩擦音ではじ

まるサ行の直音，拗音のそれによくにていて，おおきなちがいがない。したがって，個々

の音節についての説明を省略する。

　時系列分布図（X線16），そしてソナグラム（DP16，17，X線17）をみると，一見して

有声音／z～zj／のばあい，音節全体の持続の中にしめる子音の持続部とみなすべき区間

（破擦音のばあい，その閉鎖と摩擦の両局面の合計）が対立する無声音／S～sj／と／C

～cj／に比してずっとみじかいことがあきらかとなる。そしてこれは／p～pj／と／b～

bj／，／t／と／d／との間にみられた相違とおなじ傾向のものである。
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　声遵内気圧の記録図（P16，17）には，子音の持続部における声道内の気圧のたかまりの

程度が，やはり無声音／S～sj／，／C～cj／のばあいにくらべて一貫してすくなめであ

ることがみえる。呼気流量の記録図（F16，17）　では，無声子音ではじまるサ行の直音，

拗音の音節，「ち」「っ」と類似して，使用する呼気の流量が破裂音フォネーム／d／ではじ

まる音節のそれ（Fll）とくらべて，一貫して根当おおめであることがみてとれる。摩擦

の局面をもっためである。

　軟口蓋は子音区間でたかくもちあがり，母音区間では碍音がひろいか，せまいかにおう

じた若干の下降をしめすが，トレース図および時系列分布図（X線16）を此織すると，子

音区間におけるそのもちあがりのたかさは，サ行の音節の子音のそれ，および，　rち」，

「っ」の子音のそれと比較すると一一一paしてややひくめとなっている。

3．18　ナ行の音節（直音）

　そのトレース國をみると，声道の形づくりの点では，ナ行の直音の音節の発話のうち，

／na、：na／，／ne、Ine／，／no「mo／の3者はそれぞれ，／taiita／，

／tett：te／，／toi：to／の3者，ならびに，／da「＝da／，／de”：　de／，

／do、：do／の3者のそれによくにているし，／ni”inl／，／RU”inu／の2者

はそれぞれ，／ci、＝ci／，／cゼ：cu／，および／zii：z圭／，／zu・：zu／

のそれに比較的にている。そしてどちらかといえば，無声音より有声音の系列の方にいっ

そうよくにている。しかし，子音が鼻音であるために，軟口蓋の位置がおおきくちがうほ

か，いくつかのこまかいちがいがみえるQ

　子音の持続部でやや下降して鼻むろへの通路をひらいているWt　m蓋は，第1音節の母音

区間でもさして挙上せず，通路の幅はせばまらないで，第2音節の子音につつくが，これ

は第1音節のなが母音が前後から鼻音にはさまれたためでもある。第2音節では，軟口蓋

と咽頭の後壁との距離は，わずかだがせばまる傾向をみせる。しかし，いずれにせよ，他

の鐸音以外の子音に後続するばあいとちがって，母音はこのためにかなりの程度に鼻音化

している。

　当然のことながら，声道内気圧の記録図（P18，王9）にみるように，ナ行の音節は，マ行

の音節（P8，　P　9）と同様，子音の持続部において声道内の気圧がたかまっていない。

また，そのことを反映して，子音の持続部における声道内気圧のたかまりの結果とみられ
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るような喉頭腔の前がわの壁の前への移動はみられない。（なお，／nai：na／および

／nja「rnja／におけるそれは子音から母音にかけての舌の移動と連動した別の性質のも

のである。）

　鼻音フォネームを発する際の軟ロ蓋の制御一般について，そして，トレース函にみるよ

うに，舌さきの鼻音／n～nj／を発音するばあいの蝉むろへの側面からみた通路の幅，軟

口蓋と咽頭後壁との問のへだたりの程度が／m～瀬／のそれよりひろめになることに関し

ては，マ行の音節の項ですでにのべた。また．この通路のおおきさの制御に軟口蓋ばかり

でなく，咽頭がわの筋肉的活動がまま閣与している様子もトレース図からしばしばうかが

うことができるが，それが正確にどのようなものであるかは，このX線資料からは判断し

かねる。

3．　18一　1　／n　a／　（n　a）　（／n　ai：na／　（n　ai：na］　）

　トレース図における，子音の持続部と母音のそれとの一下あご，目びる，舌の3者のへだ

たり，位置関係は，おなじ舌さきのフォネー・一・ム／t／，／d／ではじまる音節のそれとよ

くにている。したがって，これについては説明を省略するが，母音において，下あご，前

之の下降の程度，そして舌根部の後退の程度は，／ta「i　ta／，／dガ1da／のばあ

いよりわずかにちいさめである。そしてこれは偶然的なものではなさそうである。そして

もし偶然的ではないとすれば，それは，破裂音と鼻音との間における，舌の運動の敏速さ

の差ともかかわる事実であるとおもわれる。つまり，他の条件がおなじならば，破裂音，

とくに無声破裂音における声道の閉鎖から開放へのうごきをおこなう調音器官の運動，す

なわち，日びる音のばあいはとくに下口びるの運動，舌さき音のばあいは舌の運動は，鼻

音におけるそれより敏速でかつおおきめになりやすい。一方，鼻音は声道の開放による閉

鎖された空間の呼気圧の急激な低下，つまり「破裂」をおこす必要のない，あるいはおこ

してはならない音であって，口むうがわの声道の開放につれて，声遵のもつ声の共振の特

性が急速に変化しさえずればよい。ロむうがわの毒道の開放によって，声の音色ときこえ

のおおきさの，とくに音色のはやい変化をひきおこすことが音節をひらく輿音フォネーム

の韻質の確保にとってもっとも必要とされるのであり，そのため声遵の開放の速度は破裂

音のばあいよりゆるやかであってよいわけである。／p～pj／と／m～編／については，

下田びるの開大して下降する速度にちがいがみいだされたし（466ページ），先行のすぐ

れた研究（Fujimura，1961）もある。この1秒あたり24コマのx線映画フ4ルム資料は，舌
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の降下速度をみるにはいささか，あらいものであるが，それでも，ナ行の音節の蒔系列分

布図（X線18）においても，前舌面がほぼおなじ時間によりおおきな距離を下降する馬溜

ダ行のそれ（X線10，ll）とくらべでおそいことは確認できる。

3．　i8－2　／n　i／　Cn　i）　（／n　iim　i／　（p　i”：n　i）　）

　この音節のトレース図にちかいものをさがせば，／cii：C豆／，／zin：zi／のそ

れであるが，／ni㌔n孟／のそれは軟口蓋のちがいをのぞいてもtこの両者といくつか

のこまかい点でちがっている。

　第1音節のトレース図をみると，まず，舌先は／n／〔n）の持続部において単独で発

音したばあいの／i～i：／の舌さきとあまりかわらない位置にあり，下の門歯裏にかるく

おしあてられている。これに対し，／ci■／〔t∫i〕，／zi／〔d3i〕などの子音に

おける舌さきは，パラトグラムからの推定，および内省によれば，それよりややたかい位

置にある。そして，パラトグラムにみるように，舌は，その先端からややへだたった舌べ

りから前舌の前よりの部分にかけて，そしてわき舌のひろい部分が，上の歯茎から硬口蓋

にかけてのかなりひろい範囲に接触している。真上，および側面からみたパラトグラムを

／tパ：ta／，／da、＝da／，／nパ：燕a／の3者の子音，また／ciilci／，

／zジxzi／，／nii：ni／の3者の子音について比較すると，雷の口蓋への接触部

位，接触面積の点で／ta「：　ta／，／da「Ida／，／nai：na／の3者はたがいに

よくにているが，／ta“：　ta／の／t／は閉鑛の堅固さを反映して，あとの2者より鳶

の接触の幅がひろい。，そして／cin：ci／，／zi：：zi／．／ni「m圭／の3者

は前の3者と比較して，口蓋音化のために接触面積がはるかにひろい。そして，その中で

は／ni”：ni／のばあいがもっともひろい。この／n戸＝ni／における舌の接触面積

は非常にひろいが，／ci「：ci／，／ziilzi／とくらべて，一番まえの2，3の電

極に接触がないことが特徴的である。／nii：ni／においては，比較的緊張のちいさめ

な前舌面が硬口蓋の粘膜にひろく，やわらかく接触しているのである。標準語の／ni／

〔Bi〕のゼやわらかい」あるいは「しめった」あるいは「粘着的な」音色の特色はこの

ようにいちじるしく口蓋音化した前舌の調音によってうみだされているといえる。

　このような調音をおこなうために，香は子音の持続部ですでに前によって，前舌母音型

の形をほぼ完成しているが，母音区間でさらに前により，かっ前舌はいっそう上へもりあ

がる。
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3．　18－3　／nu／　（ntu）　（／nuiinu／　（nvai：nea））

　／n／の持続部において，舌先は／na陛na／の／n／におけるように，その上のへ

りのせまい部分が上門歯のすぐ後ろの歯茎に，そしてわき舌はその側面が臼歯の側面に接

触して，口むうがわの声道の閉鎖が完成している。パラトグラムを，／cゼ：cu／，お

よび／zゼ：zu／のそれと比較すると，／nゼ＝n雛／の／n／の舌の接触面積はせま

く，閉鎖が堅固でないことがうかがえる。そして母音区間では，中舌から奥舌にかけてが

この母音を単独で発したばあいとほぼおなじ位置よりわずかにたかめの位置にまでもりあ

がっている。パラトグラム上でみると，舌の接触部位が単独で発したばあいの／ゼ：／に

おけるそれよりも前にまでのびてきており，前舌，舌先も単独で発したそれより，たかい

位置にあることがわかる。子音／n／の影響である。しかし，これを／Cゼ：CU／，お

よび／zu阪zu／のそれと此糊すると，やはりちがっていて，あとの2者の母音におけ

る先行子音の影響はこれよりずっとおおきく，それらの項でのべたように，第1音節の発

音で子音の位置から母音にかけて，舌は／CU阪CU／ではほとんど，／ZU「：　ZU／で

もごくわずかしかうこいていない。そのためにこれらのばあいは，その母音を巨〕のよ

うにしるした。それに灼して，／RU”：nu／〔nuai：nea）のばあい，舌はわずかでは

あるが，全体として後退して．香さきと歯茎との間もひろめになる。

　なお．パラトグラム上で養の接触部位が左右でアンバランスなのは，発音者の歯の咬合

のゆがみによって生じた上あごと下あごとの位置のずれを反映したものである。下あごが

右にずれていて，接触部位にアンバランスがあるときは，つねに発音者自身からみて右が

わ，真下からみたパラトグラムのそれでは下がわ，真上からみることになる連続記録パラ

トグラムでは右がわが接触部位をしめす面積がおおきい。

　口びると下あごとは，eg　1，第2音節を通じて一貫してほとんどうこかないが，爾者と

も，そのひらきの程度は単独の／ボ：／のばあいのそれよりおおきめである。このひらき

のおおきさは，口むろで生ずる母音のひびきのおおきさをたもち，かっ，このせま母音に

おける鼻音化による音色の過度の損傷をふせぐ意解をもっていて，けっして無意味なもの

ではない。ひらきをせまくしたまま，発音をこころみてみればわかるように，もし，ひら

きをおおきくしなければ，過鼻音化の現象がおこるのである。ただし，ほぼ茨城県栃木票

以北の東関東，および東北地方出身の人々は，しばしば単独の／u～ux／を発するばあい

にも，善都圏そだちの人々より，asびるのひらきをおおきくして発音する傾向があり，そ

¢）母音の音色は標準語のそれより「申舌的」である。
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　軟口蓋は第i，第2のそれぞれの音節の子膏区間と母音区間とでほぼおなじ位置にとど

まっているが．第2音節での位置は第1音節のそれよりややひくい。

　第1音節における喉頭蓋，そして喉頭腔の前がわの壁は／n／がひびき音であって，声

道内の気圧の上昇がみられないことを反映して，子音区間ではまったく前へよらず，ゆる

み声で相対的に呼気の流量のおおい第1音節の母音の区問で，かなりいちじるしく前によ

る。このうごきは時系列分布図（X線18，LARYI，LARX2）にもあきらかである。

　第2音節では，声のよわまりに対応する調音活動のゆるみを反映して，子音区聞と母音

区間との声道の位置の変異があまりおきていない。雷さきのわずかな下降によって［コむう

がわの通路がひらかれ，口むろの共鳴室を外とつなぎ，軟口蓋がわずかに咽頭後壁にちか

づいて母音の籐音化の程度をわずかによわめる。そして，おそらく下部咽頭の弛緩を反映

してか，咽頭後壁の下部が前進している。

3．　18－4　／n　e／　（n　e）　（／R　eiine／　（n　eiiRe）　）

　この音節のトレース図，そしてパラトグラムは／te阪te／，／de㌔de／のそれ

によくにている。この2者とのちがいは，鼻音であることによる軟口蓋の位置のちがい，

そして子音区：問における声道内気圧のたかまりの欠如を反映したとみられる，喉頭腔のふ

くらみのなさの2点にみられる。そのほかの点では，下あごのひらき，mびるなどにほと

んどちがいがみられないにもかかわらず，／ne”1　Re／の第1音節の子音で中舌面がや

やたかめである点がやや注霞をひく。その原困はよくわからないが，舌さきによる声道の

閉鎖の際の舌の緊張のちがいにかかわるものかもしれない。／t／，／d／の方が堅固な

閉鎖のためにTいくらか舌さきが緊張している。

3．　18－5　／n　o／　（R　o］　（／n　o｝no／　（n　oi：no）　）

　この音節のトレース図，そしてパラトグラムも／toi：to／，／don：do／のそれ

によくにている。したがって，雪，下あご，mびるについては説明を轡略する。この2者

とのちがいは，鼻音であることによる軟口蓋の位置のちがいtそして子音耳聞における声

道内気圧のたかまりの欠如を反映したとみられる，喉頭控のふくらみのなさの2点にみら

れる。

　そしてこのトレース図では，第1音節，第2音節とも，軟口蓋が子音区間から母音区間

にかけて鼻むろへの通路をせばめるうごきをしている。そしてそのようなうごきは，おな
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じナ行オ段の／njo「mjo／，そして，マ行オ段の音節／moi：mo／，／朗0、：覇0／

の発音において，鼻むろへの通路がおなじくほかの母音のばあいと比較してせまくなって

いるのとならんで印象的である。これは小舌がたかくもちあがって軟口蓋との距離をせま

くするオ段の母音のばあい，奥香と軟口蓋とがちかづきすぎて過鼻音化現象がおきるのを

ふせぐための行為ではないかとおもわれる。

3．ig　　ナ行の音節（拗音）

　　　　　　／nja／（算a）／nja齢1：簸ja／〔naコニ∫三a）

　　　　　　／nj　u／〔葺磁〕／njゼmj　u／〔」1磁「＝灘懐〕

　　　　　　／njo／　C“o）　／njo”；njo／　（poimo）

　基本的には，／ni／の口蓋化した子音〔3i〕の声道から，それぞれ母音／a～a：／，

／u～u：／，／o～OI／の声道への移行とみなすことができるが，子音．母音のそれぞれ

の位置はフォネーム聞の棺互影響をうけている。母音区間において，いずれの母音のばあ

いにも，鼻むろへの通路があいたままになっていること，また単独でその母音を発したば

あいよりも，舌の最高点が前よりであること，また／njai：nja／，／njo「：njo／の母

音において，下あごのひらきが単独で発音された母音のばあいにくらべてせまくなってい

ることなどは，子音の調音の母音の調音へあたえる影響による。子音区間では，下あごの

ひらき，そして前舌のもちあがりの程度，舌根部の位置のちがいなどに，後続母音の影響

による若干のちがいがみられる。／njゼm沁／の第1音節で，下口びるは舌が後退する

のとは反対に前進，かっ上昇して，上口びるとの距離をちぢめるうごきをしめす。また，

／njo「mjo／の第1音節では，下顕びるは子音の区闘ですでにややっきだされて，その

位置を母音区聞でそのままたもつ。

　なお，／nja”Inja／の写実的なパラトグラムにおいて，第1音節の子音の舌先の部分

に舌の接触がみられない個所があって閉鎖が不完全になっているが，このふたつ前の連続

記録パラトグラム（DP資料10－104，105）では接触があって，舌による閉鎖は完成してい

る。その第2音節の子音も，開放の直前のパラトグラム（DP資料10－124）では，接触面

積がもっとひろい。あらかじめ規則によってきめた写実的なパラトグラムの選択がもたら

した結果である。しかし，／nju「：n海／の第1音節の子音のばあいには，写実的なパラ

トグラムばかりでなく，連続記録パラトグラムの上でも，正中線上にほそい接触のない部

分がのこされていて，完全な閉鎖の局面はあらわれない。連続記録パラトグラムをややく



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．20ラ行の音節（直音）491

わしくしらべた結果からみて，声道内の気圧をたかめることが必要な／cj／などの閉鎖の

ばあいにくらべ，／nj／における閉鎖は，舌面における緊張の程度がすくなくてもよいた

めに，完全な閉鎖の局面がみじかかったり，それがばあいによってかけたりするのだとお

もわれる。

3．20　ラ行の音節（薩音）

　舌さきのはじき音／r～rj／の，名前のとおり，舌さきの部分が上にそって前にはじく

ような運動をするさまは，X線映画フィルムを上映するときにはよくみえるが，静止した

フレーム上では，像がぼやけてトレースすることが囲難となる。したがって，ここにかか

げたラ行の音節のトレース図の舌さきの部分（こまかい点線でえがいた部分）はDP資料

などを参考にしてかりにかきいれたものである。ひびき音としての舌さきのはじき音の国

際音声記号には〔f）があるが，ここでは簡略に〔r）を使用して表記する。

　／r／は，／i～il／以外の母音フォネームに先行するとき．全体としては平坦にちか

い形をした舌のうちの舌さきの部分が，スプーンのへりのように上むきにまがり，そのも

っとも先端の部分（舌尖部）が上の歯茎のもっとももりあがった付近についてかるい閉鎖

を形成したのち，前，そして下方へはじくような運動をしながら，後続の母音の雪のかま

えへと移行することによってつくられる。また，／i～i：／に先行する／r／，そして拗

音をつくる／rj／は，前雷の部分が硬口蓋にむけてたかくもちあがりながら，同時に舌さ

きがわずかに上むきになって，その先端の部分を歯茎の同様な部分につけて，やはりかる

く閉鎖したのち，前，そして下方へはじくような運動をすることによってつくられる。こ

のときの舌は，上へのもりあがりと，ちいさなそり舌とを同時に実現するので，おさない

こども，そして外国人にとって，しばしばむずかしい発音である。

　なお，写実的なパラトグラムのうち，第1音節の／r～rj／の雪の接触部位が正中線の

部分で左右にとぎれているものがあるが，連続記録パラトグラムをみると，先行のいくつ

目かのパラトグラムではつながっていて，声道に，時間的にはみじかくても，閉鎖の局面

があることがたしかめられる。

　また，この子音は，持続部においてこのような雷先を上にむけるようなかまえをとって

雷の先端を上の歯茎にあてがう関係上，後続の母音フォネームの種類にかかわらず，下あ

ごのひらきの程度が，他の舌さきの子音フォネームと比較したばあいに，わずかにおおき
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めになる。声道内気圧の記録図（P20，21）をみると，この／r～rj／の持続部における声

道内圧の上昇がさまたげ音のばあいにくらべて，その程度がちいさく，かっ上昇のおこる

時間もたいへんみじかい。

　トレース図上でも，また時系列分布図上でも，tWI］蓋の上昇の程度は，さまたげ音フォ

ネームのそれにくらべて概してひくい。そして呼気流量の記録図（F20，　21）は，鼻むうか

らのわずかな呼気の流出が発話中も概してやんでいないことをしめしている。

　このフォネームがひびき音に分類され，またこのフォネームではじまる音節がN本語の

音韻論で漕音に分類されるのは，その調音に際して子音の閉鎖区間で声道内の呼気圧をた

かめずに，開放の際に濁音に特有な母音のいりわたりにおける濁音特有の9にごった」声

のたちあがりの特徴を生じさせないということと関係している。もしも呼気圧がたかまれ

ば，開放に際して〔d）（このばあい，ややそり雷の，英語の語頭などにおける〔d〕）

の音がうまれる。このはじき音フォネーム／r～rj／の調音に際しては，音韻的環境によ

り，ときにより，また人によってわずかずつちがった調音がなされることがあるが，それ

らはいずれも，門先をつよく緊張させずに閉鎖をよわくする，閉鎖区間の時間をみじかく

する，はじく運動によって朗鎖を形成した舌さきを急速に前へ移動させる，閉鎖をしばし

ば不完全にして，中央もしくは側面にすきまをのこす，軟口蓋を労資上昇させず，鼻むろ

への息の通路の閉鎖を不完全にして声道内の気圧の上昇をふせぐ，雷さきによる閉鎖が形

成されている区問中に呼吸筋の活動を調整して声道内の気圧を上昇させないでたもつ，な

ど，いろいろな調音上のくふうを時に応じてくみあわせることによって，フォネーム／r

～rj／の，さまたげ音ではなく，鼻音でも，半母音でもないこの流音の，ひびき音として

の韻質の維持をはかっているのである。

3．　20－1　／r　a／　（r　a）　（／r　a“ira／　（r　a”：ra）　）

　／r／の持続部で軟口蓋は咽頭後壁からはなれていて，声道内の気圧の上昇をふせいで

いる。母音の区間では下あごの開大とともに，舌，そして喉頭蓋が後退して／a～a：／の

かまえをとる。母音区間において，単独で発音した／パ：／とくらべて下あごの開大の程

度がちいさめであること，舌の最高点の位置がわずかに前よりであることなどは先行子音

による影響である。

3．　20－2　／r　i／　（r　i）　（／r　iii　r　i／　（r　i“ir　i｝　）
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　／r／の持続部で舌は充分前によって，かつ，たかくもりあがり，前舌母音としてのか

まえをほぼ完成している。そのような条件の中で／ra／などの／r／にくらべて，舌さ

きのごく一部だけが／r／のそり舌のための形づくりに参与している。もし，舌のもりあ

がりの位置がやや後ろによると，舌さきは歯茎にとどくことができず，日本語のこの音節

の発音は不可能になって，／r／の脱落したような発音，あるいは歯茎に接触しないそり

雷の〔r〕の発音が生じる。また，舌さきのよりおおきい部分をそり舌をつくることに参

与させると，前舌をたかくもりあげることが不可能になって／r／の後続母音が〔i）な

いしは〔T〕でしるされるような母音となり，臼本語のこの音節の音色の規範性がうしな

われる。外国人の日本語にこのいずれかの発音がすくなくないこと，fi本語の諸方言でし

ばしば／i／に先立っ誘中の／r／が脱落したり，反対に／i／が脱落して／r／でおわ

るとじ音節がうまれたりするのは，このような原隆によって生じる現象である。

　口蓋音化したこの／r／をそうでない／r／とおなじ音声記号〔r〕であらわすのは問

題であるけれども．ここではしばらく慣用にしたがう。

3．　20－3　／ru／　（rtu）　（／rui：ru／　（reai：rtu））

　　　　　　／r　e／　（r　e｝　（／r　e”i　r　e／　（r　e”i　r　e）　）

　　　　　　／r　o／　（r　o）　（／r　oh　r　o／　（r　o“：ro）　）

　先行の子音，後続の母音は相互にわずかずつの調音上の影響をうけているが，とくにい

ちじるしいものはないので，説明を省略する。

3．21　ラ行の音節（拗音）

　　　　　　／rja／　｛rja）　（／rjaiirja／　（rj’a”irja）　）

　　　　　　／rju／　［rjCik）　（／rju“：rju／　（rjtrkiirj’u’　i’　）　）

　　　　　　／rjo／　（rjo）　（／rjo”irjo／　（rjoi：rjo）　）

　トレース図にみるように，口蓋音化した子音の影響によって，後続の母音の位置，そし

て舌の最高点の位置がそれぞれかなり前よりになっている。なお，この拗音の系列の音節

は調音運動の時系列分布図をかいているので，子音のための声道から番がどのようにして

母音のためのそれへ移行していくかは，DP資料によってみるしかない。しかし，音声記

号による上記のような表記にもかかわらず，〔r〕の養さきの開放のあとに〔」〕のための

硬口蓋へのもりあがりがおこるということはなく，舌さきが歯茎に接触して声道がとじら
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れ，声道の開放がおきる前に．前舌面のもりあがりは完成しており，舌先のはじく運動の

開始とほぼ同時に，後続母音のための下あごの開大，そして前舌母音型にもりあがった舌

の位置から後続母音のための舌の位置への移行もおこっているとみなすべきである。

　したがって，ここで〔rj〕は口蓋音化したはじき音をあらわす音声記号としてもちいら

れている。ただし，ラ行拗音の音節が有声のひびき音フォネームではじまり，かっそのフ

ォネーム／rj／における声道の閉鎖の局面がきわめてみじかく，欠如するばあいもあると

いうことは，この子音フォネーームのでわたり，後続母音のいりわたりにおける，わたりの

〔」〕の音色のきこえてくる時間を拗音をつくる他の子音フォネームのばあいよりも相対

的にながいものにしている。

　この音節の発音はε体語をならう外国人にとって一般にむずかしい方に属し，それは調

音的にみても上にのべたように理由のあることであるが，ローマ字による‘rya，　ryu，ryo’

という表記も，その‘r’と‘y’とを別々に発音させる原霞としてはたらきうる。

3．22　力行の音節（直音）

　奥番と軟日蓋の問でつくる破裂音／k／は，後続の母音フォネームの種類に応じて調音

点，つまり，このばあい閉鎖のつくられる場所が前後にずれることは比較的よくしられて

いるが，そのずれのさまはトレース図にみるとおりである。

　すなわち，トレース図の結果によれば，／i～i：／の前にたっばあいがいちばん前．つ

ぎが／e～e：／の前，ついで／u～UI／の前，そのつぎが／a～a：／の前，そしていちば

ん後ろになるのが／o～o：／の前である。そして，拗音の音節をつくる／kj／の閉鎖の位

置は，いちばん前の／i～i：／の前にたっ／k／とほぼおなじである。パラトグラム上で

は，その後ろの部分に舌の接触部位があらわれるが，パラトグラム上でも，上にしめす順

に雪の接触部位が後ろへ移動し，接触する面積がへってゆく。

　そして，この発話のX線映画フィルムを上映してみると，舌の全体が子音における閉鎖

の位置から母音における開放の位置へと直線的にうごくのではなく，香面が口蓋にそって

前後にすべるかのように，そして，香骨と下顎骨とに強力な舌内筋によってっらなった舌

全体が，そのほぼ中心部を軸にして，回転するかのようにうごくうごきが，舌面の上下方

向のうごきにくわわりながら，おこっている。そしてその回転するような，すべるような

うごきは，母音の調音位置が子音の調音位置より前よりである音節連続／kii：ki／，

／ke「：ke／のばあいには前むきにおこり．母音の調音位置が子音のそれより後ろより
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である／kゼ＝ku／，／ka阪ka／，／ko阪ko／のばあいには，後ろむきにおこ

っている。この舌全体の回転するようなうごきに，舌面が口蓋の粘膜におおわれた表面を

唾液を潤滑剤としながら実際にすべるうごきがふくまれているのかどうか，いるとすれば

どの程度なのかをこのX線資料から正確には計測できない。しかし，ひろい舌面と口蓋の

ひろい調音域で嗣鎖の形成されるこの子音の調音に，食事などでは頻繁におこなわれてい

るこのような舌面のすべるうごきがふくまれていてもふしぎではないし，発音者の内省に

よれば，たとえば／ki／などの調音の際に，舌面が口蓋と閉鎖を完成する最後の局面に

はこのような前むきのすべるうごきがふくまれているようにおもわれる。なお，子音にお

ける番の最高点と母音におけるそれとの前後方向の位置のずれと，最高点の上下方向の移

動の程度とは，時系列分布図（X線22，23TOGH3，　TOGH1）によってしることができる。

　／k～kj／は無声のさまたげ音であるため，その持続部において，軟［ll　Xの土昇の程度

はおおきく，時系列分布國（X線22，23，VELM2）にみるように，後続の母音にかかわりな

くほぼおなじたかさに達するが，／i～i：／，／u～UI／のまえでもっともだかい。そし

て母音区間では，他の子音フォネームに後続するばあいとおなじくtせま母音ではほとん

ど下降せず，ひろ母音では下降の幅がややおおきく，半ひろ母音では下降の幅がごくわず

かとなる。

　声道内気圧の記録図（P22，23）にみるように，子音の持続部では声道内の気圧は，他の

無声のさまたげ音におけるのとほぼおなじ程度GOO～70㎜／恥0＞上昇する。母音の区聞で

ほぼ大気圧のレベルに下降するが，他のばあいとおなじく，せま母音のばあいにはごくわ

ずかたかめに推移する。

3．　22－1　／k　a／　（k　a］　（／k　a”ika／　（k　a”ika）　）

　／k／の持続部では，舌はその中舌から奥舌にかけて，後続する／a～a：／においても

っともだかくなる部分が非常にたかくもりあがり，軟日蓋のわずかに前よりの部分におし

つけられていて，この部分で声道が閉鎖されている。このとき，下あごはわりあいにひろ

くひらいていて，舌によって閉鎖された声遵の前の部分の膨むうには，わりあいにひろい

空聞がっくられており，声遵の出口もわりあいにひろくあいている。

　下あごの下降と同時に，もりあがった舌面は急速に下降して，／a～a：／のための位置

をとるが，そのばあい，舌のもっとももりあがった場所は，単独で発音した／a阪／のば

あいよりわずかたかめにもちあがっている。これは，／k／のためのこの部分のもりあが
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りの影響がのこるためである。また，このとき，舌がおおきな下降をするのに対して，下

あごの下降はそれぼどおおきくない。したがって，トレース園にみるこのときの舌面のお

おきな下降には，下あごの下隆による要素がふくまれてはいるものの，主として舌当身の

舌内筋の活動によっていることがあきらかであろう。そして二丁と胸骨とをむすぶ舌外筋

もこれをたすけているはずである。トレース図における子音区間と母音区悶との間での舌

骨の位置のずれはその証拠であろうし，喉頭の下，胸骨の一上の皮膚に指をあてがって声を

ださずに／ka／のうごきをしてみると，この筋肉の収縮を指に感ずることができる。

この音節の調音において特徴的なことは，下あごが／k：／の持続部においてあまり上昇せ

ず，下あごの開大の程度が他の子音フォネームのばあいとくらべて，比較的おおきめにた

もたれることである。そして，このことはこの音節の音色のつくりだしに重要な意味をも

っている。なぜなら，下あごの開大の程度をもっとちいさめにすれば，奥舌をこれほどた

かくもりあげなくとも，璽舌は軟口蓋との間に閉鎖をつくることができるからである。そ

して下あごを急に，そしてややおおきめに開大させながら舌を同時に下降させれば，やは

り〔k：a〕を発音することができる。しかし，そのような調音をおこなったばあい，それ

をこころみてみればすぐにわかるように，母音のいりわたりに〔ua〕ないしは〔if〕でし

るされるようなみじかいわたり音がはいってしまって，臼本語のこの音節の聴覚的な規範

からとおざかってしまう。この／ka■：ka／という発話においても，／pガ：pa／の

項でのべたのとおなじように，子音の持続部において後続母音のための声道の形づくりを

できるだけ完成しておいて，それから母音へ移行するという，日本語の子音フォネームと

母音フォネームとのくみあわせかたの特徴がみいだせるのである。

　なお，第1音節の発音において，トレース図と時系列分布図でみるかぎり，下口びるは

子音区間から母音区間へ下あごとほぼ同時におなじ程度に下降していて，下口びると下の

門歯の先端とのたかさの差はかわらず，したがって両者の位置関係は子音と母音とで変化

していない。ところで，下日びるがまったく緊張のない状態におかれていて，これが下あ

ごの下降にしたがって受動的に下降するばあいには，第1に，両者の下降に時問的なずれ

が生じて，下口びるの下降にわずかなおくれが生ずるはずであり，第2に，下あごの開大

がおおきくなればなるほど，下口びるの下降はそれに追従できなくなって．たとえば下あ

ごの開大を非常におおきくすると，下日びるの上端のたかさが下の門歯先端のたかさより

もたかくさえなりうる。そして，そのような状態にならないように，下欄びると下あごと

の位置関係をほぼ一定にたもとうとすれば，口びる．もしくはその周辺の筋肉（このばあ
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いとくに，下mびるを下方，もしくはななめ下方にひっぱる，おとがいに分布している諸

筋肉）の適当な緊張が必要になる。そして，とくにこの筋肉にかぎったことではないが．

このような筋肉の活動がどのくらいおこなわれるかは，はなし手が個々の単語をどのぐら

いていねいに，明噺に発音しようとしているか，とか，その単語の文の中での重要さの度

あいがどうであるか．とか，はなし手が元気か，つかれているか，とか．どういう感情に

おそわれて，どういう褒情をしているのかなど，さまざまな条件によっていろいろにちが

ってくるはずのものである。そしてここで，このばあい，すなわち発音者が無意味音節を

規範的な音色で，粗略にならず，誇張もせずに，表現的には中立的に発音しようとしたば

あいに，下あごと下ロびるとの位置関係が下あごの開大によって変化していなければ，下

口びるの位置と形とをこのように維持するためのわずかな筋肉的緊張があると判断される

のである。そしてそのような緊張は，この音節の規範的な音色を維持する必要から，それ

に適した声道の出mの形と断面積を確保するためにおこなわれているとみなされるのであ

る。ちなみに〔al〕という母音を発しながら，指さきをおとがいにあてて．指で下ロびる

の位置をわずかでも上下にかえると，母音のねいうに明瞭な変化があらわれることがたし

かめられる。またおとがいの筋肉の緊張の有無は指さきをおしあててみれば，自分で簡単

にたしかめることができる。

3．　22－2　／k　i／　（k　i］　（／k　liik　i／　（k　iiik　i）　）

　子音区闘から母音区闘にかけて下あごと口びるはほとんどうこかず，調音はほぼ舌のう

ごきのみによってなされている。舌面は，ちょうど中舌とよぶべき部分が硬口蓋と軟口蓋

との境界あたりに接触して声道をとざす。鐙音のための声道の形づくりは，単独で発した

ばあいの／ii：／のそれと，トレース図上では，両［コびる，下あご，舌，軟口蓋などの位

置が殆どちがいがない。パラトグラムをみると，子音区間と母音区間で舌の接触している

部分がほとんどかわっていないことがわかる。すなわち，舌面はパラトグラムがとらえる

範囲の前舌部分では硬口蓋の側面に密着したまま，ほとんどうこいておらず，申舌から奥

舌にかけての部分だけが下降することによって声道が開放されるのである。ただし，舌は

上にのべたような口蓋を前へすべるちいさなうごきをしている可能性がある。

　子音区闘から母音区闘への喉頭蓋，舌骨の位置のずれは，舌内筋（そして，おそらくお

とがいと舌骨をむすぶ筋）の収縮によって受動的におきているものと推定される。
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3．　22一　3　／k　u／　（k　ur）　（／k　u：i　1〈　u／　（k　eaiik　tu）　）

　やはり，子音区間から母音区間にかけて，下あごと日びるはほとんどうこかず，調音は

ほぼ舌のうごきのみによってなされている。上下の口びるのへだたりと下あごの開大の程

度は，単独で発した／ゼニ／のそれとほぼひとしい。舌は，中舌から奥舌にかけての部分

が軟口蓋の前よりの部分に接触して声道をとざす。母音における舌は，ag　1．第2音節と

も，単独で発した／ガ：／のそれより舌の最高点の位置がたかく，これは子音のための調

音の影響である。第2音節でさらにたかくなって，子音のそれとの位置のずれがちいさく

なる。

3．　22－4　／k　e／　（k　e］　（／k　ei：ke／　（k　e”ike）　）

　半面は，中舌の，／kin：ki／の／k／におけるよりごくわずか後ろの部分が硬自蓋

と軟ロ蓋との境界よりわずか後ろ，軟口蓋のもっとも前の部分に接触して声道をとざす。

子音の持続部から母音にむけて下あごは開大するが，母音における下あごのひらきと上下

の口びるのへだたりは単独で発した／e■：／のそれよりちいさい。母音におけるパラトグ

ラム上でみた舌の口蓋への接触部位と面積とは単独のばあいの／e■：／とあまりかわりが

ないけれども．正中線上の舌面，そして雷の最高点は単独で発した／e㍉／のそれよりた

かめとなっていて，このせばめにおける声道の断面積が単独で発した／e㍉／のそれより

せまくなっていることをしめしている。そして，これらは子音のための調音の影響である

が，このときの母音の音色は，当然のことながら，単独で発したばあいのそれにくらべて

ややせばめの〔e〕～〔e：〕の音色をもつ。

3．　22－5　／k　o／　Ck　o）　（／k　oniko／　（k　oniko）　）

　／kii：k：i／，／kゼ：ku／のばあいとおなじように，子音区問から母音区間にか

けて，下あごと口びるはほとんどうこいていない。そしてこのばあいには，母音のための

さしていちじるしくない程度のrrびるのまるめとっきだしは，子音の持続部ですでに完成

している。舌面は，第1音節の発音のばあい，奥舌の部分が，軟口蓋のまん中あたり，上

下へのうごきのちいさい部分に接して声道をとざす。母音における舌のもりあがりの位置

は，この／k／の調音に影響されるために，単独で発したばあいの／o阪／にくらべてか

なり前よりであり，かっ，たかい。単独で発したばあいの／o「：／では，ふか奥舌（雷面

の咽頭後壁にあい対している部分）と咽頭後壁との距離が接近して，舌の最高点とWt　U蓋
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との距離はへだたっているのであるが，力行オ段の颪音の音節における／o～o：／では，

反対に舌の最高点と軟日蓋との距離がちぢまり，ふか万引と咽頭後壁との躍離はひらくの

である。そして，上下のmびるの闘のへだたり，下あごの開大の程度は，単独で発したば

あいの／o■：／のそれより相当ちいさめとなっている。しかし，奥舌のまる口母音の特徴

として．このような舌のもりあがりの位置のちがい，そして声道の出日のおおきさのおお

きなちがいにもかかわらず，つくりだされる母音の音色のちがいは非常にわずかで，きき

とれないほどのものである。

　第2音節の発音では，子音と母音との調音上の相互の影響はいっそうおおきくなって，

／k／における閣鎖の位置はやや後ろにずれ，一方で舌の最高点の位置はわずかに前にず

れて，子音から母音への舌の移動の距離がちいさくなる。

3．23　力行の音節（拗音）

全般的な特徴については，鷹音の項にまとめてのべた。

3．　23－1　／kja／　（kja）　（／kja’：kja／　（kja”ikja］　）

　この音節の発音のための調音器官のうごきは，基本的には／k圭／～／ki：／における

目蓋化した子音の調音から母音／a～a：／の声道への移行ということができる。

　子音／幻／の持続部の声道は，トレース図上では／ki㍉ki／の／k／のそれとほと

んどおなじである。一方，後続母音の声道はおおきく先行子音の影響をうけている。

　まず，苓あごの開大の程度は，単独で発した／a「：／のそれよりはもちろん，おなじ拗

音の系列を形成している／3ガ：5a／のそれにくらべてもややちいさく，／kj／におけ

るそれからわずかしか下降しない。

　舌は全体として前よりになり，舌の最高点の位置，そして舌根，喉頭蓋などの位置も，

／ja㍉ja／のそれとおなじく，単独で発した／ai：／のそれより前よりになる。そし

て最高点は，／kj／における閉鎖の影響をうけて，／jai：ja／のそれにくらべてたか

くなる。

3．　23－2　／1〈ju／　（kjttll）　（／kj　u”：kj　u／　CkjiX｛”：kjtrk）　）

　この音節の発音のための調音器官のうごきも，基本的には／ki／～／ki：／における
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日蓋化した子音の調音から母音／u～u：／の声道への移行ということができる。しかし．

子音，母音の調音はつぎの点で相互におおきく影響をうけあっている。

　まず，／kj／における下あごのひらきは，／ki阪ki／の／k／よりはるかにせまい

が，これは後続の母音のための用意であるが，そればかりでなく雪面の緊張が母音／i～

i：／を発するばあいより，このm蓋化のためにもりあがったばあいのほうがちいさめであ

って，これが下あごのひらきをせまくすることを可能にしているゆえでもあろう。そして

下あごのひらきは，母音部においてさらにわずかにせまくなるが，単独で発した／ガ1／

のそれよりはわずかにひろく，この方は先行子音の影響とみられる。

　舌は／ju”rju／のばあいの母音においても，単独で発した／u㌔／におけるより，

もりあがる場所がふつう前にずれるが，それよりもさらに前，そして上へずれて，この発

音における／kj／の閉鎖の場所との距離をちぢめている。パラトグラム上でみると，子音

における舌の接触部位も，母音における接触部位も，ヤ行の／」ゼ：ju／のばあいとか

わらず，また，子音のそれは単独で発した／ii：／のそれとほとんどかわらない。すなわ

ち，このことは，パラトグラムにうっらない部分で／kj／のための閉鎖が完成していると

き，前舌部分は側面がひろく口蓋に接して，口蓋音化がこの時点で下馬していることをし

めしている。母音区界で接触部位は点線のところまで後退するが，この接触部位は単独で

発した／u㍉／のそれとよくにていて，正中線上で舌の最高点が前，かっ上よりになって

も，このわき舌の部分は変化がとぼしいことをしめしている。

　下］びるは母音区間で下あごが土壁する以上に上昇し，かつ前進して上口びるとの距離

をちぢめる。

3．　23－3　／kjo／　Cl〈jo）　（／kjo”ikjo／　Ckjo”：kjo）　）

　この音節の発音のための調音器財のうごきも，基本的には／ki／～／ki：／における

口蓋音化した子音の調音から母音／o～OI／の声道への移行ということができる。しかし

子音，母音の調音はつぎの点で相互におおきく影響をうけあっている。

　まず，口びるのまるめとっきだしは／kj／において完成していて，母音におけるそれと

ほとんどかわらない。母音における奥雷のもりあがる位置は単独で発した／oii／のそれ

よりはるかに前よりで，／ko阪ko／における母音の位置とほぼおなじである。そして

／kj／の影響によって，前舌面はいくぶん前によっている。／kj／における下あごのひら

きが／kii：k呈／の子音におけるよりせばめとなるのは，このばあいのもりあがった舌
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面における緊張の度あいがちいさく，これが下あごの開大に影響をあたえるためとみられ

る。そして，母音区闇における下あごは，第1音節においてのみさらにわずかに開心し．

第2音節では先行の／kj／の位置，そして先行のなが母音の位置をたもったままとなって

いる。そしてこの第1第2音節の母音における下あごのひらきは，単独で発した／o玉／

のそれよりかなりせまく，／ko阪ko／の母音におけるよりも，わずかにせまい。これ

も／kj／の調音のための影響とみられる。

3。24～25　ガ行の音節

／g　a／　（g　a）

／9i／〔9圭〕

／g　u／　Cg　ea）

／g　e／　（g　e｝

／g　o／　（g　o）

／gja／　（gja）

／gju／　（gjtu）

／gjo／　｛gjo）

（／ga“iga／　（g　a”ig　a）　）

（／gi「lg孟／〔gi暇9童〕）

（／9秘「：9u／〔guほ］：gu達〕）

（／geiige／　（g　e”ig　e）　）

（／g　oiigo／　｛g　oiig　o）　）

（／gja”igja／　｛gja”igj’a））

（／gjui：gju／　（gjtuiigjdi｝　）

（／gjoJiigjo／　Cgjo”：gjo｝　）

　トレース図を力行のそれと詳細に比較すると，当然ながら非常によくにている。そして

わずかなちがいをつぎの2点にみいだすことができる。

　第1の点は，子音における舌の前後方向の幅が／k～kj／において／g～gj／における

よりもわずかにひろい傾向をしめすことである。その幅はおなじであるか，あるいはわず

かに無声音／k～kj／においてひろくなるかのいずれかであるが，ひろくなることの方が

おおく，そのばあい，幅は正中線上の情報をつたえるX線資料では，後ろ方向へのびてい

るし，そのことは時系列分布図のこの部分のうごきをつたえるグラフ（X線22～24，TOG－

Rなど）によってもたしかめられる。一方，前舌部分の側面の情報をつたえるパラトグラ

ムの情報では，両方のパラトグラムを詳細に比較すると，無声音／k～kj／において，有

声音／g～gj／よりも，接触面積わずかにひろい傾向をしめす。そしてこのことは，無声

音／k～kj／において有声音／g～gj／よりも舌のcr蓋へのおしつけがいくぶんかつよめ

であって，その結果，舌が前後方向にその幅を拡大しているからであると推定されるので
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ある。

　第2のちいさな相違点は喉頭膣の位置についてである。／k～kj／のばあいの方が喉頭

腔の前がわの壁がわずかに前よりになる傾向がみえる。そしてこれは／sゼ：su／の項

などでのべたように，子音の閉鎖時における声遵内の気圧のちがいを反映するものであろ

う。

　声道内気圧の記録轡をみると，無声音／k～kj／の持続部において／g～gj／における

よりも声道内の気圧がk廃する傾向をみてとれる。この傾向はすべての対立しあう無声と

有声のさまたげ音フォネームの問にみいだせるものであるが，力行が行の音節をバ行バ行

の音節とくらべると，その子音の持続部における声道内の気圧はたかめであり，かっ力行

の子音とガ行の子音とでは，この上昇の程度の差がバ行バ行の子音のそれよりもちいさい

ようにみえる。百舌の破裂音は．喉頭から声道の閉鎖部分までの距離が日びる，蓋さきな

どの破裂音にくらべてみじかく，したがってとざされる空間の容積がちいさく，そのため

にみじかい時間に気圧が上昇しやすい。それゆえ／k～kj／，／g～gj／は／p～pj／，

／b～bj／にくらべて，それぞれ声道内の気圧がたかめになりやすいのであろう。しかも

有声音／g～gj／のばあい，この音を摩擦音化させたり，鼻音あるいは鼻音化音とするこ

となく，有声の破裂音として，その出わたり，後続母音のいりわたりにおいて濁音として

の聴覚的特徴をもたせながら発音するためには，その持続部においてただちにたかくなる

声道内の気圧に対応しながら，喉頭下の気圧をもたかめて声帯を振動させなければならな

くなる。／g～gj／が摩擦音化したり，鼻音化したりしゃすい理由，また，諸言語におい

て，／p／：／b／：／m／，そして／t／：／d／：／n／の3項の音韻的対立に比し

て，／k／：／9／：／i3／という3項の音韻的対立がすくないことはこのような奥舌の

有声破裂音にかかわる固有の調音上の理由が関係している。

　なお，ソナグラム（DP22，23，24，25X線22，23，24，25）にみるように，音節の中での子

音／g～gj／の持続部のしめる時間のわりあいは力行の子音／k～kj／のそれにくらべて

おおきくなるが，これも有声のさまたげ音フォネームではじまる音節と無声のさまたげ音

フォネームではじまる音節との間にみられる一般的な傾向である。

　個々の音節の調音の特徴については，力行のそれに準ずるので，ここでは説明を省略す

る。

3．26～27　いわゆるガ行鼻濁音の音節
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　この奥舌の鼻音〔lj〕ではじまる音節群の発話は，〔g〕ではじまる音節と銘較する目的

で挿入されたものであって，／η／というフォネームが標準語に存在しているわけではな

い。したがってトレース図のみだしに／13a／〔℃a〕あるいは／gai：ga／〔13a阪

ηa）などのようにしるしてあるのは適当ではない。／B／というフォネームは標準語に

は存在しないし，〔i［］〕は第2音節以下の／g／のアロフォンとして，入によってはあらわ

れるけれども，ふつうこの音は語頭にはあらわれない。なお，発音者（上村）は東京うま

れ，東京そだち（ともに世田谷区）であるにもかかわらず，第2音節以下の〔0〕をもた

ず，この位置の／g／は〔g〕，そしてときに摩擦音〔γ〕で発するから，この音節の発

音は他の音節とことなり，習慣のないものであって，自然のものではない。したがってこ

こでくわしく解説することはしない。なお第2音節以下の／g～gj／を〔g）～〔ljj〕で

発音することは，かっては江戸一東京の伝統的発音として，NHKなどがアナウンサーに

これを要求するほど規範的な発音とみなされていたが，これを〔g〕～〔gj〕と発音する

人々は増加する一方であって，いわゆるこのガ行輿濁音の規範性は今日ではうしなわれた

にひとしい。

　トレース図上で／g～gj／〔g〕～〔gj〕ではじまるガ行の音節と比較すると，的〕そ

して〔gj〕において，そして後続の母音においても，軟口蓋の位置がガ行の音節の／g～

gj／〔g〕～〔gj〕のそれとちがっているほか，声道内圧の上昇しないこと（声道内圧の

記録図P26，27参照）と関連しながら，喉頭腔の前がわの壁の位置に微妙なちがいがあら

われる。その他の点では両者は非常によくにている。

3．28　ハ行の音節（直音）

　無声の摩擦音／h／ではじまるハ行の直音の音節の発音の特徴は，子音の発音と母音の

発音とで声道の形づくりに変化がおきないという点にある。すなわち，ハ行の子音は，後

続する母音の声道を完成させておいて，左右の声帯をふだんの呼吸のときの状態よりも棺

互に接近させ，そのすきま，つまり声門を通過する呼気のながれがうむhiss音をそれぞ

れ後続する母膏のために形づくりをした声道において共振させることによってっくりださ

れる。したがって，後続する母音によってそのときの子音〔h〕の音色はおおきくことな

ったものとなり，後続の母音のそれににかよった音色をもつhiss音となる。後続の母音

のフォルマント周波数の付近にそのhiSS音の共振周波数帯がくるからである。しかしあ
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とにせま母音フォネームがっつくばあいには，この無声の区間にながれる呼気がふつうに

つよければ，／呈～呈：／であれば，硬口蓋と前舌との間のせばめで〔q〕であらわされる

ような摩擦音が生じ，後続母音が／u～UI／であれば，下口びるの間のせばめで〔Φ〕で

あらわされるような摩擦音が生じる。そしてこのときには，声門で生じ声道全体で共振す

る摩擦音〔h〕はその背後にかくれる。しかし，声道を通過する呼気がよわく，声道にお

けるこれらのせばめで摩擦音が生じないか，あるいは生じても耳にっかないほどのもので

あれば，このばあいも〔h〕であらわされる種類の摩擦音，それぞれ後続母音の声道によ

って周波数特性のことなる〔h）の音がきこえる。またふつうよりかなりっよめの呼気で

発音したばあい，後続母音が／a～a：／，／o～o：／であれば口嫉部で〔x）であらわさ

れる摩擦音が生ずるし，後続母音が／e～e：／であれば，中舌とme蓋との間で〔x〕であ

らわすことができるような摩擦音が生ずる。

　日本語の一行の子音をふくめ，諸書語で正書法で‘h’でかきあらわされるような音で

音声記号で概略的に〔h）であらわしうるような音がどの程度のつよさの呼気によって発

音されるかは，言語によってまちまちであるし，日本語の字解の子音のそれも，方言によ

って呼気の使用法に特徴があり，したがってあとにせま母音フォネームがっつくとき，母

音のためのせばめで摩擦音が生じないか，あるいはどの程度生ずるかがことなっている。

また，個人によって，そしてその場その場の発話の特殊な事情によって，発話全体につい

ての呼気流のつよさのちがいなどを反映して，このような摩擦音の有無，強弱がことなっ

てくる。しかし，首都圏そだちの人々の標準語の規範的発音では，／h／は，発話のはじ

めなど，充分な呼気がたくわえられたもつともふつうの発音において，／i～豆1／に先行

するばあいには〔q〕，／u～UI／に先行するばあいには〔Φ〕であらわされる摩擦音が

さしてつよくない程度にあらわれるのがふつうである。しかし，よわい呼気で評せらたば

あい，このような摩擦音がきかれなくなることもしばしばである。したがって，この子音

を概略的にいつも〔h〕でかきあらわすこともゆるされてよい。

　ハ行の子音／h／〔h〕～〔q〕～〔Φ〕はソナグラムなどでもあきらかなように，サ

行の〔s〕～〔∫〕などとくらべてずっとよわい摩擦音であるが，呼気流量の記録図（F

28）をみると，この子音ではじまるハ行の音節の発音に，田本語の他の音節に比してもっ

ともおおくの呼気が使用されていることがわかる。たとえば，無声の破裂音ではじまるバ

行，鼻音ではじまるマ行，流音のラ行などの音節とくらべると，使用される呼気の流量は

1＄るかにおおいし，おおくの呼気が使用されるサ行の音節とくらべても，おなじ程度か，
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もしくはおおめである。しかも，呼気は子音の部分でおおく消費されており，この子音は

呼気流の音響への変換という点では非効率的なフォネームなのである。

　また，声道内気圧の記録図（P28）をみると，この子音の調音の際の声道内の気圧の上

昇の程度が，無声のさまたげ音であるにもかかわらず，他の無声の破裂音，摩擦音にくら

べてずっとちいさく，有声のさまたげ音のそれよりもややひくい程度となっていることが

しられる。そしてその上昇の程度は声道のせばめにおいて摩擦音の生ずるせま母音のまえ

の／h／のばあいにたかめで．その他のばあいひくい。その理＄がこのフォネームの調音

されるときの声道の状態を反映したものであることはいうまでもない。

　そして，そのこととかかわりながら，／h／の持続部における軟口蓋の上昇の程度は，

／h／がせま母音に先行するばあいをのぞき，他の無声のさまたげ音フォネームのばあい

の軟口蓋の上昇の程度よりわずかにひくめとなる。

　また喉頭腔の前がわ．またその後ろの，被裂軟骨の上部をおおい，食道と喉頭腔とをわ

かっている組織のトレースは第1音節の子音区間と母音区問とで，母音の種類によってい

ろいろな程度に位置のずれをおこしている。そしてこれは母音ごとにことなる喉頭，そし

て声帯の位置のちがいを反映したものである。前の報告（国立国語研究所報告60，P．117

以下）でくわしくのべているように，声帯は母音ごとにその位置をことにし，／e「：／で

もっともだかく，／童服／，そして／a「1／でそれにつぎ，／o阪／においてもっともひ

くいことが報告されているが，この／h／の持続部からの像のずれかた，ずれの程度は．

X線映画フ．・Sルムの別の発話のフレームのトレ・・一一一ス図をもちいておこなった前の報告（同

前）における分析と一致するものである。すなわち被裂軟骨をおおう組織の像はこの音節

群の発話においても，／hei；he／において子音部から母音部へともっとも上昇し，つ

いで／hi阪hi／，つぎに／ha「＝ha／の順に上昇，／hゼ：hu／では上昇せず，

／ho阪ho／ではごくわずかな下降をしめす。そしてこのことから／h／の声道が後続

母音のそれとほとんどかわらないにもかかわらず，喉頭の部分ではそれがあてはまらず，

声門がややせばまった状態にひらいて摩擦音〔h〕がっくられているときには，まだ喉頭

は後続舞音のための位置に達していないことが下せられるのである。

　なお，母音ごとにみられる喉頭の位置のずれは，声帯がフィルムのフレームにうつって

おらず，声帯の位置の観察の困難なこの／cvixCV／の発話のシリーズのX線資料の中

では，子音フォネームが／h／のばあいにおいてのみ，効果的に観察することができる。

なぜなら，他の子音フsネームのばあい，そのフォネームの調音位置に応じて喉頭の位置
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に変化が生じ，その変化が後続の母音にも影響をあたえるため，観察するのに条件が複雑

になりすぎるからである。

3．　28一　1　／h　a／　（h　a）　（／h　aiiha／　（h　aiiha）　）

　第1音節の子音の持続部から母音にかけて，そして第1音節から第2音節にかけても，

声道はほとんど形をかえない。第1音節における，子音薩間と母音区間の間にみえる下顎

骨，舌，喉頭蓋，舌骨などにみえるごくわずかな位置のずれは，上にのべたわずかな喉頭

の上昇による影響にくわえて，母音部において子音部におけるより舌が全体として緊張ぎ

みになることの反映であるかもしれない。

　また，この声道を単独で発音した／anl／のそれとくらべると，下あごのひらきがやや

ちいさくなっていて，舌の最高点もごくわずかたかめとなっているが，これは，このよう

な2音節の発話よりも1音節のばあいの方が，ひろ母音のばあい，下あごのひらきがおお

きくなりやすいという事情によるものであろう。なお，単独のみじかい／a／のばあいに

は，さらにひろくなりやすいことを前に母音の項でのべた。しかし，それにもかかわらず

この／ha阪ha／における下あごのひらきの程度は，この報告にトレース図をかかげた

／cvi：CV／型の発話の，他のどのフォネームに先行されたeg　1音節の／a、1／，第2

音節の／a／のそれより，それぞれおおきい。ひろ母音／a阪／における下あごのひらき

は，／h／をのぞくすべての先行する子音フォネームの影響をうけて，フォネ～ムの種類

ごとに，わずかずつせまくなっているのだというこ．とができる。

3．　28－2　／h　i／　（q　i）　（／h　i　llih　i／　（q　i“iq　i］　）

　第1音節の子音の持続部から鍛音にかけて，そしてag　1音節から第2音節にかけても，

声道はほとんど形をかえない。そしてトレース図でみるかぎり．舌は雷さき，前舌の部分

の正中線上の位置が単独で発したばあいの／i㍉／とかわりがない。しかし写実的なパラ

トグラムを／i「：／のそれと比較すると，そこにわずかなちがいをみいだす。舌の接触部

位をあらわす2本の線に／hヂ：hi／のばあいには／iil／のそれにはみられない小さ

いくぼみができている。それは糞上からのパラトグラムにも，左の側面からのパラトグラ

ムにもあり，しかも子音の接触部位と母音のそれとは第1音節ではまったくかさなりあっ

ていて，連続記録パラトグラム上でもこれをみとめることができる。そしてこれは，実は

単独で発した／i～i：／と，ハ行イ段の音節／hi～hi＝／における子音，そして母音と
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の，重要な調音上のちがいを反映したものなのである。すなわちハ行イ段の音節／hi～

hi＝／を発音するとき，子音区間において，番は全体としては単独で発した／i～i：／の

位置をとっていて．そのまま母音区間にはいる。しかしこのばあい，蓄さきの部分だけは

舌面を左右にひっぱるような緊張がおこって，舌べりと鹸茎との間の空間をわずかに左右

方向にも，そして上下方向にもひろげるようにし，そのまま母音区間にはいるのである。

そしてこれは，子音区間において／si～si＝／〔∫i〕～〔∫i：〕の摩擦音〔∫〕とま

ぎらわしい摩擦音が舌べり（舌さきの上がわのへり）と歯茎とのつくるすきまの左右両側

のとくにせまい部分で生じないようにするための措置である。もし，この措置をとらない

で，単独で発するばあいの／i～il／とおなじ声遵のまま，子音の持続部でふつうに気流

をつよめて／hi～hi：／を発音しようとすると，／hi～hi：／〔q童〕～〔qi：〕と

／si～si：／〔∫至〕～〔∫iβとの中間の音色をもつ摩擦音（しばしば．歯茎硬口蓋

摩擦音として〔c〕でかきあらわされる摩擦音，そして「ひ」と「し」とを区別しない江

戸一東京方書のはなし手たちが発する摩擦音にきわめてちかい音）が生じてしまうのであ

る。こうして，ハ行イ段の音節のための声道は子音区聞においておおきく母音の影響をう

けているばかりでなく，このときの子音の音色〔c〕の規範性をたもっためのせばめの形

づくりがあって，その影響が母音区間においてもあらわれるのである。そして，第2音節

の写実的なパラトグラムをみると，アクセント核のあとのこのみじか母音の部分で，子音

部分に必要なせばめの形づくりから，もとにもどるうごきをみる。

　第1音節における，子音区間と母音区間の間にみえる舌根．喉頭蓋の部分のごくわずか

な位置のずれは，／ha㍉ha／の第1音節のばあいとおなじく，おそらく母音区間にお

いて．子音区閥におけるよりも舌の舌さき以外の部分が緊張をつよめることの反映であろ

う。また単独で発せられた母音／in：／の奥舌の部分が，正中線上の輪郭をえがいたこの

トレース図上で／hi隊hi／のそれより前に若Fずれるのも，単独で発せられたばあい

の／i阪／における雪のつよい緊張のゆえかと察せられる。前舌母音型の舌のもりあがり

をつくって，そのもりあがった部分を緊張させると，奥舌から舌根へかけての正中線の部

分が側面の部分よりくぼんで，それがトレース図上にえがかれるからである。

3．　28－3　／hu／　（Oua）　（／hu”ihu／　（¢ua”iOea））

　第1音節の子音から第2音節の子音まで，声道はほとんど形をかえない。アクセント核

のあとの第2音節の母音部分における，前雷面のk昇と喉頭部分の位置のずれとは，とも
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に舌，そして喉頭の緊張の弛緩によるものであろう。また，第1音節の母音区間の声道は

単独で発した／u：／のそれと，発音の姿勢に関係した頭蓋と頸回とのつくる角度に若干の

ちがいがある点をのぞくと，ほとんどかわらない。

　しかし，トレース図でははっきりわからないが，上下の口びるは声道をながれる比較的

つよい呼気流をうけて，発話のはじあからおわりにかけてわずかに受動的に前進し，かっ

わずかに受動的に開口部の幅をちぢめるうごきをみせる。このことは口びるを直接前から

観察することによって確認できるが，時系列分布図（X線28，／hゼ：hu／のLIP－O，

ULIPO，　LIP－C）にもその証拠をみることができる。

3．　28－4　／h　e／　Ch　e］　（／h　e“ihe／　（h　e”ihe）　）

　声道は首尾一貫してほとんど形をかえないし，単独で発した／e阪／のそれともほとん

どかわらない。第1音節の喉頭部分のずれについては，ハ行の音節一一・eeについての記述を

参照。

3．　28－5　／h　o／　（h　o］　（／h　oiiho／　（h　oiiho）　）

　声道は首尾一貫してほとんど形をかえない。単独で発した／o陛／のそれと比較すると

下あごのひらきがわずかにちいさく，舌の最高点の位置もわずかにたかいが，その理由は

／ha”iha／の項でのべたのとおなじである。

3．29ハ行の音節（拗音）

　／hja／　（Qa）　’v　（hja］　（／hjaiihja／　（ca”iqa）　’‘一　（hjai：hja）　）

　／hj　u／　｛qeik｝　’N・　｛hjti））　（／h・」’u”：hj　u／　C　q　ui”：Qts）　nv　Chj£’u’i：hjtrk］　）

／hjo／　（co）　N　｛hjo｝　（／hjoiihjo／　（coiiQo）　tN・　Chjo”：hjo｝　）

　ふつうの発音では〔q〕があらわれ，よわまった発音ではおおく〔hj〕があらわれる。

なお，このばあいのここでの〔hj〕という音声的表記は〔i〕，そして半母音〔j〕の声

道でっくられた無声の声門の摩擦音という意味であって，〔h〕が先行し〔1〕が後続する

という意味ではない。ハ行の合拗音の子音の〔hw〕についても同様である。

　ハ行の拗音の音節の調音はおおまかにいえば，／hi～hi：／における子音の声道から

それぞれ，／a～ar／，／u～u：／，／o～o：／の声道への移行という特徴をもっという
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ことができる。そして／hja、ihja／，／hju、lhju／，／hjoi：hjo／の調音における

声遵の形のうつりかわりは，それぞれ／jaiija／，／」ゴ：ju／，／」♂jo／

のそれににているということができる。しかし，こまかい点ではかなりのちがいがあり，

ことに／hja阪hja／のばあい，トレース図上での／jailja／とのちがいにはむしろ

おどろかされる。

　／hjパ：hja／のトレース図を／」パ：ja／のそれと比較したばあい，後者はとくに

第1音節の発音において若干誇張ぎみであるということができそうであるが．それにもか

かわらず，その誇張によって音色の規範性がそこなわれてはいない。しかし．もしこれと

おなじ声道によって／hja「：hja／を発音したとすると，その音色は〔¢aii　Fa〕のよ

うになって，サ行ア段の拗音／sja阪sja／〔∫パ：∫a〕との音色のちがいがちいさく

なるだろう。／hja「＝hja／のトレース図で，第1音節の子音における正中線上の雷の最

高点が／ja｝ja／の子音のそれよりかなりひくいのはサ行ア段の拗音との音色②ちが

いを保持するための行動の結果とみられるのである。パラトグラム上では／ja㍉ja／

と／hja阪hja／の闘で舌の接触部位はほとんどかわっていない。すなわち，舌の正中線

ちかくの部分だけが／hja、：h3a／の第1音節においてひくくなっているのである。第2

音節では母音部分での下あごの開大がほとんどなくなり，母音において舌の最高点がさら

に前によるなど，子音と母音の調音の相互影響の程度がいっそうおおきくなる。

　前舌面と硬ロ蓋との間のせばめがひろくなることによって，このせばめで生じる摩擦音

〔Q〕は／hi～hi：／〔qi〕～〔qi二〕におけるよりもよわくなる傾向があり，した

がって．ハ行ア段の拗音は声道でのせばめで発する摩擦のめだたない〔hj　a〕～〔hja：〕

のような発音がなされることがおおくなるようにおもわれる。

　／hjゼニhj　u／〔g（ガ＝Gωの声道は，トレース図上でも，パラトグラム上でも，ヤ

行の／juiiju／のそれとよくにていて，第1音節の喉頭付近以外，おおきなちがいが

ない。喉頭付近にみられるちがいは，／hju阪hju／の第1音節の子音呼野で，喉頭の位

置が／」ゼ：ju／におけるよりもひくくなっていることをしめしているだろう。

　／hjo、：hjo／〔CO■：CO〕の声道は，トレース図上では，／」♂＝jo／のそれと

第1，第2音節ともよくにていて，おおきなちがいがない。したがって先行子音／hj／と

後続母音／0～0：／とは，／jon：jo／における先行子音／」／と後続母音／0～O：／

とおなじように相互影響をうけあっているとみていいだろう（／30阪30／における記

述を参照）。一一方，パラトグラム上で／hj　O　i：hj　O／と／jO「rjo／とをくらべると，
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子音区間における舌の接触面積が前者の方があきらかにひろい。つまり前舌と硬〔コ蓋との

間の狭窄の幅が，したがって断面積もちいさいのである。あきらかにこれは摩擦音〔g）

をつよめるための措置である。子音／hj／の持続部においてすでに鑓びるのまるめとっき

だしを完成しているこの声門では，この／jo㍉jo／の発話におけるそれとおなじ程度

の狭窄では，きこえてくる摩擦音がちいさめとなってしまうので，狭窄を若干せばめて，

摩擦音の強化をはかっているとみられるのである。そうだとすれば，ここでは，／hja阪

hja／で観察されたこととほぼ逆なことがおこなわれている。□のぞとでの摩擦音の出力

の程度をきめる声道の開日部のおおきさのちがいが，舌にこのような行動のちがいをとら

せているのであろう。

　ハ行拗音の音節における声道内の気圧の変動，そして呼気流量に関しては，ハ行直音に

おける記述を参照。

3．30ハ行の音節（合拗音）

　／hw　a／　C　O　a）　N　（hw　a）　（／hw　a”：hw　a／　（（）　a　i：　ee　a）　N　（hw　a　i　i　hw　a］　）

　／hwi／　（¢i｝　tv　（hwi）　（／hwinihwi／　（O　i　i：¢i）　・一v　（hwiiihwi））

　／hwe／　（Oe］　”v　（hwe）　（／hwei：hwe／　（OeiiOe）　t一一　（hwenihwe））

　／hw　o／　（ee　o）　’N・　［hw　o）　（／hw　o”：hw　o／　（O　o　i：　（b　o｝　tv　Chw　o“：hw　o）　）

　これらのハ行の合拗音とみなすべき音節は少数の外来語にのみあらわれる。これらの音

節は田本語の音節の体系の中にあっては周辺的な位置をしめ，かっしばしば発音の非安定

的な音節である。そのために，フレームごとのトレース作業はおこなわれなかった。した

がってトレース図，時系列分布図をかくため，そのDP資料．ソナグラムもかかげなかっ

た。声道内気圧の記録図と呼気流量の記録函のみがある。

　しかし，ハ行の合拗音の音節の調音はおおまかには／hu～hu：／における子音の声道

から，それぞれ／a～a：／，／i～iI／，／e～e：／，／o～o：／の声道への移行という

特徴をもっているということができる。

　そしてこれらの音節の子音は，ふつうの発音では〔Φ〕であり，よわまった発音ではし

ばしば〔hw〕があらわれる。ただし，このばあいの〔hw〕という音声的表記は，〔1．u　）とほ

ぼおなじ形の声道によってっくられる半母音である〔w〕の声道で発せられた無声の声門

の摩擦音という意味であって，ハ行の拗音の子音の〔hj〕のばあいと同様，〔h〕が先行し
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〔w〕が後続するという意味ではない。

　声道内気圧の記録図をみると，／hj／のばあいとおなじく，この／hw／のばあいも，無

声のさまたげ音としては気圧の上昇の程度がちいさめであることがわかる。しかし，呼気

流簸の記録図（F30）をみると，子音の区間でたいへんおおくの呼気が使用されているこ

とにおどろかされる。声門の摩擦音にせよ，両口びるの摩擦音にせよ，かなりっよい呼気

を使用しないかぎり，子音のみじかい持続の中で，はっきりと葺にきこえる有効な摩擦音

が生じないためであろう。呼気流量の記録図にみるように，このような大量の呼気の使用

のため．この発話にかぎっては，音締の途中でいちいちこきざみの吸気がおこなわれて，

声門下の気圧の低下に対処している。

3．31　語末のはねる音

　　　　　／a”N／　（anN）

　　　　　／iiN／　（iIN）　．一v　（inlj）

　　　　　／ゼN／〔ガN〕

　　　　　／eiN／　CeiN）　N　（e＝e）

　　　　　／o”N／　（onN）

　あとに休止がくるばあいのはねる音／N／は奥舌面と軟口蓋，ないしW蓋垂との間に朗

鎖の形成される鼻音として発音される。そしてこのとき，先行の母音フォネームの種類に

よって朗鎖のおこる位置が前後にずれる。いずれのばあいにも，軟口蓋はかなりおおきく

下降して，咽頭の後壁との間にひろい呼気の通路がひらき，呼気は婁むろを通じて外に流

出する。また，鼻むろは声の共鳴室としてはたらく。口むうがわには閣鎖が形成されるの

で，口むろを通じての呼気の流出は限止される。そして，口むうがわに閣鎖が形成されて

以後は，日むうがわの声道は先行の母音フォネームによって，形，そして腔の容積をおお

きくことにするにもかかわらず，共鳴室としての機能をほぼうしなうので，閉鎖が完成し

て以後の／N／の音色は，相互に非常ににかよったものとなる。mむうがわの通路が閉鎖

されていても，軟口蓋のやわらかい組織をこえて，あるいは日蓋の骨の振動などを媒介に

して，わずかな振動が口むろ内につたわってくる関係で，口むうが共鳴室としての機能を

まったくうしなっているとはいいきれない。たとえば，口むうがわの通路を軟口蓋の後部

と奥舌面との聞で閉鎖して〔N〕を発音しつづけながら，口を手でおおったり，両口びる
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をとじたりすると，音色ときこえのおおきさのごくわずかな変化がおこる。しかし，この

通路の遮断された以後の口むろの，／N／の音色にあたえる変化は無視していいほどのも

のである。

　やわらかくうすい組織である口蓋垂がX線フィルムのフレームにはっきりとうっらない

ため，その部分のトレースに困難があり，トレース図には，そのような部分の軟口蓋，日

蓋垂の輪郭がかきこまれていない。しかも，そのためもあって，この系列の発話について

は音声器官ごとのうごきをつたえる時系列分布図がっくられていない。しかし，軟口蓋，

ないし口蓋垂と舌面との間にゆるやかな閉鎖が形成されていることは，呼気流量の記録図

（F3Dからもしることができる。すなわちはねる音の持続の途中から，呼気が鼻むうか

らだけながれでるようになるからである。呼気流量の記録図（F31）によれば／a嘱／，

／iiN／，／uiN／，／eiN／，／oiN／のいずれの発話においても，呼気は母音の持続

の最初の部分では，もっぱら口むうからながれ鼻むうからのながれは記録されていない。

しかし，持続の途中から鼻むうからも流出がはじまり，次第に総流蚤にしめる比率をまし

て，しばらくするとロむうからの流出がやんで，鼻むうからのみの流出がっついて鼻音の

末尾にいたる。そして音声がやんでのちも，わずかの間，鼻むうからの呼気の流出がっつ

く。esむうからと鼻むうからの呼気の流出の交替が時間をかけてゆるやかにおこっている

ことからも，軟目蓋ないし口蓋垂と舌面による1むうがわの声道の閉鎖がゆるやかな速度

でおこっていることがわかる。

　この間，声道内気圧の記録図（P31）にみるように，口むろ内の気圧は上昇しない。

　なお，この系列の発話にかぎらず，発話が母音フォネーム，もしくはひびき音の子音フ

ォネームではじまるばあいに，発話にはいる寸前の，鼻むろへの通路がとざされ，または

せばめられているとき，口むろ内の気圧がごくわずかな上昇をしめすことがしばしば声道

内気圧の記録図で観測されている．記録図（P31）のばあい，／aiN／および／e嘱／に

それがみえる。これは，母音の発声にさきだつ喉頭のわずかだがすみやかな上昇，喉頭腔

の縮小，あるいは，声帯が内転して振動を開始する寸前におこった呼吸筋の緊張による喉

頭下の気圧の上昇などのうちのいずれかを原因としておこるものではなかろうかと推測さ

れる。

　軟口蓋は，音声を発しないふだんの呼吸のばあいにもつともおおきく下降している。語

末のはねる音／N／を発音するばあいの下降は，そのばあいほどおおきくはないが，音節

をひらく鼻音フォネーム／m／，／n／などのばあいとくらべると，はるかにおおいい。
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　そして，語末のはねる音の調音にとって重要な事実は，この口むうがわの声道の閉鎖が

軟口蓋の下降と香面の上昇という，ふたつの協調的なうごきによっておこなわれるという

ことである。

　軟口蓋は休止状態へむかっての下降ではなく，鼻音を発音するための微妙に制御された

下降をおこなうばあいには，舌と軟口蓋とをmむろの左右両側からむすびつけている筋肉

（m．palatoglossus）の収縮が重要な役わりを演じている。そしてこの筋肉は，性質上，

舌の奥舌の部分がまったくうこかないようにして収縮をおこなうことはむずかしく，自分

で口をおおきくひらいてこの筋肉を収縮させてみればわかることであるが，奥舌は多少う

こかざるをえないし，この筋肉に収縮がおこると，その筋肉のはしっている口峡部の側面

にもわずかな変化がおきる。しかし，語宋のはねる音の調音における口むうがわの声道の

閉鎖には，この闘題の筋肉の収縮活動ばかりでなく，舌自身の舌内筋の活動による三面の

うごきがこれをおおきくたすけている。このことはトレース図にみえる舌のおおきなうご

きによってあきらかである。

　／aiN／の母音区闘のほぼ中央において，下あごの開大の程度は単独で発した／a｝／

のそれよりちいさく，舌の最高点もたかい。そしてこれは，後続の／N／の調音が準備さ

れているためである。このトレース図の，点線でトレ　一一スされたフレームの蒔点，母音の

持続のほぼ中央では，軟［コ蓋はすでに下降をはじめている。そして／N／の持続の終末に

ちかい時点，実線のトレースの時点では，舌は下あごの上昇とともに受動的に上昇してい

るばかりでなく，みずからの活動によって奥舌面をもりあげて，おおきく下降した軟口蓋

の最後部あたりとの間に閉鎖を形成している。トレース図の実線は，発話者の内省，そし

て呼気流量の記録図などから推定して．閉鎖が完成している時点のものである。

　／i恥／の母音区間のほぼ中央では，声道は全体として，単独で発した／i陛／のそれ

とほとんどおなじ位置にあって，軟押蓋だけが，側面からの像では閉鎖しているようにみ

えるけれども，単独で発したときの位置よりも下降している。下降の途中の局面をとらえ

ているとみてまちがいない。そして／N／の持続の終末ちかくをとらえた実線のトレース

では，下あごのごくわずかな上昇とともに，舌は奥舌の部分を中心に上昇し，奥舌面とお

おきく下降した軟口蓋との間での閉鎖が完成している。正中線上で前舌面はやや下降する

が，パラトグラム上でみると，母音区間と子音区闘との間では，前舌面の硬口蓋への接触

部位にほとんど変化がなく，この部分にうごきがとぼしいことをしめしている。

　／u遍／の母音区間のほぼ中央において，声道の形づくりは，単独で発した／u■：／の
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それとほとんどかわらないが，軟［コ蓋はすでに下降の局面にある。トレース図で実線でし

めされている／N／の持続のおわりちかくでは，正中線上では舌は母音における位置から

あまりうこいていないが，パラトグラム上では側面の接触部位を前にのばしているので，

ある程度の養の横方向への形の変化があることがわかる。そして．この時点では．おおき

く下降してきた軟口蓋と奥舌面との間で閉鎖が形成されている。

　／e遍／の母音区間のほぼ中央において，声道は，単独で発した／e㍉／のそれとほと

んどおなじ位置にあるが，軟口蓋だけはすでに下降の局面にある。／N／の持続の終末ち

かくのトレース図では，舌は中舌から奥舌にかけての部分が，上，そしてやや後方へむけ

て上昇していて，おおきく下降した軟口蓋との問に閉鎖が形成されている。

　／o■N／の母音区間のほぼ中央において，下あごと口びるとは，単独で発した／o阪／

のそれとほとんどおなじ位置にあるが，舌は，その最高点から前の部分が，単独で発した

／o㍉／のばあいよりたかくなっており，これは後続の／N／における閉鎖をおこなうた

めの準備のための位置と解される。／N／の持続の終末ちかくのトレース図では，舌は全

体として前，そして上方向へ位置をずらし，口三部において，奥舌とふか奥舌との境界付

近の舌面がおおきく下降した軟口蓋，m蓋垂との間で口むろへの通路を閉鎖している。

　口むうがわの通路の閉鎖の形成される位置は，前から／i「N／，／e㌔／，／u瞬／，

／a擁／，／oiN／の順序となる。／iiN／，／eiN／のばあいに〔i「η〕，〔e　■9）のよ

うに表記し，他のばあいに〔u1恥〕，〔aiN〕，〔o「N〕のようにかきわけることもできる。

　しかし，一方，閉鎖の位置が前よりの／ヂ蕪／，／e遍／のばあいでさえ，フォネーム

／k／，／g／のもっともあとよりの閉鎖の位置（／0～0：／の前）よりもわずかに後ろ

よりであるとみられることから，全部のケ～スを〔N）でかきあらわすことも理にかなっ

ている。

3．34母音フォネームの前のはねる音

　　　　　／a”Na／　（anga）

　　　　　／inNi／　（lni・　i］

　　　　　　／ゼ麗u／　　〔㎡磁uユ〕

　　　　　　／eiNe／　（e”5e）

　　　　　　／oiNo／　Co”50）

標準語において，はねる音はつねに母音フォネームのあとにくるが，さらにそのあとに
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母音フォネームがっつくと，はねる音は前後を母音フォネームにはさまれることとなる。

そして，ふたつの母音フォネームの間にはさまれるときのはねる音は．いちじるしく鼻音

化した母音として発音される。このとき，孕むうがわの声道には閉鎖がおこらない。

　また，はねる音のあとに半母音フォネー一・ム／j／，／w／がつづくとき，および，サ行

の薩音，拗音をつくる摩擦音フォネーム／S～sj／，ハ行の直音，拗音，合拗音をつくる

摩擦音フォネーム／h～hj～hw／がっつくときにも，そのはねる音はいちじるしく鼻音化

した母音として発音される。　「本屋」／ho嘱ja，「電話」／deNwa／，「検査」／k

ゼNsa／，「電車」／deNsja／，「平静／zeN　tl　aN／，「4eG！／jo”Nhjak

u／．rドンファン］／doiNhwaN／などの単語におけるはねる音のばあいである。

　この種類のはねる音をふくむ発話においては，おおまかにいえば，業平は母音フォネー

ムのかまえから鼻音化母音のかまえへと移行し，またもとの母音のかまえへもどる，もし

くは半母音のかまえ，摩擦音のかまえへうつる，といううごきをしめすということができ

る。

　そしてこのような，いちじるしく鼻音化された母音としての／N／の調音は，基本的に

は，軟口蓋の下降と舌面の上昇というふたつの調音活動のくみあわせによっておこなわれ

る。軟口蓋は下降して鼻むろへの通路をおおきくひらいて，馨むろを声の有効な共鳴室と

して機能させ，一方，雷面は上昇して，下津した軟口蓋と番面との間の［Ilむうがわの通路

の幅をせばめて．口むうがわの通路の共振の特性を変化させると同時に，ここで共振する

声のきこえをよわめて，共鳴室としての効率を低下させる。しかし母音フォネームにはさ

まれた／N／の音色は，口むうが依然として共振しているため，語末の／N／と共通な，

鼻むうが声を共振させるばあいの特有のf鼻にかかった」音色の特徴をもちながらも，口

むうがわの声の共振の特徴がその音色の形成にくわわる。そして，ロむうがわの声道の形

が前後にくる母音フォネームの種類（もしくは先行する母音フォネームと後続する子音フ

ォネームの種類）によっておおきくことなることを反映して．前後のフォネームの種類に

よる音色のちがいをいろいろにもっこととなる。

　鼻音化した母音としての／N／の調音におけるいまひとつの重要な特徴は，その持続中

に，声道が先行の母音の声道から，後続の母音，もしくは半母音，あるいは摩擦音（そし

てその摩擦音が／h／であるばあいには，さらにそれに後続する母音によって規定される

／h／のアnフ＊ン）の声道へと移行していくということである。またその／N／の前後

にくるフォネームの種類とくみあわせ方とに応じて，鼻音化のための舌面のもりあがりの
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個所と，もりあがりの程度，もりあがっていく過程に，また軟日蓋の下降の程度にも，変

化が生ずるということである。そして鼻母音として発音されるはねる音の前後にくるフォ

ネームの種類による．そのくみあわせの数は数十とおりにのぼるから，このときの／N／

のアロフォンも，それだけ数がおおいことになる。たとえば，つぎにあげる単譜における

語中のはねる音は，すべてその前後にくるフォネームのくみあわせをことにしていて，し

たがってことなるアロフォンとして実現されるものである。　（ただし，括弧にいれてしめ

した単語の／N／は，その前にしめした／NS／，／Nsj／のアnフォンとほぼおなじア

ロフtンとみてよい。）

〈母音フォネームにはさまれた／N／，

まれた／N／の例〉

　南ア　　安易　　暗雲　　3円　　案を　　暗夜　　肝徳　　あんよ

　親愛　　晶位　　陰鯉　　陰影　　印欧語　深夜　　親友　　信用

　純愛　　薫育　　うんうん　運営　運を　　分野　　運輸　　運用

　恋愛　　権威　　巻雲　　千円　　嫌悪　　前夜　　専有　　専用

　音圧　　音韻　　温雨　　門衛　　本を　　本屋　　村有　　混浴

〈母音フォネームと摩擦音／S～sj／にはさまれた／N／の例〉

　暗殺（算数　　完成　　炭素）　　安心（感謝　　監修　　鑑賞）

　印励（困数　　人生　　真相）　　禁止（陳謝　　人種　　印象）

　粉砕（噴水　　奮戦　　運送）　　分子（寸借　　文集　　勲章）

　検査（点数　　編成　　戦争）　　全身（戦車　　選手　　弁償）

　音叉（オンス　音声　　論争）　　恩師（本社　　本州　　損傷）

〈母音フォネームと摩擦音／h～hl～hw／にはさまれた／N／の例〉

　半半　　市販品　イラン風　イラン兵　マンホール　1万百円

　真犯人　備単費　心：不全　新兵器　婚姻法　新百円脱　　　　出勤衰

　新聞班　配分費

　前半　　記念品　ソ連風　ソ欝欝　自然法　千百　安全ヒューズ

　日本発　日本品　闘本風　B甲兵　本放送

および母音フォネームと半母音フs一ネームにはさ

和
話
話
話
粕

緩
民
訓
電
温

時間表　アンフェアな

　　　インフィールド

配分表

　得点表

　　　　ドンファン

ここでは，このようなおおくのアロフォンの中から，もっとも観察しやすく，かっ縮互
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に調音のちがいのおおきい例として／a㌔a／，／i等量／，／ゼN“／，／e歯e／，

／o遍O／というぐあいに．／N／の前後に同一一のみじか母音フォネームを配した例だけ

を観察の対象としてえらんである。これらは，たとえば哺アjl品位」「円へjrうんうん」

「恩を」などの単語にあらわれるフォネーム連続における，語中のはねる音のばあいであ

る。

　トレース図は，第1のみじか母音フォネー一・ムの持続のほぼ中央のフレーム，そしてはね

る音の，灘むろへの通路の幅が最大となる個所のフレーム，そして，第2の母音フォネー

ムの持続のほぼ中央のフレームの，3枚のトレース園をかさねあわせて作成されたもので

ある。そして．時系列分布園（X線33，VELMI）によれば，鼻むろへの通路は連続する5個

の発話の金体を通じて終始あいていて，閉鎖される局薦はない。そして，おおまかにいう

と，5種類の／V噛V／の発話のそれぞれにおける軟口蓋と咽頭後壁との間の通路の幅が

最大になるのは，いずれの発話においても，その音響から，第1の母音フォネームとはね

る音との境界とみなした付近であり，最小になるのは第2の母音の持続の最後においてで

ある。その幅の最大値と最小値は，母音フォネームをことにする発話ごとにちがっている

が，車群値の幅は最大値のそれの3分の玉程度である。そして第1の母音フォネームの持

続の最初の部分における鼻むろへの通路の傭は，最大値のおおよそ半分程度である。幅の

最大値のもっともおおきいのは／ジNi／においてであり，ついで／a遍a／，そのつぎ

に／u「NU／と／e”Ne／，そして，一番ちいさいのが／o短0／においてである。そし

てその最大となったときの幅は，いずれも同一の母音フォネームに先行されて語末にくる

はねる音のそれよりはせまいが，音節をひらく鼻音フォネームのそれにくらべると，かな

りひろい。

　また，時系列分布園（X線33，τOGH1）によると，雪面がもっとも上昇して口むうがわの

声道の通路の編がもっともせまくなるとみられる時点は，鼻むうがわへの通路の幅が最大

となる時点とかさなっている。

　口むうがわの通路のもっともせまくなる個所は，母音フォネームの種類によって蔚後に

移動する。しかしそれは軟口蓋から1ユ蓋垂にかけてであり，それぞれ，／N／が語夫にき

て閉鎖が形成されるばあいの場所にちかい場所である。そしてトレース図にみるように，

正中線上では，舌はそれぞれの罎音フォネームのための調畜位置からいずれも．それほど

おおきくはうこかない。そして，第2の母音フォネームでほぼもとの位置に，ないしはや

やひろめの位置にもどっている。先行の母音の方が後続の／N／の影響をおおきくうける
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ためであろう。／N／における舌の最高点の上昇の幅は，／aiNa／のばあいにもつとも

おおきく，この土昇はほぼ真上にむけておきている，ついで／o㌔0／で，このばあいは

雷が全体として上，そして前方にむけて上昇する。／e’Ne／では，後ろ上にむけて主と

して奥舌の部分が上昇する。／i㌔宝／のばあいも，舌の前半分がほとんどうこかないま

ま，奥舌の部分がごくわずかやはり後ろ上へと上昇する。／u“NU／では，舌の上昇はな

い。しかし，／uiNU／，／eiNe／のパラトグラムをみると，わき舌のP蓋への接触部

位がひろがるところがら，正中線上のうごきがちいさくても，せばめの断面積には変化が

おきているだろう。下あごは，／e臨e／で／N／においてひらきをややちいさめにする

ほか，それぞれの発話の中では，ほとんどうこいていない。いずれのばあいにも，舌内筋

による舌自体の活動によって，／N／において下降する軟口蓋との間にせばめを形成する

うごきが明瞭によみとれる。なお，／N／における奥舌面の上昇から後続母音の位置への

もどりの局面では，舌骨につらなる舌外筋，／a／であれば，舌骨を下へひっぱる筋（m．

sterRohyoideus，その他），また，／i／のばあいであれば，蓉骨を前にひっぱる筋（m．

geniohyoideus）が収縮して番は母音のための形にかえる。これらの舌外筋はこれら鐙音

フォネームのための舌の位置と形をととのえるためにしばしば，あるいはつねに活動する

筋である。

　したがって，この調音において重要なことは，鼻音化母音としての／N／は，単に先行

の，あるいは後続の母音を軟口蓋だけを下降させて鼻音化させて発音しているのではない

という事実である。資料がないけれども，「安易」のような，あるいは屑を∬恩へ」のよ

うな，／N／をはさんで，ひとつの母音の声道から他の母音の声道へと移行するばあいに

も，舌の移行は直線的であるとはおもわれない。途中に／N／のためのより遵があるだろ

う。したがって上にかかげたような音声表記は，／aiNa／〔a㌣a〕，／ゼNU／〔㎡釦

ua〕以外は，かならずしも適切なものとはいいがたいことになる。奥舌面の軟翠蓋への上

昇によるせばめの形成を袈現していないからである。

　そして，この口むうがわでのせばめの形成こそが，さまざまにことなる口むうがわの声

道の形づくりによる音色のちがいを大幅にへらし，／N／の韻図の等質性を増大させるた

めの重要なはたらきをしているはずである。

　呼気流量の記録図（F　34）には，第1の母音からはねる音にかけて，忌むうからの呼気

が減じ，鼻むうからのそれがふえ，ついで第2の母音にかけて鼻むうからの呼気がへって

いくさまが記録されている。また，声道内気圧の記録図（P34）は，気圧の上昇を記録し
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ていない。

3．35子音フォネームの前のはねる音

　　　／a“Npa／　（aimpa｝

　　　／aiNt　a／　（a”n　t　a）

　　　／aiNs　a／　（a“　ff　s　a）

　　　／anNcja／　（a“ntSa）

　　　／anNr　a／　（ain　r　a｝

　　　／a”Nk　a／　（aig　k　a）

　これらは半母音フォネーム／」／，／w／および，声門の摩擦音フォネーム／h～hj～

hw／以外の子音フォネームが後続するばあいのはねる音の調音をしらべるための発話であ

る。このばあいも条件を単純にするために，前後の母音フォネームを／a／のみに統一し

てある。／aiNP　a／は口びる音フォネーム／P～pj／，／b～bj／，／m～瀬／の前の

／N／を代表する例であり，／ガNta／は舌さきの破裂音と鼻音のフォネーム／t／，

／d／，／n～nj／の蔚，おなじく／a”NSa／は番さきの摩擦音／s～sj／の前，／a

、Ncja／は舌さきの破擦音／c～cj／，／z～zj／の前．／a”Nra／は舌さきのはじき

音／r～垣／の前，そして／a”Nl〈a／は奥雷の破裂音の前の／N／をそれぞれ代表する

｛列としてえらばれたものである。そして，6個の発話のうち第5番圏の／パNra／以外

は，後続の子音に無声のさまたげ音をえらんである。

　これらの子音に後続されるばあいのはねる音は，／s／に先行する／N／のばあいをの

ぞいて，よくしられているように，その子音の調音位置で声道を閉鎖することによってっ

くられる鼻音として発音される。したがって，上に国際音声記号でしるしてあるように，

／p～pj／．／t／，／c～cj／，／r～rj／，／k～kj／の前の／N／は，それぞれ

〔m〕，〔n〕，〔n〕，〔n〕，〔g〕のように表記することができる音となる。ただし，はじ

き音／r～rj／の前の〔n〕は，前のふたつの〔n〕とことなり，ややあとよりの，舌さ

きがやや上にむいた，英語の／n／におけるような〔n〕である。

　／s／の前の／N／は声道を閉鎖することなく，雷さきがほぼ〔s〕のかまえのときと

同様，パラトグラムにみるように，歯茎との間にせまい狭窄をのこしたかまえをとる。し

かし，このとき，軟口蓋が降下して呼気が轟にぬけるので，声遵内の気圧はたかまらず，

したがって，このせばめでは摩擦音は生じない。このときの／N／は，舌さきで／s／の
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ためのせばめをつくって，あるいは舌さきをそれに非常にちかい位置に位置させて発音し

た母音〔1〕の鼻音化した音，すなわち上に6〕と表記した音になる。

　しかし，これら6個のはねる音は調音位置のおおきなちがいにもかかわらず，そのため

の田むうがわの閉鎖，あるいはせばめが完成した持続部においてはもちろん，そのいりわ

たりの局面でさえも，耳にきいて，穏互にそれほどおおきな音色のちがいをもっていない

し，語末にくるどのばあいの／N／とくらべても，その音色のちがいはおおきくない。そ

して，その理由は，これらのアロフォンがひとつのフォネームとしてカテゴリカルに認識

されるということだけにあるのではなく，これらのアロフォンの音色のちがいがきわだた

ないような調音がなされていることにも原語がある。すなわち音節末にたっ〔m〕．〔n〕，

（g〕などがことなるフ＊ネームとして存在する言語のばあいには，しばしばこれらの相

互の韻質のちがいをきわだたせるような調音方法がとられ，たとえば〔m〕のばあい，前

舌の位置をひくくし，下あごの開大の程度をおおきくして，両口びるの後ろの掴むろの空

間の容積をおおきくするくふうがなされるし，反対に〔n〕のばあいには舌さきの後ろ．

そして前のむろの空間がせまくなるように，舌面の位置，下あごの開大の程度を調整する

などして，それらの音がいりわたりにおいても，持続部においても音色のちがいがおおき

くなるような措置がとられる。また，そのために，しばしば，先行の母音の音色がおおき

く変化したりする。しかし，子音フsネームに先行する日本語のはねる音／N／のアロフ

ォン相互の間では，そのようなくふうは一一切なされていない。そして調音方法のちがいに

もかかわらず，トレース穏にみるように，澱むうがわの声道にできる空間の容積のちがい

はそれほどおおきくない。しかも，語頭の／m／，／n／より軟□蓋の下降の程度がずっ

とおおきいことによって，音色の形成に演ずる鼻むろの役わりが相対的におおきく，口む

ろの役わりが相馬的にちいさくなっているのである。語頭における，音節をひらく鼻音フ

ォネーム／m／，／n／のばあい，相互の音色のちがいを決定づけるのは，持続部におけ

る音響ではなくて，そのでわたり，母音へのいりわたりの局面であるが，それでも，たと

えば／mai：ma／と／na■：na／とを比較すると子音フォネーム相互の韻質のちがい

の維持のために，子音の持続部における睦むろの容積に差がでるように，舌面のたかさ，

下あごのひらきかたなどに，ちいさいが微妙なくふうがなされている。しかるに／a「NP

a／の／N／の澄むうには，そのようなくふうはみられない。この／N／〔m〕における

【コむろの容積が／ma㍉ma／の第1，第2音節の／m／のそれよりちいさく，反対に，

／aiNta／の／N／〔n〕の口むろの容積がわずかではあるが／na阪na／のそれよ
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りおおきめになっているのは，単なる偶然の結果ではないだろう。

　上下にかかげられた2枚のトレ～ス図は，それぞれ，この6個の発話における4個所の

局面のうちの3箇断ずつをかさねあわせて作成されたものである。その4箇駈とは，第1

に，語頭の母音の持続部における，母音の定當的な音響的成分のみられる中心の個所のフ

レーム，第2に，調音三宮による覆むうがわの闘鎖が完成した直後のフレーム，第3に生

むうがわの声道が調音器筥によって開放される直前のフレーム（ただし／s／のばあいに

は摩擦の持続の中央のフレーム），第4に，語末の母音の持続部における，母音の定常的

な音響的成分のみられる中心の偲所のフレームである。

　時系列分布図（X線35，VELMI，　VELM2）をおおまかにみると，軟口蓋は先行の母音のい

りわたりですでに下降を開始していて，輿むろへの通路はとじておらず，トレースされた

母音の局面では下降の途中にある。そして調音器官が口むうがわの声遵を閉鎖する前後に

最大の下降と最大のひらきの局面を通過したのち，急速に上昇して／r／のばあいをのぞ

いて．鼻むろへの通路をいったん完全にとじることによって後続子音の局面にはいる。そ

して，後続の母音のいりわたりでふたたび下降をはじめるが，鼻むろへの通路の閉鎖は語

末付近まで保持されている。

　そして，輿むろへの通路の幅が最大となった疇点でのその幅は，／a「NPa／の／N／

のばあい，／a㌔／のトレース図におけるそれよりちいさく，／a論a／における最大の

幅とおなじ程度（約10mm）である。そしてその最大の幅は，後続子音が舌さき音のばあい

は，それよりちいさく，奥舌音のばあい，すなわち／パNka／のばあい，もっともちい

さい。

　声道内気圧の記録図（P35）は，母音とはねる音の持続では上昇しなかった口むろの気

圧が，さまたげ音の持続でいずれもおなじ程度に急上昇することを記録している。しかし

／r／のばあいには，みじかい時間，わずか上昇するだけである。

　呼気流量の記録図（F35）は，呼気のながれが口むろ経由から次第に鼻むろ経由へと移

行し，さまたげ音の持続部で，破裂音／p／，／t／，／k／，破擦音／cj／のばあいに

いったん完全に停止し，摩擦音／s／のばあいに口むうからの流出だけにきりかわるさま

を記録している。そして／r／のばあいは，鼻むうからの呼気の流出がとまっていない。

　トレース図について，第1音節の／a／における下あごの開大の程度をしらべると，い

ずれも単独で発した／a“：／，／a”N／のばあいのそれ，また／ha”：ha／の第1音節

の／a阪／とくらべてかなりちいさい。そして6偲の発話相互の間では，／a㌔ra／，
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／aiNka／のばあいに若干ひろくなるなど，／CV阪CV／型の発話において分析して

のべたとおりの結果があらわれる。すなわち，これらの点で第1音節の／a／の調音はは

ねる音に後続する子音の影響をうけているのである。舌の位置，形などについても欄様な

指摘が可能である。また，喉頭膣の前がわの壁，そして被裂軟骨の上をおおう組織の像を

えがいた線が，／N／に後続するさまたげ音においてもっとも前進することがたしかめら

れるが，1 ｱれは，前にものべたとおり，声道内の気圧のたかまりの反映である。その証拠

に，気圧のさしてたかまらない／a擁ra／の持続部においては，このような位置のずれ

はおきていない。

　これらの子音フォネームの前のはねる音の調音について，いまひとつ興味ぶかく，かっ

重要な事実がある。それは，休止の前の語末のはねる音，そして母音間のはねる音とちが

って，軟口蓋にむけて奥番面が上昇するという現象がみられないということである。そし

てそれは，はねる音が鼻音化母音として発音される／a、NSa／〔a『sa〕のばあいに

も，あてはまる。つまり，子音フォネームの前のはねる音の調音においては，声道を閉鎖

し，あるいはせばめる調音器宮と奥舌との二重調音はおこなわれていないといわなくては

ならない。

3．36　つまる音

　　／aqip　a／

　　／aq”t　a／

　　／aq”s　a／

　　／aq”cja／

　　／aqik　a／

　　／aq”h　a／

〔aゴpa〕

〔aゼta〕

（asis　a）

（at”tSa）

（akika）・

（ahiha）

　つまる音をふくむ発話のセットも，条件を単純にするために，前後の母音フォネームを

／a／に統一してある。

　そしてこの用例は，標準語でつまる音に後続することのできるフォネームである無声の

さまたげ音の子音フォネームのすべて，すなわち／p～pj／，／t／，／S～sj／，／C

～cj／，／k～kj／，／h～hj～hw／を代表するものとしてえらばれている。

　よくしられているように，つまる音は後続する子音フォネームの調音される場所で声道

をとじて（後続の子音が破裂音，破擦音のばあい），あるいはせばめて（後続の子音が摩
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擦音のばあい）．先行の母音の声をたちきることによってっくられる。そして，後続の子

音が破裂音あるいは破擦音であれば，つまる音の持続は無声で，かっ，無音である。後続

の子音が摩擦音であるばあいには．つまる音の持続は無声であるが，その間，後続の子音

とおなじ摩擦音が発しつづけられている。

　声道内気圧の記録園（P36）をみると，つまる音の持続部において，声道内の気圧は上

昇するが，その土昇は音節をひらくさまたげ音における上昇の程度よりいくらかたかめで

あって，大気圧より100㎜／馬0程度たかい。そして持続中に上昇しつづけるということは

ない。

　時系列分布図（X線36，　VELM2）にみられる軟口蓋は，6欄の発話のいずれのばあいも，

つまる音にはいった直後よりも，後続母音へむけて声遵の開放がおこる直前の方が上昇し

ており，これらの上昇には，とじこめられた声道内の空気によっておしあげられた結果が

くわわっているはずである。そして，6個の発話で軟目蓋のもっともだかいときのたかさ

をくらべると，／q／が口びる音となる／aゴpa／のばあいより，舌さき音となる／a

q、ta／，／aqisa／，／aq「cja／のばあいのほうがたかく，奥舌音となる／aqik

a／でもっともだかく，／aq、ha／でふたたびひくめとなる。そしてこれらは，最後の

／aq”ha／をのぞいて，空気のとじこめられる口むろ容積のちがいを二二しているのだ

ろう。

　そしてこのばあい，さらに呼吸筋の制御か，喉頭の割御のいずれか一方，もしくは両方

によって，声道内の気圧がその柑対的にながい持続時間中に上昇しつづけないよう，抑制

がおこなわれているものと解される。もしそうでないと，声道内の気圧は肺臓からの呼気

の流入がっつくことによって上昇しつづけるはずであり，そのため，一一・maにつまる音のあ

との破裂音は気音のつよい破裂音になるはずだからである。ところが，そのようなことは

標準語においてふつう，おこっていない。つまる音における相対的にながい声道の閉鎖の

あとの破裂音にともなう気音は，けっしてつよくはなく，かえってよわくなる傾向さえあ

る。このことはっまる音の発音において，このような気圧の上昇の抑制がおこなわれてい

ることを意味するものとおもわれる。このことを反膜してか，呼気流量の記録図（F36）

をみると，呼気の流出量は，第2音節において，第1音節より目だってすくない。／CV

ilCV／（たとえば／pa■：pa／）のアクセント核の後ろの第2音節と第1音節との聞

にも呼気流量の差があるが，この差はそれ以上のようである。なお，このつまる音に関し

ての声道内気圧の記録図と呼気流量の記録図の結果は，この発話が第1音節にアクセント
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核のあるものであるということがくわわったばあいの結果であることはもちろん考慮にい

れておかなければならない。

　また，喉頭腔付近はっまる音の持続のはじめ，そして子音の破裂の寸前の爾方のフレー

ムでも，いちじるしく前によっていることがトレース図からたしかめられる。先行の母音

における位置からのこのずれは，一部に子音の調音のための調音器蜜のうごきの影響がふ

くまれているけれども，やはり声道内の気圧の上昇の影響がふくまれているはずである。

ちなみに，／aq「ha／〔ah「ha〕のばあいにかぎって，この声道には呼気のながれを

せきとめるようなせばめが存在しないため，声道内気圧の記録図にみるように，このつま

る音の持続中に声道内の気圧はまったく上昇しないし，トレース園にみるように，喉頭控

付近のこのようなうごきもみられない。そのかわり，呼気流量の記録図で／aqisa／と

ならんで，そしてそれをうわまわる呼気がこのつまる音／q／〔h〕の持続中に流出しつ

づけている。

　軟口蓋はまた，トレース図と時系列分布図（X線36，VELM2）とにみるように，前後の

／a／においては，ひろ母音における若干ひくめ位置にある。

　また，語頭の母音の下あごのひらきをみると，／aq「ha／においてのみは，下あごの

ひらきが単独で発した／ai：／，／a恥／，そして／ha㍉ha／のばあいの第1音節の

それにちかいおおきさであるが，他のばあいは，いずれも後続の子音フォネームの調音の

影響をうけて，それよりせばめとなる。

　この／aqiha／〔ah、ha〕をのぞく他の5個の発話の資料は，子音の前のはねる音

のための5個の発話のそれと，それぞれ下のように相互に比較できる。

　　　　／aqipa／（apipa）　：　／anNpa／　［aimpa）

　　　　／aq”t　a／　（a　tit　a］　：　／aiNt　a／　（a“n　t　a］

　　　　／aq”s　a／　（a　sis　a］　：　／aiNs　a／　（a“　a””　s　a）

　　　　／aqicja／（at”tSa）　：　／a“Ncja／　（a’ntSa］

　　　　／aq”ka／Caknka）　：　／aiNka／　（a”gka）

　そしてこれらの発話の声道のトレース図は，当然のことながらそれぞれ相互に非常によ

くにている。ことなる点は，もちろん，第1に軟口蓋の行動である。そして第2には，つ

まる音，はねる音の持続のはじめの部分における喉頭腔付近の位置のずれかたのちがいで

あり，これはこの時点で声道が閉鎖されて声道内気圧がたかまっているか，開放されて気

圧のたかまりがないかということを反映している。そのほか，声道内の気圧をたかめなけ
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ればならないっまる音における声道のかたい閉鎖あるいは狭窄と，その必要のないはねる

音におけるやわらかめの閉鎖と狭窄との微妙なちがいを反映したごく微纏なちがいが，縢

びる，下あご，舌の位置にないわけではない。しかし，そのほかの点で声道は非常によく

にている。そしてそのことは．はねる音の項でのべたアnフォン闘の韻質の均質性の問題

の指摘が．このつまる音においてもほぼあてはまるということを意味するだろう。つまる

音は，無声の時間が音節連続のリズム構造の中でほぼ一定の時間維持されるという，持続

部における音響的特徴をもっているが，そのいりわたりにおいても，母音がたちきられて

いくとき，調音部位のちがいによって音色のちがいがきわだっような調音上のくふうは，

このフォネームのばあい，はねる音のばあいと同様，必要がないし，なされてもいないと

いえる。

　なお，呼気流量の記録図（F36）をこまかく点検すると，／aq’ta／〔at㍗a〕，

／aqnsa／〔as、Sa〕，／aq「cja／〔at隆∫a〕，／aqnka／〔ak：喰a〕などのつ

まる音のいりわたり，声道の閉鎖あるいは狭窄が完成する瞬間に，きわめてちいさい澄む

うからの空気のながれが記録図上に観測されている。このごくわずかな，そして短時間の

空気のながれは，おおくのさまたげ音ではじまる音節の子音のいりわたりにおいて，たと

えば力行の音節の発話の呼気流量の記録図（F22）において，第2音節の子音／k／の閉

鎖が完成する瞬間に観測されるものであって，これは，すでに鼻むろへの呼気の通路をと

ざしている軟口蓋が，声道の閉鎖が完成した瀬野で口むろ内の気圧の上昇に反応して上昇

するとき，その上にある算むろ内の空気がこれによって外へのちいさいうごきをおこし，

そのうごきを呼気流量計がとらえたものである。したがって，声道内の空気が鼻むろへぬ

けたことをしめすものではない。そして力行の音節の／k～kj／のばあいにとくにそれが

顕著なのは，軟口蓋との間で閉鎖をつくる奥舌面が直接軟口蓋を上におしあげることによ

っておこる上部咽頭の空気のうごきがこれにくわわるからであろうと推察される。
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　われわれはこの報告において，同一の発話者による同一の発話テキストの発話について

の4種類の調音音声学的な資料，すなわち，（1）X線映画フィルム資料，（2）動的人工m蓋資

料，③声道内気圧の記録，｛4）呼気流量の記録を詳細に検討し，楊互に比較することによっ

て，また，これらの資料をその調音運動の結果としての音声についてのサウンドスペクト

ログラムを主とする音響学的資料と比較蝉照させることによって，主として2音節からな

る無意味単語の明瞭で規範的な発音のばあいにおける，B本語のすべての母音フォネーム

とすべての子音フォネームの調音音声学的な性質，そしてそれらフォネームが相互にくみ

あわさってっくられる日本語のほぼすべての音節の調音音声学的な性質を詳細にあきらか

にした。

　そして調音音声学的な事実の分析と解釈に際しては，これら4種類のことなる方法によ

る実験音声学的な資料以外に，音声の研究者としての発話者自身の，目や指さきによる，

また鏡などを介した，自己の発話についての外部からの直接的な観察，また，ふだん，自

己，および他人の個々の調音器官の運動を観察したり，模倣したり，方言学のフィールド

において種々の音声をききわけて記録したりすることになれ，また自己の調音運動を意識

的に制御することに熟達している音声研究者としての発話者自身の内省，そしてまた，長

期にわたって大量のトレース作業をおこなった旧いくどとなくくりかえし上映されたX

線映画フィルムのスクリーン上での，うごきつつある膜像についての，トレース図作成者

のこまかな観察，さらには，諸言語，日本語の諸方言の音声についての筆者らのもちあわ

せている知見などがおおきく役だっていることは否定しがたい。

　この研究において，われわれは，日本語の母音，子音，音節の発音に関して，あらかじ

め予想していた，そしてまた，まったく予想できなかった数おおくの調音音声学的事実を

発見，もしくは確認することができたようにおもう。そしてそれらは，主として，語頭に

たっフォネーム，語頭にたっ音節の基本的な調音音声学的な特徴そしてその音節を形成

する母音フォネームと子音フォネーム相互間におこる干渉と相互影響の質と程度，ついで

語中の，アクセント核のあとの第2音節における，フォネーム，音節の発音の語頭におけ

るそれとの差異，調音の疎略化の方向と程度とに関するものであった。

　けれども，ここで分析の対象とした発話資料にかぎってみても，主として時間的制約の

ために，その分析と解説とを充分におこないえたわけではなく，おこないたい分析をまだ
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のこしたままとなった。それは主として，担当者のひとり，上村が1976年に琉球大学教授

に転出して以降，大学における教育活動のほかに，消滅しつつある琉球列臨諸方需の記録

と保存というしごとに従事していて，そのために残余の下間の大部分がさかれたためであ

る。けれども，ここでもちいたDP資料，声道内気圧の資料．呼気流量の資料などは，主

資料たるX線資料の情報の不足をおぎなうために，上村の転出以後に，折をみては追加作

成されたものでる。この報告においてわれわれが，できるだけおおくのトレース図，なら

びに他の種類の記録図類を，ととのった．比較しやすい形で大量に掲載したのは，担当者

がもちいた資料を公開することによって，担当者以外の研究者に，爾一の資料をもちいて

三二者のおこなった分析の正当性について検討したり，下問の不足，もしくは観点の不足

から担当者がおこないえなかった分析や解釈をおこなうことを可能にするためである。と

くに，X線映画資料は，その性質上，またとえられないものであるために，そしてそのト

レース作業にながい時闘と忍耐，注意ぶかさを必要とする作業であるため，その結果がお

おくの研究者に利用できるようにすることを分担者らはねがつた。たとえば，この報告に

掲載された個々のトレース図は，そのままコピーをして他のいずれかのトレース図とかさ

ねあわせてみるだけでも，第3章の解説でふれられていないいろいろな観点からの，音節

相互間，フォネーム間，アロフォン間の比較が可能である。疇系列分布図，DP蜜料など

についてもそのような比較が可能である。

　つぎに，われわれのおこなった方法の，とくに不充分な点に関していくつかのことを付

書しておきたい。

　われわれの側面からのX線映画フィルムからえられる資料は，声道の形づくりに関して

きわめておおくの有益な情報を提供してくれるけれども，二三もすくなくない。饅視やD

P資料によっておぎなえない部分では，とくに，声道の各部分の断面の形と断面積，そし

てその動態に関して，また，咽頭の側壁のうごき，軟口蓋と咽頭との間の閉鎖や狭窄の際

の正確な形状，さらには，喉頭と食道の入口付近の複雑で微妙なうごきにともなっておこ

る腔の形，容積とその動態などに関して，われわれの情報は不足したままである。

　また，この研究で対象としたすべての調音運動に際しての，第1に，呼吸筋群，とくに

横隔膜と内外の肋間筋，そして第2に，声帯筋をはじめとする，喉頭，とくに声門の位置

と形状を覇御する筋肉群，第3に，舌の位置と形とを割御する多数の舌内筋と雷外筋群，

口びるの形をきめる日輪筋とその周辺の筋肉群，軟口蓋の上昇下降と鼻むろへの通路の状

態に関与する筋肉群の，たがいに髄期し，協調し，あるいは拮抗し，もしくは代償しあう
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複雑な活動のさまは，もっともふかくわれわれの興味をそそるものである。これらの筋肉

の活動に関しては，個々の筋に関する個別の筋電図的な研究がこれまでいくつもおこなわ

れており，注目すべき研究がすくなくないけれども，ここでわれわれがこの筋電図的な方

法をもちいることをしなかったのは．これらのおおくの筋の連携したうごき．とくに収縮

の有無と程度とを，多数の筋について，われわれの研究目的にそいながら同時に効果的に

とらえることがこの方法による研究の現段階ではそれほど容易なことではないと判断した

ためである。ただし，口輪筋をはじめとする口びるの位置と形の制御に関する筋肉，舌面

または下あごに指さきでふれることによってある程度の観察が可能ないくつか舌内筋の緊

張と弛緩の状態，また，おなじく外部から指先で観察することの可能な舌骨と下顎骨，舌

骨と胸骨とをむすぶ筋などの緊張と弛緩の状態については，われわれはつねに注意をおこ

たらなかった。

　おなじくわれわれのたかい関心事である声門下の気圧とその変動についても，われわれ

は残念ながら有効な測定の方法をもたない。みぞおちの上を指でつよくおしてみることに

よって，この気圧のおおきな変動はある程度しることができ，ときにそれは有効であり，

たとえば／i＝／と／a：／，音節／sa／における／s／と／a／とでは，声門下の気圧の

差を反映して，それぞれ，前者の方が指がつよくおされる。しかし，われわれのしりたい

のは，一定の発話の条件の下での，フォネームごと，音節ごとの特徴を反映したもっと微

細で正確な変動の値である◎

　母音のフォルマント周波数を単にソナグラムの目視によってとらえるなど．この研究で

われわれは調音活動の結果としての音響自身の分析にはあまり力をそそがなかった。それ

は，主たる関心が音響ではなく調音活動それ自身にあったことのほかに，われわれが愛用

し，世界でなが年にわたって音声研究に奉仕してきたソナグラフをはじめとする測定器類

がいまや旧式となって，最近の音響分析技術の水準からみればそのような旧式の設備しか

われわれの手元にはなかったためでもある。しかし，ごく最近，東京大学音声言語医学研

究施設その他で，計算機をもちいて比較的安価に高精度の音声分析をおこなうことのでき

る装置が開発され，われわれにもその利用が可能となった。そこで，われわれとしても，

そのような装置もちいて，この報告における発話の音声についての，スペクトル，フォル

マント周波数，ピッチ周波数などのいますこし正確な資料をちかく作成しておきたいとお

もっている。

　前の報告「X線映画資料による母音の発音の研究一フォネーム研究序説一」（国立国語
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研究所報告60）において，われわれはB本語の母音フォネーームをあつかうと同時に，母音

一般について論じ，さらにBaudouifi　de　Courtefiay以降，すでに100年に達しようとす

る世界の言語学のフォネーム研究の歴史の中で，プラーグ学派とR．JakobSOfiらの音韻論

に批判的に書及しながら，フォネームとはなにかという問題をあらためて提起した。しか

しその続編としてのこの報告は，当初の予定に反して，主として日本語の子音と音節の分

析にほぼ終始してする結果となった。日本語以外の言語の子音について，また子音一般に

ついては，中でときおり言及されてはいるけれども，正面からは論じられなかった。また

したがって，子音と音節の一般論をふまえて展開すべきフォネームー般についての論議も

先おくりされることとなった。この研究は国立国語研究所における研究としては，ここで

終了するので，これらの問題は担当者ら個人の研究テーマとしてひきっがれる。

　また，この報告の第3章の解説は，当初，教育などの実用的な目的にもそえるような平

易なものをとかんがえたが，結果としては專門的な記述が優先されたため，その意図はか

ならずしも実現されなかった。擦当者としては，そうした目的にそった叙述を今後別にか

んがえたいとおもっている。

　なお，前の報告（報告60）とこの報告（報告100）とがあつかったのは，X線映圏r日本

語の発音gのうちの第1部「田本語の音節」と，第3部「種々の調音運動（その1）」，

第4部三々の調音運動（その2）」の一部分とである。そして第2部「朗読（島崎藤村

「夜明け前」の一部）」は，文学作品の朗読という，疎略ではない，規範的な発音におい

て．各フtネーム，そして各音節の調音が前後のフォネーム，音節，単語アクセント，文

の構文論的条件などにしたがいながらどのように変化していくかを研究する目的で撮影さ

れたものであった。そこには文章の朗読の際の，とくに表現性にとんでいるわけではない

そしてとくにはやmでもないふつうの朗読のばあいの，おどろくべき精密さでたがいに協

同してうごく人間の諸種の調音器窟のすばやいうごきがある。そして前の報告（報告60）

とこの報告（報告190＞とはそのような調音運動の研究を可能にするための必要な前提をな

していてtいまやそれをもとにすれば，非常な精密さでこれをおこなうことができる。残

念なことに，担当者が以前共同でおこなった下あごのひらきにかんするちいさな研究（上

村・高田1973）と，高田がおこなった舌の最高点の推移に関する研究（高田1980）をのぞ

いて，われわれはこの資料を分析するための時間をもてなかった。しかし，高田（1980）の

分析は，そのような連続音声のばあいの調音活動が，単独で発音された無意味単語のばあ

いとどうちがってくるかを，雷の最高点の変化というごく部分的なうごきに隈定されたも
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のではあるが，一応とらえてしめしている。

　なお，X線映画フィルムとそのトレース図，録音テープをはじめ，この研究にもちいた

すべての資料はわれわれは国立国語研究所に整理された形でのこすことにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1989年12月　　 上零寸e高田）



，5，3f

関連文献

Ckiba，　T．，　Kajiyama，　M．　（i941），　The　Vowel，　i　ts　Nature　and　Structure，　Tol〈yo－Kai－

　　　　　selkan

Jo＃es，　Dafiiel　（lst　ed．1909，9th　ed．　i96e），　AR　Outlifie　ef　Efiglish　PhoRetics，　Oxford

　　　　　Ilfiiversity　Press，　Londok

Fujimura，　Osamu　（1960，　Bilabiai　Stop　and　Nasal　ConsoRa＃ts：　A　MotioR　Pieture

　　　　　Study　and　its　Acoustical　lmplicatiens，　Jogrnal　of　Speech　and　Hearing

　　　　　Research．，　4，3

服部四郎（初版1951，新版1984）　冨音声学醗岩波書店

上村幸雄・高田正治（1973）　賠本語の母音の発音における下あごのうごき遍国立国語研

　　　　　究所論集5

有泉　均・高田正治（1974）　冒X線映画による調音運動の分析：唇，舌，顎の協調関係g

　　　　　露本音響学会，音声研究会資料　S73－28

高田正治・岩淵悦太郎（1975）　9日本語母音の調音過程のX線映画による観灘：日本語の

　　　　　母音の発音における舌のうごき＃

　　　　　臼本音響学会，音声研究会資料　S　74－57

宮脇邦子・桐谷　滋・比企静雄・白井真智子・上村幸雄・高田正治（1975）　脇本語にお

　　　　　ける舌と口蓋の接触パタン：ダイナミックパラトグラフィによる観察g国立聴

　　　　　力警語障害センター

国立国語研究所（1978＞眠線映画による母音の発音の研究：フォネーム研究序説S国立

　　　　　國語研究所報告60

上村幸雄（1978）『現代日本語の音韻体系3（松本泰丈編ヂ日本語研究の方法」むぎ書房

高田正治（1980＞紋章朗読における調音上の特徴についてS國立国語研究所報告65r研

　　　　　究報告集｛2）」

高田正治G982）　職音の実験音声学的研究g国立国語研究所報告71「研究報告集（3）l

Gloria　」．　BordeR　＆　Katherine　S．　Harris（1984），　Speech　Science　Primer，　Physiology，

　　　　Aeoustics，　aBd　Perception　of　Speeeh，　Williams　＆　Wilkins，　Baltimore／Lon－

　　　　den，広瀬　肇訳「ことばの科学入門」1984，　MRCメディカルリサ・一・・一チセンター

高顯正治（1985）　『促音の調音上の特徴について』国立國語研究所報告83「研究報告集

　　　　　（6）1

高田正治（1989）＃ダイナミックパラトグラフィによる青森県深浦方言の分析護国立国語

　　　　　研究所報告96r研究報告集㈲」

上村幸雄（1989）鮪0音図の音声学S講座田本語と田本語教育第2巻日本語の音声，

　　　　　音韻（上）明治書院

上村幸雄（1989＞　ll現代田本語：音韻渥言語学大辞典第2巻，世界言語編中巻，三省堂

上村幸雄（！989）粕本語のイントネーションk（言語学研究会編9ことばの科学」3，

　　　　　むぎ書房）



533

付属資料

X線映画「日本語の発音」について

国立国語研究所　話しことば研究室

　　　　　　197e



534　付属資料

§1　まえがき

　この16蹴X線映画は，日本語の発音と音声器富の運動一般を研究している国立国語研究

所話しことば研究室の研究計画（下野者は上村幸雄，高田正治の2名）にそって，その資

料をえるためにうっしたものである。みやすいように多少順序をいれかえたり，タイトル

を挿入したりしてある。発音をおこなっているのは上村幸雄（菓京出身）で，フィルムは

東京大学医学部音声喬語医学研究施設の沢島政行，広瀬肇の両氏のご好意によって棄京大

学医学部中央放射線室におかれている設備によって，1965年5月と1967年4月の2回にわ

たってうっしていただいたものである。フィルムの編集はおもに高田正治がおこなった。

　映画は毎秒24コマのスピー一一・ドで撮影され，ながさはタイトルなどを除いたX線の部分が

約500フィート，映写時間は毎秒24コマのばあい全部で約15分であるが，便宜上全体をつ

ぎの4部分にわけて編集してある。

　第1部　　H本語の音節の発音（FilmAおよびFilm　B）

　第2部　　朗読（島崎藤村「夜明け前」の一節）（FilmAのみ）

　第3部　　種々の調音運動（その1）　（FilmAおよびFilm　B）

　第4部　　種々の調音運動（その2）　（FilmAおよびFilm　B）

　FilmAとは1967年に撮影したもの，　Film　Bとは1965年に撮影したものであり，第2

部を除いては，両方のフィルムがふくまれている。　Film　Bは予備的なテストのつもりで

うっしたものであったが，咽頭上部などの部分の映像の鮮明さ，うつっている音声器官の

範囲のひろさなどの点では，FilmAよりすぐれているので，これもこまかい分析の対象

にすることにしてひとつにまとめたものである。

　撮影と録音はあまりよい条件でおこなわれたものではない。すなわち，まず撮影と録音

とを同期装置のないべつべつの機械によって，おこなわなければならなかった。このため

に．編集のときに音声と映像とを同期させるために，たいへん手間をかけたにもかかわら

ず．できあがったフィルムのうえの映像と音声（フィルムのわきの磁気帯に再録音されて

いる音声）は上映して肉眼でみぐるしくない程度には同期がとれているものの，完全な同

期はとれていない。したがってこの映画をフレームごとに分析するためには，フィルムの

よこの磁気帯に再録された音声（これは再録の過程で音質にもひずみをこうむっている）

ではなく，もとの録音テープ（または，それの忠実なコピーあるいはそれにもとずいたオ

シwグラム，ソナグラムなどの記録図）をつかわなくてはならない。なお録音はFilmA



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X線映画「H本語の発音」について　535

のばあいはKljdelskiのNagraM型録音機，　Fi顯BのばあいはSofiyの777A型録音機

をつかい，マイク（ダイナミック型単一指向性，Film　AではSOfty　F－113C，　Film　B

ではSOfiy　F－86）はurから約20cmの距離にあった。

　録音はX線装置などの発するかなりたかい雑音のあるなかで，おこなわなければならな

かったので，音声にはかなりの程度のバックノイズが璽畳している。また，撮影の速度は

毎秒24コマとかなりおそいので，はやい音声器富の運動を観察するには不充分である。ま

た発音者（上村）が撮影のときにからだやあたまをとくに固定しなかったので，フレーム

によってわずかであるが，くびが前後あるいは左右にうこいている。こうしたいくつかの

ことがあとの分析にいくらかの困難または不便をもたらした。

㌃Lダ＿　（冶O

マイク

・
6
理

レ
ン
ト
ケ

　上村は，発音のまえに造影剤としてバリウム溶液を鼻むろ，口むろ，咽頭腔に流しこん

で発音したが，こ．れは不快感や発音の不自然さをまったくひきおこさなかった。上村は，

あとで計測するときの便利のために，下あごにあなのあいた50円硬貨（直径25mm）をはっ

て，（ただしこれはFilmAのばあいのみ）あらかじめ，用意しておいたテキストをよん

だ。〈ただし，Film　Bのばあいはくわしいテキストは矯配しなかった）あとで音声と映

像の同期をとることを便利にするために，テキストのひとくぎりごとにフィルムのフレー

ムのひだり下に像がうつるようにして金属のカチンコをならすことにした。映像と音声と

の岡期をとる編集の作業は，フィルムのうえでこのカチンコの2本の金属の棒の像があわ

さるうごきと，録音テーープのうえのそのときのカチンという金属的な音とを同期させると

いう方法でおこなった。

§2　テキストについて
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　以下にあげるテキストは，この映画を撮影するときに実際に発音者（上村）が発音した

音声のすべてをしるしたものである。このテキストは，発音者があらかじめ用意したテキ

ストとややくいちがっていて．いいあやまり，いいなおし，臨時にくわえたもの，撮影し

ている人とのみじかい会話などもはいっている。これらも資料として興味ある点をふくむ

ので，カットしなかったわけである。

　テキストのなかの△は上にのべたカチンコをならした音のある箇所をしめす。テキスト

のひだりはじの数字は，発音のひとつひとつのセットの番号であり，フ4ルムの上にもお

なじ数字が1コマだけ映像の上にスーパーインポーズされている。わたしたちは，フレー

ムごとの分析をするばあいに，この数字のスーパーインポーズされたフレームの番号ゼロ

をあたえ，これを起点としてそれぞれの発音のセットのうつっているすべてのフレームに

とおし番号をあたえている。なお，おのおのの発音セットの数字がスーパーインポーズさ

れたフレームは1コマだけであるから，上映中は注意してみないとみのがしてしまう。

　テキストでは，日本語の音声は原則として音韻的な表記によってしるしてある。フォネ

ーム以下のこまかな異音をしあす必要があるときだけ〔〕にいれて音声的な表記をおこ

なっている。また．アクセントは核のみを■によってしめしてある。また，第1部では外

来語，方言などにしかあらわれない音節を（）にいれてしめしている。また，日本語の

音声以外の音声はすべて〔〕にいれて音声的に表記している。

§3第1部日本語の音節の発音

一　Film　A－

I　　A　a”a　i”i　u”g　eie

2　A　ja＝aja　ju“ujtt　（jeieje）　jo－ojo

3　A　wa一”awa　（wi“iwi）　（weiewe）　（woiowo）

4　pa－apa　piiipi　pu”upu　pe”epe

s　pjaiapja　pjuigpju　pjo”opjo

6　A　ba“aba　bi“ibi　buiubu　be”ebe

7　A　bjaiabja　bju”llbju　bjo”objo

8　△　mja「amja（いいまちがい）

　　　ma－ama　miiimi　mu“

o“o

A
poiopeA

bo］ebo

　〔e〕　（いいまちがいにきついて発したもの）

　　　　1一一一　一．一一umu　　　　組e　e鵬e　　　　韮盈O　GI譲0



9　A

10＊　A

H＊　A

12　A

13

孝

△
△
△

A

△
△
△
△
△
△

26＊＊A

27＊＊A

28

29　A

30　A

1
9
魯
3
』
4
5

3
0
◇
Q
U
O
σ
3

A

△
△

　！．n．．．　T

mja　a田ja

taiata

dahda

　　］
sa　’asa

　・一lr　・Cl　　　ICI

（n）

　　：Al
sja　’asJa

　　i－r．tCl　　　ICI

　　：一n一一t

za　’aza

　　：n　一1一　．．　．T

zja　’azja

na　’ana

　　：A’1－u：

駐jaa慧3a

ra　’ara

　　r一　”’1一．　：

　t．．T－1．．u．：

mju　’umju

tゼete

de”ede

　t1：　．．　：

　　　1S王Sl

　：nn一．．：
翔」00組jo

tono毛O

do”odo

S慧慧SU

　　〈いいまちがい）

（いいよどみ）

cja’acja　c3u

rja　’arja

kaiaka

kja“akja

　　lga　’aga

　　：一1．一t
gja　’agja

（eaiaga）

〔ojゴ翻a〕

ha”aha

hja＝ahja

（hwa”ahwa）

（ni

　’”nt1”一tSJU　　　　usjg

　　l
CU慧C硬

　t．rm1．一：
　　　UCJU

　・一i・　・
　　　1z豆Z王

　・　穐　　　・
zju　　　　uzju

　・弩・　・
　　　1itlHl

　t．1．．．　：

弱U　　　蟻njU

　Tl：．：
　　　lrlrl

　一．．一．．　T

r担urJU

kiiiki

kju”ukju

　t－1：一：

91韮91

　：“n－N：
9JU賎9JU

iiigi）

（eju－

hi”ihi

鼓ju　uhlu

（hwinj

て発したもの）

aiN

a－Na

a］N

a－iNa

　］
a　’Npa

t－
1　’N

tl　：1　N玉

：1
1　’N

：n　Tl　Nl

ゴ担ta

（n］

　t一一i
　　　esjesje

（cje“ecje）

　　1zu　’uzu

（zje　Lezje）

　　1
簸uu藏u

R30“eltje

　　］
rtt　ur建

　　　］L．　T

　　Cnu－unu）

題ju｝

ihwi）

（hweiehwe）

ゼN　　e

U］NU

ゴ製　　e「N

unNu　enNe

　　　a”Nsa

X線映画「日本語の発音」について

　se”ese　senosoA

（いいまちがいにきついて発したもの）

　：　・一　一l

sjo　　　osjo

　　　］一一：CJO　　　ocjo

ze’eze

　　　1一一tzjo　　　　OZJO

　　l
ne　’ene

re’ere

zo“ozoA

ilo　’ofto

　　一
ro　’oro

rjo　’orjo

　ku”uku　ke“eke　ko”oko

kjo”okjo

　gu“ugu　ge”ege　go”ogo

　　1一一L“：
　　　　ogjogjo

　　　　　　〔勾eene〕〔BO”OrpO〕

　　Crpjo“ol」jo）

　hu”uhu　he－iehe　he’ioho

hje＝okje

　　　　hu（いいまちがい）　〔5〕〈

　　　　　　　（hwo”ohwo）

an

奄m　o－N　A

　＝
O　’N

oko

　n　n：
a　’NcJa a”Nra a－iNka

いいまちがいにきず
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36　A　a“qpa　a”qta　a”gsa ai曹モ鰍＝@ahka　a－qhaA

37

　　　‘dark玉’へ移行）

38零‡‡＊　　a　　　　宝　　　　u　　　　e

39　pa　a　ka
40＊＊＊　Apa　a　ka

一　Filra　B一

　△〔Rr〕（臼蓋垂のふるえ音）〔r＝）（舌先のふるえ音）駈〕Cc玉ear　l’から

　　　　　　　　　　　　（この37はがんらい第4部におくべきもの）

圭
2
0
0
4

pi　i　ki

pja　ja’　kja

u　　su　　s勲

kaNaN（r勘案」）

（「買った」）

〈ゼはっきり」〉

事）

pu　u　ku

e　ke　se

pe　e　ko
　　（tu）　（di）

　o　　　a　　i　　疑　　e

sa

sa　　　　もa　　　　na　　　　ha　　　　熱a

si　　　ci　　　臓i　　　hi　　　醗i

　sja　cja　Rja　hja

cu　　cj雛

　ziNiN（r人員」〉

aqsari（「あっさり」）

bagka（「バッハ」）

o

ja　ra　wa　（na）

ri　（ni］　（ti）

mja　rja　（ljja）

kaqpa（r湾童」）　kaqta

　童（茎SiN　　（　「一ノ£、、」　）　　　haqkiri

hai（「はい」撮影している人への返

45　A　pu　u　ku　su　ctt　nu　hu　mu　ju　ru　u　（Bu）

46　　　 もenehe窪】eeree
47　ZX　pe　e　ko　so　to　no　ho　mo　jo　ro　o　（ijo）　A

＊　（ti）　　　　　　　　（du）　（dju）　（ca…ッァ）などもまれに外来語・方言など

　　　でおこりうるが発音していない。

＊＊的〕は東京の一部にみられる語頭以外の位置でのgの異音。上村はこの（ロ〕を

　　　ふだんはっかわない。

＊＊＊　33，34は31，32のやりなおし。40は39のやりなおし。

＊＊＊‡38では母音の前後にあまりっよくない声門閉鎖音をつけて発音している。また38以

　　　下の単音節の発音でもしばしば母音の前後にあまりっよくない声門閉鎖音がついて

　　　いる。

§4第2部　朗読＊（島崎藤村「夜明け前」の一部）
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AsoRoto“kiiti　itaq”t　mirute　kju”ll－syoojato　site　mata　kjg”u一

　その時に　　なって　みると　　　　旧庄屋と　　して，また　　　旧

　hoNziNteNjato　site”Ro　haNzo”oga　sjo“ogaimo　suibete

　本陣間麗と　　　しての　　半藏が　　　　　　生涯も　　　すべて

　usironi　ilagita
　後方（うしろ）に　　　なった。

t〈）xsuibete　su“bete　usiroRi　naq”ta

　すべて　　　すべて　　　後方（うしろ）に　なった。

Z＞Nhitoiri　kaireBo　sjoiogaiga　owario　cugetaba”karide　na”ku

　ひとり　　彼の　　　生涯が　　　終りを　　告げたばかりで　　なく

　isiNi”raifio　me“eziRo　bu”taimo　soito　zjuukjuttneNa“tari一

　維新以来の　　明治の　　　舞台も　　その　　　19年あたり

　田andeO　　　hi毛0コC縫nO　　　｝〈atO「kitO　　　　Siもe　　　O、Okik縫　　　　maWarika「kete

　までを　　ひとつの　　　過渡期と　　して　大きく　　　廻りかけて

　ita　A

　いた。

Ashite”bitowa　si］Npoo　haraNda　kifioeno　ho”sjuni　cuka”re

　　人々は　　　　進歩を　　孕んだ　　昨磁の　　　保守に　　　　疲れ

　ko“sjgo　haraNda　kinooRo　si“Nponi”mo　cuka”reta

　保守を　　　孕んだ　　三田の　　　進歩にも　　　　　疲れた。

△ataraS圭「i　　　　　逸iqpO「NO　　　　　韮頂0もOme「rlj　　　　　　kOke、rO田a　　　　jOOj乏しkU

　新しい　　　　醸本を　　　求める　　　心は　　　　ようやく

　o“okuno　wakamonono　mune“ni　kiza”site　ki”taga　sika“si

　多くの　　若者の　　　　胸に　　　萌して　　　　きたが　　　しかし

hookeNzi”daio　hoomuru　kotobaikario　siqte　ma”da　makotono

　　封建時代を　　葬る　　ことばかりを知って　　まだ　　まことの

　i“siNfto　zjeozjusifru　hi”o　nozomu　koto“mo　deki”Rai

　維新の　　　　成就する　　Nを　　　　望む　　ことも　　　出来ない

　jo”ena　hu”kooRa　usugurasaga　antario　si”haisite　ita　x（＞s

　ような　　：不幸な　　薄暗さが　　　　あたりを　　　支配して　　いた。
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6　AsoRokakni　aq£e　tooza”Ndoe　kooziejuifno

　　　その闘に　　あって　　東由道　　　　工事中の

　　　keNseeuni　taisuWiru　seiehuno　hooslNwa　Ri－wakani

　　　　建設に　　　対する　　政府の　　方針は　　　にわかに

　　　dooRi　aratamera－re　sisecute“cudoofio　keekakumo

　　　道に　　改められ　　　　　私設鉄道の　　　　計画も

　　　eko－ri　zikaNto　kjo－iritoo　taNsjifkttsuru　koocuuno

　　　興り　　時間と　　距離とを　　　短縮する　　　　交通の

　　　a－takamo　osijo］se£e　ku”ru　se”ekino　koezuino

　　　あたかも　押し寄せて　　来る　　　世紀の　　　洪水の

　　　ka”kuzino　seekacuni　hitaro”oto　site

　　　　各葭の　　生活に　　　浸ろうと　　　して

7　Akacuisigewa　si“sjooRo　kucikara　waizukani

　　　　勝重は　　　師匠の　　　　mから　　わずかに

　　　wasuregata－i　keteba　watasiwa　ote”Ntoosamamo

　　　忘れがたい　　　言葉　　　わたしは　　おてんとうさまも

　　　sinu　tojutt　ano　kotoba”o　omoida－site

　　　死ぬ　という　あの　　言葉を　　　思い出して

もeCU（垂OGI《a「NseN

　鉄道幹線

teoka“i　一

　東海

　ka一匪k雛cini

　　各地に

heNkakuwa

　　変革は

　jo－oRi

　　ように

ita△（のみこみ運動）

いた。

　　mo－rete　kita

　　　もれて　　きた

　　　　　mi”zuRi

　　　　　　見ずに

　kaRasiku　omoqtaA

　　悲しく　　思った。

1～7までのセットの切れ目ではカメラをとめているので，間（ま）は多少実際の発

音よりっまっている。また，したがって文と文のあいだの休止の際の音声器官のうご

きはフィルムからは完全にはしることができない。

§5第3部　種々の調音運動（その1）

　一　Fi　lm　A一一

　1から12までは日本語のいつつの母音，またはそれににた音をいろいろなちがった状態

で発音してみたものである。

1　　（正常な状態で発音したもの）

2△（舌，口びるなどのうごきを誇張して発音したもの）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X線映画「日本語の発音」について　541

3△（鼻音化させて発音したもの）

4△（くちるをとじて，すなわち〔m〕の異音として発音したもの）

5△（おく舌と口蓋垂のあいだをとじて，すなわち〔N〕の異音として癸音したもの）

6△（まえ歯をとじあわせ，ロびるを固定させて発音したもの）

7△（両まえ歯のあいだをわずかにひらいて固定させ，また口びるも圃定させて発音し

　　　　たもの）

8△（雷全体をうしろにひいて発音したもの）

9△（喉頭をややたかめにもちあげ，舌全体をややたかく，かっややまえにだして発音

　　　　したもの）

10△（喉頭をややたかめにもちあげ，下あごをうしろへ，かっ下へひくようにし，かっ

　　　　下あごのひらきかたをすくなめにして，すなわち声道をできるだけみじかく，か

　　　　つちいさくして発音したもの）

11△（喉頭をつよくひきさげ，すなわち声道をできるだけながくして発音したもの。雷

　　　　根部，咽頭下部，喉頭は緊張している。）

12△（11と同様に，しかし舌根部，咽頭下部，喉頭の緊張をなるべくとりのぞくように

　　　　して発音したもの）

13　A，　（i：）　（ei）　（ED　（a：）　（a：）　（oi）　（oD　（ui）

　　　（舌の最高点をなるべくneutral　positionからとおざけるつもりで，　D．　JoResの

　　　　8基本舞音にちかい音をくだり調子で発音したもの。結果は音色，舌の位置とも

　　　　JORes自身の発音の音色，　Jefiesの記述といくつかの点でくいちがっている。）

14△（上を連続して移行的に発音したもの。とちゅうで瞬間的にふるえ音の〔R〕の位

　　　　置を通過する。　〔u）のあとは〔了〕の位置をとおり，もとの〔i〕へもどる。

　　　　）A

15　A　（piO　（peO　（peet）　（pat）　（pot）　（pAt）　（put）

16　A　［pi：O　（paiO　（po：t）　（puit）　（pe：t）　（pq：t］　A

17　ZX　（pe－i　t］　（pa－i　t）　（po””i　t）　（pa－ut］　（p61jQ　（pire）　（psAe）　（p51＞）

　　　（puAe］　A

　　　（15～17はフィルムのあまりを利用して英語，米語のいろいろな母音の発音をここ

　　　　ろみたもの）



542　付属資料

　一　Film　B－

18　△〔ieεaαou’f　i）　（連続して移行的に発音）haii　meoicido　jarima「su

　　　（ギはい，もう一度やります」撮影する人との会話）　（のみこみ運動）

i9　A（iD　（eD　（s：）　（ai）　（ai）　（3：）　Coi）　（u：）　CiD　（i：］

　　　haii　（「はい」返事）△

　　　（18，19は13ほ4とおなじ主旨のもの）

§6第4部　種々の調音運動（その2）

第4部は，おもに音声器官の実際のうごき，位置と発音者自身の筋肉感覚との関係をた

しかめる目的で発音したものである。

一　Film　A－

1△（neutralな〔e〕の位置でieaouiにちかい音を連続して移行的に発音した

　　　もの。）

2　△〔P甲　P甲　P鶏　P卑　P〕　〔bm　bm　bm　bm　b〕

　　　（目びるをとじて無声のfiasal　plosiGfiを4回，ついでおなじく有声のnasal

　　　plosionを4回おこなっている。）

3　A　Cbthibfuibrkib）

　　　（□びるをとじ，有声のつよいfiasal　plosioaを3回おこなっている。）hai　owar

　　　（fはい，おわり」合図に発したもの）

4△（調音点をすこしずつうしろへずらせながら5種類の〔t〕（〔2）　〔t〕　砿〕

　　　〔t〕　〔1））を，ついで5種類の〔k〕（〔c〕　墜〕　〔k〕　〔彗〕　〔q〕）を

　　　発音し，さいごに咽頭下部をしめつけ開放することによってっくる破裂音を発音

　　　している。子音のあとに〔a〕をつけている。）

5　　（調音点をすこしずつ，うしろへずらせながら3種類の〔s〕を発音し，最後に．

　　　　〔θ〕を発音している。子音のあとに〔a〕をつけている。）　owar　i（「おわ

　　　り」）△

一　Film　B－

6　△（〔m〕をながく発音しながら， とちゅうで舌面を口蓋にできるだけ密着させてい



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X線映画「日本語の発音」について　543

　　　る。舌面がx線像として，どううつるかをためすためにおこなったもの。）hai

　　　　（「はい」返事）△

7△（6とおなじ主旨のもの。）

8　A（？m　？rr｝　？m　？ihi　bm　bm　bm　bthi　bm：）

　　　（まず，あとに〔m〕をつけた声門破裂を4回おこなっている。4回目はつよい破

　　　裂。ついで，口びるをとじたまま有声のnasal　plosionを5回おこなっている。

　　　4回目はつよい破裂，5回目は吸気による発声と破裂とをおこなっている。）

9

10

11

12

Q
り
4
5

　　9から15までは，なか舌的な〔O〕を発音しながら舌そのほかの器窟をいろいろ

　　にうごかしたり，また緊張させたりしている。

△（neutralな〔e〕の位置から舌根部を緊張させて咽頭の後壁にちかずける運動。

　　neutralな〔e〕にもどり，ついで，舌根部を緊張させながら下へひきさげる。

　　ひきさげた状態で一度やや緊張をとく，ふたたび緊張させ，さいごlelleutralな

　　〔e〕にもどる。）（のみこみ運動）

△（neutralな〔e〕の位置から下あごをできるだけひろくひらく運動をおこない，

　　つぎに舌をだしいれする運動をおこなっている。）

△（Reutralな位置，姿勢からあおむく運動。つついて，うつむく運動。つぎに

　　fieutralな位置にもどり，首を90度左にひねって顔をカメラにむける。つぎにそ

　　のまま上半身を左にひねり，顔の反対がわみぎ半面をカメラにむける。ついで首

　　と上半身をひねってneutralな位置，姿勢にもどる。）　kokoma、dedei、idesu

　（rここまででいいです」）ha「i（「はい］撮影している人との会話）

△（Relltra1な位置から，舌面を緊張させてなか舌部分をもちあげ，　neutralな位置

　　へもどる。つぎにReutralな位置から舌金体をうしろにひき，さらに舌全体と喉

　　頭をおおきくひきさげる。雷根と喉頭の位置をもとへもどし，さらに舌全体をも

　　とのReutra1な位置へもどす。）（のみこみ運動）haii（r返事」）△

△（おく舌から舌根にかけてを緊張させる運動を4回おこなっている。）

　（舌根部と喉頭をうしろへ，そして下へひく運動を4回くりかえしている。）

　（喉頭をおおきくひきさげる運動を4間くりかえしている。）　（のみこみ運動）△

　　　　　　　　　　　　　　　1970年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所　話しことば研究室実験室
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・のついたものは税込みの値段である（以下同じ）。

三省堂刊　7，800円

　〃　　　12，000円

秀英出版刊　　4，800円

東京書籍刊　　6，800円

三省堂刊　9，500円

秀英出版刊　　4，200円

　〃　　2，700円
　〃　　　　　　　．5，000円

三省堂干弓　　　8，000円

秀英出版刊　　6，GOO円

　〃　　　4，　200円

三三省堂干lj　　8，000円

秀英出版刊　　5，000円

　〃　　　　　　　5，000円

　〃　　　4，200円

三省堂刊　9，　SOO円

秀英出版刊　　4，000円
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　〃　　　　　　　5，000円
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　〃　　　　　　　7，eOOPヨ

　〃　　　　　　　3，000円

　〃　　　5，000円
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秀英出版刊　　7，000円

　〃　　　　　　　3，500円

東京書籍刊　　7，800円

秀英出版刊　　5，150円＊

　〃　　　　　　32，000円

東京書籍1刊　　9，800吋

　　　　　　ぷ秀英出版刊　　5，150円

　〃

　〃
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25，000円

28，　OOO円

28，000円

国語辞典編集資料

1　国定読本用語総覧1一第1期（あ～ん）一

2　国定読本用語総覧2一勲臣（あ～て〉一

3　国定読本用語総覧3一第2期（と～ん）一

言語処理データ集

1　高校教科書文脈付き用語索引日本マイクロ写真35，000円
2　話しことば文脈付き用語索引（1）　　〃　　50，　eOO円
　　　　　＿　

『∈三7モ饗il・、｝‡tねモ立tltl顧MS　　 h＿

東京都板橋225，000円

福祉工場

用
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付
欝

　
　脈

酌
＋

文
紬

ぎ
噛

現代雑誌九十種の用語用字
五十音順語彙表・採集カード

3



国立国語研究所研究部資料
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第2集

第3集

第4集

第5集

秀英出版刊

　　1！

1！

11

　　11

秀英出版刊

3，800円

3，800円

6，000円

6，000円

6，000円

6，000円

秀英出版刊　　品切れ

　　1／　11
11

1t

11

11

11

1，300円

日本語教育教材

N本語とEil本語教育国立国語研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共編
　　　　一発音・表現編一　 文化庁
臼本語と日本語教育一文字・表現編一
日　本　語　の　文　法　　（上）一躰語教育指導参考灘一

日本語の文法（下）一Ll本語教謝講参考書5－

H本語教育の評価法一躰語教育指導参考書6一

中・上級の教授法…日本語教育振導参考諏一

N本語の指示詞一目本語教育指導参考書8一
日本語教育基本語彙七種　比較対照表

　　　　　　　　　　　　　一Pl本語教育指導参考書9…

日本語教育文献索引一躰語教耕鱒参考翻。一

談話の研究と教育1一躰語教育詣導参考書圭1一

語彙の研究と教育（上）一日本語教育指導参考書12一

語彙の研究と教育（下）一La本語口翻旨導参考劃翫

文字・表記の教育一躰語教育鱒参考書14一
談話の研：究と教育ff一日本語教翻鱒参考書15一

大蔵省印礪局刊　　700円
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1，000円

1，400円

　550円

　600円

　700円

　700円

　　ぷ　780円

国立国語研究研年報　秀英出版刊

1　昭和24年度　晶切れ
2　昭和25年度　 ”

3　昭和26年度　品切れ
4　昭和27年度　160円
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昭和61年版
昭和62年版

7，800円

7，800円
昭和63年版 7，800円

高　校　生　　と　新　聞

青年とマス・コミュニケーション

国立国語研究所三十年のあゆみ

　　　一研究業績の紹介一

国立国語研究所
　　　　　　　共編
日本新聞協会

日本新聞協会
　　　　　　　共著
国立国語研究所

秀英出版刊　　280円

金沢書店刊　品切れ

秀英出版刊1，500円

AN　INTROIDUCTION　TO　THE　NATIONAL　LANGUAGE
　　RESEARCH　INSTITUTE　（1988）

基礎日本語活用辞典インドネシア語版

葬売品

tl

　　　　　　　　　　　日本語教育映画基礎編（全30回目

　　　　　　　　　　　　　　　　（各巻16ミリカラー，5分，環本シネセル販売）

巻　　　題　　　名　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　製作年度（昭和）

ユニット　1

1’　これはかえるです一rこそあど」“・一　［は～ですll－　　　　　　　　　　　　49

2＊　さいふは　どこに　ありますか一rこそあど」＋r～がある」　　　　　　　　49

3＊　やすくないです　たかいです一形容講一　　　　　　　　　　　　　　49

べ　　きりんは　どこにいますか一「いる」Fある」一　　　　　　　　　　　　51

5＊　なにをしましたか一動詞一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

ユニット　2

6＊　　しずかな　こうえんで一形容動詞一　　　　　　　　　　　　　　　　　50

7’　　さあ，かぞえましょう一助数詞一　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

8＊　どちらが　すきですか一比較・程度の表現一　　　　　　　　　　　　　52

9＊　かまくらを　あるきます一移動の表現一　　　　　　　　　　　　　51

10＊　もみじが　とても　きれいでした一です，でした，でしょう一　　　　　　　52

ユニット　3

11＊　きょうは　あめがふっています一して，している，していた一　　　　　　52

！2＊　そうじは　してありますか一してある，しておく，してしまう一　　　　　　　　53

13＊　おみまいに　いきませんか一依頼・勧誘の表現一　　　　　　　　　　　　53

14＊　なみのおとが　きこえてきます一「いくjrくる」一　　　　　　　　　53

15＊　　うつくしい　さらに　なりました一「なる」rするll－　　　　　　　　　50



ユニット

16＊

17＊

！8＊

19’

20＊

ユニット

21＊

22＊

23

24

25

ユニット

26＊

27＊

28

29＊

30＊

　4
みずうみのえを　かいたことが　ありますか一経験予定の灘N一

あのいわまで　およげますか一懲能の表現一

よみせを　みに　いきたいです一意志・希勤表現一

てんきが　いいから　さんぽをしましよう一先照・理磁の表現一

さくらが　きれいだそうです一伝聞・様態の表現一

　5
おけいこを　みに　いっても　いいですか一許ag・禁止の表環一

あそこに　のぼれば　うみがみえます一条件の表現1一

いえが　たくさんあるのに　とてもしずかです一条件の表現2一

おかねを　とられました一受身の蓑現1一

あめに　ふられて　こまりました一受身の表現2－

　6
このきっぷを　あげます一やり・もらいの表現1一

にもつを　もって　もらいました一やり・もらいの蓑現2一

てつだいを　させました一使役の表現一

よく　いらっしゃいました一待遇表現1一

せんせいを　おたずねします一待遇表現2一

4
4
4
＝
U
戸
0

只
U
5
5
5
R
りρ
0
ρ
0
ρ
0
1
5

5
5
貫
」
5
57
ワ
ー
7
8
0
0

皿
り
5
5
F
O
「
0販売緬格

　　　　　　　16m／mカラー　　　VTRカラー（3／4インチ）

　全巻セット　　￥720，000　　　　　　響535，000

　各ユニット　　￥！12，000　　　　　　￥84，000

　各巻￥30，000　 ￥22，000

第！巻～第3巻は，文化庁との共同企画

・については日本語教育映画解説の冊子がある。

VTRカラー（1／2インチ）

　　　　￥　432，　OOO

　　　　￥　67，　50e

　　　　￥　18，　OOO

日本語教育映画

日本語教育映画

田本語教育映画　基礎編　練習帳

ff本語教育映画　基礎編　シナリオ集

日本語教育映画　基礎編　総合語彙表

田本語教育映画　基礎編　総合文型表

映像教材による教育の現状と可能性

関連教材（日本シネセル社台）

基礎編教師用マニュアル（全6分冊）

（全6分冊）

（全　！　冊）

（全　1　冊）

（全　1　冊）

（全　1　冊）

各分冊

　1！

1，000円

　500円

1，000円

1，500円

1，　SOO円

2，500円



賃本語教育映像教材中級編一覧

　　　　　　　　　（各巻ビデオ及び16ミリカラー，約5分，

セグメント題名
ユニット　1初めて会う人と一紹介・あいさつ一

1　自己紹介をする一会社の歓迎会で一

2　人を紹介する一訪問先の応接窒で一

3　友人に出会う…喫茶店で一

4　面会の約束をする一戸醗で一

5　道をきく一交番で一

6　会社を訪問する一受付と応接室で一

ユニット　2人に何かを頼むとき一依頼・要求・指示一

7
8
9
1
0
1
1
1
2

ユニット

9
0
4
区
U
2
U
7
－
Q
O

－
⊥
｛
■
1
1
！
り
■

届出をする一戸役所で一

買物をする一デ・馬トで一

打合せをする一出版社で一

お願いをする一大学で一

手伝いを頼む一鞭で一

友達を誘う一友達の家で一

　　3人のことばにこたえて…承諾測りと油臓示｛

お見合いを勧められる

お見合いをする

提案をする

仲人を頼む

結婚式場を決める

スピーチを頼む

日本シネセル社販売）

製作年度（昭和）

1
1
1
窪
孟
－
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6
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ワ
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2
2
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自
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6
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0
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0
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V
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0
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3
q
O
3
3
3

ハ
0
ρ
0
6
6
6
ρ
0

販　売価　格

　　　　　　　16m／mカラー

　各ユニット　　￥　157，500

　各セグメント　￥35，000

VTRカラー（3／4インチ）

　　　　￥　95，　OOO

　　　　￥37，　eoe

VTRカラー（1／2インチ）

　　　　響74，000

　　　　￥29，　500
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　　　　　　　正　誤　表

箇　　所 誤 正

目次P。碧2 声道内圧　　　『 声道内気圧

目次p．2↓6 〃 〃

p．10　↑12
対格の形（acusative　case）　　　　　一

対格の形（accusative　case）

P．13　↑11 ソナグラム（p．384～p．395）　　　　　　　　　　　一 ソナグラム（p．384～p．394）

P．17　↓1 破擦音（無声）　　　　一 破擦音（有声）

P．17　↓14 ノノ
〃

p．22　↑6
なかい音『

ながい音

P．24　↑9
／mo、：bo／　　　　一

／m♂：mo／
p．28　↑5 パラトグラム ソナグラム

P．34　↓7
やむおえず　　一

やむをえず

P．34　↑3 そのくぼみが　　　一

そのくぼみが

p．37　↓6 フレームをムえらびだす フレームをえらびだす

p．38　↓王2 センサー　　　一 センサー

P．39　全9 ダイオード　　　一

ダイオード

P．39　↑8 〃 ノノ

P．39　↑2 カセットテープ　　　　　『
カセットテープ

P．40　↓14
パ
タ
ー
ン
が
｝ パターンが

P．49　↑王 第2章，2－4　　　　　一
第2章，2．4

p．56　↓12
／i、Nr　i／　（同上）　一…　一・φ　398　　　　　　　　　　　一

／i、Ni／（同上）………298

p．62　下図 （X線資料40－113）　　　　　一

（X線資料47－113）

P．63　下図 （X線資料40－074）　　　　　一

（X線資料47－074）

P．420　↑4 状態におかれてるので　　　　　　『 状態におかれているので

p．423　↑1 しることが旧い。 しることができない。

P．425　↓15 目からみれは，　　　　一 目からみれば，

P．425　↑11 甲状軟骨の下のあたりの　　　　一
甲状軟骨の中問あたりの

P．427　？12
発音のはあいにも、　　　一

発音のばあいにも，

p．429　↑2 □むうがはに　　　　｝
日むうがわに

p。430　争3
口ちびるを｝

口びるを

p．43G　↑2 「中舌的な」な特徴　　　　　一
「中舌的な」特徴



P．435　↓12

8
．
1
－
6
　
ま
と
め
『

3．1－6　まとめ　　　　　　1

p．439　↓5 一番ひくいひろ音 一番ひくいひろ母音

P．444　↓1
オ
ネ
ー
ム
『

オネーム

P．446　孚9 の発音にくらて　　　　　｛
の発音にくらべて

P．463　↓10

じ
ば
し
ば
｛

しばしば

p．464　↓12
〔mゼ＝鵡au）　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

〔mu氏mω
P．464　↓16 〔鵡ゴ：覇且〕 〔顧ガ：mj沁〕

P．474　↑7
前かわの一

前がわの

p．482　↓6 3．14～2　　一 3．14－2

P．482　↑11 h

｝
～↑10 iss音一 hiSS音

P．501　↓16 〔墓ju…〕　一
〔墓j勧〕

p．501　↓エ6 （＄jゴ＝墓趣〕 〔g穐「＝gjω

p．501　↑3 接触面趣2ずかに 接触面積がわずかに

P．502　孚6 ま塾なるが， ちいさくなるが，

P．5G4　肇9 期せらた一 秘せられた

p。506　↓6 間にみえる 閲における

p．512　↑8 観測されている．　　　　　　　一 観測されている。

p．512　↑1
おおいい。　　｝

おおきい。

P．524　↓14 ひくあ位置『 ひくめの位置

p．527　↓6 ものでる。一 ものである。

p．528　学4 そのような装置もちいて，　　　　　一
そのような装置をもちいて，

p．529　↓6 終始してする結果『
終始する結果

p。529　↑10 わけではない　　　　　一 わけではない，

p．536　↓9
プレ～ムの番号ゼロ　　　｝

フレームに番号ゼロ

p．537　↑3 33一 33＊＊＊

P．537　孚2 34一 34＊＊＊

P．541　↓2 くちるを・ □びるを

P．542　↑12 hal　owar　　　　｝ hai　owari


